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     第一章　宇宙ミサイル


    



    　革命部七階オフィス。


    　今日はメンバー全員が集まってのミーティングがあった。


    　集まる約束の時間から一〇分を過ぎている。しかし会議は始まっていない。


    「何やってるのかしら、もう」


    　沙さ織おりは憤然として、顔をしかめてみたり、指をトントンとテーブルに連打してみたり、時計をにらみつけてみたりといそがしい。恒こう太たが遅れているせいだ。


    　二〇分ほど遅れて、恒太がエレベータから颯さつ爽そうと登場。


    「ほう、この俺の到着を殊しゆ勝しように待っているとは、良い心がけだな」


    「なんで遅れてきてえらそうなのよ！」


    　沙織が溜ため込んだ不満を爆発させた。


    「なに、つい先ほどまで、ファンクラブの連中を集めて武ぶ道どう館かんでトークライブをやっていたのだよ。アンコールが強烈でな」


    「はあ？　トークライブ？」


    「そうだ。……な、なにぃ？　ファンクラブのサイトには、USTREAMでトークライブイベントを中継すると告知していたはずだが……ま、まさか沙織は……チェックしていなかったとでも!?」


    「あんたのサイトなんてチェックするわけないでしょ!?」


    「イベント載ってましたぁ。私、恒太くんに言われて毎日アクセスしてるんです。今日はライブのあと、『春かす日が恒太最高戦略会議』って書いてました！」


    　柚ゆずさんが小学生のように手を上げた。


    「ほほう、柚、えらいじゃないか」


    「はい！　褒ほめられると、もっとチェックしなくちゃって思います！」


    「どこぞの小娘も見み倣ならってほしいものだな。なにせ栄はえあるファンクラブ第一号なのだ。キリストの最初の弟で子しペテロのように、異郷での布教に精を出してもらわねば困る」


    「誰があんたの布教なんか……」


    　莉り音おんが手を叩たたいて場を制する。


    「ほらほら、いつまでも立ってないで、恒太も座って。時間も押してるし、始めるわよ」


    　ホワイトボードを引き寄せた莉音は、マジックを取り上げ、今後の計画を書き出していく。


    



    ■革命部、中期計画


    ①ウラン濃縮


    ②宇宙ミサイル開発


    ③国際商業銀行の上じよう場じよう


    



    「うん、こんなものね」


    　莉り音おんは満足そうにマジックを置き、俺たちを振り返った。


    　俺が感想をもらす。


    「冷静に考えればとんでもないこと書いてあるんだけど……受け流せる俺がおかしくなってるんだろうか？」


    「私も感覚がおかしくなってるわ。なんか普通に聞いてるし」


    「ククク、ようやく巳み継つぐや沙さ織おりも、この俺に追いついてきたということだ。さて、①ウラン濃縮のほうは進んでいるかね？」


    「順調よ。私と柚ゆずちゃんがドバイに行って、うちの船のなかで作業を進めるの。遠心分離器さえあれば、濃縮ウランを抽ちゆう出しゆつする作業は数名で取り組めるからね」


    「莉音部長と仕事ができるなら、私とっても嬉うれしいって思います！」


    「次は②宇宙ミサイル開発。これはロシアと交こう渉しよう中。巳継と進めてるところよ」


    「この前の様子だと、うまくいきそうじゃないか？　初期の予算三〇兆円と言ったら、仰ぎよう天てんしてたもんな」


    　先日、莉音とロシアの連れん邦ぽう産業庁を訪問し、防衛産業を統括しているイヴァンは前向きに取り組むと約束してくれた。俺たちが持つ巨額の予算に目の色を変え、イヴァンは狼ろう狽ばいした様子だった。ロシアとうまくミサイルの共同開発を進められれば、俺たちのミサイル技術は飛躍的に進歩する。ロシアの軍事ノウハウは世界有数であり、ミサイル開発面ではアメリカに次ぐ能力を有しているからだ。


    「宇宙ミサイルか……俺が上場準備で多た忙ぼうを極めていなければ、手を貸してやってもいいのだがな……」


    　そんな恒こう太たに俺が訊きく。


    「じゃあ③国際商業銀行の上場って、準備進んでるのか？」


    「当然だ。見せてやろう。我が上場プランニングの粋すいを！」


    　そう宣言し、恒太はバッグから白くて四角い何かを取りだした。書類だろうか。いや、書類というよりもはや物体。一〇〇〇ページに及ぶ、ミカン箱のような分厚い計画書だった。


    　意表をつかれ、俺は声を上げる。


    「い、意外だ……。恒太が、ちゃんと仕事してるなんて……。どれ、見せてくれ」


    　計画書を引き寄せ、俺はページをめくってみた。


    　莉音と沙織が俺の後ろにやってきて、のぞきこんだ。


    　次々とページをめくっていく。


    　会場に配置するフロアマットの種類、運ばれてくるケーキの大きさ、出席する世界中の著名人やタレントたちの名簿……計画書はまだまだ続く。


    　……。


    　…………。


    　………………。


    　これはなんだろう、上じよう場じよう準備というより……国際商業銀行の上場に合わせて世界各国で開かれるパーティー……全地球規模のお祭り騒ぎのための計画書だった。


    　国際商業銀行の上場を祝うために各国のマスコミを集め、世界中の政治家・タレントを総動員し、地球人すべてがイベントに参加するという空前のスケール。世界中のテレビ局で二四時間のチャリティー番組を放送するとか、どのハリウッドスターをどこの国に配置するとか、イベントでなぜかマンチェスターユナイテッド対サンパウロＦＣおよびＡＣミラン対ＳＣインテルナシオナルのエキシビジョンマッチが開催されるとか、上場のカウントダウンと同じタイミングでスペースシャトルを打ち上げるとか、世界で初めて月面に支社を設立するだとか……地球全体で国際商業銀行の上場を祝うという気宇壮大なパーティーだ。計画書は細部に及ぶまで緻ち密みつかつ具体的だった。


    　沙さ織おりが唖あ然ぜんとしつつ口にする。


    「な、なんなのこれ……」


    「これ……上場じゃなくて、その後のお祭りのプランニングじゃないか。上場準備はどうなってるんだよ？」


    「これが一番重要な準備だろう。何を言っているのだ巳み継つぐは？」


    「こんなの重要じゃないぞ。むしろパーティーなんてやらなくていい……。ていうか監査法人や証券会社と折せつ衝しようしたり、どこの証券取引所にどんなスケジュールで登録したり、どのくらいの株を発行したり、一株いくらで売り出すのかとか、必要な準備があるだろう？」


    「巳継は、そのような雑務までこの俺にやらせようと言うのかね。羊ひつじ飼かいに牧草を食えと言っているようなものだぞ……ありえん……」


    　たまらず沙織が指摘する。


    「あんたは自分がお祭りの中心になりたいだけじゃないの！」


    「地球最大の上場記念パーティーだ。世界は新たに、その日から始まる。この偉い業ぎようは、俺の手によって全力で成なし遂とげられなくてはならない。なぜならこの俺は……春かす日が恒こう太ただからだッ！」


    　莉り音おんがため息をつく。


    「しょうがない子ね……。上場準備は、私が関係各所と折衝して進めましょう。他の仕事もかかえてるから、片手間になっちゃうけど……」


    「仕方ないな。俺も莉音を手伝うよ」


    「最初から、こうなる予感はしてた……。いかにも恒太クオリティって感じね」


    「諸君、雑務は任せたぞ。なに、タイタニックに乗ったつもりでいるがいい。俺が統治する革命部は、人類最大のパーティーを主催したコングロマリットとして、永久に語り継がれていくだろう」


    　恒太は雄大に両手を広げ、そしてニヤリと微笑ほほえんだ。


    　どうでもいいがそのたとえだと、沈むぞ。


    



    
      ◇

    


    



    　革命部オフィスが留守になるため、恒こう太たにクギをさしておこうと、俺は沙さ織おりと連れだって八階の頭取室を訪ねた。


    「ようこそ、我が頭取室へ。何用かね？」


    「これから俺たち四人はドバイに行って、ウラン濃縮を始めるんだ。それからすぐ俺と莉り音おんがロシアに飛ぶし、沙織には営業でアメリカに行ってもらう。だから、俺たちが留守の間、メチャクチャなことはしないでおいてくれよ……」


    「私は五日で戻ってくるから、変なことしちゃダメなんだからね。絶対よ」


    　沙織も強い調子で言い、恒太をにらみつけた。


    「だが俺も、これからクアラルンプールに出張することになっている。国際会議に呼ばれていてな。俺に出席してほしいと、日本政府の者どもがうるさいのだよ。なに、貧民どもを手助けしてやるのも王者の義務というものだ」


    　世界最大の対外債さい権けんを保有し、莫ばく大だいな資本収支の黒字を計上している日本政府を貧民呼ばわりとは、こいつの頭はどうなっているのだろうか。


    　沙織は手て提さげ袋ぶくろから缶コーヒーを取りだす。


    「そうそう、コーヒー買ってきたの。飲みながら話しましょ。はい、巳み継つぐ」


    「お、サンキュー」


    「恒太、はい、あんたも飲むでしょ？」


    　意外そうに、恒太は沙織を見つめる。


    「ほう……？　どうしたと言うのだ？　火の七日間で世界を焼き尽くした荒くれ娘も、少しは人心を解すまでに成長したようだな」


    「ほ、ほら……あんたはバカだけど、仲間だからね。コーヒーくらいおごってもいいかな、と思ったの」


    　妙に照れた様子の沙織を横目に、俺はコーヒーを飲み込んだ。うん、冷えていてうまい。


    「凶暴で非礼で傍ぼう若じやく無ぶ人じんな小娘がデレることがあるとはな。変われば変わるものだ。フッ」


    「たまには謙けん虚きよになって……私も淑しゆく女じよのマナーを身につけようと思ってね……」


    「せっかくの成長をムダにするわけにもいくまい。いただくとしよう」


    　恒太もコーヒーを受け取り、一口あおった。


    　すると、恒太は無表情で押し黙る。


    「……」


    　沙織は期待のこもった目で恒太を見つめていた。


    　俺はといえば、突然の恒太の変化に不意を喰らった。顔色が、紫じみて変色したのだ！


    　恒太は急激に充血した目を見開く。


    「……こ、小娘！　謀はかったな！」


    　恒こう太たは叫び、自分の喉のど元に両手をあてがってコーヒーを吹きだした。


    「ごぶぁ！」


    　そして転倒し、そのまま気絶した。


    　俺は顔の汗をふく。


    「ゆ、柚ゆずさんのジュースを仕込んでたのか……。おそるべき威力だ……」


    「さあ巳み継つぐ、行きましょ」


    　そう言って、沙さ織おりは俺の腕をつかみ、頭取室をあとにしようとした。


    　黒い液体を口からもらしながら仰向けに倒れている恒太を、俺は指さす。


    「え？　いいのか、これ放っといて？」


    「いいでしょ、恒太だし。私たちも準備しましょう。急がないとフライトに間に合わないわ」


    　沙織は、遠足を目の前にした子供のように嬉うれしそうだった。


    



    
      ◇

    


    



    　ドバイの港湾に係けい留りゆう中の、オリエントシーライン所属のタンカーに、俺たちはやってきた。莉り音おん、沙織、柚さん、そして俺の四人である。


    　俺たちはアルティステクノロジー社に発注した遠心分離器を船底の壁かべ際ぎわに設置し、ウェスタンユニオンから送り届けられた特殊装置──高強度アルミを使用して製造されたポンプ、真空管、密みつ閉ぺい枠わくなど、さまざまな部品を連結させた。四人がかりの作業である。


    　遠心分離器は、洗濯機に似ている。


    　洗濯機は高速回転することで重力を作り出し、軽い衣服と、重い水を分離させて脱水する。ウラン濃縮は、これに近い作業の繰り返しだ。遠心分離器は音速に近いスピードで高速回転し、ウランを分裂させてゆく。


    　だが核兵器レベルのウラン濃縮には、数千台の遠心分離器を連結する必要がある。学校の校庭を一周するほどの長さが必要だ。だから俺たちは、オリエントシーライン所属船せん籍せきのうち最大級のコンテナ船を用意し、遠心分離器を並べ置いたのである。


    　そして遠心分離器でウラン濃縮を繰り返していくと、まずは原子力発電所の燃料として使えるものになる。さらに作業を続けていけば、核兵器として利用可能なレベルに到達する。この最終生成物が、高濃縮ウラン（ＨＥＵ）だ。民間利用と軍事利用の違いは、それほど大きくない。


    　核兵器一個分のウランを濃縮するのは非常に時間がかかるのだが、遠心分離器をひとたび稼か働どうさせれば、何か月でも中断することなく自動で作業し続けてくれる。


    　本来なら、ここまでこぎ着けるのに、兆単位の莫ばく大だいな資金と、何百、何千人もの科学者、そして数年に及ぶ研究期間が消えてしまう。ウェスタンユニオンを傘さん下かに置き、共同子会社を作って事業を行おこなうようになったおかげで、このステップを俺たちは飛び越えたのである。もっとも、俺たちとて兆単位の資金を注つぎ込んだし、海かい胴どう総そう次じ郎ろうに殺されそうにもなった。勘かん定じようは合っている。


    　設置は終えたので、あとは稼か働どうさせるだけだ。白衣を着た莉り音おんと柚ゆずさんが立ち働くのを、俺と沙さ織おりは座って眺めていた。


    「できましたぁ」


    　極ごく秘ひ裏りの作業には思えないような、明るい口調で柚さんは言った。


    「ひとまず完成ね。あとはこれを繰り返して濃縮ウランを作るだけよ。弾頭一個分のウランを濃縮するだけでも、時間はかかるけど」


    「おめでとう、っていうのは変だよな」


    　俺がそう言うと、沙織も首をかしげる。


    「変だと思うわ。モヤモヤして妙な気持ち」


    「とっても簡単でびっくりしちゃいました」


    「私たちはこれから他の仕事に行かなくちゃいけないから、しばらく柚ちゃんに作業しておいてもらうけど……ひとりで大丈夫？」


    「お船に立派なお風呂や寝室もあるんで、大丈夫だって思います」


    　これからの作業はルーティンワークの繰り返しだ。高濃縮ウラン（ＨＥＵ）ができるまでには時間がかかる。数日間は柚さんがひとりで暮らすことになる。


    「じゃあ柚ちゃん、お願いね。ロシアでの仕事が終われば、また戻ってくるからね」


    「はい！　私もがんばるんです！」


    



    
      ◇

    


    



    「方法を決めよう。まずは新会社を創ること」


    　俺たち──莉音、ジリヤ、俺を出迎えたイヴァンは、テーブルで向き合ってすぐに言った。ここは連れん邦ぽう産業庁の個室である。


    　莉音が訊きく。


    「ということは、話は通ったの？」


    「ＯＫだ。これだけの金を持っている相手に、誰も文句をはさむヤツはいない。あとは細かい条件詰めをしていくことだけだね」


    「そりゃそうだ。こんな商談を逃のがしたら、逆に首が飛ぶよ」


    　そう言って、ジリヤはソファに身を沈めた。


    「どんな形式での協力を考えてる？」


    「ＫＭＣと革命部で共同の子会社を創る。そこに技術移転し、ＫＭＣは毎月の技術提供料を受け取る。えっと、本当に月一〇〇〇億円でいいのかな……？」


    　イヴァンは遠慮がちに莉音に確認した。


    　ＫＭＣはコークス・ミサイル・カンパニー。数あま多たあるロシアの軍事企業のなかではそこそこ大きく、戦略ミサイルを開発し、輸出している企業だった。


    「こちらに二に言ごんなし。技術提供料は毎月一〇〇〇億円。共同子会社の出資比率は？」


    「五〇％ずつ」


    「こちらに五一％取らせてくれない？」


    「そうなると、いささか話が面倒になる。五〇％が限界なんだ。でも、どうしてもと言うなら、時間と金はかかるけど……」


    　言葉をにごらせたイヴァンに、莉り音おんは話を撤回して応じる。


    「わかった。じゃあ五〇％ずつでいいわ。経営方針は、私たちが決めていっていいのよね？」


    「そのために、無理やりこんな方法を取っているんだ。厳密に解釈すればロシアの法に触れるんだけど、関係者たちはある程度の了解をしているよ。皆、それなりのお金も受け取ってる」


    　ジリヤも追従する。


    「法解釈なんてあとからついてくる。後先が逆になるけど、国際政治では既き成せい事実が優先されることが多い。言葉は悪いが、要は『やったもん勝ち』なのさ」


    「それに今の時代、高度な戦略兵器の開発は、国際共同開発が主流なんだ。科学技術が進みすぎていて、一国ですべてをまかなうにはリスクが大きすぎるからね。だから数か国が集まって資金を出し合い、一緒に開発する。その点、ロシアは兵器産業を保護しようと躍起になるあまり、遅れていただけなんだ」


    「アメリカで開発が進められている最新鋭戦闘機Ｆ‐35だって、数か国の共同開発だ。ロシアだってこれから本格的に開発に入るステルス機Ｔ‐50は、インドと進めてるところだろ」


    「そうだな、Ｔ‐50がうまくいってくれるといい。だから今回は、ロシアと革命部による最新鋭ミサイルの国際共同開発ってことさ。国家と企業が取り組む形態は世界初だけど、そういうこともあっていい」


    「委細了解よ。話を進めましょう」


    　莉音はうなずいて、俺を向く。


    「社長は巳み継つぐ。いいかしら？」


    「あ、ああ、わかった。やろう」


    　突然の指名だったが、ここまできて躊ちゆう躇ちよする理由はない。


    「私も役員になるからね。ジリヤも役員、引き受けてくれる？」


    「構わんよ。まさか私が、またロシア政治に片足を突っ込むなんてさぁ。もう二度と関わることはないと思ってたのに、未来のことはわからんもんだなぁ」


    　ジリヤの同意を得ると、莉音はイヴァンに確認する。


    「ロシア側からは？」


    「革命部側から三人ということだね。ならばロシア側からも三人出そう。ひとりは私だ。安心してくれ」


    　イヴァンも取引が円満に決まり、満足そうな様子だった。初めて会ったときの疲れ切った面おも影かげはなくなっていた。


    



    
      ◇

    


    



    　高度に政治的な話は、決まった瞬間にできる限り早く進めたほうがいい。モタモタしていると、さまざまな利害関係者が顔を出し、状況が変わっていくからだ。


    　俺たちは速すみやかに、モスクワに新会社『ロシアロケット社』を設立した。安あん直ちよくなネーミングだが、会社名にロシアを冠したのは、ロシア政府に印象を良くしておこうと気を遣つかったためである。


    　設立とほぼ同時に、電光石火で技術移転契けい約やくを結び、初月分の技術移転料として一〇〇〇億円を支払った。今どき兵器を売買したって、純利り益えきで一〇〇〇億円なんて簡単には手に入らない。それが毎月、利益として計上されるのである。ＫＭＣの経営陣は、狂喜乱舞していた。


    　そしてロシアロケット社では、世界中から先端科学技術者の雇こ用ようを大々的に開始。関係しそうなありとあらゆる優秀な科学者たちに声をかけはじめた。核兵器は秘ひ密みつ裏りに製造する必要があるが、最新ミサイルの開発を隠す必要などない。開発するのは、ロシアの半官半民の企業だからだ。ミサイルを開発して何が悪い。


    　ロシアロケット社の設立はマニアックなニュースで、世間一般に知られるような出来事ではなかった。しかし世界の軍事関係者にとっては、注目すべき動きのひとつだ。


    　そこへ久しぶりに、俺への取材の申し込みがあった。優秀な科学者たちにロシアロケット社を知ってもらう機会を作りたかったので、記者会見を開くことにした。特殊な分野の、専門的な人間たちしか興味を持ちえない分野であるため、落ち着いた会見だ。


    　場所はモスクワの高級ホテルである。


    　集まった記者は三〇人ほど。アメリカの軍事関係記者、ＢＢＣなど、グローバルだが限られた範囲の取材だった。


    　ひとりの記者が立ち上がる。


    「革命部がロシアと、ミサイルの国際共同開発に取り組むとのこと……企業と国家が国際共同開発というのは、突とつ飛ぴな出来事すぎて、想像がつきません。今回の経けい緯いに至るまでの概がい略りやくを、お聞かせいただいてもよろしいですか？」


    「難しく考えないでください。簡単な話です。革命部は軍事ビジネスに進出する意向があるからです」


    　淡たん々たんと俺は言った。


    「ですから、軍事ビジネスと革命部が結びつかないのです。革命部は世界最大の金きん融ゆう機関──国際商業銀行を傘さん下かにおさめており、金融業界のパイオニアというイメージがありますので……。ここにきて、なぜ軍事なのでしょう？」


    「我われ々われは企業ですから、ビジネスになる分野であれば進出を検討して当然です。今や革命部グループは巨大化し、あらゆる産業に関係しています。軍事は重要な分野であり、常に検討の対象に置くべき商圏だと考えております」


    　俺は格式張って対応していた。親密にする必要もないし、だからといって無視する必要もない。記者たちとは即つかず離れず、ちょうどよい距離を取るのだ。


    　記者は不可解とでも言いたそうな顔をする。


    「しかし、兵器開発で利り益えきを出せますかね？　おおかたの関係者の見方としては、商売として成り立つはずもないというものですが……」


    　記者の指摘はもっともだ。人の生き死にをビジネスにしているからハイエナのようなイメージがあるだけで、商売として成立するかどうかは微妙だ。


    　兵器開発などより、その周辺のロジスティクス──人員や戦車の輸送、物資補給、食の供きよう給きゆうなどのほうが手堅く利益を出していくことができる。新事業として最新兵器開発と聞けば、疑問を抱いだくのは自然なことだった。


    　俺は用意していた台本通りの説明をする。


    「我われ々われは、ミサイル開発を、あくまで最先端の科学技術を磨く場所であるととらえております。すぐにミサイル開発で利益を出していくことは困難かもしれません。しかし我々は、傘さん下かに多数の企業をかかえており、ここで培つちかった技術の粋すいを存分に活用していくことができます。軍事ビジネス単体としてとらえるのではなく、革命部グループ全体として考えていただければと思うのです」


    　即座に商売にならないとはいえど、いつの時代も、世の中に産み落とされた多くの技術が、最初は軍事技術として開発されたものだ。インターネットでさえ、アメリカ軍によって産み落とされた軍事技術のひとつである。


    　別の記者が立ち上がって質問してくる。


    「革命部グループである国際商業銀行の春かす日が頭とう取どりは、ノーベル平和賞の候補にまで名を連つらねておりますよね？　今回、軍事ビジネスに乗り出したことで、その候補からは外れることになるのでは？」


    「そのようなお話があることは存じております。春日がそのような栄えい誉よに与あずかる可能性があるのは光栄なことではありますが、畏おそれおおいことでもありまして、候補から外れるのは自然なことであろうと我々一同は受け止めております。そのような可能性がわずかでもあっただけで、誠まことにありがたいことです」


    「これからロシアロケット社はどのような動きを見せるのか、今後の計画をお聞かせいただいてもよろしいでしょうか？」


    「新たに設立したロシアロケット社で、科学者・技術者を大量に募集します。世界のあらゆる企業と比較しても、最高レベルの報ほう酬しゆうを提供できるものと考えております。最低年ねん俸ぽうは一〇億円」


    「最低年俸一〇億円!?　それでビジネスになるんですか!?」


    　集まった記者たちはガヤガヤと騒ぎだした。


    　場を制するため、俺は急ぎ口にする。


    「ですから繰り返しになりますが、ミサイル技術単体で利益を追い求めているのではなく、グループの長期的な展望として考えてください。また、一〇億円はあくまで最低年ねん俸ぽうであり、人によっては年俸三〇億円、年俸五〇億円ということもありえます。ひとまず円での提示ですが、ご希望の通貨でお支払いしましょう」


    　さらに記者たちのざわつきが広がった。


    　構わず俺は続ける。


    「ロケット技術に関わる世界の科学者・技術者のみなさん、興味がありましたら、ロシアロケット社までお問い合わせください。すぐに面接の上、詳細を決定しましょう。この機会に、ぜひ弊へい社しやへの転てん籍せきを検討してください。よろしくお願いいたします」
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    　俺たちは、ロケット工学に関連する科学者・技術者に積極的なアプローチを続け、ヘッドハントを専門とする複数の人材企業に採用業務を依頼していた。これらの人材企業は、ひと昔前は、アメリカの投資銀行が科学者をヘッドハントする企業として利用したが、金融バブルが弾はじけたせいで、今では閑かん古こ鳥どりが鳴いている。そこで彼らにヘッドハントの一切合切を任せて、世界中で募集をしまくったのだ。


    　目もくらむような報ほう酬しゆうに、興味を持つ科学者・技術者は多かった。「すごい年俸で誘われたんだ！」と噂うわさが噂を呼び、このニュースは業界中を駆け巡った。彼らがいま受け取っている年俸より、平均して一〇〇～二〇〇倍は多い提示額だろう。


    　モスクワに用意したロシアロケット社の本社ビルで、莉り音おんと俺は二人で今後の計画を話し合っていた。


    「ロシアロケット社での、新しい科学者の採用がどんどん決まってきてるよ。なんつっても報酬が違う。しかも、警備員付きの大きな住居も無償であてがうし、それに伴う引っ越し費用も、子供の教育も何もかも、ぜんぶ会社が面倒を見る。こんな恵まれた仕事環境はないからな」


    　俺は状況が記載してある報告書を、テーブル上、莉音に押しやった。ここ最近、ロシアロケット社の設立準備のため、俺はモスクワに滞在することが多くなっていた。


    「でもね、今来てる人たちは、大学の研究者が中心なのよね。一直線に目標にたどり着けるような科学者がやってきてくれないかしらね？」


    「ＮＡＳＡからも数人来てるし、優秀な人たちが集まってきてると思うけど……。一直線にって、どういうことだ？」


    「たとえば米軍で戦略ミサイルを研究してる技術者とか……」


    　莉音は報告書を眺めながらつぶやいた。


    「そりゃ、最先端ミサイル技術をそのまま持ってこれる人なら話が早いんだろうけど……軍事技術スパイみたいなものじゃないか。そんな人たちを何人も引き抜いたら、ペンタゴンは激怒しそうだけど」


    「激怒するかもしれないけど、そこは乗り越えなくちゃいけないところよ」


    「おいおい……アメリカを刺激したら、地球のどこにも逃げられないっての……」


    　しかし莉り音おんは顔を上げ、あっけらかんとして口にする。


    「実は前々から暖めてた計画なんだけどね……私たちが開発中のミサイル技術を、もうね、バーンと、研究成果としてネットで大公開しちゃおうと思うの。世界中、誰でもアクセスして研究成果を見られるようにする」


    「……え？　そ、そんなことしたら、研究がすべてムダになる。これだけ大金を注つぎ込んでいるのに、他の国が技術を盗み放題だ。俺たちが開発している意味がない」


    　俺には、莉音の話の意味がわからなかった。


    　しかし莉音は俺を指さし、諭さとすように問いかける。


    「それは国家的思考よ。考えてみて。私たちが軍事技術を隠す必要ある？」


    「秘ひ匿とく……しなくちゃいけないんじゃないか……？」


    「どうして？」


    「どうしてって、そりゃ……」


    　言葉を続けようとして、ふと俺は、秘匿する理由がとくにないことに思い至った。


    「……あ、あれ？　もしかしてミサイル技術を誰が持っていようと、俺たちには影響ない？　俺たちは宇宙ミサイルを大量に配備するのがひとつの目的であって、他国に追いつかれない軍事力を持つことが目的ってわけじゃない……」


    　莉音も我が意を得たりといった風にうなずく。


    「でしょ？　私たちはもともと、ミサイルはどこからか買ってきてもよかったの。でも、私たちの求める水準のものがないから、やむなく独自開発してるだけ。だから、技術を公開しちゃってもいいの」


    「な、なるほど……。そこまではわかった。でも、公開する必要性があるのか？」


    「理由は簡単。科学技術を世界中から募集するためよ。ロシアロケット社が持つミサイル技術をリアルタイムで公開していって、私たちがこれから目指す方向や、やりたいことも提示するわけ。そうすれば、世界中の科学者たちから、『こんなアイデアがある』とか『この既き存そん技術を応用できる』とか、いろんな意見が舞い込むはずよ」


    「……面白い。でも、どれだけ有ゆう益えきなアイデアが集まるかな？」


    「だからっ！　そこで有用なアイデアを提供してくれた人には、現金をプレゼントしちゃうわけ。アイデアによって一〇億円なこともあれば、一〇〇〇億円なこともある」


    「い、一〇〇〇……億円……!?　驚異的すぎるだろ……。しかも、今の職場をやめる必要はなくて、単にアイデア提供で一〇〇〇億円って……」


    　記者会見のときも俺が年ねん俸ぽうを一〇億円などと言ったら、記者たちは大おお仰ぎように驚き、話を信じようとしなかった。莉音はその一〇〇倍もの金額を、サラリと口にしたのである。


    「すっごく話題になると思う。世界中のマスコミが私たちの取り組みを取り上げるから、関係者に周知されるのはすぐよ。匿とく名めいでのアイデア提供もＯＫ。匿名の人には、指定してきた振込先にお金を振り込めばいいし、国際商業銀行に秘密口座を作って、それを渡してもいい」


    「匿とく名めいＯＫってことは……そうか！　巨額のお金を目当てに、世界各国の軍事関係者も機密情報を提供してくるかも！」


    　すべてが腑ふに落ち、俺はヒザを叩たたいた。世界各国で自国の軍隊のためにミサイル開発をしたり、宇宙ロケットを研究している重要な技術者から、直接、技術情報を提供してもらえるようになるわけだ。地道に研究するよりも、世界各国の軍事機密をそのまま提供してもらうほうが早い。いきなり世界最先端の技術にアクセスできるわけだ。革命的なミサイル開発になるかもしれない。


    「そうよ、世界中と一緒に開発するの！　一〇〇人の科学者より、一万人の科学者を使ったほうが早いでしょ？　人類すべての科学者を利用して、世界最高の宇宙ミサイルを最短で創り上げる！　この方法しかないわ。やってみましょう」


    　そう言って、莉り音おんはニッコリ微笑ほほえんだ。


    



    
      ◇

    


    



    　ロシアロケット社が保有するミサイル技術を、細部に至るまでネットで公開すると、科学者たちの間では大反響が巻き起こった。まずは皆が瞠どう目もくし、動揺し、怒りの声も飛び込んできた。


    　賛否両論、ケンケンガクガクの議論が始まり、軍事業界だけでなく、最先端科学技術の分野に取り組む研究者たち全員がすぐに知るところとなった。あってはならない事態なのである。


    　その上、さらに高度なミサイルを開発するにあたって、高額の報ほう酬しゆうでアイデアを募集していることは、耳じ目もくを驚かすニュースとして全世界のマスコミに取り上げられた。


    　たったひとつでも斬ざん新しんな技術アイデアを提供してくれば、なにせ最大一〇〇〇億円の報酬である。


    　実名から匿名まで含め、またたく間にミサイルを高度化し、宇宙ミサイルとして完成させるためのアイデアが集まった。


    　そのアイデアのひとつひとつに、ロシアロケット社の科学者たちが丁てい寧ねいに対応し、目を見張る技術提供にはお金を振り込みまくった。爆弾を降り注ぐように、一〇億円、二〇億円のお金を、ポンポンと絶え間なく押し付けた。なかには、どうみてもアメリカの軍産複合体か米軍関係者としか思えないような、信じがたいレベルの技術提供もあり、そのような相手には惜しげもなく三〇〇億円、五〇〇億円というお金を提供した。


    　それがまた口コミやマスコミを通して広がり、加速度的な勢いで技術提供者が増えていった。


    　ロシアロケット社で雇こ用ようする研究者も増加し、彼らにとっても最先端機密に触れることは、何にも増してエキサイティングな労働環境となっていった。


    　研究開発は目を見張る勢いで進展した。そしてさらに優秀な研究者をロシアロケット社に呼び寄せ、世界中の軍事関係者が技術提供を申し込む状態になっていた。


    　湯水の如ごとく金をばらまいたことによる好循じゆん環かんの発生である。


    　最初の段階で五〇〇〇億円を越える資金を技術提供者に投げてあったが、俺たちはまだまだ注つぎ込む方針だった。
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    　各国を飛び回る恒こう太たが、ロシアにもやってきた。最近、あるロシアの中堅銀行を莉り音おんが交こう渉しようの末に買収したので、それに関わるインタビューのために飛んできたのである。


    　宿泊するホテルは一緒だ。打ち合わせのために、俺たちは部屋に恒太を呼んでいた。


    「次世代ミサイル開発は順調なようだな。どうやらこの俺が手を貸してやるまでもないようだ」


    「オープンな軍事技術研究なんて、最初は無理な話かもしれないと思ったけど……こんなに反響があるなんてさ」


    「これだけお金ばらまいてればね。報ほう酬しゆうを払うことが宣伝に繋つながるし、それがまた人を引き寄せるの」


    「集まってくる技術アイデアもすごいが、それ以上に莉音のアイデアのほうがすごいと俺は思う」


    「ううん、これは特別なことじゃない。有能な人間に斬ざん新しんな仕事をしてもらうにはね、新しい環境を用意して、経営者が思い切って目もくらむようなインセンティブを提示できるかどうかが重要なの」


    　インセンティブ（Incentive）とは、奨しよう励れい・刺激・報奨などの意味である。経済学においては「人々は費用と有効性を比較しながら意志決定をして行動しているが、それを変化させる要因」のことを言う。たとえば、月給二〇万円で仕事をしていた人が、「ここまでがんばれば月給一〇〇〇万円」と提示されれば、行動パターンが変化し、死に物ぐるいで仕事をするようになるだろう。


    　莉音はテーブルをコツンと叩たたき、解説を続ける。


    「経済学者スティーヴン・ランズバーグの言葉──経済学の核心は、言ってみれば一行に尽きる。『人はインセンティブに反応する』。残りは注釈にすぎない──世界最高のインセンティブこそが、人類最先端の最新技術を開発していけるカギよ。なにも難しい話じゃないでしょ？」


    　恒太が怪しく微笑ほほえむ。


    「やはり莉音は、俺にとって貴重な配下だよ。我が国際商業銀行としても、そろそろ莉音には高額のインセンティブを提供してやらねばなるまい。提示金額は一〇京けい円。そのうち金は用意してやる。今しばらく待て」


    「あはは、一〇京円ならもらっておいてもいいわね。地球が丸ごと買えちゃうから。期待しないで待ってましょう」


    　莉音は笑って受け流したが、俺はきびしく指摘する。


    「たった今、莉音が『インセンティブが空理空論であってはいけない』と言ったばかりだろう？　聞いてなかったのか？」


    「この俺の約束は確実だよ。だが、巨大なインセンティブが科学者どもを引き寄せても、宇宙ステルスミサイルの開発はすぐにはうまくいくまい。そのときは、この俺のステルス技術を提供してやろう」


    　この話の流れで、どこから「ステルス」が出てきたのか。ただ「ステルス」と言いたかっただけなのじゃないかと。


    「ところで、わざわざ恒こう太たを呼んだのは、上じよう場じようの打ち合わせなんだ。国際商業銀行の上場は、とほうもなくスケールが大きいから、関係各所と頻ひん繁ぱんに連絡を取り合って進めなくちゃいけない。恒太は中心になるべき人間なんだぞ。しっかりしてもらわないとな」


    「ククク、任せよ。この俺の仕事だ。宇宙ミサイル開発以上にスピーディーだよ」


    　そう言って恒太は、バッグから一〇はあろうかという事業計画書をバラバラと取りだした。先日、革命部オフィスで見せられたミカン箱のような計画書とは違って、今度は薄くまとまっている。その代わり、書類の数が多かった。ご丁てい寧ねいにも東アジア版、東南アジア版、中東版、ヨーロッパ版、アフリカ版、北米版、南米版とわかれている。世界各国で開かれるパーティーの演出計画のようだ。


    　それを見やりながら、俺は呆あきれて口にする。


    「あのなぁ……上場パーティーなんてどうでもいいんだよ……。俺と莉り音おんが手分けして、証券会社と打ち合わせしたり、監査法人と折せつ衝しようしたりしてるのに、いつまでこんなことやってるんだ？」


    「おやおや、どうやら巳み継つぐはなにもわかっちゃいないらしい。この上場の目的は何だ？」


    「……金を集めるためなんだろ？」


    「その通り。だからこそ、だからこそだよ。宇宙最大のパーティーである必要があるのだ。愚ぐ民みんどもから何十兆を巻き上げるわけだからな。このくらいやらなくてはいかん」


    　じっと計画書を読んでいた莉音が、顔を上げる。


    「この計画、恒太ひとりで作ったの？」


    「当然だろう。ここまで華か麗れいに仕事をこなせる人間が、他にいるわけがない」


    　恒太のパーティー計画は、たしかに素晴らしかった。すべての国の出席者から、その彼らの席順、演出をお願いするハリウッドの業者の一覧などなど、やたらと具体的である。式典に参加する各国の大統領や首相なども列挙され、一番難しいとされる席順までが決定していた。


    「うーん、恒太は実力あるんだけどね～。なんてムダな方向なのかしら……」


    　莉音は腕を組んで首をかしげた。


    



    
      ◇

    


    



    　ロシアから北米に向かった恒太と入れ替わりで、ＥＵ諸国の営業に回っていた沙さ織おりがモスクワへやってきた。


    　俺と莉音と沙織はにわか作りの社長室にこもり、テレビでＦＯＸニュースをチェックしながら歓談していた。社長室と言っても大した部屋ではないが、こういう政治的な会社になってくると、密談に使える場所が必要なのである。


    　ロシアロケット社は革命部の子会社でもあり、資本の半分を持っている。だが、ロシアロケット社の技術開発の進展に合わせ、革命部自体もモスクワに支社を作ろうということになっていた。これだけ頻ひん繁ぱんにモスクワに出入りするようになった以上、出張所のようなものが必要だ。ロシアにもグループの基盤を作り、影響力を拡大させていく必要がある。


    　ふとニュースからロシアの名前が飛び込んできたので、俺たちは画面に集中した。険しい表情のキャスターがニュースを読み上げていく。


    「先ごろ開かれた国連総会で、ロシアロケット社の最新ミサイル開発の手法について、アメリカ政府代表が懸け念ねんを表明しました」


    　画面が切り替わり、国連の模様が映し出された。立ち上がっているアメリカ代表が、会場を見回しながら演説している録画映像である。


    「ロシアロケット社のミサイル開発が世間を賑にぎわせています。斬ざん新しんな技術を提供した者に対し、一〇億円、一〇〇億円というインセンティブを用意しています。場合によっては一〇〇〇億と。我が国の大学教授や宇宙関連企業の科学者の多くが、数十億円の報ほう酬しゆうを手にしていることを我われ々われは確認しています。また、まだ大学に入学したばかりの学生がロシアロケット社に提案を行おこない、一〇億円を手にしたことまであるのです」


    　アメリカ代表は手に持っていた書類をテーブルに叩たたきつけるようなジェスチャーをし、大きく息を吸い込んで続ける。


    「みなさん、軍事技術がこのように扱われることがあってはならない。まるでこれはサーカスだ。アメリカは、軍事をエンターテインメント化し、これを放置するロシアの姿勢に重大な懸け念ねんを持っている」


    　画面が切り替わり、ロシア代表が座る席が映し出された。ロシア代表はふてぶてしく腰かけており、アメリカの詰きつ問もんに鼻で笑ったように見えた。面倒くさそうに、マイクに顔を近づける。


    「あくまで一企業が行っていることです。しかし、アメリカの懸念は誠実に受け止め、調査することを約束しましょう」


    　立ち上がったままのアメリカ代表が問とい質ただす。


    「しかしロシアロケット社の親会社でもあるＫＭＣは、ロシア政府が株式の大半を持っているはずだ。一企業の行為として容認していいはずがない」


    「調査します」


    「調査？　ロシア政府が把は握あくしていないはずがない！」


    　アメリカ代表は真剣に怒っているらしかったが、ロシア代表は飄ひよう々ひようと応じる。


    「それも調査します」


    　食い入るようにテレビを見つめていた沙さ織おりが、俺たちに顔を向ける。


    「大丈夫なの？　これだけ派手にミサイルを開発するなんて、いまだかつてなかったんじゃないかしら」


    「だからこそ、こんなに世界中で話題になって、いろんな研究者が開発に参加してくれるのよ」


    　冷静な口調で莉り音おんが言った。


    「でも国連で問題になるって、やばくないの？」


    　今度は俺が説明する。


    「まぁ国連で話題になる事案ってのは他にもあるから、このくらいなら大したことはない。アメリカあたりがロシアロケット社に触れるのは予想できたことだよ」


    「アメリカの研究者がたくさん公開研究に参加してるからね。インセンティブを払った相手は、四〇％がアメリカ人。アメリカの軍事企業で働いていたり、米軍で研究している人たちも混じってるはずよ。そうなると、アメリカとしては問題視せざるをえないでしょう」


    「それにしてもアメリカ人多いよなぁ。匿とく名めいも多いけど、絶対に軍事関係者だよな。あとＮＡＳＡとか」


    「もうね、すごい技術アイデアが集まってきてるの。ロシアロケット社で新しく雇やとった科学者たちも狂喜してるわよ。近未来に配備されるあらゆる防衛網を力ちから業わざですり抜ける極超音速飛行。猿さる島しまからグアムの米軍基地まであっという間に到達するスピード。地球の自転を自動調整して、宇宙から狙ねらった場所に、ピンポイントで落とす新型誘導システム。宇宙に浮かぶミサイルとほぼ無限の通信ルートを持つことで、妨ぼう害がい行為を無効化するネットワーク網──。私たちが、次世代ミサイル技術で世界を圧倒できるかもしれない」


    　莉音は喜びを隠しきれない様子だった。
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    　連れん邦ぽう産業エネルギー省の役人が二人、視察という名目でやってきた。俺たちにとっては重要なパートナーである。丁てい重ちようにもてなさねばならない。


    　莉音と俺がロシアロケット社にて彼らを出迎え、会議室で向き合った。


    「形ばかりの調査です。国連で取り上げられたことによって、政府中ちゆう枢すうに報告する必要があります」


    　ひとりが言うと、もうひとりの役人も続く。


    「アメリカが何を言ってこようと、気にすることはありません。我われ々われは相手にしませんので」


    　役人たちは強気だった。


    　さすがロシアだ。外交姿勢が勇ゆう猛もう果か敢かん。アメリカに楯たて突つける国が、他にあるだろうか。


    　調査という名目ではあったが、彼らは協力的だった。


    　役人が、うかがうように訊きいてくる。


    「ところで、ロシアと革命部との国際共同開発を、他の軍事分野にも応用するつもりはありませんか？」


    「どういうこと？」


    　莉音が首をかしげた。


    「第五世代戦闘機、無人戦闘機、歩ほ兵へいに代わるロボット兵器などなど……ご一緒に開発できる分野はまだまだあると思います」


    「ああ、そういうことね。ごめんなさい、私たちはミサイルだけで十分なの」


    「連れん邦ぽう産業エネルギー省としては、ぜひ他の分野へも投資を検討していただけるとありがたいのですが……」


    「私たちだって無む尽じん蔵ぞうにお金が湧わいてくるわけじゃないからね。今回のミサイルでいっぱいいっぱい。そりゃロシアとしては、他の分野でも国際共同開発を進められたら最高なんでしょうけど……」


    　しかし役人たちは、どういうわけか幾いく度ども幾度も、他の分野でも同じことができないか、俺たちの意向を確認してきた。


    　俺たちは基本、ミサイルだけで十分である。無人戦闘機あたりは魅力がないわけではないが、お金が続かない。


    　他の分野での国際共同開発を固辞し続けた俺たちに、役人たちもそれ以上の説得を諦あきらめたようだった。そして彼らは、ロシアロケット社の新しいオフィスを見て回っただけで帰っていった。


    　彼らはイヴァンからワイロを受け取っている人物だろうか。それとも連邦産業エネルギー省に出しゆつ向こうしているＦＳＢの人間なのだろうか。わからない。だが、ワイロだとか秘密警察職員だとかいうことは口にしないのが大人のマナーである。
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    　調査の名目で役人が二人やってきた翌日。


    　ジリヤとイヴァンが連れだってロシアロケット社にやってきた。設立以来、二人の来訪は初めてのことである。ミーティングルームで向き合うなり、ジリヤが興奮した口調で切り出してくる。


    「マジすげえよ。おまえらのミサイル開発、マジすげえって」


    「ぼくも開発方法を初めて知ったとき、正直なところあせったよ。肝きもが冷えた。こんなことしていいのかってね」


    　イヴァンも笑顔で続いた。


    　莉り音おんがイヴァンに訊きく。


    「関係者から横やり入らなかった？」


    「関係する役人の大半はお金を受け取ってるから、表立って問題視もできないよ。下へ手たに指摘すれば、自分の首を絞めることになりかねないからね。最初はみんな『やっちまった』と戦々恐々としてたんだけどさ」


    「あはは。でも、説得する自信はあったのに、ひとつも抗議がこなかったわね」


    「今では、みんな賛同者なんだ。興味深いよ。ロシアの軍事技術がふたたび優位に立てるかもしれない。まずはミサイルだけだが、たくさんの分野に同じ方法を取り入れてもいいくらいだ」


    「ごめんねイヴァン、昨日も調査にやってきた役人たちから同じことを言われたんだけどね、私たち、ミサイル以外に興味はないの。戦車や第五世代戦闘機作ってもねぇ……。ミサイル防衛システムなら手を出してもいいけど、そっちでまともなものを作ろうとすれば、予算一〇〇兆円以上は見込んでおかなきゃ。ううん、最低でも数百兆円は必要よね……」


    　ジリヤが口をはさむ。


    「でもさ、どこまで技術情報を公開してるんだ？　『ぜんぶ公開』ってのがおまえらの宣伝文句になってるけど、すべてを公開したら、他国でも同じものが作れるだろう？　大金をばらまいてるのに、それじゃ意味がない」


    「基本技術は包み隠さず公開してるけど、革新的な技術アイデアだけは少しずつ秘ひ匿とくしはじめてる。思い切って一〇〇％公開する部分と、秘匿する部分をわけてるの。公開してるのは全体の九〇％程度で、本当に斬ざん新しんな技術的核心だけは機密扱いよ」


    　莉り音おんに続き、俺も説明する。


    「ロシアロケット社で研究開発に携たずさわる技術者たちも、研究分野ごとに仕事場所をわけてるんです。二六か所の開発場所があって、それぞれに開発リーダーを立てていますが、別会社みたいなものです」


    「なるほどな……。それにしても、すさまじい金の量だ。純粋な商売を考えたら、こんな大金を投入してミサイル作っても、割りには合わないぜ。そんなハイテクノロジーミサイル、買う相手なんていないからな。可能性があるとしたらアメリカ、日本、中国、ＥＵ諸国くらいだが……アメリカ様がロシア企業からミサイルを仕入れたりなんてことは、テスト用くらいしかありえない。とすれば日本もない。中国やＥＵ諸国もなぁ……」


    「このミサイルを作っても、ビジネスにするのは難しいでしょうね」


    「ああ。絶対に商売にはならない。断言できるね。今、開発にいくら投入してるんだ？」


    「研究開発費は、四兆五〇〇〇億円を超えてるわね。大半が世界中から集めた技術アイデアへの支払いよ。今もまだ突っ込み続けてる。実験配備も並へい行こうして進めていて、そっちは三兆円くらい使ってるかしら……」


    　莉音が言うと、ジリヤは腹をかかえて笑いはじめる。


    「あはははははは！　なんだよそれ！　もうミサイル売買なんてレベルじゃねえ」


    「でも、世界を支配するとなれば……金銭勘かん定じようは合うんじゃない？」


    「まぁ核でも搭とう載さいするってんなら話は別か」


    「面白い考え方だね。だがミサイルだけじゃ世界は支配できないと思うけどな」


    　イヴァンは気楽な調子で相づちをうった。莉音の話を冗じよう談だんと受け取ったのだろう。ジリヤと違い、俺たちが核にまで手を出していることは知らないのだから、ジョークとして聞き流すのは仕方ない。


    　いまだ笑いが収まらないジリヤに、莉音が問いかける。


    「そういえばロシアロケット社のミサイル開発、国連で問題になったわね。ジリヤ、何か知ってる？」


    　ジリヤは元国連職員でもある。だから何か噂うわさくらいは入っているかもしれない。


    「まぁ、問題ないんじゃねえの？　なんなら、国連の連中に聞いといてやろうか？　チェックはしてるだろうが、ロシアの内政にまで首を突っ込むようなことはない。ロシアは常任理事国なんだ。それに国連には、何の権限もない」


    「我が国にはそれほど影響がないよ。アメリカが国連で懸け念ねんを示したのは、自国の軍事関係者が技術を供与している疑いが出てきたから、その身内に対する牽けん制せいだろう」


    　そうイヴァンも請うけ負おった。


    「でも……アメリカがこのまま指をくわえて見ているかが心配なのよね。ローザはこの件、何か言ってる？」


    「ローザもなんとも思っちゃいないようだったがな。スタインバーグの政治的影響力は強大だけどさ、アメリカ政官界のすべてを支配下に置いてるってわけじゃない。政治家どもの当落を決めることはできるが、政治家のほうだってスタインバーグを利用してるだけなわけで……行動を束縛してるわけじゃないぞ」


    　ジリヤは咳せき払ばらいをして間をおき、莉り音おんをのぞき見て続ける。


    「それに官かん僚りようは、スタインバーグの社員じゃない。国防総省や国務省、ＤＩＡやＣＩＡの細かい意向までは、私にはわからんね。連中だって、考え方の違いによっていくつもの派は閥ばつやグループがあるし、内部で争ってる。私らに入ってくるインサイダー情報はスタインバーグに親密なグループからもたらされるものだが、敵対的な人間たちだっているよ。一ひと筋すじ縄なわじゃいかないってことさ」


    「敵対的って……スタインバーグに対抗できる権力なんてある？　そんな相手がいるとは思えないけど」


    　莉音はいぶかしげに言った。


    「敵対的って言っても、矛ほこ先さき交まじえて戦ってるんじゃなくて、政治上の考えが異なるグループがあるってことだよ。大おお雑ざつ把ぱに言えば、ローザは一極覇は権けん主義者だ。アメリカが世界の頂点たるべしという信念を持っている。だが、そんなアメリカの軍事的負担に嫌いや気けがさして、覇権を投げだし、世界を多極主義化しようと画策する連中もいるんだ。アメリカが持つ覇権を世界の主要国に少しずつ分割していき、アメリカ自身は軍を縮小、影響力は北米のみに留とどめおこうとする考え方さ」


    　今の世界の極──つまり世界の中心はアメリカだ。アメリカの動きが、世界のすべてに影響を及ぼす。一極覇権主義のローザは、現状のアメリカ覇権をさらに強化しようとしている勢力である。


    　一方、多極主義は、その名の通り、世界の中心をたくさん創ろうという意見である。たとえば、世界の極をアメリカ、ＥＵ、日本、中国、ロシアなどで分け合い、相互にバランスを取りながら国際政治をコントロールしていこうという勢力である。アメリカは戦争を起こしまくるので、勢力均きん衡こうを保たもった状態のほうが世界は安定し、平和になると考えているのだ。


    　ジリヤはうんざりしたように続ける。


    「要は、モンロー主義に戻ろうっていう話だ。ここ最近、そんな多極主義者が力を増していて、スタインバーグ財ざい閥ばつ、セルベル財閥、ハストン財閥なんかの既き存そん権力に対抗しはじめてる」


    　モンロー主義とは、一八二三年、アメリカ大統領ジェームズ・モンローが表明した外交原則である。ヨーロッパ諸国がアメリカ大陸へ干かん渉しようしないように求め、一方でアメリカがヨーロッパに関与しないという主張だ。要は「おまえのものはおまえのものだから、俺のものは俺のものだ。俺もそっちに関わらないから、おまえらもこっちに来るな」という孤立主義のひとつである。


    「アメリカ内で、大っぴらにスタインバーグに反対できるのかしら……」


    「これがまた複雑な問題でな。……ここだけの話だが……カルヴァート財閥が、多極主義者どもに資金を入れているんじゃないかって噂うわさがある。資金の流れは網あみの目のようで、幾いく重えにもカムフラージュがなされ、本当のところはわからない。多極主義者ども自身だって、自分たちの手元にある軍資金が、カルヴァートが流してきたものだなんて思っちゃいない。だからどう調べても確証はないが……少なくともローザはそう考えてる」


    「あー、わかる……。カルヴァート対スタインバーグか……。単なる憶おく測そくってわけじゃないでしょうね」


    「その通りだ。カルヴァート対スタインバーグ──世界の大局は、そこを中心にうずまいてるんだ。テレビのなかになんざ、ひとかけらの真実もありゃしない。まぁそんなわけで、ローザはロシアロケット社に関心を寄せてるヒマはないってことさ」


    「でも、ローザがアメリカの帝国化を推し進める覇は権けん主義者なら、ごく一部分でも軍事技術を凌りよう駕がする相手がいることは望まないはず」


    「ミサイル技術の保有者が莉り音おんたちであるうちは、ローザが突っかかってくることはないよ。前にも言ったろ、ローザは見かけによらず、仲間に信を置くヤツなんだって。敵だと言いつつ、本心じゃそんなこと思っちゃいないよ」


    「フフ、ローザは私たちを仲間と思ってくれてるの？」


    　莉音が笑みをもらすと、ジリヤは肩をすくめる。


    「さあな。ローザに聞いてくれ。……だが、他の連中──国防総省あたりがどう考えているかわからんぞ。アメリカが軍事的脅きよう威いに晒さらされることに、過か剰じよう反応する連中はゴマンといる」


    　ゴホンと咳せき払ばらいをして、ジリヤは続ける。


    「全方位支配フル・スペクトラム・ドミナンス──アメリカの軍事的・商業的な国こく益えきを保護するため、陸・海・空における優位性を確保するだけでなく、宇宙における優越性を獲得しなければいけない。アメリカは、強力な宇宙支配を成なし遂とげねばならない──。アメリカ宇宙軍の政策文章『二〇二〇年へのビジョン』における一節だ。笑っちゃうだろ。マジなんだぜ。国防総省としては、ロシアがアメリカを凌駕する宇宙技術を持つことは望まないだろう」


    「そうよね……。何ごともなければいいんだけど……」


    　ミーティングの最後まで、莉音は心配を拭ぬぐえない様子だった。


    



    
      ◇

    


    



    　宇宙ミサイルの実験用試作機が打ち上げられた。ミサイルといっても弾頭はダミーのものであり、ロケットとほとんど変わらない。


    　ロシアロケット社宇宙科学ステーションと名付けられたロシア内にある俺たちの実験場から、ミサイルは宇宙へ向かっていく。


    　ハイテクノロジーを用もちいた軍事兵器──とくにミサイルは、実際にそれを開発配備して、実験発射してみないことには、予定していた命中精度が得られるのかわからない。一度成功したくらいではダメだ。何度も発射して、信頼性を高めていかなくてはならないのである。


    　俺たちの場合、法外な報ほう酬しゆうにつられた世界中の軍事関係者から、各国製品のミサイル発射実験のデータを入手していた。おかげで、どのような構造のミサイルに、どの程度の信頼性がおけるか、あらゆるシミュレーションを重ねることができ、その分だけ有利な開発環境を得られたと言っていいだろう。


    　情報提供者にばらまいた支出は合わせて四兆九〇〇〇億円。実験配備にこぎ着けるまでに支出四兆六〇〇〇億円。これで実験試作までこぎ着けたミサイルが二〇基。合計九兆五〇〇〇億円というすさまじい支出額である。こんな費用をビジネスとしては回収できるわけがないのだ。一〇〇分の一でも回収できれば儲もうけものだろう。


    　ロシアロケット社の社長室で、俺と莉り音おんは開発状況を確認し合っていた。


    　俺は資料から顔を上げ、莉音に言う。


    「これがうまくいったら、実戦配備に近づくな」


    「うまくいってるときこそ慎しん重ちようにね。大っぴらに動いたんだから、主要各国の情報機関には開発状況が筒つつ抜けだと思ったほうがいいから」


    「問題は、アメリカがどう動くか……だな。ミサイルはともかく、核のほうは大丈夫か？」


    「ミサイル開発は膨ぼう大だいな人間が関わってるし、情報機関関係者は内部にまで入り込んでいるでしょう。でも、核を持っていることは知られようがない。情報を密告できるポジションの人間がいないからね。もし核が知られていたら、あらゆる圧力がかかってるわよ」


    「ところで、仮に核を持っていることが発覚したら、何が問題なんだ？　現実として核を保有する国があるだろう」


    「ＮＰＴ防止条約──核不拡散の名の下もとに五か国が世界に押し付けた前世紀最大の不平等条約があるの。これによれば、アメリカ・イギリス・フランス・ロシア・中国以外の国は核兵器を保有してはいけないことになっている」


    「だが俺たちは国じゃない」


    「そうそう。私たち、まだ国を持ってないからねー。そのうち建国したら加入してあげてもいいんだけど、こっちは企業だから、国家間の国際条約は直接の関係がないし」


    　革命部グループはあくまで多た国こく籍せき企業グループであり、国家ではない。グループの拠きよ点てんは各国に散らばりはじめており、特定の国家の影響はほとんどなくなっている。


    　革命家と言えば多少は聞こえはいいかもしれないが……国家体制側から見ればテロリスト集団のようなものだろう。法や制度があったとしても、俺たちが守るわけがない。だから国際条約などどうでもいい。俺たちにとっての懸けん案あん事項は、誰が俺たちに干かん渉しようしてくるか、そしてその相手がどれだけのパワーを持っているかなのである。できればアメリカが俺たちに干渉してくるのは願い下げたいところだった。今のアメリカは強すぎる。大おお原はら総理が、「アメリカの世界覇は権けんはもうすぐ終わる。すべり落ちつつあるんだ」と言っていたが、それでも世界中を敵に回して戦争ができるのはアメリカだけなのだ。


    「だけどさ、これだけミサイル開発で世間を騒がせてるんだ。ミサイルの完成が見えてくると、各国からの抗議も本格化してくるんじゃないか？」


    「そうね、各国の動向には注意しましょう。今のところまだ国際社会が強く出てきてないのは、ロシアが表にいるからよね」


    「虎とらの威いを借る狐きつねみたいだ」


    　この場合、虎がロシアで、狐が俺たちだ。虎をはやしたてて、各国からの防壁にしているわけである。


    「このままバランスを取って、虎をうまく利用しましょう。それと、肝心の虎に食べられないようにしなくちゃ」


    　莉り音おんは、自分に言い聞かせるようにそう言った。


    



    
      ◇

    


    



    　ミサイル試写オペレーションルーム。


    　今、俺たちのミサイルが宇宙に二〇機ほど浮かんでいる。それをこれから、地上に突き刺すのだ。


    　弾頭に爆発物は搭とう載さいしていない。ここから三〇〇キロ離れた場所に、ミサイルが撃ち落とされることになっている。三〇〇キロ先を肉眼で確認することはできないが、部屋の内部にはモニタが所狭しと並んでいて、あらゆる角度から実験場をリアルタイムで監視することができた。膨ぼう大だいな数の遠えん隔かく監視用カメラが、現場に備え付けてあるのだ。


    　ロシアロケット社の科学者は、今日はいつもの職場には行かず、ほぼ全員がここに集まっていた。ロシア連れん邦ぽう産業エネルギー省と連邦産業庁の関係者や、他のロシア系国防企業の経営者、それからロシア軍関係者も見学に来ている。


    　まわりを静かに取り囲んでいるロシア関係者と違い、ロシアロケット社の科学者たちは世界中から集められていて、国際色豊かだ。彼らは活気に満ちて立ち働いている。


    　俺たち革命部も全員がここに集まった。北米に行っていた恒こう太たはまたロシアへ飛んできて、柚ゆずさんも沙さ織おりが迎えに行って連れてきていた。この実験が成功すれば、俺たちにとってはひとつの峠とうげを越えたことになる。


    　恒こう太たが得意げに俺たちを眺め回す。


    「やれやれ、だいぶ金がかかったぞ。革命部グループの財務管理を一手に引き受ける俺としては、苦情を申し立てざるをえない」


    「いくらかけたの？」


    　沙さ織おりの質問に、俺が応じる。


    「九兆五〇〇〇億だ。実戦配備までいくにはこの数倍かかるけど、ここまでくればあと一歩」


    「……き、九兆……」


    「次世代兵器の開発としては、少ない数字だと思うぞ。こういう軍事技術の開発ってのはさ、五年、一〇年と時間をかけて取り組めば、議会対策とか維持費用とか、余計なコストが積もり積もって二〇兆や三〇兆のお金が吹き飛んでしまう。でも俺たちはただ一点に絞って一気にやっちまったんだ。だからこれでも、金がかかってないほうなんだよ」


    　恒太も追従する。


    「俺たちほど予算を割さける国家は、世界のどこを見渡しても存在しないからな。アメリカでさえ、短期間に一〇兆もの資金を研究開発のみに投入できる余よ裕ゆうはなかろう。何年にもわけて分割して予算を組まねばならない。結果的に、膨ぼう大だいなコストがかかるのだ」


    　莉り音おんが飄ひよう々ひようと言う。


    「でも、最初の実戦配備までこぎ着けるには、私たちも三〇兆円は必要だと思うけどね。念には念を入れて五〇兆は見ておかないと」


    「お金……余裕あるの？」


    　沙織の心配はもっともだった。革命部グループは今や、債さい務む超過の状況だ。規模の拡大を目指し、不良債権をかかえた銀行や保険会社を買い漁あさって成長してきたため、多くの負債を引き継ぐことになったのである。規模が巨大だけに、グループ間でグルグルと資金を回せる余力があるから、維持できているだけだ。


    　しかし莉音は軽く応じる。


    「さあ。なんとかなるでしょ」


    　そんなやりとりをしていると、試射実験の準備が整ったらしく、ロシアロケット社の研究者が俺の元へとやってきた。


    「さあどうぞ、社長。準備が整いましたよ」


    　ちなみにロシアロケット社の社長とは俺のことだ。


    　すべての情報にアクセスする権限は社長である俺だけにある。このミサイルシステムには、俺の左眼がアクセス認証のキーになるプログラムを埋うめ込んであるのだった。柚ゆずさん作成のこのプログラムは基幹部分に埋め込んであり、システムと密接にリンクしている。プログラムの奇妙奇き天て烈れつな暗号の羅ら列れつは、それを見た科学者たちを唸うならせた。柚さんの頭のなかのカオスを正確に解き明かそうとしたら、最新のスーパーコンピュータを一〇〇台使用しても、数十年かかるに違いない。


    　プログラムを無理に取り除こうとすれば、システム全体にウィルスが行き渡り、ミサイルシステムは永久に使用不能になるように設計されていた。内部に入り込んでいることが確実な情報機関員から最低限の防御をするために、俺にすべての権限を集中せざるをえなかったのだ。


    「わかりました。少々待ってください」


    　俺は従業員でもある研究者に丁てい寧ねいに言ってから、皆を振り向く。


    「じゃあやってくるぞ」


    「お願いね、巳み継つぐ」


    　莉り音おんがポンと俺の肩を叩たたいた。


    　恒こう太たと沙さ織おりと柚ゆずさんが続く。


    「特別に俺の代わりを任せてやる。やってこい」


    「な、なんだかわからないけど……がんばって、巳継」


    「がんばってください、巳継くん！」


    　俺は研究者の指示に従って、ズラリと並べられたコンピュータ機器の前まで進み出た。


    　研究者が、傍そばに据すえ付けてあったカメラを指し示してくれる。俺はそこに顔を近づけた。すると、ピッと電子音が響き、コンピュータに「認証しました」という文字が浮かぶ。一番から二〇番までのマークが点滅しはじめた。


    　研究者がコンピュータのボタンに手をかざす。


    「こちらを押すと、一番ミサイルが発射されます。これは社長のお役目です」


    　俺はうなずいて、それほど気にも留めずにボタンを押した。
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    　なにも変わらなかった。ジッとモニタを見つめても、なにも起こっていない。


    「ご苦労さまです。一六分ほどお待ちください。大気を切り裂いて落下してきます」


    　それから俺は、莉り音おんらのところへ戻り、談笑しながら時間が過ぎるのを待った。研究者たちは計器類に視線を頻ひん繁ぱんに往き来させているし、外部からやってきたロシア連れん邦ぽう産業エネルギー省や軍関係者たちは固かた唾ずを呑のんでモニタを見守っている。


    　しばらく待つと、先ほど俺を案内してくれた研究者が、俺たちや関係者たちに声をかけてくる。


    「さあ、来ました」


    　何か光の点のようなものが、モニタに映し出された。青空に、星のような小さな点がかすかに震ふるえている。光はまたたく間に近づいてきた。


    　そうかと思ったとたん、シュッという高音を響かせ、光が地面に突き刺さり、あたりの土を大きく巻き上げた。光が瞬時に地上へ吸い込まれるのと比べれば、空高く舞い上がった土つち埃ぼこりは、スローモーションでも見ているようにゆっくりしたものだった。


    　──成功……したのか……？


    　スタッフルームは静せい寂じやくにつつまれた。誰も息をしていないんじゃないかと思えるほどに。


    　しかし次の瞬間、ひとりがワッと大声を出したのに合わせ、研究者たちが歓声を上げた。皆手を取り合い、子供のように跳びはね、抱き合って喜ぶ者もいる。


    　音もなく宇宙に留とどまり、俺たちが必要としたとき、ピンポイントで狙ねらった地上に突き刺さるハイテクノロジーミサイル。一発目から結果は良好。研究者たちの苦心の成果が実ったのだ。


    　モニタを呆ぼう然ぜんと眺めやっていた俺に、莉音が声をかけてくる。


    「やったね。大成功よ。これを、ミサイル防衛網で叩たたき落とすことは難しいでしょう」


    「よくやったぞ。もっとも、俺ならさらにうまくやれたわけだが」


    　恒こう太たは得意げだった。


    「まぁ、俺はボタンを押しただけだけどな」


    「みなさんとっても楽しそうです」


    　柚ゆずさんは満面に笑みをうかべていた。


    　沙さ織おりが困ったように口にする。


    「でも兵器の実験だからね。喜ぶのはどうかと思うわ」


    「まだ実験を繰り返す必要はあるけど、それは彼らに任せましょう」


    　莉音が喜びに沸わく研究者たちを向いて言った。


    　二番以降の実験用ミサイルには、俺がアクセス権限を与えてある。あとは研究者たちの仕事だ。俺たちは関係者たちに挨あい拶さつを済ませ、一足先にオペレーションルームをあとにした。


    　俺たちがモスクワの革命部支社へ一足先に戻ったとき、電話で二番以降のミサイルも悪くない結果だったことを知らされた。


    　このミサイルは、地上の目標を、時速一万一六五〇キロメートルで攻撃する。まさに宇宙からの槍やりだ。これだけの速度で追突するとなれば、ウラニウムやタングステンあたりを搭とう載さいしておくだけでも、着地したポイント周辺は木こっ端ぱ微み塵じんに破壊されるほどの威力を発揮する。完成された核弾頭を搭とう載さいするとなれば、なにをかいわんや。


    　このミサイルがとくに優れているのは、個別のミサイル自体に精密誘導を行おこなうシステムを搭載している点だ。位置情報を送受信する衛星が不要なので、衛星が破壊され、システム全体が機能不全に陥おちいることがない。それだけに、一個のミサイルを作るのに腰を抜かすほどのコストがかかる。


    　また、二〇機の実験で導みちびき出された数字は、ＣＥＰ八〇〇メートル。最新鋭の弾道ミサイルと比較すれば、悪い数字だ。その命中率は、一世代前に配備されたミサイルに近い。だがミサイルの特性を考えれば、初実験にしては十分なレベルだった。宇宙ミサイル試射は成功だったと言えるだろう。


    　部費、二九二兆六七〇〇億円。借しやつ金きん、三一六兆二五〇〇億円也なり。
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     第二章　ＦＳＢ


    



    　ロシアロケット社と同じビルに用意した革命部支社で、俺たちは打ち合わせをしていた。


    　普段はこの支社には誰もいないが、オフィスを準備したのは理由がある。ここの盗聴対策は万全にしてあるのだ。国際商業銀行東京本店は一部屋だけ盗聴対策をしているが、それのモスクワ版のようなものである。モスクワは内にも外にもスパイが多いから、ここで活動するならこのような場所が絶対に必要だった。


    　莉り音おんが意気揚よう々ようと口にする。


    「実験は成功ね。引き続き試射を繰り返して、命中精度を調整したら、数基配備しちゃいましょう」


    「でもさ、どこの国の軍隊にも引き渡されていないミサイルを、いきなり宇宙に配備して大丈夫なのか？」


    　事が早く進みすぎているような気がして、俺は注意をうながした。


    　我われ々われ人類の、宇宙に関する主な国際条約は五つある。


    　一九六七年の『宇宙条約』──月その他の天体を含む宇宙空間の探査および利用における国家活動を律する原則に関する条約。


    　一九六八年の『宇宙救助返還協定』──宇宙飛行士の救助および送還並びに宇宙空間に打ち上げられた物体の返還に関する協定。


    　一九七二年の『宇宙損害責任条約』──宇宙物体により引き起こされる損害についての国際的責任に関する条約。


    　一九七六年の『宇宙物体登録条約』──宇宙空間に打ち上げられた物体の登録に関する条約。


    　一九八四年の『月協定』──月その他の天体における国家活動を律する協定。


    　これらの条約は、宇宙の非軍事化や、宇宙空間での軍事行動を制限するために、一定の効果を挙あげている。実際問題、現在は宇宙に兵器を配備している国家はひとつもない。軍事衛星はそれ単体では兵器とは言えず、通信や監視などの手段に用もちいられているだけである。俺たちは国家ではないが、これから宇宙空間に兵器を配備していくことが、どれだけ問題視されるのかは未知数だった。


    　莉音は重々しく考えてはいないようで、軽く説明する。


    「ロシア連れん邦ぽう軍から、ロシアロケット社が請うけ負おったテスト配備ということになるから、大丈夫。ロシアに、アメリカの防ぼう波は堤ていになってもらうしかないわ。これからロシアロケット社が、ミサイルを各国にセールスしていくためには営業用見本も必ひつ須すでしょう」


    「営業用見本？　大丈夫かな……。核は搭とう載さいするのか？」


    「今は世界中の政府関係者や情報機関から注目が集まってるから、まだダメ。もう少し話題が落ち着くか、他に注目をそらすかしてからよ。核は秘ひ密みつ裏りに搭載しないとね。それと、実験を繰り返して複数を配備するまでは、今以上にお金がかかる。五〇機を宇宙に配備するところまでこぎ着けるには、数十兆の支出は覚悟しなくちゃ」


    　ニヤリと笑みを浮かべた恒こう太たが誇らしげに語りだす。


    「ついについに、この俺が世界を震しん撼かんさせる最終兵器を手に入れたぞ……。ククク、愚ぐ民みんどもが泣き叫び、俺の前でひれ伏す姿が脳のう裏りに浮かぶようだ」


    「恒太は躊ちゆう躇ちよなく核ボタンを押しそうよね……」


    「そうだな……恒太なら『愚民ども全滅しろ！』とか言ってあっさりボタン押しそうだ……。恒太にだけはボタンをあずけちゃいけない」


    　沙さ織おりと俺は顔を見合わせた。


    　うかれる恒太に、莉り音おんが指摘する。


    「最終兵器ってわけじゃないけどね。ミサイル発射基地への攻撃を無効化し、監視レーダーや防衛網をすり抜けやすいミサイルってだけよ。単に、防御と攻撃の機動性が上がっただけ」


    「そうだとも……。この俺が開発したミサイルは、近未来のあらゆる防衛網ですら、またたく間にかいくぐる」


    　本格的なミサイルの模型を手にした恒太は、俺たちを見回して得意げに続ける。


    「諸君、俺が繰り出す最終奥おう義ぎ名は決まった──『アマテラスの大恒太』」


    「何の名前よ？」


    　沙織が眉をひそめた。


    「ミサイル名に決まっているだろう。開発者名を付けるのは当然だ」


    「誰が開発者だって？　あんた、最終奥義がなんとかユニバースビックバンって言ってなかった？」


    「さらに強力な、真・究極奥義がここに発現したのだよ。沙織、見ろ。俺の左手の甲こうを」


    　沙織は、恒太が指し示した左手を不審げにのぞきこんだ。


    「ここに、太陽の黒点のような斑はん点てんがあるだろう。これこそ大宇宙の導みちびき」


    「それと何が関係あるのよ？」


    「ククク、これこそ、俺のギガスに新しいスキルが付属した証明だ。アマテラス大恒太ミサイルという名のな。実はこの黒き紋もん章しようは、今朝、発現したばかりなのだ……」


    「も、紋章っていうか、ただのホクロでしょ！　あんた子供のころからそのホクロあるじゃない！」


    　沙織の指摘にも、恒太は動じない。ミサイルの模型をテーブルに置き、得意げに胸をそらして、王のような態度でコーヒーを飲んでいる。


    　ポツリと莉音が口にする。


    「天あま照てらすか……。悪くないんじゃない？」


    「また恒太の変なネーミングを採用する気なの莉音？」


    　沙織が押し留とどめようとするも、莉音は気に入ったらしい。


    「大恒太ってところをのぞけば、いいんじゃないかしら。天高いところから地上を見み据すえるミサイルだし」


    「じゃあ、アマテラスミサイルか？」


    　俺は訊きいた。


    「悪くないけど……若じやつ干かん長いわね。ミサイルの前は三～四文字くらいで」


    「では間の文字だけ取ってこうしよう。アテス大恒こう太たミサイル。奥ゆかしくも高こう邁まいなネーミングではないか。諸君もこの名前に胸が熱くなるに違いない」


    「いいわね。アテスミサイルで決まり」


    「な、なん……だと……？　『大恒太』を取っていいはずがない！　太陽神アポロニアスに逆らえば世界が滅ほろびるぞ！」


    　信じられないと言わんばかりに、恒太は目を見開いて叫んだ。


    　沙さ織おりが呆あきれたように言う。


    「はいはい。ホッとしたわ」


    「フッ、『超おりおりミサイル』でもよかったのだがな。しかしそれでは悪魔的すぎる……。地球に優しくない」


    「……ミサイルを撃ち込んでほしいようね……？」


    　ガタリと椅い子すを響かせて沙織は立ち上がり、模型のミサイルを奪って、一歩近づき恒太をにらみすえた。ムダに金をかけて重量感を出したのが災わざわいしたな、恒太。完全に鈍どん器きです。


    　すると恒太は焦あせったように言い訳を始める。
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    「い……今のは巳み継つぐが心のなかで思っていることを代弁しただけだ。俺は哀あわれな予言者にすぎない……」


    「次から次へとよく言うよ……」


    　うんざりして俺は言った。


    　恒太が大人しくなったことを確認し、沙さ織おりはふたたび椅い子すに腰かけた。


    　莉り音おんが話を戻す。


    「それじゃ実験や配備が終わるまでは、巳継には頻ひん繁ぱんにモスクワに来てもらわないとね」


    「そうだな。まだモスクワオフィスの整備も終わってないし、こっちに滞在するよ」


    「巳継が実験や配備に立ち会わなくちゃいけないの？」


    　沙織の質問に、俺が応じる。


    「このミサイルシステムには、情報にアクセスしたり、ミサイル発射のアクションをしたりするときには、必ず俺の左眼を認証にするようにプログラムしてあるんだ。俺が社長だし、臨時の措そ置ちという名目でな」


    「巳継の左眼が、このシステムを利用するキーになっているの。今はまだ実験中だし、所属してる科学者たちが機密情報を盗用したり、ミサイルシステムに不正にアクセスするのを防ぐためにね。だから、このアテスミサイルは、巳継がいないと使えない」


    「ま、待て莉音、巳継の目が試射実験のキーになっているとは聞いていたが、システムの根幹にまで関わっているのか!?　その話は初めて聞いたぞ!?　なぜ俺のギガスを使わない!?」


    　慌あわてたように恒太がまくしたてた。


    「フフ、だって恒太には、そのギガスで世界人類七〇億人を操あやつってもらわなくちゃいけないでしょ？　そっちのほうがずっと重要な役目よ」


    「……ほう……役目を分けたというわけか？」


    「世界にひとつしかない究極のギガスを、たかだかアテスミサイルのために使っちゃうわけにはいかないじゃない？」


    「莉音の意図がわかってきたぞ。いわば巳継は、俺のための囮おとり──影かげ武む者しやとも言う。巳継に注目を集め、その実、一番大切なこの俺のギガスを守ろうと言うわけか……。なんという無む慈じ悲ひで恐るべき策略……」


    　恒太は納得したようで、意味深につぶやいた。


    　俺が正確な事情を説明する。


    「ていうか恒太はロシアロケット社の役員でもなんでもないだろ。恒太をアクセス認証のキーにしたら、社員たちが不審に思うっての」


    「どうして恒太はなんでも都合よく考えられるのかしら？　それが最大の特殊能力よね……」


    　沙織はしげしげと恒太を眺めやった。


    「じゃあ打ち合わせは終わり。私はこれからヨーロッパに行って、ミューチュアル保険の社長と打ち合わせがあるから。そろそろ向かわないと」


    「俺はアメリカへ行くことになっている。イェール大学とコロンビア大学で、グローバル経営者に相応ふさわしいリーダーシップについて講演をすることになっていてな。人気がありすぎるのも困ったものだ」


    「そんなＰＲばっかりしてないで、仕事しなさいよ」


    「沙さ織おりは急ぎ、モスクワで革命部支社のオフィスの準備をしてくれる？　オフィスには人は来ないけど、このミーティングセット以外はなんにもないがらんどうだから、最低限の準備をしておかないとね。だから本社へ戻ってもらうのは、明後日くらいかしら」


    　俺たちが今打ち合わせしているのは、その辺で買ってきた安っぽいパイプ式の椅い子すとテーブルだった。みすぼらしいので、オフィスとして最低限のものは整えておく必要がある。


    「わかった。事務用品を買い揃そろえるだけだからすぐに終わらせるわ。巳み継つぐもモスクワにいるんでしょ？」


    「ああ、しばらくな。俺はロシアロケット社のほうにいるけど、同じビルだ」


    「柚ゆずちゃんは一足先に日本へ戻ってて。私もすぐ戻るからね」


    「はい！　わかりましたぁ！」


    「柚さん、ひとりで帰れる？」


    　心配そうに沙織が訊きいた。モスクワに集まるために、一度、沙織がドバイに柚さんを迎えに行き、そして連れてきたのだ。沙織が保護者のように付き添ったから、柚さんは迷わずここへ来れたのである。


    「みなさんにもできることなんで、私もがんばってみようって思います」


    　莉り音おんが言う。


    「空港まで一緒に行くからね。乗り込む飛行機も案内してあげる。飛行機が地上に降りたら、他の乗客の後に続いて降りればいいわよ。迷ったら、空港の係官に道を聞けばいいからね」


    「わかりましたぁ！」


    　多少不安ではあったが、飛行機を降りれば日本なので、柚さんを親切に案内してくれる人もいるはずだ。


    　そして俺たちは、それぞれかかえている仕事に戻っていった。
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    　革命部モスクワオフィスは、東京本社よりもさらに広くて立派だった。そもそもロシアロケット社が入居するこのビルは、モスクワでも一、二を争うほどの高価なビルである。利便性重視のために同じビルに入居するのだから、ムダに壮そう麗れいなのは仕方ない。まぁ今の俺たちにとって、どれほど賃料が高くとも、どうでもいい程度の出費である。


    　ここを利用する可能性があるのは俺たち五人と、ごくたまにやってくる来客程度だ。せいぜいジリヤとイヴァンくらいだろうか。ロシア連れん邦ぽう産業エネルギー省の役人などは、ロシアロケット社のほうに来るから、革命部にはまず用がない。


    　運送業者が運んできた新品の机やテーブルを、沙織と予定の場所に設置し、俺は新しい事務所を眺め回した。沙さ織おりひとりでは運べない大きな事務用品は設置し終えたはずだ。あとのことは、沙織に任せておいて大丈夫だろう。


    　沙織は椅い子すに座って休んでいる。男の俺ならともかく、女の子の腕でこれらを設置するのはつかれたに違いない。


    「じゃあ沙織、俺はロシアロケット社のほうに行ってるから、晩ご飯は一緒に食べよう」


    「うん。二人でゆっくり食事できるのは久しぶりかも。楽しみ」


    「なにか美お味いしいものにしよう。こっちが済んだら迎えに来るから」


    「わかった。仕事しながら待ってるね」


    　沙織をひとり残し、俺はロシアロケット社へ向かった。エレベータで移動するだけだ。


    　ロシアロケット社に入ると、ミサイル試射場から戻ってきた研究者たちから正確な実験データを渡された。彼らと軽く世間話をして、社長室にこもる。


    　席に戻って最初にやることはいつも一緒だ。ラップトップを開き、まずはメールをチェックする。メールの大半は、革命部グループのさまざまなものだ。今は国際商業銀行の仕事が多いだろうか。継続中のＫＫＣＳの営業案件などをかかえていて、メールで各社とやりとりするだけでも数時間を要してしまう。仕事をかかえすぎているが、俺たちはうまくやっているほうだ。ここ最近は土・日・祝日も関係なしで動き回りっぱなしである。せめて今日くらいは、沙織とゆっくり美味しい食事を楽しむのもいいだろう。沙織をねぎらってやりたい。


    　メールの返信作業に没ぼつ頭とうしていると、沙織が社長室にやってきた。ロシアロケット社に入るには厳重なセキュリティを要していて、指し紋もんチェック装置までつけているのだが、沙織は自由に入出ができる。だが、沙織にはこちらに用事などないはずだ。


    「どうした？　もう整理終わったのか？」


    　不安げな様子で、沙織が口にする。


    「あのね、ジリヤさんから直通回線に電話があって……莉り音おんはヨーロッパに出張しましたって言ったら、じゃあ巳み継つぐを出してくれって」


    「直通？　なんで？　携帯じゃダメなような話かな？」


    「わからない。けど、急いでた」


    　電話というのは盗聴がされやすい。それも当たり前である。固定電話であろうが携帯電話であろうが、どこの国でも電話を運用するのは国家に進んで協力する大企業であり、そのシステムに潜入することは人的にも技術的にも容よう易いなのである。大企業たるもの、権力に反発してプラスになることなどひとつもないが、協力すれば見返りはあるものだ。


    　ジリヤからかかってきたのは、電話局を通さない盗聴妨害用の専用回線である。革命部モスクワ支社を用意したときに、すぐにひとつ設置したものだった。


    　俺は急いで席を立ち、沙織とエレベータに乗り込んだ。
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    「お待たせしました。巳み継つぐです。どうしました？」


    　受話器を取り上げ、落ち着いた口調で俺は言った。


    　挨あい拶さつもなしに、ジリヤの緊きん迫ぱくした声が飛び込んでくる。


    「逃げろッ！　今すぐだッ！」


    「え？　ど、どうしたんです？」


    「ＦＳＢの連中がそっちに向かってる！　おまえら逮たい捕ほされるぞ！」


    「……どういう……ことです？」


    　意味がわからない。そんなことがありえるのだろうか。ＦＳＢはロシア連邦保安庁、ロシアの諜ちよう報ほう機関である。


    「イヴァンも逮捕された。連れん邦ぽう産業エネルギー省、それから連邦産業庁の関係者も一いち網もう打だ尽じんだ。ロシアロケット社設立でロシアの法に違反したってな」


    「そんな！　イヴァンらは違法行為なんてしてないはず。ロシアのために動いていたじゃないですか」


    「だからそんなの関係ねえっての！　連中が違法って言えば違法なんだよ！　それが政治だ。最後におまえらを逮捕しちまえば終わりなんだっつの」


    　ジリヤの声は震ふるえていた。演技じゃない。ジリヤは人脈も広く、世界の政財界のなかでもそれなりの実力者である。ローザ・スタインバーグとも友人であり盟めい友ゆう。そんな人物を、これだけ焦あせらせるとは何ごとなのか。


    「ＦＳＢは、なぜそんなことをするんですか!?」


    「わかんないのか!?　連中は、おまえらからロシアロケット社を奪い取るつもりなんだよ!?」


    「……そ、そんなことって、可能なんでしょうか……」


    　信じたくなくて、俺の声は弱々しくなっていた。


    　第一、ロシアロケット社には、俺たちが九兆五〇〇〇億円もの資金を注つぎ込んできたのだ。それはつまり、ロシアの産業振興のために九兆五〇〇〇億円を投入したのとほぼ同義であり、結果としてロシアのミサイル技術は飛躍的に伸びた。ロシアは今や世界でもっとも進んだハイテクノロジーミサイル技術を保有する国であり、他国が一〇年かかっても簡単には追いつけないレベルにまでなったはずだ。国家同士の戦争はミサイルだけで決しないが、良質な戦略兵器であることは間違いない。ロシアロケット社の株式五〇％を所有しているＫＭＣに毎月一〇〇〇億円の資金を払う約束も、このオフィスを借りているのも、ミサイルを開発したのも、ロシア経済……ひいてはロシア連邦軍のためになる。ロシアくらいの経済規模の国家で、それだけの資金は大きなインパクトがあるのだ。ロシアロケット社で雇やとった研究者たちはロシアで生活していて、給料のかなりの部分をロシア経済に落としている。それなのに、俺たちからすべてを取り上げようとするなんて理解できない。まるで盗ぬす人つとじゃないか──。


    　俺はしばし頭が呆ぼう然ぜんとなったが、しかしジリヤは無情に叫ぶ。


    「寝ぼけたこと言ってんじゃねえ！　何度言わせるんだ、政治ってのはそういうものなんだよ！」


    「でも、なんでロシアが!?　俺も莉り音おんも、アメリカから妨ぼう害がいや攻撃があるとは思ってましたが……どうしてロシアなのか……」


    　予想外だった。前からの攻撃に身構えていたのに、後ろから奇襲を喰らうなんて……。


    「ロシアではありえるんだよ、そういうことが！　問答してるヒマなんぞない！　ロシアロケット社にも連中が押しかけてくるぞ。逃げろ。命いのち懸がけでロシアから出ろ！」


    「わ、わかりました。……事態が呑のみ込めてきました」


    「おまえさんの左眼がミサイルシステムのキーなんだろ？　ぼやぼやしてると目玉をえぐり取られるぞ」


    「……」


    「私は今、キプロスだ。手助けしてやりたいが、こうなった以上、私にもＦＳＢの監視が張り付いていると思ったほうがいい。わかるだろう？　下へ手たに動けば、こっちも死んじまう」


    「わかります」


    「携帯は切っとけ。位置が特定される」


    「莉音とも連絡を取りたいのですが」


    「莉音にはこっちから連絡しておく。スパイどもを人間と思うな。連中は、国家のマシンなんだ。いいか、逃げ切れよ」


    「ジリヤさんも、気をつけて」


    　電話を置いてすぐ、悄しよう然ぜんと立ちつくしている沙さ織おりを向いて言う。


    「沙織、緊急事態だ。空港に向かおう」


    「で、でも、荷物とかは？」


    「パスポートと財布はあるか？」


    「それは持ってる」


    「それで十分だ。行くぞ」


    　コートを掴つかみ上げ、沙織の手を取って駆けだした。


    　エレベータ脇の窓から外をのぞくと、数台の車からわらわらと人が降りてくるところだった。ＦＳＢに違いない。すごい車両の数だ。二〇台ほどだろうか。ロシアロケット社に押し入って、責任者を逮たい捕ほし、会社ごと奪い取るつもりだろう。


    　彼らは急いでいる様子もなく、整然と並び、隊列のようなものを組んでビルに入ってきた。彼らは、今俺にジリヤから連絡が入ったことは知らないはずだ。だから、何ごともなく逮捕できるとタカをくくっているのだろう。


    　エレベータはダメだ。かち合ってしまう。


    　俺は沙織の手を引いて、非常階段を駆け下りた。ここはビルの一〇階で、急げばなんとかなる。会社内を調査するだけでも手間取るはずで、俺たちが逃げ出したことを知るには時間がかかるはず。


    　一階ロビーに到着しエントランスをのぞくと、いかにも捜査員らしき連中がエレベータに乗り込んでいくところだった。


    　このビルは正面に大きなエントランスがあり、ほとんどの人はそこから出入りする。裏側には管理人などが出入りする小さな通用口があるが、いくら余よ裕ゆうをかましている相手でも、そちら側に人くらいは立たせておく可能性があった。だから俺は、一階にあるトイレに駆け込んだ。隠れるためではない。この出窓が、人ひとり抜け出せるくらいの大きさなのである。


    　駆け込んだのは女子トイレ。沙さ織おりがいるから、女子のほうを選んだのだ。幸さいわい人の気配はなかった。普段は閉まりきっている出窓をこじ開け、沙織にうながす。


    「狭いけど、ここから出てくれ。後ろ向きに外へ身体からだを出して、地に足をつけるようにするんだ」


    　俺は掃除用具入れからバケツを取りだし、それを裏返して台にした。沙織に手を貸し、支えてやる。沙織は躊ちゆう躇ちよせず、窓を潜り抜けた。俺も続く。


    　スーツを着た通行人が数名、俺たちが出窓から妙な風に飛び出てきたのを見て驚いていたが、構っているヒマはない。


    　道路に飛び出し、手を挙あげて無理やり車を止めた。この辺はオフィス街で治安もよく、強盗はいない。だが、柔道選手のようにいかつい顔の運転手は、いかにも不満げに俺を見やってきた。構わず俺はまくしたてる。


    「突然すみません、ぼくら二人を空港まで送ってくれませんか？　急いでるんです」


    　最初は不審げだった運転手だが、俺たちの身なりがきちんとしているからか、困ったように口にする。


    「そんなこと急に言われても……」


    　日本のように、そこら中にタクシーが走っているわけではない。一秒でも早く、この場所から抜け出さなくては……。


    　俺は必死で頼み込む。


    「謝礼はします。五万ルーブルでどうですか？」


    　五万ルーブルは、ロシア人の平均賃金の四か月分に匹敵する額である。


    　運転手の顔つきが変わり、一も二もなくうなずいた。


    



    
      ◇

    


    



    　車のラジオからはロシアロケット社に関連したニュースが次々に飛び込んでくる。


    「ロシア連れん邦ぽう産業エネルギー省および連邦産業庁の公務員一六名が──」


    「国家公務員法違反により逮たい捕ほされました──」


    「本来、ロシア連邦における国防産業保護のための規制法によれば──」


    「政府は国連の意向に従い──」


    　半ば上うわの空そらで、俺はラジオから流れるキャスターの声を聴いていた。信じたくない。だが、こうしてニュースで流れている以上、事実と受け取らざるをえなかった。俺たちが九兆五〇〇〇億円もかけて開発したハイテク兵器なのに……。


    　ラジオに聞き耳を立てていた沙さ織おりは、小声で俺に言う。


    「どういう、こと？」


    　俺は手早く沙織に状況を説明した。運転手に聞こえないようにヒソヒソ話だ。俺も事情を詳しく知っているわけではないが、俺たちはきっと、ＦＳＢにミサイル技術のすべてを奪い取られようとしているのだろう。おそらく彼らは、宇宙ミサイルの実験が成せい功こう裡りに終わったのをいいことに、頃ころ合あいだと思ったに違いない。


    　そういえばつい先日、産業エネルギー省から調査にやってきた役人から、他の戦略兵器についての国際共同開発の提案もあったばかりだ。しかし俺たちはミサイル以外は不要だとしてはねつけたため、革命部は用済みになったということなのかもしれない。戦闘機や戦車の共同開発も始めていたら、まだロシアはこの手の行動を取ることはなかったはずだ。いずれこうなる運命だったのかもしれないが……。


    　現状の話を終えたころ、車はもうすぐ空港というところまで来ていた。


    「なんだ？　何かおっかないことが始まるのか？」


    　ふと運転手のつぶやく声に、俺は顔を上げた。


    　見れば、空港に差し掛かる道には装甲車が並び、歩ほ兵へいが警戒にあたっていた。


    （……え？　兵士？）


    　国際空港に、物々しい武装をした兵士が集まっているなど、俺の常識からは考えられなかった。警察ならまだわかる。ロシアではそれが兵士になるのだろうか。


    　ロシアの国際空港には何度も出入りしているが、こんな状況に巡り合ったのは初めてだった。このタイミング、俺たちの逃とう亡ぼうを警戒しているとしか考えられない。


    　運転手はそのまま空港の正門へ向かっていこうとしていた。とっさに俺は、運転手に声をかける。


    「引き返してください！　お願いします！」


    「は？」


    「申し訳ないですが、モスクワ市内に戻ってください！」


    「そ、そんなこと言ったってね……」


    　警戒の色を濃くした運転手が、わずかに俺を振り向いた。


    　すかさず俺は財布から、札を取りだす。お金の残りはほとんどなかったが、そんなことを言っていられない。


    「あと二万ルーブル出します」


    「……場所は？」


    「市内ならどこでもいいです。適当に止めてもらえれば」


    　俺が差し出したお金を、運転手は無言で受け取り、車は元来た道を戻りはじめた。


    　運転手は俺たちを疑ったはずだ。しかし俺たちに危害を加えられる可能性はないと見て取ったのか、二万ルーブルを前に素知らぬ顔を決め込んだのだろう。手渡したお金は合計七万ルーブル。日本に置きかえれば、道ばたで数十万円を差し出す人に出会ったようなものだ。


    　モスクワ市内に紛まぎれ込み、追跡をかわすしかないだろう。幸さいわいにも、ロシアの監視衛星の精度はそこまで高くない。逃げ回る俺たちを空から見つけられるほどじゃない。


    　それに、今の天候は曇くもり。宇宙からの監視は不可能ではないが、さらに精度は劣おとる。アメリカの軍事衛星だろうが、今ならば簡単には見つかるまい。


    　だからこそ、要所要所を警戒し、俺たちを捕獲しようとしているに違いなかった。せめて沙さ織おりだけは無事に逃がしてやらなくてはならない。


    　だが、どうすればいいのか？


    　こういうときに頼りになる莉り音おんはいない。


    　ここはモスクワだ。飛行機を使わず陸続きで国境を越えるとしたら、半はん端ぱな距離ではない。


    　今この国では、俺が法をおかした犯罪人ということになっているのは明らかだった。


    　まったくの孤立無援。どこへ逃げろというのだろう？


    　ホテルに宿泊したら一発でわかってしまう。日本大使館に駆け込むしかないか？　だが俺を追っているのだから、日本大使館には警戒の網あみが張ってあると考えなくてはならない。


    　そんなことを考えていると、車はモスクワ市内に入った。


    　市街に入ると、車が混雑してきた。さっきはこんなことはなかったのに。


    　車列の前方に目をこらすと……またもや歩ほ兵へいが警戒している！


    　一台一台止めて、検問をしていた。


    　考えるより先に、俺は車のドアに手をかけた。


    「ここで降ります。送ってくれてありがとう」


    　運転手の答えを待たず沙織を振り向く。


    「沙織、降りるぞ」


    　コクリと沙織はうなずいた。


    「幸運を祈ってますよ」


    　去り際ぎわ、運転手が声をかけてきたのが耳に入った。


    　俺は沙織の手を引いて駆けだした。


    



    
      ◇

    


    



    　外国人が多く宿泊するホテルにたどり着いた。空港と市街を結ぶ交通の要よう衝しようにあるホテルであり、前に何度か宿泊したことがある。


    　宿泊すれば身許が割れるから、素知らぬ顔で喫茶室に入って飲み物と地図を頼むことにした。携帯の電源をＯＮにできないために、ネットで検索することもできない。


    　ロシアに対しても強硬に出られる国の大使館に、無理やり転がり込むのもよいかもしれなかった。日本は確実にマークされているだろうが、他の国なら……。選択肢は多くない。アメリカ大使館か。あるいは中国大使館もアリだ。


    　一番近くて可能性のありそうな国の大使館に向かうしかなさそうだった。無事にたどり着けるかどうかはわからないが……。


    　席に着くと、ウェイトレスがやってくる。


    「ご注文は？」


    「コーヒーでいいか？」


    　俺が訊きくと、沙さ織おりは小さくうなずいた。


    　沙織は黙って付き従ってくれている。こういう場で騒がないでいてくれるのは心強い。本当は緊張で疲ひ弊へいしているはずなのだ。


    「コーヒーふたつください。それから、モスクワ市内の地図はありますか？」


    「フロントに行けばいくつも置いてありますよ」


    「あ、じゃあひとつ持ってきていただいてもよろしいですか？　お礼はします」


    　そう言って、俺はすかさず五〇〇ルーブルを差し出した。


    　店員はみるみる笑顔になり、フロントから、手て垢あかのついた地図帳を持ってきてくれた。


    「ありがとう」


    「他に何かありますか？」


    「いえ、大丈夫」


    　礼を述べ、俺は地図をめくった。


    　どうやら、ここから大使館街までは遠そうだ。車だと、軍の検問に引っかかる可能性もある。


    　さて、どう動くべきかと考えていると──。


    　喫茶室の入り口で、ダークスーツを着た男が辺りををキョロキョロと見回しているのが見えた。怪しいヤツだと思った瞬間、その男と目が合った。


    　──あいつは俺たちを捜さがしていたんだ！


    　すかさず俺は沙織の手を取り、従業員らがいる裏口へ駆け出した。コーヒー代金を払っているヒマなどない。


    　まわりから驚きの声が上がるが、俺たちは無視して裏口へ突入した。


    　ダークスーツの男は叫びながら追いかけてくる。


    「待ってくれ。味方だ！」


    　そんな話を信じるわけにはいかない。捕まれば終わりだ。


    　だいたいモスクワのなかの、どこに味方がいるというのか。もう少し待てば莉り音おんが何か手を打ってくれる可能性もあるが、こんなに早く味方を派は遣けんすることなどできるわけもない。


    　従業員の通用口を抜けて、ホテルのロビーを突っ切っていく。


    　男を振り切ろうと街中へ駆け出した。通りを歩く人々が何ごとかと俺たちに視線を向ける。何人かにぶち当たるが、詫わびを言っている場合ではない。構わず俺は沙織の手を引いて突き進んだ。


    　身を隠そうと、俺たちは細い路地に入り込む。だが男は足が速かった。加えて、俺たちが人々にぶつかったあとを駆けてくるわけだから、追いすがられるのは当然だった。


    　男も、続いて路地に走り込んでくる。


    　俺ひとりなら逃げ切れる可能性はあった。しかしこのまま沙さ織おりを連れていると振り切ることはできそうにない。


    　戦うしかなかった。確実を期すなら、油断しているところに一撃を入れるしかない。


    「沙織、そのまま振り向かずに走ってくれ」


    　チラとだけ俺を見やった沙織は、指示に従って駆けてゆく。俺はわざと歩幅を緩ゆるめ、沙織の後ろに回った。男との距離は縮ちぢまっている。


    　追いすがる男が俺の腕を取ろうとした間ま際ぎわ──。


    　俺は足を止め、振り向きざま、逆に男の袖そでを掴つかんだ。もう一方の腕を、腰に回す。男の唖あ然ぜんとする顔がわかった。


    　男の走る力を利用して、取った腕を基点に、中空へ放り投げた。一回転した男を、コンクリートへ叩たたきつける。


    「ぐはっ……」


    　男はうめき、呼吸を止めたようだった。


    　視線が合う。男は口をぱくぱくと開けて何かを言おうとしていたが、言葉にはなるまい。


    　構わず俺は走りだし、ふたたび沙織の手を取った。もう追いつかれることはないはずだ。
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    　行く当てもなく、俺は沙織を連れて市内の公園にやってきていた。レンガ造りの歩道が曲線を描いて続いている瀟しよう洒しやな公園だ。だが、ベンチに座っている人々はほとんどいない。日も暮れかけていて、寒さも増してきたからである。モスクワの日暮れは冷え込む。


    　お互いコートを羽織っていたが、沙織は寒そうだった。俺は自分のコートを脱いで、沙織に着せてやろうとした。しかし沙織は首を振る。


    「大丈夫だよ。心配しないで」


    「震ふるえてるじゃないか」


    　吐く息が白い。


    「巳み継つぐだって寒いでしょ。私、巳継の足手まといにだけはなりたくないの」


    「……。沙織は一度言いだすとガンコだからなぁ」


    　仕方なく、俺はコートを着直した。


    　沙織は口くち惜おしそうに言う。


    「ごめんね。私なんか連れちゃって……。私も、莉り音おんや巳継みたいに戦えればよかった……」


    「バカ言うな。沙織を傷つけたりさせないからな」


    　ロシアの治安は決してよくない。いつまでも沙織を連れてこのままふらついているわけにもいかなかった。せめて夜には、どこかに避難しなくてはいけない。


    　クシュン、と沙織がクシャミをし、言い訳する。


    「あっ、ううん、違うの。寒いってわけじゃなくて……」


    　言葉とは裏腹に、沙さ織おりは震ふるえっぱなしだ。


    　どこかで休まなくては……。だがホテルには行けない。


    　大使館街に徒歩で行くには遠すぎ、かといって車だと軍が検問中である。東京のような公共交通機関は、ここにはない。またＦＳＢも俺たちがどこかの国の大使館に駆け込むことを警戒し、大掛かりな警備の網あみが張られている可能性は大きかった。各国の大使館が密集するエリアはもっとも危険かもしれない。


    　どこかに潜せん伏ぷくして時を待つべきか、それとも国境を越えるべきか……。だがＦＳＢ相手にいつまでも潜伏できるとは思えないし、国境は遠すぎる。


    　いや、今はそんなことよりも、目の前のことをどうやって解決すべきかだ。沙織に暖かい場所を用意してやらないといけない。


    「寒さを凌しのがなくちゃな。近くの家で休ませてもらえないか聞いてみよう」


    「近くの家って……アテはあるの？」


    「ないよ。これから頼んで回ってみるんだ。さあ、行こう」


    　俺は沙織に手を差し出した。黙って俺の手を取った沙織と、歩きだす。


    　手持ちのルーブルは運転手にだいぶ支払ってしまっていて、残りは多くない。それに、これからの逃亡のことを考えても、ムダに散財するわけにはいかなかった。お金で交こう渉しようするのではなく、困っていることをアピールして、一晩の宿を提供してもらうしかなさそうだ。宿を提供してくれる民家は見つかるだろうか。
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    　訪問されるほうはどう思うだろうか。近場にホテルがあるのに、見ず知らずの外国人が訪ねてきたら？


    　通報される可能性はある。しかし、沙織を厳寒の夜に放置しておくわけにもいかない。他に選択肢がないのだ。


    　公園を出てすぐ、うらぶれた民家への訪問一軒目。


    　チャイムを鳴らしたが、家主は現れなかった。明かりが灯ともっているから、留守ではないはずだ。


    　もう一度、押してみる。少し待つが、誰も出てこない。


    　誰もいないのか、それとも訪問客を相手にするつもりはないのかと思って次の家に向かおうとすると──。


    　音を立てて木製の扉がわずかに開き、老ろう婆ばが顔をのぞかせた。白髪の、人のよさそうなおばあさんだ。


    　俺は姿勢を正し、穏やかな口調で訴うつたえる。


    「すみません、突然ですみませんが、今晩のホテルが取れなかったんです。あたりのホテルを回ってみたのですが……。どうか一晩だけ、宿を取らせていただけないでしょうか？」


    「はて、今日は何かあったのかね？　あなたがた、どこの国の人？」


    「日本人です」


    　とっさに俺はパスポートを取りだして老ろう婆ばに見せた。こういうとき、日本人というのは得になることが多い。よい印象を持ってくれている場合が多いし、お金に余よ裕ゆうがあり、危害を加えてくることもないと思ってくれる。


    　老婆は上から下まで俺を眺め回し、安心してくれたのか、にこやかにうなずいた。


    「おやおや、そうかい。大変だったねぇ。狭い家ですけど、あがってください」


    「あ、ありがとうございます！」


    「ありがとうございます！」


    　俺と、後ろに控えていた沙さ織おりが、ほとんど同時にお礼を言った。


    　古めかしい家のなかに通された俺たちは、居間でコートを脱ぎ、おばあさんに言われるがまま腰かける。ストーブの暖かさが身体からだの芯しんに染しみ渡り、生き返るような気持ちになった。温泉に入ったときの気分みたいだ。


    　さらにおばあさんは、パンとボルシチまで振る舞ってくれた。ちょうど食事をしようとしていたところだったので、俺たちの分まで作ってくれたのだ。


    　俺たちは食事をしながらテーブルを囲み、おばあさんの話に耳を傾ける。おばあさんは話し相手ができて嬉うれしいようだった。


    「そうですか、おばあさんひとりで……」


    「年金も少なくてね。それでもこの家だけは、守りたいと思ってるんですよ」


    　徴ちよう兵へいされた息子は三〇年前にアフガンで戦死し、旦だん那なは五年前になくなり、今では老婆が独りぼっちで暮らしているという。ロシア女性は平均寿じゆ命みようが七三歳なのに、男性の平均寿命は五八歳と短い。ウォッカの影響だろうか。だから老婆の境遇は、ロシアならどこにでもあるものだった。それでも目の前の老婆の姿を直接見て聞けば、なぜか涙が出てくるのが不思議だった。


    「ごめんなさい。しんみりしちゃったね」


    　そう言って、老婆は場を和なごませようとテレビをつけた。


    　ニュースが映し出される。それを見て、俺も沙織も固まった。ロシアロケット社の不正摘発のニュースだったのだ。


    　映像は、連れん邦ぽう産業庁に摘発が入り、何人もの職員らが逮たい捕ほされているものだった。庁内の混乱が映し出されていたが、ふと見知った顔が現れた。


    　──イヴァンだ！


    　身体を丸め込み、まるで重罪でもおかしたようにロープに手を繋つながれ、軍人たちから追いたてられていた。


    　これはかわいそうだ。ＦＳＢが一方的にしかけてきた謀ぼう略りやくだとしても、イヴァンが逮捕されたのは俺たちが話を持ち込んだからでもある。禿はげ上がったイヴァンのシニカルな笑顔が思い出されて、唇くちびるをかんだ。なんとかして助け出さなくては……。


    　なにも知らないおばあさんは、他ひ人とごとのようにつぶやく。


    「おやおや、何があったのかねぇ？　物騒な世の中だねぇ」


    　繰り返し繰り返し、ロシアロケット社問題の映像が流されていた。


    　場面はスタジオに切り替わり、キャスターが原稿を読み上げる。


    「ロシアロケット社の一いつ斉せい摘発に際し、不正に協力した日本人男女二人が包囲の網あみを抜け出し、逃亡中だという情報が入ってきております。当局によれば、二人の日本人は、テロリストと協力し、ロシア政府の転てん覆ぷくを目もく論ろむグループのメンバーである疑いが濃厚だという警告がなされています。モスクワに潜せん伏ぷく中という情報もあり、予断を許しません」


    　それは、名前と人相こそ報道されなかったが、俺たちであることは明白だった。


    　老ろう婆ばに視線を向けると、目を見開いて俺たちを見つめていた。


    　逃亡中の日本人男女二人──このピンポイントなシチュエーションは、俺たち以外にはありえない。


    　とっさに俺は、立ち上がって謝罪する。


    「騙だますようなことをしてしまいました。申し訳ございません。すぐにここを出ます」


    　そして沙さ織おりを見やってうながす。


    「沙織、行こう」


    「ごめんなさい、おばあさん」


    　沙織も素直に立ち上がり、哀しそうに頭を下げた。


    　俺は財布を取りだす。運転手に大半を渡したが、一般ロシア人からとってみたら数か月分のお金がまだ残っていた。お札の大半を引き抜き、テーブルの上に置く。温かく迎えてくれた老婆に、せめてもの感謝の気持ちだ。


    　テレビからは、俺たちのニュースが延々と流れ続けている。唖あ然ぜんとして俺たちとテレビの間に視線をはしらせていた老婆に、俺は口にする。


    「ボルシチ代です。取っておいてください」


    　そして沙織を連れ、老婆の家をあとにした。
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    　もう夜だ。外は寒い。


    　ここから大使館街へは数時間も歩けば着くだろうが、先ほどのニュース報道を見た限りでは、ＦＳＢの網あみが張ってあることは確実だと考えられるので、現実的な逃走ルートではなかった。困難だが安全なのは、国境を越えることだろう。


    　その手段を模索しなくてはいけない。しかし、まずは今のことだ。どうやって今晩の寒さを凌しのぐかである。野宿でもしたら凍死しかねない。老婆からご馳ち走そうしてもらったおかげで、お腹なかだけは満たされていることがせめてもの救いだろうか。


    　アテもなく、俺たちはとぼとぼと歩いた。人通りはなくなっている。治安はよくないが、暴漢くらいなら俺ひとりでも十分に対応できる。無理やり莉り音おんに道場へ通わされたおかげで、戦いの基本は身体からだに染しみ込んでいる。だが、寒さはどうにもならなかった。


    　沙さ織おりは俺の後ろに寄り添うように歩いていて、一言も口を開かない。俺を心配をさせまいとしているのだろう。


    　二〇分ほど歩くと、あたりはオフィス街になってきた。五、六階建ての、旧ソ連時代の遺物のような雑居ビルが軒のきを連つらねている。昼間なら混雑しているのだろうが、今はまったくといっていいほど人ひと気けがない。


    　ふと俺は、ビルに勝手に侵しん入にゆうしても大丈夫なのではないかと思い至った。これらのビルの警備が、日本ほどしっかりしているとは思えない。ロシアロケット社があるオフィス街の警備は日本並みで、夜でも誰かが働いていたり、警備員が常駐していたりする。しかしこの近辺なら、警備員が常駐しているわけでもないはずだ。


    　──どこかのビルに侵入して一夜を過ごそう。


    　そう決断し、俺はあたりのビルを物色しはじめた。風を凌げるだけでもだいぶ違う。


    　俺たちは女子トイレの窓から脱出している。その逆をやればいいだけだ。ただし、窓を破る必要はあるが……。


    　レンガ造りの四階建て、ひときわ老ろう朽きゆうした小さなビルの前。このビルにしようと俺は決めた。あたりと比べても、もっとも時代がかったビルだ。ここなら警備は手薄だし、オフィスが入っているのかどうかすら怪しいレベルである。空きビルだったら尚なおよい。


    　沙織を連れ、ビルとビルの狭はざ間まにある細い路地へ入り、侵入できそうな窓を探した。なかは真っ暗で見えない。それでも、窓ガラスさえ破れば、侵入できそうな箇か所しよはいくつもあった。


    　あたりを見回して人ひと気けがないことを確認してから、手近な窓に、電源を切ったままの携帯電話の角を思い切りぶつけた。鋭い音が響きガラスがビル内に散らばる。


    　俺たちは息をひそめて、何ごともないことを確認した。誰も来ないし、物音もしない。


    「よし、大丈夫だ。沙織、今日はここで休もう」


    　俺の言葉に、沙織は黙ってうなずいた。


    



    
      ◇

    


    



    　四階建てのビルの最上階にある、こぢんまりとした一部屋。


    　古ぼけた木製の机が雑然と並んでいて、他には薄汚れたテレビやストーブなど、廃はい棄き寸前の家電製品があった。今どきパソコンもなしで、どんな仕事をしているのだろうか。エレベータすらないビルだから、もし毎日、階段を四階まで上り下りしなくてはいけないとしたら大変である。物置のように使用されている部屋なのかもしれない。余計なものがなく、表通りが見渡せる窓辺に面しているので、周囲を監視しやすい場所だった。


    　それにカギが閉まっている部屋が多かったが、この部屋は無防備だったのである。この部屋には、盗んで得するようなものは何もない。


    　残念ながらストーブには灯油がなく、火を灯ともすことはできなかった。一方、テレビはつけることはできた。ニュースはロシアロケット社の話題ばかりである。国際放送は映らない。俺はテレビを切った。気分が重くなるだけだ。


    　俺と沙さ織おりは手分けしてビル内で毛布を探したが、そんな都合のよいものはなかった。代わりに、ＯＡ機器類に被かぶせてあった布きれが複数見つかったので、それを引っぺがして使うことにした。それから新聞やダンボールもあったので、多少は役に立つだろうと、俺は小部屋にそれらを持ち込んだ。


    　寝ね床どこにする場所をダンボールで囲い、新聞紙を詰める。にわか作りの今日の宿だ。それから沙織とダンボールのなかに入り、布きれでお互いの身体からだを覆おおった。二人で身体を密着させ、体温を閉じ込め、今晩は乗り切るしかない。


    　肩を寄せ合い、俺は口にする。


    「格好悪いけど、勘かん弁べんな。今晩だけはこれで我慢してくれ。明日は、暖かいところで過ごせるよう考えるから」


    「ううん、巳み継つぐとこうしていられるなら、幸せだよ」


    　そう言って、沙織は俺の肩に頭をあずけてきた。


    　こんなとき、弱音を吐かない沙織はありがたかった。同時に、沙織が泣き言を一言も口にしないことが、俺の心を締め付けた。


    「こんなことになってゴメンな。もう少し危険を察知できていたら、沙織は東京で留守番してもらっていたんだけど……」


    「ううん、誰も悪くないよ。だんだん私もね、莉り音おんのやろうとしてることがわかってきて、一緒にやりたいって思うようになって……その代わり、覚悟はしてたの」


    「覚悟って……俺たちはまだ捕まったわけじゃないぞ。これからのことは考えてるからな」


    　本当は考えなどなかった。沙織を心配させまいと、俺はウソをついただけだ。


    　俺の思っていることを知っているように、沙織は押し黙ってしまう。


    「……」


    「最初はアメリカから攻撃を喰らうことに身構えてたけど、ロシアからくるとはな。盲点だった。権力構造が一癖くせも二癖もある国の事情は、難しい。中国共産党のことで多くを知ったつもりだったけど、まだまだ世界は広いなぁ……」


    「もしかしたら最さい期ごになるかもしれないから、言うね。私……」


    　ふと何かを決意したように、沙織は言った。


    「最期なんて言うな。ＦＳＢが狙ねらってるのはプログラムのキー──つまり俺の左眼だ。沙織だけは、何があっても助けてやる」


    「巳継ってカッコいいよね。私が困っていると助けてくれる」


    「今なんて、ちっとも助けちゃいない。ただ逃げてるだけだ。ロシアロケット社を任されていたのは俺なんだし、ロシア政府内の情報を収集しておくべきだったと思う。役人たちが、他の国際共同開発をしきりに提案してきたときに、怪しいと察しておくべきだった。そうすれば、沙さ織おりを逃がしてやれたはずなんだ」


    「……本当はね……逃げてる間、ちょっとだけ嬉うれしかったの」


    「え？」


    　意表を衝つかれ、俺は沙織を見やった。沙織は幸せそうな表情で、俺の肩に頭をあずけたままだ。


    「怖かったんだけど、同時に嬉しい気持ちも湧わいてきたっていうか……。だって、巳み継つぐと二人きりでいられるんだし、巳継が私を守ろうとしてくれてるのがわかったから……。私なんて何の力にもなれないのに、こんな風になることを望んでいたのかもしれないって、思った。……そういうこと考える私って、最低よね」


    「……」


    　どう応じていいか迷っていると、沙織は俺に視線を上げた。息づかいがハッキリ聞こえるほどの間近で見つめ合う。


    「私、ずっと巳継のことが好きだった。大好きだよ」


    　言葉には、覚悟するような響きがあった。


    　沙織は視線をそらさない。もしかすると、本当に沙織は、この逃亡劇が最さい期ごになると覚悟しているのかもしれなかった。


    　俺も沙織から目をそらさず、正直な気持ちを口にしていく。


    「俺も昔から、いつか沙織と付き合って、結婚して、暮らしていくんじゃないかって……そんな将来像を漠然と描いてた。ぼんやりとだけどな……自然にそうなるんじゃないかって……そうなればいいなぁってさ……」


    「ほ、本当？」


    　沙織は目を見開いた。


    「ああ」


    　俺が深くうなずくと、沙織は顔をゆがませた。そして、ぎこちなく問いかけてくる。


    「この前、柚ゆずさんが巳継に告白したでしょ……？　巳継は、どう、思ってるの？」


    　俺は話しながら、自分の気持ちを整理してゆく。


    「……柚さんのことはこれからも守ってあげなくちゃいけないと思ってる。そう莉り音おんにも頼まれた。柚さんは、お姉さんや莉音がいなかったら、本当なら普通の高校には通えないはずだったらしい。だから、彼女たちの代わりは、できるだけ務めたいと思ってる。……恋愛感情は……俺には、ずっと昔から沙織がいたから……」


    「じゃ、じゃあ……莉音の、ことは？」


    「莉音は俺の姉みたいなものだし、家族だし、師し匠しようだ。ずっと莉音の背中を追ってきた。自分の命より、莉音のことが大切だ。きっと莉音も、同じように思ってくれてる。うまく言えないけど、俺たちは男女の関係なんかじゃない。莉音の弱い部分も、判断ミスも、悩んだりする姿も何もかも──人間として、莉音のすべてを尊敬している」


    　そして俺は沙織から視線をそらし、前方の古びた壁面を見つめながら続ける。


    「でもさ、子供のころから莉り音おんに育てられてきて、半人前だってことを思い知らされてきた。沙さ織おりを守ってやる力なんて、今の俺にはない。まだまだ修業中なんだよ……」


    「そんなことないよ。巳み継つぐが半人前なわけない」


    　俺は首をふる。


    「いいや、俺はなにもできやしない。せめて莉音みたいになれたなら……」


    「……」


    「それに今は、莉音と世界を動かしてやることに、底知れない喜びを感じてるんだ。こんなチャンスが目の前にあることが奇跡だよ。……そういえば、恒こう太たのヤツも似たようなこと言ってたよな。こんなチャンス、一〇億人にひとりすら巡り会うことができないチャンスなんだって」


    「う、うん……」


    　沙織の相づちは哀しげだった。


    「そのためならば、命を懸かけるに値あたいするかもって今は思ってる。いやむしろ、俺の命じゃ安すぎるくらいだ。そんな考えの俺には、普通の幸せを望む資格なんかない」


    「……」


    　ふたたび俺は沙織を見やる。


    「だって信じられるか？　ファンタジーじゃないんだぞ？　アニメや漫画の主人公みたいに超能力を持ってるわけじゃないんだぞ？　いや仮にデスノートがあったって、何万人の犯罪者を殺そうと、かえって権力者を喜ばせるだけで、世界は何も変わらないことを今の俺は知っている。こんな風にして、世の中が変えられるんだ。考えれば考えるほど、興奮する気持ちを抑えられなくなる」


    「やっぱり巳継は、男の子なんだね」


    「どういう意味？」


    「私もすごいことだって思う。みんなを手伝えるなら、嬉うれしい。一〇億人にひとりだって巡り会えない機会とも思う。だけど女の子には、それが人生のすべてにはならないかな」


    　今度は沙織がうつむいた。寂しそうに続ける。


    「女の子はね、いつだって好きな人のことで頭がいっぱいなの」


    「……そう言ってくれるのは嬉しいよ。俺も沙織のことを大切に想ってる。心からだ。だけど……ごめんな、沙織。俺は──」


    　沙織はサッと顔を上げ、俺の話をさえぎってくる。


    「待って。今の巳継は、革命部のことで頭がいっぱい。でも、もし目的を達成したら……そしたら、私にも目を向けてくれるようになるって考えで……間違ってないわよね？　私のうぬぼれじゃ……ないよね？」


    「俺は、明日のことを約束できない。今までも死線を潜り抜けてきたし、これからも命を懸ける覚悟があるから──」


    「お願い、待って。それでも、それでも将来、革命部の願いが叶かなったら、もう何かをするために命を懸ける必要なんてないんでしょ？　そしたら、どこにでもある幸せを求めたっていいはずでしょう？」


    　沙さ織おりは必死だった。祈るように俺を見つめてくる。


    　俺は返答に詰まった。目を瞑つぶり、どう応じるべきか真剣に考えを巡らせる。だが、いくら考えても、ここで言うべき答えはひとつ。


    　俺は目を開け、沙織を見み据すえてうなずいた。


    「そうだな。そう思う」


    　俺の言葉に、沙織は嬉うれしさを隠しきれない様子だった。


    「前に約束したよね。なんでも願いをひとつだけ叶かなえてくれるって」


    「えっと……いつだっけ？」


    「……バカ」


    　すねたように、沙織は頬ほおを膨ふくらませた。


    「すまん……」


    「部活に入ってすぐのころ……まだオフィスが学校の前にある部室だったとき」


    「そんなことあったかな？」


    「したの。絶対絶対、約束したんだから」


    「でもさ、沙織の願いなら、俺にできることはいくらだって叶えてやる。俺が忘れてたのは、そんなの当たり前すぎたからだ」


    「約束したとき、巳み継つぐは今と同じようなことを言ったの。そういうんじゃ、嬉しくないってことも話したでしょ」


    「そ、そうだっけか……」


    　もしかしたら、女の子にとっては大切なことだったのかもしれない。


    「たったひとつでいいの。そういう約束をすることが大事なんだから」


    「じゃあそのひとつ、絶対に叶えてやる。……と言っても、まずはＦＳＢの包囲網を突破しないと何もしてあげられないけどな。なんとかロシア国外に出る方法を見つけないと」


    「今でも、叶えられるよ」


    　沙織は小さく口にした。


    「だって俺ら、こんなダンボールのなかで、新聞紙とボロ切れを纏まとってるだけなんだぞ。こんなんじゃ、何かしてあげられることなんてないよ」


    「お願いを言うね……」


    「うん？」


    　沙織は、合わせていた視線をわずかにそらし、緊張しきった様子だった。触れ合う肩と肩を通して、身体からだも強こわばっているのが伝わってくる。沙織の視線は固定され、中空を漠然と見やっているようだ。


    　たどたどしく、しかし沙織は必死に口にする。


    「その……キ、キス、してほしい……」


    　──なんだってー!?


    　理性を総動員して、俺は思考を整理した。


    　今の俺は、沙さ織おりを心配させないこと、そしてＦＳＢの包囲網から逃げること、このふたつでいっぱいだったのだ。だから不意打ち。


    　だいたい今は、未来を賭かけた包囲戦の真っ最中なのだ。俺の命だけでなく、革命部の運命も、沙織の進退もかかってる。


    　しかし沙織のたったひとつの願いというのなら、叶かなえてやらないわけには──。


    　ふと俺は、中国で銃撃されて病院に入院していたとき、恒こう太たから「誰を選ぶんだ？」と迫られたことを思い出した。恒太の言う通りだった──俺たちは、いつ死ぬとも知れぬ身なんだ。


    　俺は自分の気持ちに、真しん摯しに向き合った。俺は昔から、これからもずっと沙織といたいと思ってきた。沙織も同じように考えてくれているんじゃないかと、心のどこかで思っていた。ここで、それをハッキリさせないといけない。俺だけの問題じゃないのだと、恒太が気づかせてくれたのだ。だからこれ以上、自分の未熟さを理由にして避けるわけにはいかない。今この瞬間、目の前で沙織が震ふるえている。


    　肩と肩を通して、沙織の緊張が強くなったように感じた。沙織は今にも泣きだしてしまいそうだ。これ以上、女の子に恥ずかしい想いをさせるわけにはいかない。


    　俺は決断した。沙織に、静かに声をかける。


    「沙織」


    　沙織はどこかを一心に見つめているだけだ。何か抵抗力が働いているかのように、そこから上に目線を上げられない様子だった。


    　もう一度、優しく呼びかける。


    「沙織」


    　やっと沙織が顔を上げ、視線が合った。とたん、沙織の顔が真っ赤に染まる。


    　俺はゆっくりと、沙織に唇くちびるを合わせた。


    　寂しくうらぶれたビルの隅、逃走劇の最中のキス。


    　音のない、静かな時間だった。


    　一分ほどそうしていただろうか。沙織を守ってやりたいという気持ちが強くなり、俺は焦しよう燥そう感に身が焼かれそうだった。


    　顔を離して目を開けると、沙織の頬ほおには涙がつたっていた。


    　今度は視線を合わせたまま、ポツリと沙織が口にする。


    「巳み継つぐ、大好きだよ……」


    　俺たちは、ふたたび唇を合わせた。


    



    
      ◇

    


    



    　にわかに外から複数人の掛け声や車の音が聞こえ、俺は目を覚ました。沙織は俺の肩に頭をあずけ、安心しきった表情で眠っている。


    　時計を見やると、午前四時。


    　車の音は、一台や二台ではない。外を確認しなくてはいけなかった。


    　ゆっくり沙さ織おりを壁に寄りかからせようとすると、沙織も目を覚ましてしまう。


    「ごめん、起こしちゃったか」


    「ううん、大丈夫。……あっ、車の音が聞こえるわ」


    「そうなんだ、確認してみる。沙織はここでじっとしててくれ」


    　俺はダンボールを抜け出し、窓から大通りの様子を眺めた。


    　大通りには四台の軍用車が止まり、迷彩服を着た連中や、スーツを着た連中が数人、あたりのビルに出入りしているのが見えた。


    　俺たちを捜さがしているはずだ。俺たちが潜せん伏ぷくする可能性のある場所の範囲を絞り、夜を徹して、かなりの人数を動員して一帯の探索に乗り出しているのだろう。敵は本気だ。


    　今、目の前の大通りで周辺のビルを往き来している人数は一〇名前後といったところだが、俺たちがここにいるとわかれば、応援がわんさと駆けつけてくるに違いない。


    　驚くべきことに、彼らはビルの玄関を勝手にこじ開けて侵しん入にゆうしていた。日本では考えられないことである。


    　彼らはすぐふたつ隣のビルまでやってきていた。


    　隠れなくてはいけない。しかし、どこへ？


    　いや、隠れたとしても、俺たちはビル脇の路地の窓のガラスを割って侵入していて、ビル内の窓辺にはガラスの破片が放置されたままだ。一階を確認されれば、怪しげな人物がビル内に潜せん伏ぷくしている可能性が濃厚と判断されるだろう。かといって、今ビル外に出ると見つかる。


    　──ならば沙さ織おりだけはビル内のどこかへ隠して、俺だけが戦うか？
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    　真剣に熟考していたので、俺は沙織が隣にやってきていることに気づかなかった。


    「見つかるね」


    　沙織の口調は冷静だったので、俺は面食らってしまう。


    「沙織……？」


    「私、ひとりだけ隠れたりしないからね。絶対、巳み継つぐはそんな風に考えてたでしょ？」


    「あ、ああ……」


    　渋々、俺はうなずいた。


    「巳継と一緒に、ずっといるから。私は大丈夫だよ」


    　ガタガタッと階下から音がした。連中が、玄関のドアをこじ開けているのだ。


    　窓を見ると、隣とこのビル、それから向かいのビルに男たちが散らばっている。ついに、このビルにまで捜査の手が伸びてきたのだ。


    「沙織、せめて部屋の隅にいてくれ。連中が入ってきたら、武器を奪って時間稼かせぎをしてみるから」


    「うん」


    　沙織は素直に従い、机の向こう側に身を隠した。


    　俺はドア口に立ち、誰かが入ってきたら不意打ちを喰らわせるために息をひそめる。ある程度の戦闘能力なら俺にだってあるのだ。今は素手だが、奇襲を喰らわせて武器を奪う。そして武器で応戦するしかない。連中には俺の左眼が必要であり、殺すことはできないはずだ。


    　こうなった以上、どこへも逃げるところなどない。あとは派手に立て籠こもって時間稼ぎし、俺たちがここにいることを知らしめたほうが可能性が開けるかもしれなかった。そうすれば、莉り音おんが何らかの手を打って助けに来てくれる期待が繋つなげる。ほんのわずかな可能性だが、籠ろう城じように賭かけるしかなさそうだった。


    　階下から、男たちが騒ぐ声が聞こえる。ガラスが破られていることを発見したのだろう。


    　二、三人が、ワラワラと階段を駆け上がってきたようだった。二階や三階を確認し終えたのか、ついに足音は四階までやってきた。


    　飛び交う掛け声もハッキリと聞こえてくる。


    「早く開けろ！」


    「このビルの可能性が高いぞ！　注意しろ！」


    　ガタガタと、取っ手を激しく回す音が響く。階段から近い隣の部屋のドアをこじ開けようとしているのだ。


    　隣は蹴けり破られたようだった。連中が部屋に駆け込む音が響く。


    　そしてついに、この部屋の取っ手に手をかけてきた。俺たちが侵しん入にゆうするときにはカギはかかっていなかったが、もちろん今はかけてある。


    　ドアの横、俺は息を殺して身構えた。


    　ガチャガチャと解かい錠じようしようとする音が目の前から聞こえ、ドアが押し開かれた。


    　男が二人。前方には迷彩服、後方にはスーツの男。


    　ドアを開けた迷彩服と俺の目が合った。意表を突かれたらしく、迷彩服の男は驚いて甲かん高だかい声を上げる。


    　その一瞬、俺は正拳突きを男の鳩みず尾おちに走らせた。男の声が詰まり、身体からだをくの字に折り曲げるが、俺は容よう赦しやせずに男の顔を拳こぶしで払った。


    　男はドアに叩たたきつけられ、その場にくずおれた。俺はその身体を踏み越える。


    　後ろで瞠どう目もくしたままのスーツの男の腕を取り、もう一方の腕を腰に回す。スーツの男も反撃に出ようとして俺の腕を掴つかみ上げようとする。期せずして、組み手のような格好になった。俺の勝ちだ。


    　大おお外そと刈がりでスーツの男を払い、したたかに身体を床に打ち付けた。


    「ぐっ！」


    　スーツの男は呼吸を止め、苦しげに俺を見上げた。俺は容赦せず、上から力任せに、顔面に拳を突き入れる。頭を床に打った男は、その場で気を失った。


    　すかさずスーツの男の胸ぐらを探さぐると、拳銃が一いつ丁ちよう。それから迷彩服からは、一丁の拳銃と手しゆ榴りゆう弾だんが出てきた。最初はスタングレネードか催さい涙るい弾あたりかと思ったが、形状はオーソドックスなので、爆発物系統かもしれない。


    　この階での喧けん噪そうを聞きつけたのだろう、さらに多くの男たちが階段を駆け上がってきた。俺は半身をドアからのぞかせ、奪い取った拳銃を構える。


    　最初の男が階段から姿を現すのに合わせて、俺は拳銃をぶっ放した。むろん当てるつもりだったが、距離は二〇メートルほど離れていたし、階段のあたりが若じやつ干かん暗がりになっていたこともあり、そうそうヒットするものではない。男は階段を転げ落ちるようにして身を隠してしまった。


    　俺は拳銃を握り直す。次こそはヒットしなくてはならない。何人になるかわからないが、　俺はここを動くまいと決めた。


    　ふと、音を立てずに男が半身をのぞかせた。その迷彩服の男は、今度は俺に銃口を向けている。考えるより早く、俺は引き金を絞った。


    　金切り音を響かせて一撃ずつ銃弾を交換したが、お互いにヒットしない。上半身を晒さらす男より、半身を隠す俺のほうが有利だ。もう一発撃ち放つ。当たらない。男のほうもまた撃ってきたが、俺の傍そばの壁をわずかに削っただけだった。


    「撃つな！　殺すんじゃない！」


    　階下から、別の男の声が飛び込んできた。


    　銃弾を交換した男は階段下に身を隠し、大声を張り上げる。


    「なんでだ!?」


    「生け捕れ！　絶対に殺すな！」


    「できるわけねーだろうが！」


    　複数の男たちの声が入り交じる。


    「待ってろ！　おい、催さい涙るい弾だんか神経ガス持ってこい！」


    「持ってきてねえよ！　マシンガンで蜂はちの巣すにするか、手しゆ榴りゆう弾だんでビルを半分吹っ飛ばせ！」


    「バカ野郎！　殺すなと言ってるだろうが！」


    「ユーリーとセルゲイが殺されたんだぞ!?　ヤツもぶち殺しちまえ！」


    「貴様は黙ってろ！」


    　男たちの声はヒートアップしていた。俺のほうも気持ちは同じだ。心臓がバクバクいっている。男たちはすぐ四階に駆け上がってくることはないようだった。


    　一息なんてつく余よ裕ゆうはないが、ひとまず、床に寝っ転がる二人──ユーリーとセルゲイと呼ぶのだろうか──男たちが断定したのと違って二人は死んでいないが、縛りつけて戦闘力を奪う必要があった。


    　男たちを緊きん縛ばくするロープはない。代わりにネクタイを使えるし、ベルトもある。俺は二人を引き寄せて、四本の腕をネクタイとベルトでグルグル巻きにした上で、ドアの外側の取っ手に括くくりつけた。この二人が楯たての役目を果たすから、安あん易いにドア越しに向けて撃ってくることはなくなるだろう。


    　そうして俺は慎しん重ちように銃を構え、ふたたび男たちが階段を上がってくるのを待ち続けた。


    　五分経ち、一〇分が経つ。手には脂あぶら汗あせがにじみ、呼吸が荒くなってしまう。


    　男たちは上がってこない。


    　先ほどまで男たちの荒々しい声が聞こえていたが、今では階下から声が聞こえなくなっている。その代わり、ビルの外が騒がしくなっているようだ。周辺を探索していた応援部隊が、ここに駆けつけてきているのだろう。


    　ビル内の敵は、声を殺している可能性が少なくない。わざわざ雄お叫たけびを上げて銃撃戦に飛び込んでくる人間などいないはずだ。


    　だが、俺の間違いでなければ、階下では人間の気配も感じなくなっていた。そういう武道の息づかいは、平常ならばある程度信用して、男たちがいなくなったと判断できる。しかし俺は今、興奮の極地にあり、自分の感覚を信用することはできなかった。


    　代わりに俺は、階段の下をのぞいてみることにした。


    　慎しん重ちようを期して部屋を飛び出し、壁に背を寄せ、忍しのび足で進む。


    　階段の手前。勢いよく俺は拳銃を突き出して、階下に身を乗り出した。


    　……。


    　…………。


    　階段の下に控えている人間は、誰もいなかった。ここに至って、俺は自分の感覚を信用することにした。敵はこのビルにいない。外に出て、作戦を練ねり直しているのだろうか。


    　俺は足早に部屋へ戻り、外側の取っ手に括りつけたままの二人をそのままにドアを閉め、ふたたびカギをかけた。


    　沙さ織おりは胸を押さえ、壁かべ際ぎわにうずくまっていた。安心させようと呼びかける。


    「沙織。怖かったか？」


    「大丈夫。私のことは心配しなくていいよ」


    　本当は怖いはずなのに、沙織は気丈に笑顔をうかべた。


    　俺は敵から奪い取った拳銃一いつ丁ちようと手しゆ榴りゆう弾だんをテーブルの上に置く。そして、もう一丁の拳銃だけを持って、身を隠しつつ窓際から外をのぞいた。


    　男たちは増えていた。目の前の大通りには何台もの車両が詰めかけており、男たちは四、五〇人ほどにもなっている。しかも連中は、俺たちを逃がさないためだろうか、ビルのまわりに簡かん易い的なバリケードを築いていた。俺を生け捕りにするつもりなのだろう。


    　今すぐ突入してくる様子はない。包囲網が続々と増強され、空にはヘリが飛びはじめている。朝っぱらからヘリの音は近隣に迷惑だ。


    　時刻は七時になろうとしていた。まだ早朝だが、このままにらみ合って、昼間はどうするつもりなのだろう？　モスクワの外れとはいえどオフィス街になっている場所なのだ。


    　包囲網の外には一般市民の姿がチラホラと見える。朝早くから出勤するサラリーマンか、飛び交うヘリの音に睡眠を妨さまたげられて起きだした近隣住民たちに違いない。


    　それから、テレビカメラを担かついだマスコミもいるようだ。騒ぎを聞きつけて駆けつけてきたのだろう。


    　マスコミが来ているということは、ニュースになっているかもしれない。俺は確認のため、部屋にあるテレビをつけてみる。すると映像には、やはりこのビルが映し出されていた。覚悟はしていたが、ショックは大きかった。


    　ニュース映像では、リポーターが興奮を隠さない様子で騒いでいる。


    「政府はテログループと人質解放交こう渉しようを継続していますが、立て籠こもったテロリストは拒否し続けています。すでに二人の人ひと質じちがテログループによって殺害されたという情報もあり、予断を許しません」


    　──人質解放交渉？　何のことだ？


    　一瞬、意味を計りかねたが、テレビに映っている映像はこのビルだ。つまりテロリストグループとは、俺たちのことだろう。徐々に状況が呑のみ込めてきた。


    「政府の公式発表によりますと、捕らえられた人質は二〇人にも及びます。現在、政府は女性と子供たちだけは解放するようにと懸けん命めいの交こう渉しようを行おこなっている模様です」


    　──に、二〇人!?　冗じよう談だんじゃない！


    　ニュース画面は、スタジオと現場のふたつが同時に映しだされた。スタジオにいるキャスターが、現場のリポーターへ質問する。


    「テログループの要求は何ですか？」


    「チェチェン独立です。立て籠ったグループは次のようなコメントを発表しています。『チェチェン独立を認めよ。さもなくば、ロシア人一〇〇万人を犠ぎ牲せいにするだろう』」


    　わずかにキャスターは意味深な間を置き、気を取り直すようにして質問する。


    「……。過去のチェチェン人たちのテロ行為は、ほぼ制圧されていますね。今回も、犯人グループは玉ぎよく砕さいを覚悟しているんでしょうか？」


    「わかりません。軍からの続報待ちです」


    　隣では、沙さ織おりもニュースを心配そうに見やっている。


    「今の、私たちのことよね……」


    「……そうらしい。チェチェン人テロリストということにされてる」


    「これからどうするの？」


    「できるだけここでねばるのがいいと判断してる。時間稼かせぎだ。それと、ここまで追い込まれた以上は、むしろ騒がれたほうが都合がいい」


    「どうして？」


    「莉り音おんたちも黙ってるはずがないからな。何か手を打っているだろう。そのとき、逃げ回って所在不明より、俺たちがここにいるということが伝わったほうが対策が取りやすいはずだ」


    「じゃあ、ここでねばるってことは、攻められたら戦う？」


    「そうだな。だけど、沙織は心配するな。突入されたら、さっきみたいに机の後ろに隠れていてほしい。俺が楯たてになるから」


    「でも拳銃二に丁ちようと手しゆ榴りゆう弾だんがあるでしょ。私も軍事訓練で銃の撃ち方は習ってるし、手榴弾の安全ピンの抜き方も、安全レバーのこともわかってる。巳み継つぐと一緒に戦うよ」


    　沙織が本気だったので、俺は首を振って否定する。


    「そんなのダメに決まってるだろ。そんなことはさせやしない。沙織は後ろにいてくれ」


    「でも……」


    「絶対にダメだ。頼む、言うことを聞いてくれ」


    　俺は沙織に一歩近づき、切々と説得を続ける。


    「ジッとしていてくれないと困るんだ。沙織が気になって戦えない。ロシア政府は俺を生け捕りにするつもりだから、俺は殺されることがない。だけど沙織が前に出て戦えば、殺される可能性だってあるんだ。戦うのは俺ひとりでなくちゃいけない。だから、頼む」


    「う、うん……」


    　沙織は辛つらそうに、テーブルの上に置いてある拳銃一丁と手榴弾を見やった。気持ちはありがたいが、沙織に銃を取らせるわけにはいかない。


    　ふとテレビから、キャスターの大声が飛び込んできた。わめくようにニュースを読み上げている。何か動きがあったのだろうか。


    「モスクワ市内のテロ発生で騒然としていますが、新たな緊急事態が飛び込んできました！　ほんの数分前、七時三四分、グルジアが国境を侵しん犯ぱんし、警備についていたロシア連れん邦ぽう軍と戦闘状態に突入しました！」


    　テレビから、スタジオが騒然としている様子が伝わってくる。


    「繰り返します！　グルジアが国境を侵犯！　ロシア連邦軍と戦闘状態に突入しました！」


    　キャスターが興奮した様子で続ける。


    「皆様！　今朝方、モスクワ市内でのチェチェン人独立グループによるテロ、そしてグルジアと戦闘状態に突入という大きなニュースが飛び込んできています！　情報が錯さく綜そうしていますが、ただいま我が社のヘリがグルジア方面へ向かっております。連れん邦ぽう軍とも協力し、戦場の模様をお送りする予定です。今しばらくお待ちください」


    　カーテンの隅、窓から外をのぞいてみた。すると、整然と取り囲んでいた軍人たちも隊列が乱れ、ざわめいているようだ。彼らも唐とう突とつなグルジアとの開戦に驚いているのだろうか。


    　沙さ織おりが戸と惑まどったようにつぶやく。


    「ど、どうなってるのかしら……」


    「わからない。ロシア連邦軍とグルジア軍とのいざこざは、もしかすると莉り音おんたちが関わってるのかもしれない」


    「でもグルジアがロシアに侵しん攻こうして勝ち目はあるの？」


    「グルジアは最近もロシアと戦争を繰り広げていたけれど、小さな国だ。ロシア連邦軍にはかなわないと思う。なにもないのにグルジアが動きだすなんて想像できないよ。だからこそ、莉音たちが何か政治的な動きをしかけたに違いないんだ」


    　ふたたびテレビから大声が響く。


    「モスクワ市内のテロリスト籠ろう城じよう事件に動きがあるようです！　見てください！　部隊が整然と突入していきます！」


    　テレビモニタには、このビルに突入してくる部隊の映像が映し出されていた。人数にして、ざっと二〇名ほどだ。


    　先ほど隊列が乱れていたのは、グルジアとの開戦に動揺したのではなくて、ここに突入するための動きだったのだろうか。今となってはわからない。それでも、もうすぐ突入部隊第一陣がやってくる！


    　こんな風に、敵側の軍隊の動きがテレビを通してわかるなんて、妙な気持ちだ。彼らは四階まで駆け上ってくるだろう。


    　俺は銃を構え、扉に向けた。


    　確認したところ、この銃にはあと三発の弾丸しかない。だが次の銃はすぐ後ろの机に置いてある。ぜんぶ合わせると九発。それが撃ち終わったら、素手での勝負だ。また武器を奪い取ってもいい。できるだけ抵抗し、第一陣を撤退させれば、時間は稼かせげるはずだ。


    　足音は、扉の向こうまでやってきた。扉にはカギがかかっている。


    　──来る……！


    　俺は息を殺して待った。


    　だが、扉は開けられる様子もない。カギをこじ開ける様子すらなかった。


    　代わりに、扉の向こうでは声が飛び交っている。先ほど取っ手に括くくりつけた二人を確保しているようだった。


    　二人を運び出す音と、男たちが立ち去っていく音。扉の向こうには、気配は感じられない。


    　──一時撤退したのか……？


    　俺はテレビに視線をはしらせた。


    　あいかわらずこのビルの模様が映しだされていたが、先ほど突入した第一陣がビルから出てくる様子はない。階下に一度撤退し、計画を練ねり直すつもりだろうか。


    　俺は少しばかり緊張が薄れ、息をついた。


    　そのとたん──。


    　轟ごう音おんと共に、扉の横の壁、それから隣の部屋の壁までが、一気に崩れ落ちるのを俺は見た。部屋を囲む壁という壁が一いつ斉せいに崩ほう壊かいする。


    　コンクリートの破片。巻き上がる白煙。まるでスローモーションを見ているようだった。


    　その直後、カランと足下で音がする。スプレー缶のようなものを敵が投げ入れてきたのだ。爆発が煙幕のようになっていて、敵の姿が見えない。


    　俺の傍そばに転がった缶を壁際に蹴けり返そうとすると、缶はガスを噴射した。急に目に激痛を感じ、涙が溢あふれ出る。


    　──催さい涙るいガスだ！


    　そして煙の向こうから、ワラワラとガスマスクを被かぶった兵士たちが俺につかみかかってきた。


    　銃を向けるヒマすらなかった。いや仮に一、二発撃てても、この人数を撃退など無理だ。壁がすっかりなくなっているから、四方から押し寄せてくるからだ。


    　数人がかりで腕を押さえ込まれ、銃を奪われる。そして頭や腹部を殴なぐられ、蹴けりを入れられた。


    「がはッ……！」


    　俺はうめいたが、抵抗をやめなかった。腕を取る目の前の男に頭突きを喰らわせ、蹴りを入れてきた相手には蹴り返した。


    　催涙ガスのせいで視界を大幅に奪われ、敵がぼやけて見えたが、俺は抗戦を続けた。武道もへったくれもないメチャクチャな抵抗だと思う。


    　だが、敵の数が多い。それに皆、筋骨隆りゆう々りゆうとした兵士たちである。こういった突入作戦は、単なる徴ちよう兵へいされた兵士が来るわけではない。特殊部隊だ。軍かＦＳＢか、どちらに所属する部隊か知らないが、相当に訓練された軍人たちであることは間違いなかった。


    　抵抗むなしく、俺は何発もの打撃を集中して喰らい、まともに立つことすらままならなくなった。


    「確保しろ！」


    「殺すなよ！」


    　男たちの荒々しい声が聞こえる。


    　兵士たちは俺を引き倒し、覆おおいかぶさるようにして押さえ込んできた。横から蹴けりを喰らわせてくる部隊員もいる。攻撃することかなわなかったが、打撃を加えられながらも、俺は機会をうかがった。何かチャンスはあるはずだ。


    　莉り音おんだって、海かい胴どう戦のときにヤクザたち五〇名に殴なぐる蹴るの攻撃を喰らっても、気絶する限界まで諦あきらめなかったのだ。まだ俺は意識を保たもっている。後ろには沙さ織おりだっているのだ。守らなくてはならない。


    　莉り音おん直じき伝でんの弟で子しである俺が、諦あきらめていいはずがない！


    　俺は目の前の男の腕をつかみ、ふたたび立ち上がろうとした。腹部に蹴けりを入れられたが、意識は飛ばなかった。顔を殴なぐられ思わず仰のけ反ぞった。しかしそれでも起き上がる。両側から男たちに腕を押さえ込まれたが、必死に俺は抵抗を続けた。


    　いつまでも沈黙しない俺に男たちも苛いらついたのだろうか。彼らの打撃が激しくなった。俺は両りよう膝ひざをつきつつも、傍そばの男の迷彩服をつかみ、もう一度起き上がろうともがく。


    　背後で金切り声が響く。


    「やめてッ！　お願い、やめてッ！」


    　男たちが止まった。


    「巳み継つぐから手を離して！　じゃないと、ここで爆発するから！」


    　振り向くと、沙さ織おりが手しゆ榴りゆう弾だんのピンに手をかけている。


    　俺は血の気が引いた。俺はともかく、沙織を死なすわけにはいかない！


    　沙織は一歩、俺の側に進み出てくる。


    「巳継から離れて！」


    　催さい涙るいガスの影響で沙織も涙まみれになっていた。手榴弾を目の前に掲かかげ持ち、気丈に近づいてくる。


    　男たちは俺から手を離し、わずかに後じさった。


    　その姿を見たとき、俺は初めて、投とう降こうしようと決意した。すでに身体からだはボロボロだ。


    　残りの力を振り絞って、俺は叫ぶ。


    「沙織ッ！　やめろ！　抵抗するな！」


    「でもッ、巳継がッ！」


    「いいから、言う通りにしてくれ！　俺たちの負けだ。手榴弾を下ろせ！」


    　俺は両膝を床についたまま、男たちを仰ぎ見て、静かに口にする。


    「投降します」


    　部隊員たちは、誰も何も言わなかった。つけっぱなしにしていたテレビで、リポーターがわめき散らす声だけが部屋を支配する。


    　コトリと音がした。背後で沙織が、静かに手榴弾を机の上に戻したようだ。


    　とたん、男たちが一いつ斉せいに俺と沙織に襲おそいかかってきた。打撃を喰らわせてくるわけではなかったが、乱暴に腕を縛り上げられた。投降の意志を伝えた以上、なすがままに任せるしかない。今度の俺は、一切の抵抗はしなかった。


    「いやッ！」


    　沙織が叫ぶ声が聞こえたので、俺は振り向いて大声を上げる。


    「沙織に乱暴するな！」


    　見れば沙織も同じように後ろ手で縛り上げられ、両腕をガッチリと押さえ込まれていた。そして俺と沙織は同時に袋のようなものを頭から被かぶせられた。


    　俺は引き立たされた。打撃をもらったせいで、足がふらつく。男二人が、両側から俺の腕をつかみ上げる。


    「連れていけ！」


    　袋のせいで前が見えない。俺は男たちに身をあずけ、行く方向に従った。こんな風に袋を被せられた姿なら、マスコミのカメラにも誰なのかわかるまい。視聴者は、チェチェン人のテロリストグループが二人引き立てられたようにしか見えないのだろう。


    　この戦いは完敗だ。せめて莉り音おんの打つ手が見えるまで抵抗したかったのに、何もできないまま終わってしまった。


    　なにせ世界屈指のロシア特殊部隊が相手である。他にどんな方法があったろうか。……いや、それでも莉音なら、うまく対応したに違いない。俺が未熟だっただけだ。


    　引き立てられるまま、俺たちは階段を降り、ビルを出た。


    　視界には見えなくとも、まわりの喧けん噪そうが感じ取れる。カメラのシャッター音。方々から声が飛び、先ほどテレビで聞こえたリポーターが騒ぎ立てる声も、わずかに耳に入ってきた。


    　俺たちは、ビル前に止まっていた車両のひとつに、乱暴に連れ込まれた。


    　そして車はゆっくりと走りだした。

  



  
     第三章　撤退戦


    



    　車に揺られて二〇分。数台の車が連つらなってどこかへ向かっているようだ。沙さ織おりとは、別の車に乗せられているらしい。


    　男たちは私語ひとつしなかった。どこへ連れていかれるのだろうか。


    　刑務所か、警察署か。それとも連れん邦ぽう政府の関連施設だろうか。


    　マスコミや群衆の手前、無理をしてでも捕らえるために、ロシア政府は俺たちを、チェチェン人のテロリストとして扱った。だが思おも惑わくとしては、ロシアロケット社のミサイルシステムに自由にアクセスできるようにしたいのだろう。ロシア政府は、国内的には法律違反、国際的には国連の要よう請せいによる軍事兵器不拡散という大義名分の下もと、ロシアロケット社を解体して、すべての軍事技術を確保するつもりなのだ。


    　ロシアはアメリカに次ぐ巨大な核保有国であり、あの宇宙ミサイルに核弾頭を搭とう載さいすれば、地球を統すべる最終兵器たり得る。俺たちとの円満な関係と、宇宙ミサイルを自国だけで手にできる可能性を天てん秤びんにかければ、どちらの選択が賢かしこいかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


    　しかし、グルジア軍の国境侵しん犯ぱんとは何だったのだろう？


    　タイミング的に、莉音が何らかの手を打った可能性はある。だが、莉音とグルジアの関係など初耳だ。仮に関係があったとしても、革命部が後ろ楯だてとなって兵器や資金を大量に供きよう給きゆうしたところで、小国グルジアが今日の今日で侵しん攻こう軍を整備できるわけがない。そんなことをしてもロシアに踏みつぶされる口実を与えるだけだ。


    　それでも、あのタイミングで、ありえるはずのない国境侵しん犯ぱんがなされ、グルジア対ロシアの紛ふん争そうが勃ぼつ発ぱつしたのだ。やはり莉り音おんが手を打ったのではなかろうか。


    　あのビルで、もう少しねばって、グルジア対ロシアに動きがあるまで引き延ばすべきだったのだろうか。だが、沙さ織おりを死なせる可能性だけは絶対に避けるべきだった。


    　あらゆる可能性がうずまいて、もっとうまい方法があったのではないかと、俺は後悔の念に苛さいなまれた。


    　そんなことを悶もん々もんと考えながら、俺は車に揺すられていた。


    　突然──。


    　今まで沈黙を守っていた兵隊たちが、にわかに騒がしくなった。


    「おい！　車だ！」


    「なんだ!?」


    「避よけろッ！」


    　あっという間もなく、衝撃で車体が跳びはねる。


    　とたん、俺は中空に身体からだを投げ出されるような感覚を味わった。車がアスファルトに叩たたきつけられる大音響と共に、俺は車の側面に投げ出される。袋を被かぶせられているのでまわりを見ることはできないが、同乗していた兵士たちと折り重なり、ひどい惨さん状じようになっているようだった。


    　続けて銃撃音がこだまする。


    　タタタタ、タタタタという短い速射音！


    　その数はかなり多い。


    　兵士たちは起き上がって車の外に這はい出していくが、俺は腕を縛りつけられているため、袋を取ることができず、どうすることもできなかった。


    　ふいに轟ごう音おんが巻き起こった。爆発物によって車が大破したのではなかろうか。ロシア側の攻撃なのか、襲撃をしかけてきた側の攻撃なのかはわからない。こんなときに無力であることが悔くやしくてたまらなかった。沙織は無事だろうか。無傷でいてほしい。


    　誰かが車に足を踏み入れてきた。


    　何ものかに俺は腕をつかまれ引き起こされる。


    「大丈夫だぞ。今、助けてやる」


    　その声は……。


    「か、一かず馬まおじさん!?」


    「巳み継つぐくんか。待っていてくれ」


    「どうしてこんなところに!?」


    「こういう仕事もたまに請うけ負おうのでね。君がＦＳＢから追われていると莉音から聞いて、飛んできたんだ」


    　縛られた袋のヒモをほどきながら、一かず馬まおじさんはそう説明してくれた。


    　袋を取り払い、俺は視界を取り戻す。


    　間違いない。こんなときでもスーツを着た一馬おじさんだ！


    「沙さ織おりは……沙織は無事ですか!?」


    「確保したところだ。安心してくれ」


    　一馬おじさんは、俺の両腕を縛りつけるロープにナイフを入れながら、そう言った。


    　俺は心底からホッとした。沙織さえ無事なら、あとのことは重要じゃない。


    　気づけば、先ほどまで響いていた銃撃音がほとんどなくなっている。


    　縄がほどかれた。


    「さあ、着いてきてくれ」


    　俺はうなずいて、一馬おじさんに続いて車の外へ出た。叩たたきつけられたため、身体からだの節ふし々ぶしが痛いが、そんなことを言っているヒマはない。


    　外は、一面の血の海だった。ざっと三〇人は倒れている。ロシア側の車は六台で、うち二台は横倒しになっており、一台は炎上中だ。


    　あたりは閑かん静せいな住宅街。似つかわしくない光景だった。


    　奇襲を喰らったロシア側の軍服で倒れているのが二〇人ほど。それからバラバラの服装で倒れているのが数名。統一感のない服装は奇襲をかけてきた一馬おじさんの側だ。


    　一馬おじさん側が乗り付けてきたバンはたった三台しかなかった。血まみれになって倒れている仲間を、前方の二台のバンに引き上げている人々が二〇人ほどいる。三台のバンには入りきれない人数だった。この人数は、どこからやってきたのだろうか？


    　仲間を引き上げているうちのひとりに見覚えがあった。ホテルの喫茶室で顔を合わせ、俺たちを追いかけてきたあの黒スーツの男！


    　俺が驚いて眺めていると、またもやその男と視線が合った。男は、軽く俺に手を上げただけ。視線を戻し、仲間を助ける作業に黙々と取り組み続けた。本当に仲間だったというのだろうか。果たして、何者だろう？


    　もう一台の後方に待機しているバンに連れられていくと、莉り音おんと沙織が抱き合っていた。


    　無意識で俺は叫ぶ。


    「莉音！　沙織！」


    「巳み継つぐ、無事でよかった！」


    「巳継ッ！」


    　俺たちは三人で抱き合い、お互いの無事を喜んだ。


    　一馬おじさんは冷静な口調でクギをさしてくる。


    「感傷に浸ひたるのはあとだ。我われ々われも避難するぞ」


    　俺と沙織を乗せたバンには、武器を持ち、コートを羽織った二人の男が、運転席と助手席に乗り込んできた。一見すればサラリーマンの格好だが、サブマシンガンをかかえる姿はマフィアのようにも見える。


    　大半の仲間は、三台のバンに武器を放り投げ、何食わぬ顔で足早に散っていく。皆、日常の服装をしているから、そのまま街に溶け込むつもりなのだろうか？　これだけの戦闘をこなしたあとなのに？


    　運転席の男が、ミラーを通して俺たちを見やりながら、無表情で声をかけてくる。


    「行くぞ」


    「ＯＫだ」


    　すかさず一かず馬まおじさんはうなずいた。


    　去っていく仲間らしき人々は、チラとだけ三台のバンに一いち瞥べつを送り、無関係を装よそおったようにして住宅街に消えていった。あの黒スーツの男も、街中へ姿をくらましてしまう。


    　俺は一馬おじさんに訊きく。


    「俺と沙さ織おりを救ってくれたこの人たちは、誰なんです？」


    「各国の情報機関員だ。アメリカ、イギリス、ドイツ、フランス、イスラエル……この五か国が大同団結したんだよ。中心はアメリカだがね」


    「そ、そうなんですか……みなさんには感謝しないと……。ところで彼らは、どこへ行くんでしょう？」


    　俺は住宅街に散っていく仲間だった人々を振り向いた。


    「近くに、ＭＩ６が所有している大規模なセーフハウスがある。彼らは一いつ旦たん散らばって、そこへ待避する予定だ。皆ロシアに長年にわたって定住している各国の工作員だから、仮に途中でロシア軍から呼び止められても問題ない。ただの一般市民にしか見えないからね。戦闘経験が豊富な人だけを選えりすぐったんだ」


    「さっきの黒いスーツを着ていたひとりに見覚えがあるんです。ホテルで追いかけられた」


    「ああ、彼はＣＩＡの要員だ。あと少しのところで君らを取り逃がしたと悔くやんでいた」


    「それは悪いことをしました……」


    「いや、巳み継つぐくんの判断は悪くなかった。彼も、振り切られるほどの戦闘能力が君にあるとは思っていなかったようだ。ＦＳＢもＣＩＡも、君を甘く見たということだな」


    　そんな話をしていると、俺たちを乗せたバンは人ひと気けのない路地へ折り曲がった。前を走る二台はそのまま直進し、街のなかへと消えていく。あっちには傷ついたり死亡した要員を乗せているはずだ。ＭＩ６のセーフハウスへ行くのだろうか。


    　俺たちを乗せた車は、路地に入ると速度が緩ゆるまった。路地の半ばに、ひっそりと外交官ナンバーのホンダ・アコードが停車していた。その横に、バンが静かに横付けされる。


    　運転席の男が振り向き、一馬おじさんにうなずく。一馬おじさんは携行していたサブマシンガンを手に外へ出て、アコードのドアを開いた。


    　今度は莉り音おんがサブマシンガンを手に、俺と沙織に指示を出す。


    「巳継、沙織、乗り移るわよ」


    　一馬おじさん、莉音、沙織、そして俺の四人が外交官ナンバーの車へ乗り移ると、バンは猛スピードで走り去ってしまった。


    　助手席には、ビシッとスーツを着こなした老齢の、いくらか太った紳しん士しが座っていた。運転手は巨体の、俺たちが見知っている男──国務省対外戦略局アジア太平洋支局長、そしてその実態はＣＩＡ──ラルフ・スタインだ！


    　俺たちを乗せたアコードは静かに走りだす。紳士が後ろを向き、訳知り顔で口にする。


    「君が、羽は月づき巳み継つぐくんかね？　今回は君を救う大作戦なんだ。物語の中心人物になった気分はどうだい？」


    「みなさんに感謝します。救われるお姫様になった気分ですよ」


    　俺は謙けん虚きよに礼を述べた。すると、紳士は手を差し出してくる。俺たちは握手を交わした。


    「はっは。在ロシア、アメリカ合衆国大使、ジョージ・トンプソンだ。よろしく」


    「今回はありがとうございました」


    「なに、我われ々われは何の利り益えきもないのに君を救ったりするようなことはしない。ロシアに宇宙兵器を持たせたくはないのでね。ロシアほど手荒なマネはしない分だけ、こっちのほうがマシというだけだよ」


    　そんなジョージの言葉に、意外と率直な人物だなと俺は思った。


    「わかってます」


    「単に君の身柄が、ロシアからＮＡＴＯに移ったというだけさ。それとイスラエルの連中か……」


    　ジョージはそこまで言って、しまったという表情になり、一かず馬まおじさんと莉り音おんに目を走らせる。


    「おっと、君ら二人は、モサドの要員だったね」


    「あくまで外部の人間ですが、今回は特別に要員として参加させてもらっただけです。なにせ救出相手が、私の甥おいと、友人の娘なのでね。今回の作戦に、私ほど相応ふさわしいエージェントはいないでしょう」


    　一馬おじさんは淡たん々たんと応じた。


    「はっは。それもそうだ」


    「それと、たまたまツテがモサドにしかなかったということです」


    「それにしても……親子揃そろっての参戦というわけか。こいつは、歴史に残る快事だよ」


    　黙って運転していたラルフが口をはさんでくる。


    「ジョージ、そっちの娘を甘く見ないほうがいい。例のアレだ、海かい胴どう総そう次じ郎ろうの後継者だよ。それから、ローザ・スタインバーグの友人だ」


    「ほう……君が……想像以上に若いな……」


    　ジョージは莉音を眺めた。慌あわてたように莉音が言う。


    「ちょっと待ってよ。どうしてそんな話になってるの？　ローザはともかく、海胴なんて私たちに関係ない」


    「こっちじゃそういうことになってるんだよ、クソ野郎」


    「あなたが決めたんでしょう!?　あなたが報告しない限り、そんな話になるわけないじゃない！」


    　莉り音おんは憤然としたが、ラルフはそれに応えず、別のことを口にする。


    「そろそろ別の部隊と合流するぞ。ＣＩＡとＭＩ６の混成だ。万が一の場合、俺たちだけじゃ戦えないからな」


    　そしてジョージはいかにも外交官然として堂々と胸を張り、ラルフは何食わぬ顔で運転を続ける。


    　横の道路から、ぽつぽつと車が続いてきた。


    　どこにでもあるトヨダのオフロード型四輪駆動車、五いつ菱びしの４ＷＤなどがつかず離れず続く。車種はバラバラ、五台ほどだ。一見すれば無関係の車が、ただ同じ方向に向かっているだけに見える。


    　それに、モスクワ市内からアプレレフカ市方面に向かうこの幹線道路は、行き交う車の量は少なくない。ごくごく自然な車の流れにすぎないように見えた。


    　だが、目を凝こらして見れば、一台に五人ほどが同乗していて、みな筋骨隆りゆう々りゆうの男たちである。武器も携行しているはずだ。何気ない民間の車を装よそおっているが、おそらく全部隊が合わされば総勢三〇人ほどだろう。紛まぎれもない戦闘部隊だった。


    　俺はラルフに訊きいてみる。


    「どこへ行くんですか？」


    「ウクライナを経由してポーランドまで撤退だ。ＮＡＴＯ軍が待っている」


    「そういえば、グルジアの国境侵しん犯ぱんって、やっぱりしかけたものだったんですか？」


    「もともとグルジアとロシアってのは臨戦態勢下にある。そこに兵器を提供しただけだ。それと、ほんの少しの応援部隊もな」


    「ウクライナって……遠くないですか？」


    　今度は莉音が答える。


    「すんごく遠いわよ。だから、あと少し行ったところにあるアプレレフカ市でヘリに乗り移る」


    「ＢＢＣのヘリを待たせてある。そこまで行けば安全確実だ。まぁＢＢＣなんぞ、偽ぎ装そうしたＭＩ６みたいなものだがな」


    「な、なるほど……。まさか大使まで同行されるとは……」


    　俺は助手席で堂々としているジョージを見やった。改めて、これは本格的な謀ぼう略りやく活動なのだとヒシヒシと感じた。


    「ジョージは、アプレレフカ市で行おこなわれる第二次世界大戦の戦勝記念式典に呼ばれているだけだ。だから今、俺がこうしてエスコートしてるのさ」


    「そのパーティーは、ラルフが裏で仕組んだものだがね。だから君はもう安全だよ。といっても、我が国にはすべての軍事機密を提供してもらうが」


    「協力するつもりがない場合は？」


    　念のため、俺は確認してみた。


    「さあ、空恐ろしい事情には、私は詳しくないのでね。そのうちわかるだろう。はっは」


    　ジョージは肩をすくめ、おどけた調子で口にした。


    　それから俺たちは、ミサイルの話も、今回の逮たい捕ほ劇の話題も出さず、他愛たわいない世間話をして車に揺られていた。核心の話題──宇宙ミサイルやロシアロケット社、それから海かい胴どうやスタインバーグのことなどに触れると、口論に発展するかもしれないからだ。


    　同乗しているのは革命部グループ関係者と、アメリカ政府関係者、それからモサドの仕事を請うけ負おったらしい一かず馬まおじさん。皆それぞれ立場が違いすぎる。政治絡がらみの話は、今ここでしないほうがいい。まだ安全圏でない以上、仲間うちでのいざこざは避けたほうが賢明である。お互いが牽けん制せいし合う、微妙な空気感といったところだろうか。


    　そんな雰囲気のなか、ジョージは饒じよう舌ぜつだった。ジョージは若いころ、日本大使館に勤務していたこともあるそうで、そのときの想い出などをにこやかに語っていた。こんなとき、親しげに話題を振ってくれるムードメーカーの存在はありがたいものだ。


    　俺たちが向かっているアプレレフカ市は、モスクワの南西、衛星都市のようにモスクワを取り囲む大きな都市のひとつである。旧ソ連時代から残っているような民家や雑居ビルが建ち並ぶモスクワ郊外を抜けると、幹線道路から見える景色は緑が多くなる。そこから小一時間ほど飛ばせばアプレレフカ市だ。


    　市内に入ると、俺たちを乗せた車は記念式典会場へ直行した。市の中心に位置する大きなホールである。


    　式典会場は人で溢あふれていた。大使が到着するのを待ち構えていたスーツの男たちが、俺たちが乗る車を見つけ、こちらに駆け足でやってくる。アメリカ大使館の関係者が先回りしていたらしい。車が停まると、ドアの前に男たちが整列した。


    　ジョージはシートベルトを外しながら、ラルフへ口にする。


    「さて、お待ちかねだ。あとは頼んだぞラルフ」


    「記念式典なんぞ、とっとと切り上げちまえ。今日からロシアはグルジアとの紛ふん争そう中だ」


    「ロシアが戦争なんて珍しくもない。日常風景さ。なにも変わらないよ」


    「そっちは早いとこ、グルジアとの紛争を仲ちゆう介かいしてくれよ」


    　事務的な口調でラルフは言った。


    　自分たちがバックで紛争をけしかけて、折りを見て仲介に動くなんて、いかにもアメリカらしい。マッチポンプもここまでくると清すが々すがしいくらいである。


    　車を降りる前、大使は俺たちに振り向き、おどけた調子で口にする。


    「ぼくの冒険はここで終わりだ。ハラハラドキドキの大冒険を期待していたんだけど、スパイ小説のようにはいかないものだね。無事を祈っているよ。それから、ミス・スタインバーグによろしく伝えてくれたまえ」


    「今回、ありがとうございました」


    「ありがとうございました」


    　俺と沙さ織おりは揃そろって礼を述べた。アメリカ側に捕らえられたとも言えるから、礼を言うべきケースなのかどうか微妙だ。それでもこの大使は悪い人じゃない。


    　待ち構えていた大使館関係者に囲まれ、大使はにこやかに会場へ姿を消した。


    　そしてアメリカ外交官ナンバーの車は、俺たちの後ろに続くＣＩＡとＭＩ６のスパイ混成部隊を引き連れて、ゆっくりと走りだした。
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    　ホールから二〇分ほど走ると、再開発計画が進んでいる地区がある。一帯に、近代的な商業ビル群が建造中だ。しかし計画は金きん融ゆう不況の影響を受けて停滞中であり、複数のビルが建設中のままで放置されていた。地域周辺は閑かん散さんとしている。


    　そのビルのひとつをひそかにＭＩ６の関連会社が買い取り、ロシア諜ちよう報ほうの拠きよ点てんとしている一五階ほどのビルがあった。ほぼ建設が終了しているビルだが、利用しているのはイギリスのスパイだけらしい。莉り音おんやラルフが教えてくれた計画によると、その屋上に止まっているＢＢＣのヘリに乗り込み、そのままロシアから待避することになっていた。


    　ラルフはビルの前に車を止める。少し遅れて、五台の車が方々から集まってきた。あくまで他人のように装よそおっているが、すべてＮＡＴＯ側のスパイたちの車である。建設中のまま放置されたビルが乱立するうら寂しい地域なだけに、他人のフリをしていても、こうして集まってみれば目立って仕方がなかった。


    　俺たちは車を降り立ち、扉をバタバタと閉めた。他の五台の車からは誰も降りてこず、不測の事態に備えて車内で待機するようだ。俺たちの組だけがビルへ歩きだす。


    「予定通り、こっからヘリに乗り移る。そのままウクライナを通り越し、ポーランドまで一気に飛ぶぞ」


    　ラルフが俺たちに説明した。


    「ふう、ここまで来れば安心ね」


    　莉音は安あん堵どのため息をついたが、一かず馬まおじさんは首をふる。


    「いや、ＦＳＢをなめないほうがいい。情報機関の能力じゃＭＩ６、ＦＳＢ、モサドが世界のトップクラスなんだ。それにまだここはモスクワのお膝ひざ元もと。ヘリが撃げき墜ついされないとも限らんぞ」


    「なんだ？　ＣＩＡは入ってないのか？」


    　怒った様子でもなく、ラルフが淡たん々たんと言った。


    　一馬おじさんは肩をすくめる。


    「さあ。ＣＩＡね……聞いたことがない名前だな……。何だっけ？」


    「てめ……」


    「冗じよう談だんだよ。分析力だけはＣＩＡがナンバーワンだと思うけどね。でも、図体がでかいお役所みたいなものだろう」


    「……ふん。その通りだよクソ野郎」


    　莉音が口をはさむ。


    「仮にＦＳＢにかぎつかれたとしても、ＢＢＣのヘリを撃ち落とすのは躊ちゆう躇ちよするんじゃない？」


    「撃ち落とされれば闇やみのなかだ。お陀だ仏ぶつにならないよう、せいぜい祈ってろ」


    　そうラルフは吐き捨てた。


    　ふと耳を澄ますと、飛行機の音が聞こえてきたような気がした。錯さつ覚かくだろうか。


    　音が聞こえたのはどうやら俺だけではないようで、皆立ち止まって空を見上げていた。だが、空にはなにもない。


    　しかし光のようなものが、こちらへ向けて滑かつ空くうしてくる。俺たちは目を凝こらした。


    　徐々に近づいてくる何か。


    　航空機のような翼がついた妙な物体……。


    　──じ、巡じゆん航こうミサイル！


    　みるみる迫ってきたミサイルは、俺たちに向かって一直線に飛んでいた。


    　シュワッと空気を切り裂く音──。


    　ＭＩ６のビルに吸い込まれた巡航ミサイルは、俺たちの目の前で炎を吹き上げた。


    「……え？」


    　俺は開いた口がふさがらなかった。目の前の映像と、思考がすり合わない。


    　ビルの一〇階前後からは火の手が上がり、もうもうと黒煙がたちこめている。通常、ビルはミサイルを数発喰らった程度で倒壊しない。だが、屋上に行ける状態ではなかった。


    　車から、ワラワラとスパイたちが降りてくる。皆、両手に武器をかかえていた。そして車を楯たてにし、ＦＳＢの特殊部隊が現れるのを警戒して散開した。間違いなく来る。


    　だが、やってきたのは地上部隊ではなく、空からだった。米粒のような小さな点が六つ……攻撃ヘリ部隊だ！


    　整然と並び、はるか高方から、こちらへ一直線にやってくる。


    　俺たちが手に持つのはせいぜいマシンガンだ。スティンガーミサイルのような、地対空火器を装備している味方はいなかった。そもそもスパイが空の敵と戦う必要などないし、工作員がそんな戦いに追い込まれたらその時点で負けである。


    　車に張り付いて空を見上げていた誰かが叫ぶ。


    「撤退だ！」


    「バラバラに逃げろ！　どの車がキングなのか、連中が把は握あくしていないことに賭かけるしかない！」


    「おい、アラン、そっちのランドローバーと交換してくれ！」


    　焦あせった調子でラルフは仲間のひとりに声をかけた。


    「わかった、乗っていけ。俺たちはここに残る！」


    　投げ渡されたキーをラルフはつかみ取り、俺たちを急せかす。


    「てめぇら、こっちに乗れ！」


    　莉り音おん、沙さ織おり、一かず馬まおじさん、そして俺は、ランドローバーへ転がり込んだ。俺が助手席に、一馬おじさんと莉音と沙織の三人は後部座席に乗り込む。ドアを閉めるが早いか、ラルフは全速力で車を発進させた。激しく車が振動し、沙さ織おりが窓まど際ぎわの莉り音おんに折り重なる。


    「キャッ！」


    「大丈夫、沙織？」


    「う、うん、莉音、ごめんなさい」


    「心配ないからね」


    　そう言いつつ、莉音は沙織を抱きしめた。


    　集まった車はバラバラに分散した。攻撃ヘリが間近まで迫っている。俺たちにランドローバーを譲ゆずった一組だけ、黒煙を上げるビル前に残り、空に向けて発砲しはじめた。だが間もなく、攻撃ヘリはビル前に容よう赦しやなくミサイルを発射する。花火のように人間の胴体が散り散りになって舞い上がった。


    「ああ……ちくしょう……！　仇かたきは取ってやる……」


    　ラルフは目を血走らせつつも、アクセルを踏み込んだ。


    　ＦＳＢは、俺たちがビル前に揃そろうのを見計らい、ミサイルと攻撃ヘリ部隊で一いち網もう打だ尽じんにしようとしたのだろうか。それとも大使の同乗のおかげで、すぐには手が出せなかったのだろうか。


    　散らばって逃げる各車に、あっさりとヘリは追いすがってくる。機関銃で各個撃破されていく。なかには車を捨てて外に逃げ出すチームもあったが、皆殺しにされた。


    　事ここに至って、ロシアが俺を生かして捕らえる方針は捨て去ったことを知った。今は俺の身柄を、連合国に渡さないことを最重要視しているに違いない。ミサイルの試作機とプログラム自体はロシアにある。柚ゆずさんの暗号解析に時間がかかったとしても、ゼロから解析に取り組むことにしたのだろうか。解析するのに年月はかかるだろうが、何兆円ものコストはかからないはずである。


    　俺たちにも、ヘリが一台追いすがってくる。莉音が窓から半身を乗り出して、ヘリに向けて射撃を開始した。だが、当たる可能性は低いし、ヒットしたところで撃ち落とせるわけもない。わかっていても、他に打つ手などないのだ。


    　もう一方の窓から俺も撃ちはじめようとしたところ、一馬おじさんが前を指さし大声を上げる。


    「あのビルだ！　なかに突っ込め！」


    　目の前は、ひときわ大きい規模の、建設中のビルだ。先ほどミサイルを撃ち込まれたビルと違い、建設作業員が働いていた。


    「自殺するようなもんじゃねーか！　クソ野郎どもが！　舌ぁ噛かまないようにつかまっとけ！」


    　ラルフに異存はないようだった。車はスピードを上げる。


    「莉音、身体からだを引け！　巳み継つぐくんはシートベルトを締めろ！」


    　俺は一かず馬まおじさんの指示に急いで従った。


    「派手に姉ちゃんのケツに突っ込むぜ！　てめぇらなんぞ死んじまえ！」


    　ラルフがクラクションを繰り返し鳴らすと、作業員たちは驚き、クモの子を散らすように道を空けた。


    　そのままドアを盛大に破壊し、車は一階のロビーに突っ込んでいく。車は激しく上下した。


    　一かず馬まおじさんが叫ぶ。


    「向こうから抜けられるぞ！」


    　ビルは前後に入り口がある大きなものだ。もう一方から抜ければ、一時的だがヘリの追撃を振り切れる可能性があった。


    「わかってるよクソ野郎！」


    　一馬おじさんが莉り音おんと沙さ織おりを抱きしめ、身を挺ていして守ろうと試こころみる。


    　ほぼ同時、攻撃ヘリはミサイルを撃ち込んできた。


    　──そんなバカな!?


    　俺には信じられなかった。自国民がいる作業現場なのである。俺たちはともかく、無む辜このロシア人に当たったらどうするんだ!?


    　だが、ミサイルは現実だった。


    　スローモーションのようにミサイルが迫る姿が見えた。俺たちが通ったエントランスにスッと入り込んでくる。


    　あっと思ったのも束つかの間ま──。


    　すんでのところでミサイルは俺たちの横を通り過ぎる。白い胴体が鮮明に俺の脳に印象づけられた。


    　かわしたわけではない。むろんかわせるわけもない。軌き道どうがそれただけだ。ヘリから放たれる小型ミサイルの追尾能力は低い。動き回る小さな車一台をターゲットにすることも難しい。


    　ミサイルは、立ち並ぶエレベータ乗り場を突き破り、向こう側の壁にぶち当たって大音響を響かせた。


    　衝撃でランドローバーがうなりを上げ、横倒しになって壁に衝突する。


    「キャー！」


    「きゃあっ！」


    　沙織に続き、珍しく莉音まで女の子らしい悲鳴を上げるのが聞こえた。


    　衝撃で、脳がもぎ取られそうな感覚を味わった。だがシートベルトのおかげか、俺は無傷だ。


    　あたりは爆発や火災で、もうもうと煙がたちこめている。一階で働いている作業員たちは皆、突然の出来事に呆ぼう然ぜんとし、腰を抜かして地面に這はいつくばっていた。


    　もはやランドローバーは走行が不可能だった。フロントガラスは弾はじけ飛び、車体も凹おう凸とつが激しい。


    「お、お父さん!?」


    「おじさん！」


    　後部座席では、一馬おじさんが莉音と沙織を抱きしめたまま、頭から大量の血を流していた。


    　一馬おじさんはうめくように口にする。


    「ぐ……心配ない……。このくらいは日常茶飯事さ……」


    　どう見ても、危険な状態に思えた。莉り音おんは止血しようと、一かず馬まおじさんの頭に手をやる。


    「そんなわけないでしょう!?　今、手当てするからね」


    「ハンカチしかないわ。どうしよう……」


    「お父さん、しっかりね」


    「今はもたもたするな！　静かに車から出せ！　爆発するかもしれんのだぞ!?」


    　ラルフは俺たちを急せかし、後部座席に回って大事そうに一馬おじさんをかかえた。


    　ランドローバーは横倒しだが、フロントガラスは木こっ端ぱ微み塵じんに弾はじけ飛んでいるため出入りは難しくない。俺もラルフに続き、一馬おじさんの下半身を持ち上げ、フロントガラスから運び出した。莉音と沙さ織おりも続く。


    　そして破壊されたランドローバーがあるホールから離れ、壁をはさんだ個室に一馬おじさんを連れ込んだ。建設中のため個室にドアもなく、がらんどうの小部屋だ。


    　部屋には、純じゆん朴ぼくそうなロシア人作業員が二人いた。俺たちを驚きよう愕がくの眼まな差ざしで見つめている。彼らが不安に思うのは当然だ。なにせミサイルを引き連れてきたのだから。


    「お邪じや魔まします」


    　俺は作業員二人に、一言だけ声をかけた。


    　一馬おじさんを床に寝かせ、俺たちはハンカチなどを使って応急処置を始めた。しかし、手持ちのものだけでは限度がある。


    　頭からの出血。ひどい状態だ。莉音と沙織を守って頭部をぶつけたのだろう。


    「お願い、消毒液や包帯がほしいの。建設現場の救命道具をわけてくれないかしら？」


    　莉音が必死で、震ふるえる作業員に頼み込むと、ひとりが引きつった顔で何度もうなずいた。そして小走りに部屋の外に飛び出していく。持ってきてくれるだろうか。逃げてしまうかもしれない。


    「俺なら大丈夫だ。このくらい、なんともないさ」


    　一馬おじさんは無理に笑顔を作った。巨体を縮ちぢめ込ませて傷口をのぞきこんでいたラルフは、口くち惜おしそうに言う。


    「ガラス片が少し刺さってるようだ。ここじゃ下へ手たな治療もできやしねえ。我慢しろよ」


    　ヘリのプロペラ音が激しくなっている。窓から外を見やると、一台のヘリが中空で制止し、エントランスへ砲口を向けていた。裏手からもプロペラ音が聞こえるから、他に一台か二台、ビルの周囲を警戒しているのだろう。他のチームはどうなったろうか。


    　ふたたびランドローバーで出て行けば、蜂はちの巣すにされるはずだ。もたもたしていれば、ロシアの地上部隊もやってくるに違いない。


    「ヘリに囲まれてる。ここにいるのは危険だ」


    　ラルフは部屋の隅に残って縮こまっているひとりをにらみつけ、続ける。


    「おい、これだけのでかいビルだ。下水道に繋つながってるだろう？　場所はどこだ？」


    「……地下二階です」


    「だから場所はどこだっつってんだろ!?」


    「いっ、行けばすぐわかります……！　まだ柱しかないので……！」


    　そのとき、先ほど出て行ったひとりが、救命医療道具を持って戻ってきた。おそるおそるといった様子で、作業員は救命道具を差し出してくる。


    「こ、これしかありませんが……」


    「ありがとう！」


    「ありがとうございます！」


    「助かります！」


    　莉り音おん、沙さ織おり、俺はそれぞれ感謝の気持ちを伝えた。持ってきてくれるかどうか、半信半疑だったのである。


    　一かず馬まおじさんの頭部に消毒液をふりかけ、ガーゼでとめて包帯を巻いた。あくまで臨時の応急処置である。医者に診みせなくてはならない。頭部への打撃だけに、本来ならＣＴスキャンをして念を入れなくてはならないだろう。


    　プロペラ音が近づいてきた。一向に出てこない俺たちに痺しびれを切らして着陸するつもりかもしれない。地上部隊がまだ来ていないことがせめてもの救いだった。


    　俺は顔を上げ、口にする。


    「急ぎましょう。一馬おじさんを担かついで逃げ出さないと」


    「担いで逃げるだと？　バカを言うな。乱暴に扱うとあの世生きだぞ」


    　ラルフが一いつ蹴しゆうしたが、沙織が怒ったように食い下がる。


    「じゃあ、どうするんですか？　おじさんを、お医者さんに診せなくちゃ」


    「俺のことは置いていけ。捕ほ虜りよになるだけだ。死にはしないさ」


    　一馬おじさんはいつもの声音でそう言った。


    　莉音が首をふる。


    「そんなことできるわけないじゃない！　工作員がＦＳＢに捕まったら、どんな目に遭あうかわかるでしょ!?」


    「俺は今回、仕事を請うけ負おったエージェントにすぎない。だからモサドの機密情報なんて知らないし、自白剤を飲まされても問題ないさ。ここで俺は捕虜になろう」


    「バカ言わないで！」


    「行け！　ここは巳み継つぐくんがキングだ。キングだけは守れ」


    　一馬おじさんは断固として譲ゆずらなかった。


    　莉音は俺たちを見やって、決意したように口にする。


    「私とお父さんがここに残る。投とう降こうして、二人で捕虜になって、お父さんの治療をしてもらう。だから三人で逃げて。ラルフ、この子たちのことはお願い」


    「莉音、言うことを聞くんだ。俺を置いていけ。国境までは徒歩になるはずだ。その行軍を先導できるのは莉音だけなんだぞ」


    「そんなことできない！　できるわけないじゃない！」


    　莉音は声を張り上げたが、一馬おじさんはそれ以上の声を上げる。


    「甘えるな！」


    「……お、お父さん……」


    「さあ行くんだ、莉り音おん」


    「……でも」


    「フラフラするんじゃない。他人を犠ぎ牲せいにしてでも成なし遂とげたい目標があるのなら、自分の犠牲も顧かえりみちゃいけない。覚悟を持て」


    　強い口調で、一かず馬まおじさんは言った。


    　莉音は言葉をなくし一馬おじさんを眺め下ろす。


    「……」


    「……」


    　しばらく見つめ合っていた二人だったが、莉音は覚悟を決めたのか、ポツリと口にする。


    「お願い……死なないでね、お父さん……」


    「大丈夫だ、このくらいじゃ死なない」


    「うん」


    「ラルフ、三人を頼む。この子がいれば、生い茂る森でも山中でも、進む方向を誤ることはない。食べ物でも飲み物でも調達できるはずだ」


    「ケッ、損な役回りだぜ。仕方がねぇから、てめぇは安心して捕ほ虜りよになっとけ。あとで手は尽くしてやる」
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    「巳み継つぐくん、沙さ織おりちゃん……莉り音おんを頼む。泣いていたら、俺の代わりに叱しかってやってほしい」


    　莉音が決めた以上、俺たちが何を戸と惑まどうことがあろうか。どこまでも莉音についていくだけだ。


    「おじさん、また会いましょう」


    「がんばってください、おじさん」


    　俺と沙織は深くうなずいた。


    「さあ行け。急いで脱出しろ。一いつ旦たん郊外にさえ出れば、広いロシアの大地で見つかることはまずないだろう」


    「またね、お父さん」


    　俺たちは立ち上がり、一かず馬まおじさんを残して部屋をあとにした。


    　これでよかったのだろうか。わからない。身を引き裂かれるような思いだ。莉音は、俺以上に苦しいに違いない。


    



    
      ◇

    


    



    　俺たちは地下の下水管を三〇分ほどひた走った。これだけ走ると、コートが重く感じてくる。


    　そろそろ走りつかれたころ、下水管は行き止まりになってしまった。ビルがあった場所は、アプレレフカ市の西端のあたりだ。だから俺たちは街外れをめざし、西へ向けて走ってきた。だがこれ以上、先へ進めなくなったのである。


    　ここで俺たちは地上へ上がることにした。このあたりまでくれば、すぐに捕捉されることはないはずだ。


    　外へ出ると、大きな幹線道路沿いだった。俺たちがいるこちら側は民家がパラパラと建ち並ぶ寂しい地区だったが、この幹線道路の向こうは一段高い丘になっていて、木が生い茂っている。あちらまで行けば、街を出られるはずだ。


    　ラルフはひとりヒザに手を置き、ぜいぜいと息を切らせていた。年なのだろうか。


    　それを見た莉音が、うんざりしたように声をかける。


    「だらしないわね。それでもＣＩＡなの？」


    「うっせ。こっちはデスクワーカーなんだよ。てめぇらさえ関わってなかったら、今ごろＮＡＴＯ本部で、鼻くそほじくりながら悠ゆう々ゆうと指示を飛ばしてたんだ。ちくしょうめ」


    　辛つらそうな表情とは裏腹に、ラルフは激しくまくしたてた。まだまだ元気は残っているらしい。


    「それだけ話せるなら元気そうね」


    「てめぇの目は節ふし穴あなか？　俺のどこが元気に見えるんだ？　眼科にでも行ってこいよクソ野郎」


    　血気盛んなラルフの反発を気にした風もなく、莉音は淡たん々たんと確認する。


    「ウクライナ方面でいい？」


    「そうだ。車を奪っちまえ。ちょっと脅おどせばいい」


    　ラルフは肩を大きく上下させ、息を切らせていた。


    「車は危険よ。次、一度捕捉されたら終わる。少なくとも、モスクワ近郊を離れるまでは……」


    「じゃあどうするっつーんだ？　俺に何百キロも歩かせようってのか？　徒歩でロシアの原野を進むなんて現実的に無理だ。とくに俺にはな」


    「それでも、歩くしかないじゃない」


    「俺たちは銃以外の装備はなにもないんだぞ？」


    「私は折りたたみナイフがある。他になにか持ってる？」


    「下水道でつけてたハンディライトと、あとは携帯ラジオだけだ」


    「俺はなにも役に立ちそうなものがない」


    　俺は降参のポーズをしながら言うと、沙さ織おりも続く。


    「私もないわ」


    「歩き疲れて飢うえ死じにするかもしれんぞ？　しかもロシアの夜に、コート一枚で耐え忍しのべというのか？」


    「私たち三人は行く。ラルフは残ってくれてもいいわよ。ラルフなら、素知らぬ顔でモスクワに戻っても、待ち構えているＦＳＢに捕まる可能性は低いでしょう。追われてるのは巳み継つぐなんだし、あくまでアメリカ大使館員だろうからね」


    「……クソ野郎……手ぶらでロシアを横断しろってのかよ。こっちはもういい年なんだぞ……」


    　文句ばかり言いつつ、ラルフは同行するつもりなようだった。


    　莉り音おんは全員に確認してくる。


    「お金、ある？」


    「俺と沙織はほとんど使い果たしちまったんだ」


    「手持ちは三〇〇ドル。それと六〇〇〇ルーブルだ」


    「じゃあ悪いけどラルフ、幹線道路で車を止めて、何か買ってきてくれる？　東洋人の私たちが今表に出るのは危険だけど、ラルフなら目立たないでしょ。食べ物や飲み物も重要だけど、バッグとか、そっちのほうが必要。できれば水筒なんかがあるといいわね」


    「水筒なんてそうそう持ってるかよ」


    「いいから行ってきて」


    　有う無むを言わせず莉音が幹線道路を指さすと、ラルフは舌打ちして身体からだを起こす。


    「チッ、行けばいいんだろ行けば。良い物買えても、てめぇにはなにも食わせてやらねぇからなクソ野郎」


    　子供みたいに駄々をこねつつも、ラルフは道路沿いに進み出て、車待ちを始めた。


    　車の通行量はそこそこある。止まってさえくれれば、お金もあることだし、何かを譲ゆずり受けることができるだろう。


    　だが、大半の車は、ラルフの前を素通りして行く。ヒッチハイカーかなにかだと思っているのだろうが、止まってくれない。よく考えれば、ロシアは今、グルジアとの紛ふん争そうが始まったばかりである。しかもテロ（俺と沙織がテロリスト扱い）まで起こったばかりだ。ロシア人たちも、見ず知らずの人物と接触するのはナーバスになるタイミングかもしれない。


    　やはり車はつかまらない。


    　三〇台ほどの車に無視され、俺たちも諦あきらめかけたとき……一台の車がラルフの前に止まってくれた。ラルフは巨体を屈かがめ込み、身振り手振りを交まじえ、必死で交こう渉しようしているようだ。やがて、何かを受け取って戻ってきた。


    　ラルフは俺たちに戦利品をかざしながら言う。


    「大したものはねぇな。リュックがひとつ、二リットルのペットボトルのコーラが一本、それからビスケットだ」


    「ありがとう。ペットボトルがあるのは助かった。このままここにいるのも危険だし、行っちゃいましょう」


    　莉り音おんはそれらを受け取り、リュックにコーラやビスケットを詰め込む。莉音がリュックを背負おうとしたので、俺は押し留とどめる。


    「莉音、俺が持つよ。二リットルのボトルは長く持つと重いぞ。こういうのは男の役目だ」


    「じゃあ私と巳み継つぐで代わりばんこに持ちましょう」


    「……そうか、わかった。じゃあ次は俺が持とう」


    「私も持つわ」


    　沙さ織おりはそう言ったが、莉音は否定する。


    「沙織とラルフは心配しなくていいの。沙織は女の子だし、ラルフは木で偶くの坊ぼうっぽいしね」


    「てめぇ、いっぺん俺に投げ飛ばされてみるか？」


    　ラルフは憤然としたが、莉音は気にも留めない風だった。


    「じゃあ持つ？」


    「俺は木偶の坊だ」


    　よくわからない罵ののしり合いをしながら、俺たちは幹線道路を越えた。


    



    
      ◇

    


    



    　俺たちは寂せき莫ばくとした樹じゆ林りん地帯を、ラジオを聴きながら歩き続けていた。


    「先ごろモスクワで発生したテロリスト立て籠こもり事件の続報です。公安職員一七名を殺害して逃走中のテログループが、また新たな事件を引き起こしました。テログループはアプレレフカ市のビル工事現場に爆発物をしかけ、建設中のビルを爆破。建設作業員三名が死亡、六名が重体の模様です」


    　あの巡じゆん航こうミサイルでの攻撃まで、テログループの仕し業わざということになっているらしい。もちろんテログループとは俺たちのことだ。


    「テロリストは今なお逃亡中。公安当局はモスクワ近郊一帯に厳戒態勢を敷いており、各幹線道路には軍が臨時の検問所を設置。また市民の皆さんには、不審な人物、車両を見かけたら、すぐさま通報するように呼びかけています」


    　ラルフはラジオを切った。ニュースについて、誰もなにも言及しなかった。誰かが説明するまでもなく、状況は皆よくわかっている。


    「できるだけ早く、モスクワ近郊から遠ざかったほうがいいわね」


    　つぶやくように莉り音おんは言って、俺たちに顔を向ける。


    「休憩は一定間かん隔かくでしか取らないから、沙さ織おりとラルフには大変だと思う。長期の山歩きには、定期的なリズムを崩しちゃいけないの。リズムを守らないと効率が悪くなっちゃって、結果的に疲労が大きくなるから」


    　莉音は沙織に近づき、手を握って続ける。


    「だから沙織、辛つらくなったら言ってね。どうしてもきびしいときは誰かにおぶってもらうから」


    「ううん、大丈夫だよ。私もがんばるから。莉音、ありがとう」


    「ラルフは背負えるような人がいないから、ぶっ倒れたときは、仕方がないから捨てていきましょう。夜は狼おおかみがいるから、ちょっとかわいそう」


    「捨てるなよ。絶対捨てるなよ。てめぇら三人がかりで運びやがれ」


    「どうやって運べって言うのよ。体重一二〇キロ超えてそうよね？」


    「一〇九キロだ！　俺は悪くない。俺は肉が好物なだけで、なにも悪くない」


    　身長一九〇センチを超えているラルフが体重一一〇キロ前後なら、そこまでひどい肥満というわけではないと思う。


    　だがラルフは、ひとりブツブツとつぶやいていた。


    　すでにラルフは息を切らせはじめている。大きな図体の割りに、体力はなさそうだ。


    「もうすぐ夕方だ。冷え込んできたぞ。どうする？」


    　俺は莉音に訊きいてみた。空はオレンジに染まりかけている。


    「本当は、夜に歩くのは危険なんだけど……モスクワ周辺に長く留とどまるのはもっと危険が大きい……。今晩、一晩だけは歩きましょう。ラルフのハンディライトがあるし、幸さいわい銃もあるから狼を追い払うことはできる」


    　そこまで言って莉音は、心配げな様子でラルフをのぞきこむ。


    「ラルフ、それでいい？」


    「それしかねぇだろ。狼よりＦＳＢのほうがおっかねぇよ。だが方角は大丈夫なのか？」


    「任せて。まだ少し曇くもっているけど、南西方面が晴れてるおかげで星が見えないわけじゃない。正しい方角を見誤ることはないから」


    「……狼がいるの？」


    　不安げに沙織が言った。


    「ロシアは世界有数の狼の生息地よ。でも大丈夫、沙織はお姉さんが守ってあげるからね」


    　悔くやしげにラルフは声を上げる。


    「クソッ、今回のことで、モスクワの諜ちよう報ほう網もうが大ダメージだ。てめぇたちからは、それに見合う成果を挙あげさせてもらわねぇとな」


    「アメリカのロシア諜報網なら何重にもあるでしょう？」


    「一番優秀なチームだったんだよ」


    「だからラルフまで出で張ばってきたってわけ？」


    「自慢したつもりじゃねえっつの。このクソプロジェクトに、ラングレーの連中が俺を引っ張り出しやがったのは、てめぇらの報告を、俺が何度も上げたせいだ。チクショウ……まともに仕事したせいで、とんだ貧乏くじを引いちまった。だから海かい胴どう絡がらみは死ぬほど嫌いなんだ」


    「海胴絡みじゃないってば」


    「誰がなんと言おうと、てめぇたちは海胴の後継者だ、クソ野郎」


    「……」


    　言い合ってもムダだと悟ったのか、莉り音おんはため息をつく。


    「それ、自じ業ごう自じ得とくじゃないの。私たちに関わるなって忠ちゆう告こくしたのに」


    「てめぇらに引いん導どう渡してやろうと思って、逆に巻き添えを喰らった俺は傑けつ作さくだな。いっそのこと道どう化け師としてハリウッドデビューしてやろうかチクショウどもめ！」


    「はいはい。興奮すると、ムダに体力を消しよう耗もうするわよ」


    　莉音は肩をすくめ、黙々と歩を進めた。


    



    
      ◇

    


    



    　一時間ごとに七分の休憩をはさみ、俺たちは淡々と歩き続けた。


    　時折、莉音が手近な木をスルスルと登り、進行方向の状況を確認してくれた。最初は危ないと思って止めたのだが、莉音によれば、人里離れた山深い場所での行軍には必要なのだと言う。人並みには鍛きたえている俺でも、木の三分の一も登れそうにないし、そんな運動をこなすだけの体力もない。改めて莉音は、常人離れした運動能力とスタミナの持ち主だと思った。


    　それにしても、一歩一歩を踏みしめる足がズシリと重い。俺より、沙さ織おりやラルフのほうが苦しいだろう。


    　眠気と疲労が辛い。加えて、芯しんまで冷え込むような寒さだが、歩いている分だけマシなのだろうか。


    　朝あさ靄もやがたちこめるなか、ふたたび七分の休憩時間だ。倒れた木を発見し、俺たちはそこに腰かけた。


    　リュックから莉音がビスケットとコーラを取りだす。


    「これが最後のビスケットね。それからコーラ」


    　莉音はテキパキと、残りのビスケットをわけていった。


    　ラルフは手にしてすぐ、ビスケットをむさぼり食べてしまった。


    　沙織が、莉音の分がないことに気づき、口にする。


    「莉音の分はないの？」


    「私はこれ」


    　莉音は、傍そばの草をむしり取った。


    「そ、それ草でしょ」


    「イラクサ。食べられるのよ。ピリピリした味なんだけど、ビタミンとミネラルを豊富に含んでるの」


    　莉り音おんは草をちぎって食べはじめた。


    「莉音、半分こしよう」


    「ダメ。食べておきなさい。歩けなくなるわよ。私なら大丈夫、食べ慣れてるから。ほら、沙さ織おりも巳み継つぐも、遠慮なく食べなさい」


    　そう急せかされて、俺と沙織は、ゆっくり噛かみしめるように、最後のビスケットのカケラを味わった。


    「それに、まだまだ道のりは遠い。運良く動物や魚が捕まればいいけど、これからは沙織たちにも草やキノコを食べてもらう必要があるからね」


    　リュックに入れていたラジオを莉音は取りだし、周波数を合わせると、ニュース音声が聞こえてきた。それがインタビューに答える恒こう太たの声だったので、俺たちは不意を喰らって聴き入った。


    「革命部が出資したロシアロケット社、そこに昨日、突然事業停止が突き付けられた。役員らは逮たい捕ほされ、不当な扱いを受けている……」


    　声の調子が変わり、恒太は血気盛んに叫ぶ。


    「ロシアは俺を怒らせた！　我が国際商業銀行は、ロシアに宣戦を布告する！」


    「恒太……」


    　ポツリと莉音が口にした。


    　ラジオからは、慌あわてたような記者の声が聞こえてくる。


    「せ、宣戦布告とは、何を意味しているのでしょうか？　銀行が戦争をするわけじゃ……ないですよね？」


    「戦争とは、兵器を使うだけが能ではない。もっとおそろしい攻撃を加えてやろうというのだ。我が手持ちのロシア債さい権けんはすべて売る。ルーブルも売る。我が行の総力を挙あげて売り浴びせることになる。世界人類諸君、この俺に遅れないよう、ついてきたまえ！」


    　真っ正面から軍事兵器を交まじえての戦争では、ロシアに勝てるわけがない。ロシアは強大な軍と、情報機関を持っている。世界広しといえどもロシアに圧勝できるのは、せいぜいアメリカくらいだろう。だが恒太の言うように、ロシア債権やルーブルに戦いの的まとを絞るとなれば話は違う。国際商業銀行が本気で売り浴びせれば、ルーブルは下げ落らくし、ロシア経済に一定の打撃を与えることになるだろう。恒太は、一国の基盤を揺るがすような、根本的な戦争をしようとしているのだ。


    「通貨を暴落させるのですか？　し、しかしそんな宣言をして売り浴びせるなど前代未聞です。ロシア政府や国際機関、それから世界世論が、黙っているとは思えませんが……」


    「黙っていなかったら何だと言うのだ？　なんの権限でこの俺に指図するつもりだ？」


    「国際商業銀行は今や世界に責任ある金きん融ゆう機関です！　頭とう取どりの発言は無責任ではないですか!?」


    　別の記者が声を荒らげたようだった。


    「ほう……雑ざ魚こどもが、負け犬の遠吠えかね？　無責任とは何のことだ？」


    　そんな恒こう太たの言葉に、記者たちは口々に恒太を詰なじりはじめる。


    「金きん融ゆう機関が音おん頭どをとって、一国の経済を混乱させていいわけがない！」


    「やるなら静かに、ひとりで勝手にやるべきだ！　人々をあおって売りを誘おうとする頭とう取どりのやり口は汚い！」


    「どうせ国際商業銀行は、いいところで売り抜けるつもりなんでしょう!?」


    　記者たちから罵ば声せいは続いた。


    　しかし恒太は微み塵じんも動じた様子はない。


    「ほざけマスコミどもが。これはロシアロケット社の成果を騙だまし取ろうと企たくらむロシア政府への落とし前だ。国際商業銀行は、いかなる国の策さく謀ぼうにも泣き寝入りはしない。ロシアごとき、この俺がひねり潰つぶしてやる。春かす日が恒太の真の恐ろしさ、とくと味わうがよい！」


    　喧けん嘩か腰ごしの議論が続いた。


    　恒太がマスコミに対してこれだけ口調を荒らげるのは、いまだかつてなかったことだ。マスコミを情報操作戦で利用することは数あれど、マスコミとの強硬な対決姿勢を取ることは、恒太に限ってまずない。恒太も真剣に戦っているのだ。疲労と眠気でフラフラになりながら夜を徹しての行軍だったが、恒太の声が聴けたおかげで、力が湧わいてきた気分だった。


    　莉り音おんがラジオを止めて、立ち上がる。


    「七分経過。休憩終わり。もう少しラジオを聴いていたいけど、ペースを守るほうが重要だから。さあ、行きましょう」


    　俺たちは気力を振り絞り、朝あさ靄もやのなか、国境へ向けて前進を開始した。


    



    
      ◇

    


    



    　俺たちは黙々と歩き続けていた。


    　日は高く昇っていたが、暖かくはなってくれない。ロシアの太陽は地平線の傍そばにある。それでも、身体からだを動かしているだけマシだった。


    　ラルフが、今にも絶命しそうな弱々しい声を上げる。


    「喉のどが渇いたぞ……。コーラはもう残ってないのか？」


    「最後に飲み干したくせに。あなたが一番飲んだのよ？」


    　歩きながら、莉音が咎とがめるような口調で応じた。


    「死にそうなんだ。俺の亡なき骸がらを背負っていくより、俺に水分を補給したほうが得だぞ？」


    「ラルフの亡骸なんて捨ててくに決まってるじゃない」


    「なんという血も涙もないクソ野郎だ……。俺が狼おおかみに食われていいわけがない」


    「……この子たちが弱音吐いてないのに、だらしないわね。軍にいたこともあるんでしょ？」


    「はるか昔の話だ。それにこんな訓練は受けてない」


    　ゼイゼイ息をしながらラルフは言った。巨体を丸め込み、歩く姿まで弱々しい。


    　ひょいと莉り音おんは親指ほどの大きさのある丸い石ころを拾い上げ、土を払って落とした。それをラルフに手渡す。


    「なんだぁこりゃ？」


    　ラルフは目を瞬しばたたかせた。


    「それ、口のなかに入れておいて。唾だ液えきが出て、多少はマシになるから」


    「嫌いやだこんなもん」


    　ポイとラルフは石を投げてしまった。


    　莉音はため息をつく。


    「だったら、川に出合うまで待ちなさい。それか、運良く生き物を捕獲できたら、生き血を呑のませてあげるから」


    「おえ……。それもゴメンだ」


    「栄養満点なのに」


    「嫌なものは嫌だ。そんなもんなら、飲まないで死にたいね」


    「ったくもう……子供みたい……。だったら黙って歩きなさいよ……。軟弱ね、ＣＩＡは……」


    「うっせえ。こっちは頭を使うのが仕事なんだ。チクショウ……帰ったらラングレーのクソ野郎どもを恫どう喝かつして、休暇と特別賞与を要求してやる」


    「あなたにかかると、みんなクソ野郎になるのね」


    「どいつもこいつもクソばかりだ。頭の悪いクソ野郎、強ごう欲よくなクソ野郎、ウソばかりつくクソ野郎、薄情なクソ野郎……右を見ても左を見ても、この世界にはクソしかいねえ。ちなみに海かい胴どうは、超弩ど級きゆうのウルトラクソ野郎だ」


    「はいはい。元気あるじゃない。しゃべると余計に喉が渇くわよ」


    　それ以上、莉音は相手にしなかった。しかしラルフはさまざまなクソ野郎の種類をあげつらい、ブツブツとつぶやきながら歩き続けた。


    



    
      ◇

    


    



    　突然、先頭を進む莉音が立ち止まり、周囲に視線を走らせはじめた。まだ休憩の時間ではない。莉音を追い越して進むわけにもいかず、俺たちも歩みを止める。


    「……近くに川があるわね。今日中に見つかって良かった……。まだ一五時くらいだけど、一晩中歩いたから、今日はこのあたりで休息しましょう」


    「どこに川があるんだ？」


    　俺は周囲を見渡しながら言った。


    「音よ。耳を澄ましてみて」


    「……わからない」


    「あっち。少し歩きましょう」


    　莉り音おんは、俺たちが向かう先から少しずれた方角を指さし、ふたたび歩きはじめた。俺たちはそのあとに従う。それから五分ほど歩くと、サラサラと、水の音が聞こえてきた。


    「か、川の音だ……」


    　ポツリとつぶやいたラルフは、フラフラと駆けはじめた。


    　莉音が追いかける。


    「ちょ、ちょっと待って！　ラルフ！」


    　わずかに高台になっている場所を越えると、川が流れていた。歩いて渡れる程度の、浅い川だ。透すき通っている水だった。


    「ダメよ！　今一気飲みしたら死んじゃうわよ！」


    　莉音の制止も聞かず、ラルフは川に顔を突っ込んだ。


    「止めて、巳み継つぐ、沙さ織おり！」


    　俺たちは自分の水そっちのけで、ラルフを無理やり引っ張り上げる。そしてラルフはゲホゲホッと咳せきを繰り返し、不ふ機き嫌げんな様子で地べたに腰かけた。


    「どうして話聞かないの!?　死ぬ可能性あるのよ？　飲むならゆっくり、なめるように飲みなさい」


    「うるせー。俺の命だ。ほっとけ」


    　そう言いつつ、ラルフはまたヨロヨロと川に近寄り、今度はちびりちびりと水を飲みはじめた。注意したことは守るくらいの聞く耳は持っているらしい。


    　俺たちも川に顔を突っ込み、少しずつ水を飲んだ。こんなにうまい水は人生で初めてである。


    「ゆっくり、ゆっくりね。空腹のときに冷たい水を一気飲みすると、急激に体温が下がって、ショック状態になる可能性があるからね」


    　莉音は後ろから、俺たちに声をかけてきた。心配なのだろう。


    　皆で水を堪たん能のうしたあと、俺たちは疲労のために川岸に腰かけた。


    「徹夜で歩き通したし、つかれたでしょ？　今日はここをキャンプにしましょう。そこの大木に、シェルターを作る。四人用だから、少し大きいヤツをね」


    　莉音が岸辺で一番大きな木を指さして言った。


    　シェルターなんて作れるのだろうか。俺は訊きいてみる。


    「どうやって作るんだ？」


    「まずは、できるだけ大きな灌かん木ぼくを大木に立てかけて固定し、その両横にさらに木を立てかけて骨格を組み上げるの。その骨組みに、今度は枯れ木を被かぶせて、さらに上に木の葉とかを被せるわけ。数日なら雨風も、寒さも凌しのげる即席のシェルターになるわよ」


    「なるほど……歩き回って木を探してみよう。沙織は枯れ木を集めておいてくれ」


    「うん、わかった」


    「ラルフは巳継を手伝ってあげて」


    　莉音の指示に、ラルフは素直に従う。


    「わかってるよ」


    「私は火を熾おこしてから、あたりを回って食べ物を集めてくる。それから、万一野ウサギとかリスとか見つけたら静かに声かけて」


    　莉り音おんは乾燥した大きめの木を拾い上げ、器用にナイフを操あやつり、溝を入れた。そして葉っぱやたき火用の枝を集めてから、枝を使って溝をこすりはじめる。煙がたちこめたかと思うと、火がつき、莉音は拾い集めた葉っぱや枝に火を移してゆく。簡単なように見えるが、熟達しきった所作だった。俺がマネしてもできないだろう。俺ひとりで火を熾せる気がしない。火を見ると、なぜか気分が安らいだ。


    　莉音が火を熾すのを横目に、俺たちは言われた通りシェルターを作りはじめた。


    　俺とラルフは折れた灌かん木ぼくを運び、見み繕つくろった大木の出っ張りに立てかける。それから一回り小さい木を探し歩いた。見つけた木を灌木に留めるわけだが、木を固定するロープがない。代わりに莉音がナイフを取りだして突起をつくってくれた。俺とラルフは、そこに木がすべり落ちないように固定させていく。


    　そして沙さ織おりが集めてきた枯れ木と葉っぱを、屋根のように被かぶせていった。即席だが、一晩くらいなら雨風を凌しのげる借り宿にはなりそうだ。


    「川辺に水みず苔ごけが豊富にあるから、それをシェルター内に敷き詰めて。その上に、枯れ草を被せる。ベッド代わりってわけじゃなくて、私たちの命を守るための作業よ。睡眠時に体温を奪うのは、外気よりも地面だから。そのまま寝たら、内臓がやられちゃう」


    　莉音の言い付け通り、俺たちは水苔や木の葉をかき集めはじめた。それらをせっせとシェルター内に敷き詰めていく。ふかふかのベッドというほどではないが、居心地は悪くなさそうだ。


    　作業が終了し、俺たちは火を中心にして集まった。莉音が用意したたき火は、風よけのために石で囲まれ、小さなキャンプファイヤーのようになっていた。そのまわりに揃そろって腰かけると、莉音がリュックを開きながら言う。


    「食事にしましょう。キノコ・松の実・ヒマラヤスギの実・草しかないけどね。残念ながら魚は見つからなかった。幼虫はいたけど、それは嫌いやでしょう？」


    　リュックには、キノコや松の実がたくさん入っていた。


    「ナイフで削って、即席の箸はしは作っておいた。これでキノコを火で炙あぶって、焼いて食べてね。味はないけど我慢して。松の実とヒマラヤスギの実はそのままちぎって食べて」


    　俺たちは渡された箸でバッグのなかからキノコを取りだし、焼いて食べた。松の実とヒマラヤスギの実はボリボリとかじる。味はなかったが、空腹に染しみ渡るような美味しさを感じる。


    「味は悪くないよ。俺はこういうの好きだ。十分に食べられる」


    「調味料と釜かまがあれば、美味しい鍋なべができるんだけど……。あっ、それから、バッグに入ってる草も食べて」


    　ラルフがあからさまに顔をしかめる。


    「草は嫌だ」


    「数日なら食わず嫌いもいい。だけど、徒歩が何日になるかわからないのよ？　栄養バランスを保たもつためにも、嫌いやでも食べてくれないと」


    　俺は言い付けに従って、リュックに入っていた草を取りだして食べはじめてみる。


    「まずい……」


    「パサパサしてて、美味しくないわね。焼いて食べてもいい？」


    　沙さ織おりも眉をひそめた。


    「いいわよ。ほら、ラルフも食べなさいって」


    「……」


    「この子たちが食べてるのに、どうして食べられないのよ。あなた大人でしょう？　ＣＩＡでしょう？」


    「ＣＩＡは関係ねぇ！　チクショウが……草食えばいいんだろ食えば！」


    　ラルフは隣に生えている草をおもむろに握り、口に押し込んだ。むしゃむしゃと噛かんでいる。


    「それ、イヌホウズキ。思いっきり毒草だから」


    「ぶっ！　バカ野郎！　早く言え！」


    　ラルフは草を吐き出した。


    「うわっ、汚っ！　あなたが勝手に食べたんでしょう！　私が選別したほうを食べてよ！」


    　莉り音おんはリュックを指さしてうながした。


    　ラルフは吐き出した草をぐりぐりと踏みつけ、バッグに手を伸ばし、莉音が採取した草を食べだした。


    　そして俺たちは、他愛たわいない会話を交わしながら食事を続けた。しばらくして、莉音が新しい話題を切り出す。


    「なんでラルフ、ＣＩＡに入ったの？　不満ばっかりって感じよね」


    「これでも俺だって昔は、青くさい正義感を持ってたんだよ。ＣＩＡでなら、世界を変えられるんじゃないかってな。どうだ、笑っちまうだろ」


    「笑いはしないけど」


    「だが、知れば知るほど世界はマジどうしようもねえ。クソ野郎ばかりだ。もうどうでもいい。給料さえもらえりゃハッピーだ」


    「海かい胴どうもクソ野郎のひとりってわけか」


    「あいつは俺の管理下にあった工作員だ。あの男ほど金かね儲もうけに熱心で、同時に金に興味もない野郎は、世界のどこにもいなかった。すげえ男だと思った。クソ野郎に友情を感じたこともある。あの男となら、新しい世界を創れるかもしれないと思ったこともあったんだ。クソ野郎が……裏切りやがって……」


    「ショックだったのね」


    「バカ野郎！　ショックなもんかよクソが。せいせいしたぜ」


    　そうラルフは吐き捨てて、地面の小枝を拾い上げ、目の前の火に投げ入れた。


    「……クソ野郎は、友情よりも自みずからの国を取ったんだ。俺なら、アメリカよりも友情を取るね。まともな国は世界にひとつもねえ。国家様なんざクソ喰らえってやつだ」


    「公こう僕ぼくのくせに、それを断言できるラルフって、ちょっと素敵じゃない？」


    　莉り音おんは微笑ほほえみながらラルフを見やった。


    「ふん。俺も大人になったってことだよ。海かい胴どうはガキだ。クソガキなんだ」


    「大人になって、捻ひねくれた性格になっちゃったってわけね」


    「ケッ、そういうことだよクソ野郎。こんなこと、まともな精神状態でやってられっか」


    　たしかに今の俺たちのような状況を、まともでやれるわけもない。


    　しんみりした空気が嫌いやだったのだろうか、ラルフは脇に置いてあるラジオを乱暴に取り上げ、スウィッチを押した。ラジオからは「ザザー」というホワイトノイズが聞こえてくる。ラルフは舌打ちしながら周波数をいじり、ニュース報道にチャンネルを合わせた。


    　流れていたのは国際商業銀行のニュースだ。俺たちは耳をそばだてる。


    「国際商業銀行頭とう取どり、春かす日が氏の発言を受け、ルーブルの下げ落らくが止まりません。ロシア政府はユーロ建てで巨額の債さい務むを有しており、その動向が注目されます。しかしながら、ロシアの主要輸出物である石油は、現在一バレル＝一二六ドルという高水準で推移しており、ルーブル下落への抵抗力になっております。専門家からは、国際商業銀行のルーブル売りの影響は限定的だとの声も出ております」


    　ロシアの主要輸出物は石油であり、国際市し場じようでは現在、高い価格で取引されている。それがロシアの通貨ルーブルへの信用に繋つながっていて、石油がある限り、簡単にはルーブルが下がらないということでもある。ジリヤやイヴァンも「ロシアには石油しかない」と歎なげいていたが、逆に言えば「ロシア＝イコール石油」と言うことでもある。石油価格とルーブル相場は連動する。石油が高い以上、ルーブルも容よう易いには下落しないということだ。


    　淡たん々たんとニュースを読み上げるキャスターに代わって、えらそうな恒こう太たの声が飛び込んでくる。


    「ロシア政府に要求する。今すぐロシアロケット社の不当な扱いを撤回せよ。そして逮たい捕ほされている役員、不当な扱いを受けている役員に謝罪し、すべてを解放せよ」


    　どうやら恒太は恒太で、本気で戦ってくれているらしかった。恒太は続けていく。


    「それから全世界の投資家諸君に極秘情報を伝えよう。我が行が売り浴びせているルーブルだが、我われ々われのシンクタンクによる分析結果によると、来週にはさらに五％下落している。いいか諸君、ロシアは売りだ！　この俺についてきたまえ！」


    　シンクタンクとは、恒太の脳のことに違いない。恒太とて、石油価格が高い以上、ルーブルを暴落させるのは至難の業わざだとわかっているはずだ。それでも恒太はロシア経済に打撃を与えることで、遠く離れた俺たちを支援しようとしているのだった。その気持ちはありがたい。


    　今度はロシア大統領メデンツォフのコメントが流れてくる。


    「国際商業銀行および革命部がロシアに持つ資産を凍結した。ロシアは国際商業銀行の不当な扇せん動どうになど屈しない。ルーブルの防衛は必ずうまくいく。そして、春日恒太に追従した投資家たちは大きなダメージを喰らうことになるだろう」


    　俺たちがロシアに持つ資産では、ロシアロケット社がもっとも大きなものだ。そしてミサイル開発事業に関する事業資金のため、国際商業銀行がモスクワに支店も設けている。ロシアで買収した銀行もある。全体としてはそれほど大きな資金量ではないが、困ることはたしかだ。なにより、国家の意向によって勝手に資産を没ぼつ収しゆうするなど不当なことである。


    「恒こう太たもがんばってるのね……」


    　莉り音おんがつぶやいた。


    　沙さ織おりもうなずく。


    「アイツがマスコミに声を荒らげてるなんて初めて。ビックリしちゃった」


    「明日も歩きだな」


    　俺はあくびをしながら言った。一晩眠っていないので、眠くて仕方がないのだ。


    「民家に出合いたいなら、この川沿いを下っていけばいい。でも私たちはあっち、ウクライナ方面をめざす。すっごく大おお雑ざつ把ぱに言えば、東京から北海道くらいの距離かしらねー？　遠いけど、がんばりましょう」


    　ラジオではキャスターが、新しいニュースを読み上げはじめる。


    「ロシアの混乱に乗じ、グルジアのゲリラ部隊がロシア領内に侵しん攻こう中。現状、防衛ラインをミサイルで急襲したグルジア軍が優勢で、ロシア国境警備隊が散発的に防戦を敷いています。ロシア連邦軍は戦力をモスクワ南部に集結させつつあり、猛反撃に打って出るものと思われます」


    　グルジアってミサイル持ってるのか……？　いやそもそも、なぜロシア相手にこんなにグルジアが強いのか……？


    　ラルフは何気ない口調で言う。


    「今日は晴天だ。俺たちが逃亡している姿はとらえられてる。国境をめざしてりゃ、グルジアとの紛ふん争そうに便乗して、迎えの部隊を送り込んでくるだろう」


    「紛争はアメリカが引き起こしてるんですか？」


    　俺の質問にラルフは応えず、肩をすくめただけだった。


    



    
      ◇

    


    



    　朝、シェルターのなかで眼を醒さますと、莉音がいなかった。ラルフは大口を開け、沙織は幸せそうに寝息をたてている。シェルター内は四人の人間がすし詰め状態で、意外と暖かい。狼おおかみの襲撃などを警戒し、入り口近くでは火を焚たきっぱなしにしているため、入り口から入ってくる隙すき間ま風かぜも、それほど苦にならなかった。莉音がいなければ、飢うえと寒さのなかで進む方向を見失い、凍こごえ死んでいたに違いない。こういう知恵で大自然の苦難に対抗できる人間とは、すごいものだ。


    　俺は莉音を捜しに、シェルターを抜け出した。莉音はどこに行ったのだろう。


    　樹じゆ林りんのなかの朝の空気は気分がいい。たちこめる霧きりに早朝の陽光が反射し、まわりが輝いて見えた。


    　少し歩くと、大木の影に莉音が体育座りの格好でうずくまっていた。距離にして一〇メートル、莉音がつぶやく声が聞こえる。


    「お父さん……」


    　莉り音おんに近づきながら、俺は声をかける。


    「おはよう、莉音」


    　莉音はハッとして顔を上げた。


    「珍しいな。俺が傍そばにやってきたのにも気づかないなんてさ。俺たちのリーダーがそんな弱気でどうするんだ？」


    　おどけた調子でそう言って、俺は莉音の隣に腰かけた。


    「一かず馬まおじさんは必ず助け出そう。できるだけ早く戻って、ロシアを屈服させるんだ」


    「……ダメね私……弱気になってちゃ」


    「らしくないな。……でも俺には、いくらでも弱音を吐いてくれていいよ」


    　莉音は俺に頭をあずけてきた。


    「嫌いやなところを見られちゃった。恥ずかしい……」


    「恥ずかしいものか。俺だって一馬おじさんが心配で仕方ない。莉音の気持ちは十分にわかるよ」


    　本当の莉音は、決して強い女の子じゃない。折れそうな心を使命感で支え続けているのだ。だからこそ、ずっと一番近くで過ごしてきた俺が、莉音の力になってやりたかった。


    　一〇分ほど俺たちは大木の根元に座り、そうしていただろうか。とりとめもない会話を交わしていると、莉音も気力を取り戻してきたようだった。
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    「そろそろ出発しましょう。巳み継つぐ、沙さ織おりとラルフを起こしてきて」


    　莉り音おんの声には、いつもの張りが戻っていた。


    



    
      ◇

    


    



    　その日の夕刻。


    　応急のシェルターを作り終わり、俺たちは火を囲んで、莉音がとってきたキノコや葉っぱを食べていた。


    　俺たちは今、ロシアに追われ、命を狙ねらわれている。だからこんな原野で、寒い思いをしながら葉っぱをむさぼっている。妙な話だ。


    　沙織も同じ疑問を感じていたのだろうか、キノコを焼きながら口にする。


    「どうして私たち、こんなことになってるのかしら……？　だって、ロシア政府と一緒にミサイル開発をしていたんでしょ？　それなのに、なぜ私たちがロシアから襲おそわれなくちゃいけないのか、よくわからない……」


    「それがロシアだ。仕方ねぇだろ。そういうもんなんだよ」


    　ラルフは吐き捨てるように言った。


    　俺はジリヤの言葉を思い出す。


    「そういえば逃げる直前、ジリヤも、『ロシアではありえるんだよ、そういうことが！』って言っていたな……。俺にも、どういうことかわからないけど……」


    「ロシアの国こく益えきに適かなってる間は、決してこんなことにならないと考えてたの。ロシアを甘く見てた……」


    　口くち惜おしげに莉音が言った。


    「てめぇらの国際共同開発、ロシアの国益には適ってるよ。官かん僚りようどもはてめぇらとの仕事に喜んでただろう。そんな官僚どもの態度を見てりゃ、普通なら安心しちまうのは当然だ」


    「じゃあどうして、こんなことになったんですか？」


    　沙織がラルフに質問した。


    「官界とＦＳＢを引っくるめてひとつのロシア政府であることに間違いないが、官界とＦＳＢが同じ思考をするとは思わないことだな。むしろＦＳＢは、残ってる官僚どもを根こそぎ始末して、あらゆる権力を手にしたい。ロシアのすべてが欲しいんだ。そこに国連での非難、国際社会からの非難──良いタイミングだった。ＦＳＢが大義名分をもって権力を広げるのに、おあつらえ向きの舞台が整ったってわけさ」


    「なるほど……。ＦＳＢとしては、邪じや魔まな官僚を始末もできるし、加えて世界最先端のミサイルもロシアだけのものにできる……。しかも、国際社会の同意を得ながら、これだけの事を一気に成なし遂とげられるわけか……」


    　俺はうなった。政治は人間のドロドロしたものがそのまま形になるだけに、想定通りにはいかない。金、権力、人の心理、組織の立場──あらゆるものがうずまいている。


    「アメリカ側からの妨ぼう害がいや攻撃には、私たちも構えてた。ロシアに最新宇宙兵器が配備されるのを、ＮＡＴＯだって指をくわえて見ているワケがないんだし……。でも……ロシアともいずれ事を構えなくちゃいけないとは思っていたけれど、こんなに早く狙ねらわれるとは考えてなかったわ」


    　莉り音おんの言葉に、沙さ織おりが顔をしかめる。


    「ロシアって恐ろしいわね……」


    「そうでもない。どこの国でも起こりえることだ」


    　あっさりとした口調でラルフが言うと、沙織は食い下がる。


    「ＦＳＢって何なんですか？　情報機関なんですよね？　どうしてロシアでは、情報機関がこんなに強いの？」


    「一言じゃ説明できない。なんとも言えんね。面倒だから俺はパス」


    　ラルフは肩をすくめ、莉音に視線を走らせた。


    「じゃあ、ちょっと長い話になるけど──」


    　莉音はうなずいて、とうとうと語りはじめた。


    　さっきは「面倒だからパス」と言っていた割りに、ラルフもときどき話に介かい入にゆうし、「そうじゃない」「ああじゃない」と文句を並べたりしはじめた。莉音はラルフの介入に眉み間けんをひそめたり、口くち喧げん嘩かをしたりしたが、お互いに分担しながら説明をしてくれる様子は、なんだか仲が良さそうにも見えた。


    



    　──ロシアの歴史に最初に登場するのが、都市国家キエフである。


    　九世紀から一三世紀にかけて、キエフを中心にした地域はルーシと呼ばれ、内乱が続いていた。


    　一三世紀、東方より侵しん入にゆうしてきたモンゴル軍の前に、ルーシ諸しよ侯こう軍は完敗。キプチャク・ハン国が建国された。


    　一四世紀から一五世紀にかけて、キプチャク・ハン国の支配下の諸侯のひとつにすぎなかったモスクワ大公国は、徐々に実力をつけ、キプチャク・ハン国を脱して統一を推おし進める。


    　一六世紀、モスクワ大公国はイヴァン雷らい帝ていのとき、ツァーリ（皇帝）の称号を用もちい、同国の支配地域がルーシの国──『ロシア』と呼ばれるようになった。イヴァン雷帝はロシア初の議会を作り、中央集権化を推し進め、多民族を内包する大国家への基礎を築くことになる。それでもまだこのときのロシアは、辺境の、貧しく未熟な世界の最果てにすぎなかった。


    　イヴァン雷帝は多くの業績を残したが、同時に流血事件や粛しゆく清せいを繰り広げたため、彼の死後、国家は混乱した。皇統の断絶、お家騒動、周辺諸国による謀ぼう略りやくなどを経へて、モスクワはポーランドに占領されてしまう。


    　一六一一年、ロシア人たちは国民軍を結成し、立ち上がる。国民軍は一〇万人にまで膨ふくれ上がり、モスクワは解放された。


    　一六一三年、ロシア人たちは、大貴族ミハエル・ロマノフをツァーリに推すい戴たい。ここに、約三〇〇年にわたってロシアを支配するロマノフ朝が成立した。世界史の大きな源流の一角を担になうロシアのうねりは、ここから始まる。


    



    　初期のロシア帝国は、皇帝の力が弱かった。しかし時を経へて世代が移り変わっていくと、権威は定着し、絶対化していくものだ。


    　ロシアの統治形態は、皇帝専制（ツァーリズム）をもとにした高圧的なものだった。皇帝を頂点にする大規模な官かん僚りよう制。農民を土地に縛りつけ、土地とともに売買の対象にし、きびしい納のう税ぜいの義務を課す農のう奴ど制。さらに教会を国家機関にして皇帝に隷れい属ぞくさせることにより、権力を強大化させた。


    



    　ロシアの歴史は、怒ど濤とうのように領土をのみ込んでいく歴史でもある。飽あくなき領土拡張の野心は、帝国主義時代の一大発火点となってゆく。


    　一七世紀の終わり、ピョートル大帝が即位したことにより、ロシアは強国としての道を歩みはじめる。オスマン帝国と争いアゾフ海に進出、スウェーデンと争いバルト海沿えん岸がんを獲得。


    　エカチェリーナ二世の治世には、さらに黒こつ海かい沿岸、クリミア半島、ポーランド東部、コーカサス、千ち島しま、アラスカにまで進出し、広大無辺の領土を手に入れるに至る。


    　ロシアは黒海方面へ南下政策を推進し、一八六一年、オスマン帝国との間でクリミア戦争が勃ぼつ発ぱつする。しかしロシアの伸張を警戒したイギリスが、フランスを誘い、オスマン側に立って参戦したため、ロシアは敗北。


    　黒海方面への拡張を阻はばまれたロシアは、今度は極東に目を向ける。清しん国を脅おどし、沿海州の領土を掠かすめ取った。やがて満まん州しゆう、朝ちよう鮮せん半島にまで支配の手を伸ばすにあたり、帝国主義国として勃興したばかりの大日本帝国と緊張関係に発展する。ここでもロシアを注視していたイギリスは、日英同どう盟めいを結び、ロシアに対抗していく。一九〇四年、日にち露ろ戦争が勃発するが、ロシアは敗北。


    　極東を諦あきらめたロシアの関心は、またもや西に戻る。バルカン半島に目を向けたロシアは、イギリス・フランスと三国協商を結び、ドイツに対抗。このことが、第一次世界大戦に繋つながってゆく。一九一四年から始まる第一次世界大戦は、ロシアを戦せん火かのうずに巻き込んだ。


    　帝国主義時代は、ロシアの膨ぼう張ちようをイギリスが押さえ込むという図式が、世界の大きな基軸となっていた。この全世界におよぶロシア対イギリスの覇は権けん争いは、のちの世に『ザ・グレートゲーム』と呼ばれることになる。


    



    　一九一七年、第一次世界大戦の真っ最中、ロシアで革命が起こる。皇帝ニコライ二世は処刑され、ロマノフ朝は終しゆう焉えんを迎えた。


    　革命軍（ボルシェビキ政府）は内乱に乗じ、穏おん健けんな派は閥ばつに属する人々、反対する労働者たち、企業家や地主、反攻した農民たちを虐ぎやく殺さつした。皇帝専制以上の過か酷こくな弾圧だった。


    　革命軍は内戦に勝利し、一党独裁を確立する。しかし国内は疲ひ弊へいし、工業生産高は七分の一、農業生産高は五分の一にまで落ち込んでいた。


    



    　一九二二年、世界最初の社会主義国──ソビエト連れん邦ぽうが成立した。


    　頂点に立ったヨシフ・スターリンは、個人崇すう拝はいを強しいる恐怖政治を強行。疲ひ弊へいした工業と農業を建て直すため、五か年計画を推おし進め、ソビエトの工業生産高を飛躍的に押し上げた。一方、農業の集団化を図り、土地や農具を共有経営したために、農業生産高は急激に落ち込み、大飢き饉きんに陥おちいった。のちに、このソビエト方式の農業集団化を毛もう沢たく東とうが取り入れたがために、中国でも数千万人の餓が死し者が発生することになる。


    　スターリンによる恐怖政治は三〇年近く続き、その終しゆう焉えんは彼の死を待たねばならなかった。スターリンが行おこなった大虐ぎやく殺さつや大飢饉によって、二〇〇〇万人が亡くなっている。


    



    　一九四一年、第二次世界大戦真まっ直ただ中なか、ドイツはソ連に侵しん入にゆうし、独ソ戦が開始された。日本軍の不参戦、アメリカ軍の参戦と軍事物資提供によって、ソ連は徐々に盛り返し、最終的にはドイツのベルリンを陥かん落らくさせて、戦勝国となる。


    　第二次世界大戦の勝利によって、ソ連は西方に領土を拡張し、さらには東ヨーロッパ各国に共産党政権を打ち立て、これらを衛星国家として取り込んだ。そのため、西側陣営を統すべていたアメリカとの対立が激しくなってゆく。


    　大戦後の約四五年間は、鉄のカーテンをはさんでアメリカとソ連がにらみ合うという図式が世界の基軸であった。この全世界におよぶアメリカとソ連の世界覇は権けんの争いは、のちの世に『冷戦』と呼ばれることになる。


    



    　一九九一年、ミハイル・ゴルバチョフが辞任し、各連邦構成共和国が主権国家として独立を果たしたことで、ソビエト連邦は解体、消滅した。約七〇年にわたる人類の壮大な実験──社会主義体制が、ここに崩ほう壊かいしたのである。


    　ソ連邦崩壊後、ロシアには民主主義・資本主義が導入された。国民も自由な空気を待ち望み、大きな体制の変化を歓迎した。


    　しかし資本主義がロシア国民にもたらしたものは、貧ひん富ぷの差の驚異的な拡大、ロシアンマフィアの跋ばつ扈こ、政治の腐ふ敗はいであった。一方でオリガルヒと呼ばれる新興財ざい閥ばつが国家の利権を暴力的手段や謀ぼう略りやくを尽くして奪い取り、隆盛を極めた。


    　一九九八年にはロシア財政危機が発生。そのロシアの凋ちよう落らくぶりは、近現代を通してイギリスやアメリカと世界を二分した超大国の名な残ごりを微み塵じんも感じさせない、惨みじめ極まる姿であった。


    



    　二〇〇〇年、元ＫＧＢウラジミール・プチロフが大統領選挙に勝利。プチロフは、ＦＳＢ（旧ＫＧＢ）の強大な力を背景に、国内の改革を推し進めていく。


    「強いロシア」を標ひよう榜ぼうし、独裁的支配を強化。オリガルヒをＦＳＢの力を背景にして制圧し、ロシアの国こく益えきに適かなう企業のみを選別して、国家のコントロール下に置いた。また、国内のマスコミを統制し、反体制的な政治家やジャーナリストたちを消し去った。


    　ロシアは今、ＦＳＢが支配する秘密警察国家である。結果として貧困は急減し、国内は安定。オリガルヒから取り戻した天然資源のおかげもあり、高い経済成長率を維持するようになる。時を経へるごとに国民からの人気はうなぎ登りとなり、プチロフ政権は確固としたものになっていった。


    　二〇〇八年、大統領の任期が切れたためにプチロフは大統領を降りるが、腹心のドミトリー・メデンツォフに大統領を継けい承しようし、自みずからは強い影響力をもったまま首相に就任。


    　自信を取り戻したロシアは、「ふたたび冷戦が始まっても、なにも怖いものはない」とアメリカとの対決姿勢を公言し、これを『新冷戦』と表するメディアも現れはじめた。とにもかくにも、プチロフ・ＦＳＢがロシアを支配することにより、ふたたび帝国への道を歩みはじめたのである。


    



    　ここまでが、ロシア発はつ祥しようから現代まで続く真実の物語である。


    　なによりロシアがすごいのは、近代では『ザ・グレートゲーム』を通してイギリスと覇はを競い、現代では『冷戦』を通してアメリカと覇権を争い、常に近現代世界史の主役であり続けたことである。その結末は、ロシアにとっていつも悲ひ惨さんなものだった。それでもロシアには、広大な領土に眠る無む尽じん蔵ぞうとも言える天然資源を力にして、何度でも世界史のうねりの中心に復帰できるだけの潜在力がある。


    　ロシアの歴史を大きな流れで俯ふ瞰かんすれば、「皇帝専制→共産制→秘密警察国家」となる。ロシア国民にとってのＦＳＢは、国を荒らすマフィアを蹴け散ちらし、栄えい華がを極める新興財ざい閥ばつを叩たたきつぶしてくれた救世主でもあり、ロシア権力基盤を安定させるための必要悪でもあったのだ。


    　こうしてロシアの歴史を聴くに及んで、以前ジリヤが「ロシア人はまともな内政を、ただの一度も経験したことがない」と言っていたことの意味を、俺は実感していた。また、ジリヤはＦＳＢに敵意を隠さないのに、一方でＦＳＢを認めるような矛む盾じゆんにも思える発言をしていたことの意味を、初めて理解できた。


    　やはりロシアは生半可な国じゃない。圧政に次ぐ圧政。独裁に次ぐ独裁。革命に次ぐ革命。だが妙なシンパシーを感じるのはなぜだろう。俺たちも革命家だからだろうか。


    　おそらく俺たちは、世界のどこへ逃げても、ＦＳＢから命を狙ねらわれ続けるだろう。ＦＳＢにはそれだけの力と意志があるはずだ。ロシアを屈くつ服ぷくさせない限り、俺たちに平へい穏おんは訪れない。だが……ロシアのような大国に打ち勝つことができるだろうか？


    　とにもかくにも、まずはロシアから逃げ切らねばならない。
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    　それから五日ほど俺たちは歩き続けた。


    　川を越え丘を越え、幹線道路を越え農道を越え、国境をめざした。夜には即席のシェルターを造り、入り口に火を焚たいて、四人が肩を寄せ合って眠り、寒さを凌しのいだ。莉り音おんの試算によると、一日四〇キロは進んでいると言う。


    　こういう探検に慣れている莉音のおかげで、俺たちはペースを崩さず、混乱に陥おちいることもなく、整然と進むことができた。食料になる雑草やキノコ類は莉音が見分けることができたので、ただの一度も食事に困ることはなかった。腹持ちしないから空腹が続いたことはたしかだが、体調を保たもち続けることができたのは栄養ある食事のおかげだろう。熱帯の冒険だと食事で何らかのウィルスからの病やまいを患わずらうことも少なくないそうだが、ロシアのような寒冷地帯ではそのような心配が小さかったのも幸さいわいしたのかもしれない。


    　水は二リットルのペットボトルに補充し、莉音の指示に従って少しずつわけて飲んだ。水場に行ったら補給し、リュックに入れて俺と莉音が手分けして運んだ。


    　たまにやってくる狼おおかみの群れには、サブマシンガンが圧倒的な威力を発揮した。探検用の装備は貧弱な俺たちだったが、武器だけは充実している。猛獣を追い払う装備としてはオーバースペックだ。


    　頭上では、戦闘機が往き来しはじめていた。ロシア側からＭｉＧ-31やＳｕ‐27の編隊が飛来し、グルジア方面に向かっていく。グルジア軍はゲリラ戦主体のようだが、戦闘機が役に立つのだろうか。


    　遠方から、砲撃の音も聞こえるようになってきた。戦闘地域に入りつつあるのだ。


    　ラジオからは、ロシアがグルジアのゲリラに手を焼いているというニュース。大規模な軍同士の戦闘ならともかく、ゲリラやテロのような攻撃には、どれほどの軍隊を持っていようと制圧は困難だ。


    　そしてニュースでは、国際商業銀行が、あいかわらずルーブルを売り浴びせ続けているとのことである。マスコミの非難は大きくなっていたが、恒こう太たは喧けん嘩か腰ごしだった。俺たちも早く戻って、一刻も早く戦いに参加したかった。


    　今は、歩き続けるしかない。
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    　夕刻。


    　俺たちは今日の寝ね床どこを確保しようと、真っ暗になる前にシェルターを作っていた。手慣れたものだ。もう莉音の具体的な指示なしでも、俺たちは手早くシェルターを作れるようになっていた。


    　シェルターの上部が完成したので、内部に敷く枯れ葉などを集めていたところ──。


    　近づいてきたヘリの音に、最初に気づいたのは莉音だった。


    「隠れて！」


    　莉音が叫び、俺たちはその指令に従った。約一週間にわたる苦難に満ちた逃とう避ひ行こうの末、俺たちは莉音を中心にした軍隊のようになっていた。ラルフは文句ばかりだったが、結局は素直に従っている。口は悪いが、意外と分ふん別べつある大人なのだ。


    　皆、散り散りになって木の陰に隠れた。


    　ヘリは俺たちの上空までやってきて、空中で制止する。どうやら着陸しようとしているらしい。


    　ここで降りるということは、俺たちは捕捉されているということだ。逃げられない。


    　戦うしかないのだろうか。


    　俺は銃を掲かかげ持った。


    　慌あわてたように、隠れていたラルフが飛び出した。


    「待て！　ＮＨ90だ！　あれは味方だ！」


    　ラルフはヘリに腕を振る。


    　ヘリの猛烈なプロペラは、ほぼ完成していたシェルターの屋根を吹き飛ばすほどだった。木々の間に割り込むように、強引に着陸してくる。


    　ＮＨ90──ＮＡＴＯの汎はん用ようヘリのはずだ。ロシア軍のものではない。


    　降り立ったヘリのドアが開かれ、軍服のひとりが身を乗り出し、俺たちを手招きしてくる。


    「ラルフ！」


    「ハワード！」


    「乗れ！　話は後だ！　撤退するぞ！」


    　俺たちはシェルターを放置し、転がり込むようにしてヘリに乗り込んだ。

  


  [image: ]
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    　ヘリはウクライナを突っ切り、一気にポーランド国境沿いに設置されているＮＡＴＯ軍基地にまで急行した。


    　基地は活況を呈しており、ズラリと国境に車両を並べている。ＮＡＴＯ混成の軍人たちがいそがしく立ち働いていて、臨戦態勢を敷いているように俺には見えた。これからロシアと戦争でも始めかねない勢いだ。


    　ＮＡＴＯ──北大西洋条約機構は、アメリカ、カナダ、ヨーロッパ諸国の二八か国によって結成されている世界最大の軍事同どう盟めいである。もともとは冷戦の最中、ソビエト連れん邦ぽうと対抗するために生まれた西側陣営による多国間同盟だ。だがソ連が崩ほう壊かいした今も、ＮＡＴＯは解散していない。同盟は今でも、ロシアを封じ込めるための重要な役割を担になっているからだ。表向きロシアはＮＡＴＯの準加盟国的存在だが、その実、ＮＡＴＯとロシアは緊きん迫ぱくした関係を持続しているのである。


    　ヘリの到着を待っていた軍人たちから、俺たちは手荒く引っ立てられ、ブリーフィングルームのようなところに連れ込まれた。どうやら歓迎はされていないらしい。二〇人ほどの軍人たちが押しかけてくる。


    　疲労と緊張で疲れ切っていたが、休ませてくれそうにはなかった。まるで重犯罪人のような取り扱いである。


    　俺たちと行動を共にしていたラルフが口にする。


    「それじゃあな。俺はこれからうまいメシをたらふく食って、ゆっくり休ませてもらうぜ。もう草はゴメンだ」


    「一緒にいないの？」


    　莉り音おんが詰なじるように言った。


    「なんで俺がてめぇらといなくちゃいけねぇんだよ。いいか、余計なことはしないで、洗いざらい吐き出せよ。てめぇらだって早くうちに帰りたいだろう」


    　それだけを言い残し、ラルフは早々と部屋を抜け出してしまった。俺たちそっちのけで十分に休息を取るのだろう。ラルフの後をひきついだ軍人たちと、俺と莉音と沙さ織おりが向き合った。


    　莉音が不満そうに口にする。


    「私たちも休ませてもらいたいんだけど」


    「すぐに休める。協力さえしてくれるならな」


    　軍人は、名乗りさえしなかった。掲かかげる勲くん章しようを見るに、アメリカの軍人だろう。アメリカ人だけで一〇人はいる。その他には、イギリス、ドイツ、フランス、イタリア、スペインなどのＮＡＴＯ主要国からひとりずつ、それからイスラエルの軍服もひとりいた。


    「それにしても、物々しい警戒ぶりね。ロシアと戦争するみたい」


    「不測の事態に備えているだけだよ」


    　別のアメリカ軍人も話に割って入ってきた。この場をしきっているのは、当たり前だがアメリカ人であるようだ。


    「話はわかっているだろう。単純なことだ。ロシアロケット社で開発していたもの──そのすべてを提供してもらう」


    「断ったら？」


    「紳しん士し的に済ませたいものだが……」


    　思わせぶりな口調で軍人が言った。


    「冗じよう談だんだって。もとより断るつもりなんてない」


    「結構。それから、認証プログラムを作った技術者を保護している。連れてきなさい」


    　軍人がひとり部屋を出て行く。そうかと思えば、柚ゆずさんを引き連れて戻ってきた。俺たちと同じように、いささか荒っぽい扱いだ。


    「莉り音おん部長……！」


    「柚ちゃん！　乱暴されなかった!?」


    　莉音は立ち上がって、柚さんの両手を握りしめた。


    「手荒なことはしていない。協力を仰いだのだよ。だが、その子にもどうすることもできないようだ」


    「部活に突然やってきた人たちがいて、最初は私、とっても怖かったんです。でも、恒こう太たくんが協力するようにって言ったんです。巳み継つぐくんが来るまでに認証システムを用意しておけって……」


    　ロシアロケット社の技術を不正な方法で利用しようとすると、必ずバグが発生する。アテスミサイルシステムにプログラムをはめ込んだ当の柚さんでさえも、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに利用はできない。俺の左眼の画像や映像で代用しようとしたり、無理にプログラムを改変しようとすれば、すさまじい速度でウィルスが産み出され、逆にシステムに侵しん入にゆうされることになる。そういう指示をしたのは莉音であり、プログラムを作ったのは柚さんである。


    　淡たん々たんとした口調で軍人が言う。


    「保護と言ってもらいたい。ロシアに確保されるよりいいだろう？」


    「それはどうかしらね……？」


    　莉音は少し不満そうに口にし、今度は居ずまいを正して続ける。


    「私にも聞いてほしいことがある。私のお父さん──羽は月づき一かず馬ま──エージェントとして仕事を受けたんだけど、ＦＳＢに捕まってるはず。交こう渉しようして取り戻してほしい」


    　ひとり軍人が進み出る。


    「イスラエル国防軍、アヤロンだ。率直に言って交渉は難しい。状況のほうはあとで説明しよう。協力してもらいたい」


    「……わかった。もともと協力することに異存はない。うちの衛星にアクセスできるコンピュータルームに案内してちょうだい」


    　そう言って、莉音は立ち上がった。
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    　テストでミサイルを発射したときと同じように、俺はカメラに左眼を近づけ、アクセス認証を行おこなった。管理画面が現れ、すべての操作が行えるようになる。俺が認証しさえすれば、アテスミサイルシステムをダウンロードし、柚ゆずさんのプログラムを無効化することも可能だった。


    　もちろんミサイルを発射することも可能だ。今はテスト用のダミー弾頭しか積まれていないミサイルが数個浮いているにすぎないから、撃ち落としたところで効果はない。ＮＡＴＯに捕まっていなければ、気晴らしにロシアへ撃ち込んでもいいのだが。


    　莉り音おんはキーボードに手を走らせ、システム一式のダウンロードを始める。


    「あとはプログラムを持っていってくれていいわよ。どうぞご自由に」


    　こちらを振り向いて、莉音は続ける。


    「お父さんへの対応、聞かせてもらえる？」
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    　俺たちは先ほどの部屋で、イスラエルの軍人と向き合っていた。


    「我が国が依頼したエージェントのひとりであることは、公的な場では発言しないでもらいたい。知っている相手も多いが、それがルールというものだ」


    「今後は注意するから。それで、どうすればいい？」


    「まず理解しておいてもらいたいのだが、交こう渉しようして、確実に身柄が帰ってくるとは思わないでもらいたい。外部のエージェントとはそういうものだ。それがルールだし、羽は月づき一かず馬まとてプロだ。それは本人が誰よりもわかっている。だからこそ我われ々われも依頼したのだ」


    「わかってる。それはわかってるの。個人的な、感情的な話になっちゃうけど、なんとしても救い出したい。できるだけ早く」


    「君の気持ちは理解できる。イスラエルとしても何らかの交渉はしてみるつもりだ。だが、期待をかけないでもらいたいということでもある」


    「……」


    「せめてもの救いは、殺されるとは考えづらいことだろう。殺したところでロシアが何か得をするわけでもない」


    　咳せき払ばらいをして、軍人は続ける。


    「それにＦＳＢなら、君の父親だという情報を掴つかむかもしれない。とすると、例のＩＣＢ──国際商業銀行の関係者の身内ということになる。今、ロシアとＩＣＢは敵対関係にあるし、利用できる材料を自みずから放ほう棄きしたりすることはない。殺される可能性はさらに低くなるだろう。交渉材料になりえるからな」


    「……話はわかった。私としても、無理を承しよう知ちで相談したの。こっちでなんとかしたほうが早そうね……」


    　苦しそうに莉り音おんは応じた。わかってはいたが、聞かざるを得なかったのだろう。


    「期待に添えず申し訳ないが、ゲームのルールは理解してほしい。報ほう酬しゆうの五万ドルは羽は月づき一かず馬まの口座に払っておいた。無事であればいいのだが……」


    　五万ドルと言えば、五〇〇万円弱だ。生きるか死ぬかの戦闘を繰り広げ、あれだけの負傷をした結末としては、割りに合わない。なんとも微妙すぎる報酬だが、この世界での一般的な相場なのだろう。少ないと思うのは、俺が日本人だからに違いない。国こく籍せきによっては、命を懸かけるに値あたいする大金に映ることもあるはずだ。


    　とにもかくにも、一馬おじさんとは無事で再会したい……。
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    　用件が済んでしまうと、俺たち──莉音、俺、沙さ織おり、柚ゆずさんの四人はあっさり解放されることになった。


    　あずけていた荷物を置いた来客用会議室のようなところへ案内され、「あとはどこへなりとも行け」と言われただけだ。実にあっけない。ここはＮＡＴＯ軍基地の出入り口に近く、マスコミなど部外者がやってきたときに応対する部屋らしかった。


    　俺たちの荷物と言っても、ラルフにお金を払って買わせたリュックやペットボトルしかない。持っていた銃火器は没ぼつ収しゆうされていた。まぁ基地を出ても銃器を持ち歩くわけにはいかないから、仕方ないかもしれないが。捨てるようなものばかりだったが、残すものはないかと最後に分別していると、コンコンと部屋がノックされ、事務官らしき女性が入ってくる。


    「来客がお見えです」


    「は？　来客？」


    　意表を衝つかれ、俺は言った。


    　事務官は無表情でうながしてくる。


    「ご案内します。こちらへどうぞ」


    　よくわからないまま、俺たちは事務官のあとに従った。


    　案内された部屋に入ると、制服姿の、見たこともない二人が待っていた。さて誰だろう。


    　二人は立ち上がって俺たちを迎える。


    「よくぞご無事で。防衛省情報本部、内ない藤とうです。大おお原はら総理から、無事に帰国するまで守護するよう申し遣つかって参りました。総員一二名、外で待機しています」


    「お初にお目にかかります。中国国家安全部、周しゆうです。郭かく首相から、もしものことがあれば四名を護衛するよう、厳命されております。部員一四名、同じく外で待機しています」


    　意外だと言わんばかりに莉音は肩をすくめる。


    「これから帰ろうと思っていたところなんだけど、びっくりしたなぁ。こんな風に物々しく出迎えられる必要ある？」


    「敵はＦＳＢ。そしてここは欧州です。日本に帰国するまでは、命の危険があると思ったほうがいい」


    　真剣な面おも持もちで、内ない藤とうが言った。


    「でも私たちの手持ちのカードは、洗いざらい、ＮＡＴＯ諸国に提供しちゃったし……ＦＳＢが私たちにちょっかいを出してくる理由ある？」


    「ご存じないのですか？　国際商業銀行のポーランド本店が本日、何ものかの手によって爆破されています。死者四名、重軽傷者一三名の被害を出し、ポーランドでの営業がマヒ状態になっております」


    「……え？」


    　莉り音おんも俺たちも、言葉に詰まった。今日のニュースはまだ聴いていない。いつもはシェルターを準備し終わったあと、食事をしながらラジオに耳を傾けていたのだが、その直前にＮＡＴＯに身柄を拘こう束そくされていたからだ。


    「一時パニックに陥おちいった預金者が銀行に押しかける事態に発展しかけましたが……国際商業銀行の春かす日が頭とう取どりが『ポーランドでのテロ行為による経営面での影響はない』との声明を発表し、平静を取り戻しています」


    「……恒こう太たは無事？」


    「はい。総理の指示で、我われ々われが総力を挙あげて護衛しています」


    「国際商業銀行がロシアに対してしかけている攻撃で、ルーブルが下げ落らくしてるってニュースは聞いていた……。そっか、だからＦＳＢは……」


    「もともとＦＳＢと俺たちは全面戦争中なんだ。戦いは、まだまだ終わっちゃいないってことだな」


    　俺は莉音を向いて言った。


    　国家安全部の周しゆうが口にする。


    「ＮＡＴＯの連中だって、ここを出たとたん、あなたがたが殺されるかもしれないとは知っています。でも彼らにとっては関係ない。だから代わりにお迎えにあがったのです」


    「ロシアロケット社も再建して、奪い取られたミサイル開発機材や実験ミサイル群も取り戻さなくちゃいけない。あれは俺たちのものだ。今回の仕事で労を執とってくれたイヴァンも逮たい捕ほされたままだから、解放しないと。彼らを放置するなんて、革命部の名折れだろう？　そしてなにより一かず馬まおじさんだ」


    　熱心に俺が言うと、内藤が渋じゆう面めんをつくる。


    「羽は月づきは、防衛大のときの同級生で、第二幕ばく僚りよう室や情報本部でも一緒でした。なんとかしたい。個人的には気に掛けておりますが……なにぶん他国の工作を請うけ負おった立場である以上、日本国こく籍せきを楯たてにして強く働きかけるわけにもいかず……防衛省としてはお手伝いが難しく……。外務省を通して交こう渉しようしてもらえれば……」


    「わかってる。お父さんのことは、私たちで救出しなくちゃいけない。それに武器もなしで、ＦＳＢと戦えるわけもないし……護衛をお願いしたい。助けてくれてありがとう」


    「油断しないでください。我われ々われも全力を尽くしますが、敵はＦＳＢです」


    「ところで、日中両国の共同作戦なの？」


    「まさか！　たまたまかち合ったのです。本来は我が国と中国の情報部がこのように同席することなどありませんが……目的が一緒の組織同士、反目しても仕方ありませんから……。なんといっても相手が相手です」


    　冷淡な内ない藤とうの言葉に、周しゆうも冷ややかに同意する。


    「その通り……中日が共同して極秘行動を取ることなど考えられないことです……。国家安全部としては、日本が出で張ばってきた以上、お任せせざるをえません。しかしなにもせずに引き下がるわけにも参りませんし、内藤さんにひとつご提案をさせていただいてもよいでしょうか」


    「提案、とは？」


    　内藤は眉をひそめて周を見やる。


    「入れ替わりましょう。我々に成りすまし、そのままポーランドの中国大使館に入ってください。話は通しておきます。頃ころ合あいを見計らい大使館を出て、日本へ向かうというのは？」


    「なるほど……。では国家安全部が我々のフリをして、ＦＳＢの目を惹ひきつけてくださると？」


    「そういうことです。服装もすべて交換しましょう。一度日本へ入りさえすれば、そう簡単にＦＳＢは手出しできなくなる」


    「それは助かる。その提案、乗らせていただきましょう。ＮＡＴＯ内にもＦＳＢのスパイはいるものと思ったほうがいい。国家安全部は何もせずに中国大使館へ引き上げたという情報を流しておけば、十分時間稼かせぎにはなりますね」


    「服を変えるだけで変装できるかしらね？」


    　莉り音おんが訊きくと、内藤はうなずく。


    「男装してもらいましょう。といっても、我々と同じような制服を着て髪を隠してもらうだけですが」


    　話は決まったので、俺たちは揃そろって席を立った。


    



    
      ◇

    


    



    　部屋を出ると、ラルフが壁に寄りかかって待っていた。最後の別れでもしてくれるというのだろうか。


    　内藤と周には先に外で待ってくれるように言い、俺たちはラルフと向き合った。ひときわ小柄の莉音がラルフと相対すると、巨熊を前にした幼子のようだ。


    　すっとぼけた顔で、興味なさげにラルフは口にする。


    「日本と中国の情報部を引き連れて、ご大層なことだ。どうやら俺の手助けは必要ないようだな」


    「ラルフ、ありがとう。あなたがロシア脱出の指揮を執とってくれたから、巳み継つぐも沙さ織おりもこうして無事なんだと思う」


    「莉り音おんの言うとおりです。ありがとうございました」


    　俺も礼を述べると、沙さ織おりも続く。


    「ラルフさん、ありがとうございました」


    「てめぇらを助ける義理なんざねぇのに、ラングレーのクソ野郎どもが勝手に俺を指名してきやがっただけだ。こっちはいい迷惑だぜ」


    「ＣＩＡが嫌いやになったら教えて。私たちが雇やとってあげる」


    「ケッ、とっくに嫌だっつーの。だがな、誰がてめぇらなんぞに雇われるかクソ野郎が。ありえん、死んでもありえん」


    「あはは、気が向いたらでいいわよ。それから、お父さんもラルフには感謝してると思う」


    「……羽は月づき一かず馬まの件は、こっちでも探さぐってみよう」


    　ぼそりとラルフが口にすると、意外そうに莉音がラルフを見やる。


    「前から思ってたんだけど……ラルフ、本当は優しいわよね」


    「なんだとぉ？　寝ぼけたこと言ってんじゃねぇぞ。てめぇらなんぞ野の垂たれ死じのうが興味ねぇんだよ」


    「フフ、あなた海かい胴どうのときも似たようなこと言ってたわよ。また冒険できると楽しそうね。それじゃさよなら」


    　莉音は微笑ほほえみながら別れを告げた。海胴もラルフの扱いに長たけていたようだったが、莉音も把は握あくしてきたのかもしれない。


    　去り際ぎわ、ラルフが声をかけてくる。


    「例の毒草、とんでもなくマズかったぜ。あの味は忘れねぇよ」


    　莉音は最後に手を振って応じた。


    



    
      ◇

    


    



    　情報本部と国家安全部の面々はお互いの服装や車両を交換し、ＮＡＴＯ軍施設をあとにした。


    　それからすぐワルシャワの中国大使館に入り、あたりに不審な動きがないことを重々確認してから、俺たちはワルシャワ・フレデリック・ショパン空港へ急いだ。国家安全部のほうはまだＮＡＴＯ本部を出ていない。俺たちが飛行機に乗ったのを見計らい、ＮＡＴＯ本部をあとにすると言う。


    　空港に着く前に、俺たちは偽ぎ造ぞうパスポートを渡された。俺は田た中なか、莉音は佐さ藤とう、沙織は千ち葉ば、柚ゆずさんは橋はし本もとという名前で、写真は俺たちのものが貼り付けられている。だが偽造と言っても、本物でもある。怪しげな組織が作ったものではなく、日本政府が公式の素材と手順に則のつとり、正式に発行したものだったからだ。


    　無事に飛行機に乗り込み、ようやく長い長い逃亡劇から解放され気分を休めることができた。ロシアの領空近くを通らない限り、飛行機が撃ち落とされることはないはずだ。情報本部のメンバーは、それぞれ他人に扮ふんしつつ、素知らぬ顔で俺たちのまわりに座っている。冷静に考えれば国家に護衛される革命家というのもおかしいが、俺たちは大おお原はら総理の大スポンサーだ。総理としては、俺たちにもしものことがあれば困るのだろう。


    　俺たちはファーストクラスで、この一連の出来事を語り合っていた。


    　皆で飛行機に乗るのが楽しそうに、柚ゆずさんは饒じよう舌ぜつに語る。


    「恒こう太たくん、毎日そわそわして仕事も手につかないみたいでした。テレビ局にも行かなくなって、難しいお話もしなくなったんです」


    「本当？　そんな恒太って想像つかないわ」


    　沙さ織おりは信じられないようだった。


    「一〇分ごとに七階に降りてきて、『アイツら大丈夫だと思うか？』って私に聞いてくるんです。目の下が真っ黒で、つかれてるみたいでした」


    「アレでも意外と恒太は、俺たちのことを心配してるからな」


    　俺の話に、莉り音おんも同意する。


    「あの子は本当は仲間想いなのよ。普段がアレだから、そうは見えないけどね」


    「みんなで無事に帰れば、恒太くん、とっても喜んでくれると思うんです」


    「じゃあ恒太の泣き顔が見られそうね」


    　莉音は苦笑した。


    「嬉うれしすぎて、恒太くん、一日中泣いちゃうと思います。そのくらいハラハラしっぱなしだったんです」


    　そのとき国際ニュースから、ロシアとグルジアの話題が飛び込んできた。俺たちは耳をそばだてる。


    「ロシア領内に侵しん攻こうしていたグルジアの民兵とゲリラ部隊は撤退を開始し、ロシアとの休戦協定に向けて交こう渉しよう中とのニュースが入って参りました。ロシア軍に従軍している記者からの情報によりますと、昨日から、両陣営からの銃撃や砲撃の音は一切聞こえず、戦闘が中断しているようであります。繰り返します。ロシア領内に侵攻していた──」


    　ＮＡＴＯ諸国──とくにアメリカとしては、用件が済んだということだろう。グルジアは利用されたのはたしかだが、その代わりアメリカやＥＵ諸国から何らかのメリットを引き出したに違いない。各国を敵に回してしまったロシアが、一番ババを引いたわけだ。


    



    
      ◇

    


    



    　空港に到着しても、情報本部のメンバーはまったくの他人を装よそおって、俺たちを取り囲むようについてきた。日本まで来てしまえば安全度は格段に上がるが、しばらく俺たちが行くところに護衛として付いて回るそうだ。


    　素知らぬ顔で傍そばを歩いていた内ない藤とうに、莉音が近寄って尋たずねる。


    「官邸には後日お礼に行くつもりだけど、いつまで警護してくれる予定？」


    「我われ々われは情報本部長の命令を実行しているにすぎません。命令に変更があるまで、厳重に警護します」


    　内ない藤とうはあたりに視線を走らせてから、ひそひそ話をするように続ける。


    「内ない調ちようを通して公安調査庁から上がってきた報告によりますと、ロシア大使館の動きが活発化しています。電車など公共交通機関での移動は極力控えてください。移動が必要なら、私たちの車に乗ってもらいます」


    　内調は、内ない閣かく情報調査室。防衛省情報本部、公安警察、公安調査庁、外務省国際情報統括官組織などの日本の諜ちよう報ほう関連省庁から上がってくる情報を取りまとめ、内閣などに報告したりするのが仕事だ。スパイや工作員などの実じつ働どう部隊が所属しているわけではなく、少数の情報分析官で構成されているだけの、ごくごく小さな組織である。


    　莉り音おんは俺を見やって言う。


    「ＦＳＢとの戦いが終わるまで、家に帰ったりしないほうがいいわね。しばらくは隣のホテルに寝泊まりすることにしましょう」


    「そうみたいだな……。隣のホテルで空いている部屋は、ぜんぶ押さえちまおう。できれば入ってる予約とかも、こっちで金を積んでキャンセルしてもらって、革命部でホテル丸ごと借り切ってしまってもいい」


    　国際商業銀行の隣にあるビジネスホテルに、高性能爆薬でも設置されてはたまらない。念には念を入れるべきだろう。


    　莉音も同意する。


    「そうね。じゃあ巳み継つぐ、戻ったらホテル側と話をつけてくれる？」


    「了解」


    　内藤が口をはさんでくる。


    「そのホテルの何部屋かはお借りしたいですね。それと、銀行のなかにも我々を待機させていただきたいのですが……よろしいですか？」


    「もちろん。ホテルの部屋も貸すし、行内を自由に歩き回ってくれて構わない。それと六階が丸々空いてるから、しばらく防衛省が自由に使ってくれていいわよ。機材があれば、運び込んでもらって構わないし」


    「ありがとうございます。ご協力を感謝します」


    「守ってもらって感謝するのは私たちのほうだけどね」


    　今は味方と言っても、防衛省情報本部の面々はスパイである。スパイをなかに入れるのは気が引けるが、仕方ないのだろう。次は俺たちがロシアへ攻撃をしかける番だから、防御態勢には万全の方策を敷いたほうがいい。


    　ゲートを抜け、情報本部が複数台の車を待機させている場所へと歩きながら、莉音は別の話題を切り出す。


    「ところで、内藤さんってお父さんと同期だって言ってたわよね？　お父さん、たった四年で防衛省やめちゃったけど、文句出なかった？」


    「はて、羽は月づきなら防衛省に三〇歳までいましたよ？」


    「三〇歳って……そのときはもう、冒険家だったわよ？」


    　内ない藤とうと莉り音おんの話は噛かみ合っていなかった。


    「ああ……冒険家ではありましたね……。でも羽月は当時、情報本部に所属していました」


    「どういうこと？」


    「羽月は表向き、防衛省をやめて冒険家に転身したことになっている。しかし冒険家は単なるカヴァーであり、本当のところは防衛省に在ざい籍せきしていたのです。そのころの羽月の冒険費用は、すべて情報本部の機密費から出ていました。もう過ぎ去った昔のことです」


    「……え？　マジ？」


    　莉音は目を丸くした。俺も意表を衝つかれた。予想外の話である。


    「当時、羽月が冒険家として出かけていた場所は、ほとんどが紛ふん争そう地域ですよ。政府がＰＫＯの派は遣けんを検討している地域の事前調査とか。それから日本がＯＤＡを予定している国の、反政府勢力のレポートとか……。すべて、国こく益えきに関連した危険地帯です」


    「お父さんって昔……日本のスパイだったんだ……」


    「有あり体ていに言えばそうなります。リスクの大きい仕事ですが、誰かがやらなくちゃいけないことなので。羽月は最優秀の諜ちよう報ほう員でしたから、やめるときは情報本部が全力で引き留めようとしたものです。機密費も一〇倍の支給を約束したり、大幅な昇進を約束したりと、私たちも懸けん命めいに説得しましたが決意は揺るがず……。ああいう男がやめてしまうのは、日本にとって損失以外の何ものでもありません」


    「そうだったんだ……どうしてやめたのかしら？」


    「なんでも、これからは娘さんと一緒に、特定の国家とは無関係の立場で、世界を巡る冒険をしてみたくなったのだとか……。ミイラ取りがミイラになったということでしょう。娘さんとは、あなたのことですね」


    　内藤は、うかがうように莉音を見やった。


    「三〇歳っていうと、ちょうど私が冒険に連れ出されたころ。じゃあたぶん、私と冒険を始めるために、防衛省をやめたのね」


    「最初は私も、防衛省をやめて、生きつ粋すいの冒険稼か業ぎようで生活していくなんてバカげたことだと思いました。生活はとたんに不安定になる。それどころか、冒険費用というのは相当なお金がかかります。できるわけがない。……しかし羽月には、それ以上に思うところがあったのでしょう。……その後、彼とあなたの冒険の記録を雑誌などでときどき見聞きしましたが、嬉うれしい気持ちになったものです」


    「実際ずっと貧乏だったし、ちょっとした冒険費用を捻ねん出しゆつするだけでも苦労しまくったけどね」


    「その娘さんが今では、こうして世界に名だたる企業グループを経営されている。羽月は、すべてをなげうってあなたに賭かけた。驚くべき結果です。本当の本当に、驚くべきことだ……。語ご彙いの少ない私には、適切な言葉が思い浮かびません」


    　内藤の声には実感がこもっていた。


    　莉り音おんは隣を歩く俺を見やって、少しだけはにかむ。


    「……今みたいな話を聞くと、がんばらないといけないなぁって思うわね」


    「莉音はもう十分にがんばれているよ。ひとりで背負い込むなよ。俺たちもいるからさ」


    　俺は莉音の肩に手を置いて、強い調子でそう言った。


    　どうして一かず馬まおじさんが冒険家になったのか、すべて合が点てんがいった。一馬おじさんは莉音のために防衛省を離れ、莉音に世界のすべてを見せようと、身を捨てて一個人の冒険家として生きることに決めたんだ。


    　当時六歳か七歳の莉音を紛ふん争そう地帯に連れていくわけにもいかなかったんだろう。莉音を育てるために、一馬おじさんは新しい一歩を踏み出した。それが巡り巡って、俺たちは今、こうして多た国こく籍せき企業を経営するまでになり、世界革命のために死力を尽くしている。それはきっと、一馬おじさんの小さな決断から始まる、長い長い物語があったのだ。


    



    
      ◇

    


    



    　銀行に着いてすぐ、俺たちは八階の頭とう取どり室へ揃そろって直行した。恒こう太たは心配してくれたようだったから、安心させたかったのだ。


    　頭取室に恒太はいた。柚ゆずさんの話通り、目の下にはくっきりとクマができていて、しばらく眠っていないらしかった。


    　俺たちが入っていくと、恒太はほんの一瞬だけ喜色を浮かべた。しかし、いつもの得意げな顔に戻り、ソファに腰かけて足を組み、俺たちを王のように睥へい睨げいしてくる。


    「ほう……無事なようだな。この俺にばかり仕事をさせて、どこでサボっていたのかね？」


    「ただいま。今帰ったよ」


    　旅行から帰ってきたように俺は言った。


    　莉音、沙さ織おり、柚ゆずさんも続く。


    「ただいま」


    「ただいま。心配してくれたみたいね」


    「ただいまです、恒太くん」


    「やれやれ、革命部グループは諸君らに任せておくわけにはいかないようだな」


    　恒太はうんざりしたように首を振った。


    　言葉はえらそうなくせに、どれだけ心配していたかは柚さんからすべて聞いている。それを知らない恒太は、さらに尊大に続けていく。


    「やはりエースは、俺でなくては務まらん。革命の責務はこの俺が背負わなくてはならないようだ」


    「あんたが私たちをすっごく心配してたって聞いたわ。意外だったけど、でも、ありがとう」


    　そう沙織が言うと、恒太は目を見開く。


    「な……なにをバカな。この俺の辞書に、心配などという文字はない。おりおりを見ないと思ったら、ロシアで山やま籠ごもりでもしていたらしいな。奥おう義ぎは身につけてきたか？　どれ、修行の成果を見せてもらうとしよう」


    「はいはい、恒こう太たも戦ってくれてたみたいね。ラジオでときどき聞いてた」


    　沙さ織おりは恒太の挑発に乗らず、淡たん泊ぱくに応じた。


    　莉り音おんも言う。


    「ロシアに喧けん嘩かを売ってるみたいね。ＦＳＢの攻勢をかわせたのも、もしかしたら恒太のおかげだったのかもしれない。ロシアは混乱してるから」


    「なに、まだ手始めだよ。この俺が本気を出せば、ただちにロシアは屈服するだろう。実を言えば、俺には一気に世界を降伏させる軍事力もあるのだが……俺は現実改変能力を持つシナリオライターでもある。こうして段階を踏むのは、ドラマ演出上の配慮と思ってくれたまえ」


    「国際商業銀行が売り浴びせたせいで、ルーブルが下がり続けてるな。このまま攻撃を続けて、一かず馬まおじさんを取り戻そう。逮たい捕ほされてるイヴァンや、ロシアロケット社の財産もだ」


    　俺の言葉に、恒太は血相を変える。


    「か、一馬おじさんだと!?　捕まったのか!?」


    「私たち、手負いの一馬おじさんと別れて脱出したの。だからたぶん……」


    　沙織は言葉をにごらせた。気落ちした沙織に代わり、莉音が続ける。


    「……殺される理由はないことが、せめてもの救いよ。だから無事だとは思う」


    「捕ほ虜りよだろう……ひどい扱いを受けてなけりゃいいけど……」


    　俺たちはそれ以上の言葉もなく、うち沈んだ。


    　皆は言葉に詰まっていたが、最初に口を開いたのは恒太だった。


    「……落ち込んでばかりでは仕方あるまい。どうせロシアロケット社を奪い返すのだろう？　ならば、一馬おじさんも取り戻すまでだ。俺たちの本気を見せてやろうではないか」


    「いいこと言うじゃないか。ロシアが泣きを入れてくるまで攻撃を続けるんだ。今まで防戦一方だったけど、これからは攻守逆転、こっちが攻勢をかける番だ」


    「そうね。莉音、絶対に無事に救い出しましょう。私もがんばるからね」


    　そう言って、沙織は莉音の腕を握りしめた。柚ゆずさんも莉音を抱きしめるようにして口にする。


    「私もがんばろうって思います。莉音部長、私、なんでもします。なんでもおっしゃってください」


    「みんな……ありがとう……ありがとうね……」


    　莉音は感極まったように言った。


    「俺たちは世界を変える革命家だ。国家のひとつやふたつ、ギガスでひねり潰つぶせないわけがない！　ＦＳＢだろうがロシア連れん邦ぽう軍だろうが、かかってくるがいい！　ククク、この俺の最終奥義──雷神双槍斬ライトニングランスバスターで一息に薙なぎ払ってやろう！」


    　恒太は新しい最終奥義を完成させたようだった。最終のはずなのに、いくつも技があることには、今はあえて突っ込むまい。


    　部費、二九五兆一〇〇〇億円。借しやつ金きん、三二一兆六四〇〇億円也なり。

  



  
     第四章　通貨戦争（一）


    



    　久々に革命部オフィスへ勢せい揃ぞろいした俺たちは、継続中のロシア戦のために議論を戦わせていた。


    「諸君、現状を整理しよう。国際商業銀行の手持ちの預金を使い、ルーブルを売り浴びせている。俺が攻撃を始める前より、ルーブルは一〇％も落ち込んでいるぞ。さすが俺としか言いようがない」


    　恒こう太たはテーブルに拳こぶしを打ち付け、話を続けていく。


    「また、俺自身が各国のマスコミを通してロシアを売り浴びせる旨むね、幾いく度ども放送している。おかげで全世界の投資家は、ロシア関連のものについて売り傾向になっている」


    「今じゃ恒太の発言は、国際的影響力が大きいからな」


    　俺も恒太の方向性には賛成だった。


    「そしてこの俺の被害状況だ。一昨日、国際商業銀行ポーランド本店が何ものかにより爆破された。死傷者まで出ている。死亡した行員の家族には一律二〇〇〇万円を慰い霊れい金きんとして渡している。これはポーランドでは巨額だ。いずれ俺がＥＵに渡った際、見舞いに訪れなくてはなるまい。また負傷者には、病院にかかる全費用を負担し、給料およびボーナスも割り増しでの支払いとしている」


    「どう見てもロシアがやったのよね？　これからも、攻撃される支店が出てきそう……」


    　悩ましげな沙さ織おりの言葉に、俺がうなずく。


    「各国政府関係者の間では、国際商業銀行ポーランド本店を爆破したのはロシアＦＳＢの仕し業わざだって憶おく測そくが、まことしやかに語られてるらしいけどな。このタイミング、頭さえ働かせれば誰だってそう思うはずなんだ」


    「ポーランドはロシアから近いし、ＦＳＢのスパイも多いからね。でも証しよう拠こがない。ＦＳＢの謀ぼう略りやくだってことは想像がつくけど……」


    　莉り音おんは言葉をにごらせた。


    　そう、証拠さえなければ、どこまでいっても憶測にすぎない。真相に近いところにいる関係者の間では事実として語られても、通常のニュース報道にならなければ効果は薄い。なぜなら一般人は、「ニュースなんてアテにならないよね」などと言いながら、その実は忠犬のようにニュース報道に従順で、報道に乗らない情報は相手にしないからだ。


    　恒太は説明を続けていく。


    「おかげでポーランドの関係店てん舗ぽ網は混乱しかけたが、この俺の華か麗れいな手腕により乗り切っている。だが、アメリカや日本やヨーロッパの大国で同じ事が起きれば、より大きな混乱をきたすだろう」


    「日本は大丈夫でしょう。政府がこの周辺を警備してるだけじゃなくて、日本人とロシア人の見分けは簡単につくからね。でもアメリカやＥＵは今後も狙ねらわれる可能性はあるわよ」


    「ポーランドもＥＵ圏だし、次はドイツやフランスあたりが狙われてもおかしくない。注意しないと」


    　俺も莉り音おんに同意した。


    「全世界の関連金きん融ゆう機関に、注意をうながしておきましょう。不審な物や人を見かけたら、警察に報告するなりして対応するようにって」


    「お互いに叩たたき合いの勝負だな。どちらが先に音ねを上げるか……。ある程度の犠ぎ牲せいは仕方ない」


    　俺が肩をすくめて言うと、恒こう太たが俺を指さしてくる。


    「その通り。これは革命部とロシアのチキンレースなのだ。だが、真っ向勝負なら俺たちのほうが強い。国際商業銀行は、国より強いグローバルバンクなのだからな」


    「それ、恒太がＣＭで言ってるだけのキャッチコピーじゃないの」


    　とっさに沙さ織おりが指摘した。


    「フッ、資金力は俺たちのほうが上なのだ。ルーブルを売り浴びせて、ロシアの財政を破は綻たんさせてやればいいのだよ」


    「根本的なことかもしれないけど……教えて。ルーブルを売り浴びせれば、通貨の価値が下がるのはわかるわ。でも、それでロシアが困ったりするの？」


    「おやおや、これだから小娘は──」


    　恒太が得意げに解説を始めようとすると、沙織はサッと俺を向く。


    「私は巳み継つぐに聞いたの」


    「な、なん、だと？」


    　予想外の仕打ちだったのだろうか、あからさまに恒太は狼ろう狽ばいした。


    　代わって俺が、沙織に説明する。


    「簡単な話だ。通貨は国力そのものと言っても過言じゃない。通貨の価値が下がれば、国家の購買力が下がるんだ。たとえば日本なら、少なくない食料品を輸入してるだろ。外国産のオレンジが今はスーパーで一〇〇円で買えるけど、日本円の価値が半分に下がれば、オレンジの値段は二〇〇円になってしまう。石油もコンテンツも兵器も何もかも、同じような影響を受けるわけだ」


    　沙織が言葉を消化したのを見て取ってから、俺はゆっくりと続けていく。


    「もっと恐ろしいのは、これが外国から借りたお金にも当てはまるってことだ。今はほとんどの国が、世界中から借しやつ金きんを重ねてる。ロシアだって海外から借金をして、莫ばく大だいな資金を調達してるわけだ。自国通貨の価値が半分になると、海外の通貨で借りていた借金一〇〇円が、実質借金二〇〇円になる。考えてみな、革命部がかかえる借金が倍になったとしたらってさ。……俺たちが返却しなければいけないお金は三〇〇兆を超えてるはずだけど、それがあっという間に六〇〇兆になってしまうわけで……。いきなり借金が倍になれば、どんな国も企業も破は綻たんするよ」


    「……だからロシアのルーブルが暴落すればするほど、ロシアは追い込まれるわけね？」


    「借しやつ金きんで首が絞まるし、国際市し場じようから必要な物資も購入できなくなる。危機的状況だよ」


    「でもひとつ疑問なんだけど……よくニュースで、円高が悲ひ惨さんみたいに言われてるでしょ？　それって日本円が強くなりすぎてて、日本の通貨の価値が上がってるってことよね？　だったら良いことのはずなのに、どうしてニュースで大問題だって騒がれてるわけ？」


    　沙さ織おりの指摘はもっともだった。俺は努めて優しく口にする。


    「うーん、難しい問題だな。日本は輸出産業が強いから、円高になれば輸出が難しくなる。輸出企業はピンチだ。輸出産業の強さが国の工業力を測るバロメーターでもあるから、長期的な視点で見れば、国の産業が衰すい退たいしてしまう可能性は大きくなる。でも国家全体として考えれば、マイナス面ばかりじゃない。輸入企業は潤うるおうし、あらゆる戦略物資が安く仕入れられる」


    　沙織が話についてきていることを確認し、俺は続けていく。


    「通貨が暴落して破は綻たんした国は少なくないけど、通貨高で滅亡することはない。通貨の高さは、国の強さなんだ。だから円高が騒がれるのは、産業構造が大きく変化してしまうことへの危機感じゃないかな。たしかに輸出産業が弱体化していく恐怖感はあるだろう。でも日本の通貨高は、日本経済が強いということの表われでもあるから、あながち悪いというわけでもないんだよ」


    「そうなんだ……わかってきたわ。複雑な問題なのね……」


    　沙織は理解してくれたようだった。


    「ほう、巳み継つぐも言うようになったじゃないか。俺が指導した成果が現れはじめたようだな。もっとも、まだまだ俺には遠く及ばないわけだが」


    　恒こう太たの言葉には取り合わず、俺は莉り音おんに言う。


    「じゃあ莉音、これからはルーブルへの攻撃を強めて、さらに暴落させる方向でいいわけだな？」


    「その路線は徹底するとして……考えてみたんだけど、攻撃の対象を広げましょう」


    「攻撃の対象？　他も狙ねらうのか？」


    「これは革命部とロシア連れん邦ぽうの全面戦争だからね。完かん膚ぷ無きまでにロシアを屈服させてやるの。そのためには、ルーブルだけを売り浴びせていても効果は弱い。ルーブルの価値を支えている原油価格を暴落させないと、本当の意味でロシアを破綻に追い込むことは難しいわ」


    　そう言って莉音は立ち上がり、ホワイトボードを引き寄せてマジックを取り上げた。


    



    ■ロシア攻撃計画


    ①ルーブル攻撃


    ②ロシア証券市場攻撃


    ③原油安へ誘導


    



    　そこまで殴なぐり書きした莉音は、俺たちを振り向く。


    「①ルーブル攻撃は恒太が始めた戦いね。これは今まで通り継続で良しと」


    「ククク、当然だ。この俺がしかける秘術に隙すきはない」


    　大っぴらに宣言して売り浴びせている最中なのに、どこが秘術かは知らないが、恒こう太たは意味深にほくそ笑んだ。


    「それで②ロシア証券市し場じよう攻撃だけど、めいっぱいＲＴＳで売り浴びせるの。ルーブルだけでなく、ロシアの上じよう場じよう企業の株式も一気に大暴落させるわけ」


    「なるほど。ＲＴＳに上場する企業株を売り浴びせて暴落させれば、ロシア経済は混乱するな。ＲＴＳの規模は小さいから、もっとも手早く効果が上がりそうだ」


    　そう俺は応じた。


    　ロシアにおける主要な証券市場はふたつある。ひとつはロシア取引システム（ＲＴＳ）であり、取引にはアメリカドルとロシアルーブルが用もちいられ、外国人投資家が参加している。もう一つはモスクワ銀行間通貨取引所（ＭＩＣＥＸ）で、こちらはロシア国内の投資家が参加する。


    　ロシアロケット社も、その株式の五〇％を持っていたコークスミサイルカンパニーも政府保有の会社だから上場していなかったが、ロシアの多くの資源関連企業が上場し、ロシア経済を支えている。


    「企業の株が下がると、それも影響あるの？」


    　沙さ織おりは首をかしげた。


    「あるわよ。日本におきかえてみなさい。たとえば今の日経平均は一〇〇〇〇円と言われているけれど、これが五〇〇〇円を割るようなことがあれば、金きん融ゆう機関が次々に破は綻たんしていく」


    「どうして企業の株が下がると、銀行とかが破綻するのかわからないわ」


    「金融機関は上場企業の株式を大量に保有してるから。万一、日経平均が二〇〇〇円とかになれば、金融機関は吹き飛ぶでしょうね」


    　俺は同意する。


    「いいじゃないか。ロシアの金融機関を破綻に追い込んでやるわけだ」


    「やりすぎると経済が壊滅するわね。でも、私たちがなりふり構わず捨て身で売り浴びせれば、ロシアくらいの中堅国なら滅ほろぼすことも可能よ。それをこれから、あまねく世界に見せつけてやりましょう」


    　ロシアは、ＢＲＩＣｓに連つらなる新興国のひとつで、経済規模は大きいほうだ。ロシアのＧＤＰは、日本の二〇％ほどの規模である。腐くさっても鯛たい──冷戦時代に世界を二分したロシアは、十分に強い。そもそも資源埋まい蔵ぞう量が世界ナンバーワンだ。世界を見渡せば、ロシアより国力が脆ぜい弱じやくな国のほうが多いのである。それでも一対一のガチンコ勝負なら、今は革命部グループに分があるということだろう。


    「この俺が率ひきいる国際商業銀行がしかける経済戦争で苦戦する相手など、世界に片手で数えるほどしかない。せいぜいアメリカと日本くらいなものだろう。だが、アメリカすら滅ぼす力を手にいれるのは時間の問題だ。ククク、この俺の闇やみのギガスさえあれば、世界など地獄の業火ザ・インフエルノで焼き尽くしてくれるわ！」


    　いつからギガスは炎が飛び出るようになったのだろうか。恒太の眼から炎……カッコいいというより、コメディにしか思えない。


    「それから③原油安。ルーブルの価値は、原油価格によって担たん保ぽされている。だからルーブルを大暴落させたいなら、原油価格を暴落させる必要があるわけ。ジリヤやイヴァンも言っていたことだけど、ロシアは石油によって成り立っているの。ロシアは全輸出額の五五％が石油だけで占められてるからね」


    「輸出の半分以上が石油!?」


    　沙さ織おりは頓とん狂きような声を上げた。


    「そうそう。日本とロシアを比較すればわかりやすいわ。日本だと、輸出物の七五％は資本財や中間財（商品の原材料となる製品・部品、および工作機械）になるの。私たちの目に触れる海外の商品──自動車やカメラやパソコンなんかの最終製品には、実は日本製の部品が大量に使われてる。日本はたくさんの最終製品を輸出してると多くの人が思ってるけど、実はその割合は二〇％しかなくて、もっと重要な、日本でしか製造できない部品を世界に供きよう給きゆうしてるってわけ。つまり日本には、何十万、何百万種類もの輸出品目があるってこと」


    　ゴホンと咳せき払ばらいして間をおき、莉り音おんは続ける。


    「でもね、ロシアって国は、石油しかない。たったひとつ。信じられないくらい、産業構造が歪いびつな国家なのよ。あとは天然ガスや鉱物資源、それから兵器の輸出がほんの少し。石油がなかったら国が回らない。つまり原油価格とロシアの通貨ルーブルは、価値が連動してるってわけ。石油が高いうちは、ロシアのルーブルは下がりづらい。恒こう太たが一生懸けん命めい売り浴びせてくれたけど、原油価格が高止まりしてるせいで、効果は大きくなかった。だからこそ私たちは、石油を暴落させることで、ロシアの最後の頼みも絶ってしまう」


    「石油が安くなれば、輸出で稼かせげるお金も減ってしまうわけね？」


    　沙織の質問に、莉音はうなずく。


    「そういうこと。原油が下がれば、ロシアの力は大幅に弱体化するわよ。今の原油価格は、一バレル＝一二六ドル。これを、一バレル＝三〇ドル台にまで暴落させたい。そのためには、ものすごい資金量が必要だけど……私たちはロシアに勝たないと前へ進めない。だから辛つらくとも、乗り越えましょう」


    「まさかまさか……俺が考えていた攻撃プランをすべて代弁してしまうとは……。莉音おそるべし。新たなるギガス──『人の思念を読み取る力』が莉音に発現してしまったとでも言うのか……？　このまま莉音が成長を続ければ、いつか俺のライバルに認定しなくてはいけない日が訪れるかもしれぬな……」


    　沙織は棒読みで告げる。


    「はいはい、すごいすごい。すごいわねー、ほんと」


    「……いや待て。俺の思考を読み取れる莉音に、果たして俺が勝てるのか……？　俺が想定しているプランＡを用もちいると、おそらく莉音は……。ならばプランＢだと……な、なにぃ!?　そんなバカな……!?」


    　恒太は愕がく然ぜんとして椅い子すを一歩引いた。恒太のなかでストーリーが勝手に出来上がり、そして完結してしまったようで、ひとり頭をかかえている。


    「そうだ……ギガス保有者のみに通用する最凶の特殊能力──ギガスキャンセラーがある……！　柚ゆずにギガスキャンセラーを発現させて、莉り音おんにぶつけ、ギガスの力を打ち消せば……！」


    　新発見をしたらしい恒こう太たを無視して、俺は訊きいてみる。


    「これから、どうやって役割分担していく？」


    「まずは恒太。今まで通り資金を集めるのと、マスコミ対応ね。今はロシアを買わないほうが安全だっていう風ふう潮ちようを、テレビや新聞を通して作ってくれる？」


    　早くも恒太は立ち直っていた。悠ゆう々ゆうと椅い子すに座り直し、尊大に応じる。


    「簡単すぎる。算数ドリルをこなすより簡単だぞ」


    「巳み継つぐはグループの資金を使って、①②③の目的達成のために売り浴びせて。売り一点張りだから簡単よ。恒太と協力し合って、恒太が何らかの声明を発表した直後に大きく売ったり、インパクトが大きくなるようにタイミングだけ調整してね」


    「了解した」


    「柚ちゃんには対ロシア用の自動売買プログラムを開発してもらう」


    「はい！　わかりましたぁ」


    　今の話だけで柚さんにはわかったのだろうか。謎だ。


    「ギガスキャンセラーもがんばって身につけようって思います！　みなさんの役に立ちたいんです」


    「いや、そっちは身につけないでね……お願いだから……」


    　俺はクギをさし、気を取り直して続ける。


    「それで具体的には、どんなプログラムなんだ？」


    「最初は巳継が手動で対応するけど、売り買い織り交ぜて、できるだけ損失を抑えながら自動的に攻撃を続けるプログラムよ。二四時間、ロシア関連や原油関連の売り買いを自動で続けて、ジワジワと下げていくようなね」


    「でも私、みなさんのお話、難しくてわからないところばかりだったんです。恒太くんがすごいってところしかわかりませんでした」


    「ククク、そこだけわかっていれば十分だ。あとで柚には『コードギガスＤＶＤ全二四巻ＢＯＸセット』を貸してやろう。秘められし禁断の力──ギガスキャンセラーを発現させるための必ひつ須すアイテムだからな」


    「柚ちゃん、大丈夫だからね。似たようなプログラムはあるし、作る内容は指示するから。難しくはないからね」


    「はい！」


    　柚さんは従順にうなずいた。


    　沙さ織おりが割ってはいる。


    「私は何すればいいの？」


    「私と沙さ織おりは、金きん融ゆう機関の買収を継続しましょう」


    「前からやってたことだから、相手に説明するのは問題ないけど……今そんなことをしているヒマある？」


    「これもロシア攻撃の一環よ。大事な仕事」


    　そう言って、莉り音おんは二本指を立てる。


    「要点はふたつ。ひとつは、新しく買収した金きん融ゆう機関の資金もロシア攻撃に使えること。もう一つは……こっちのほうが重要なんだけど……財政が悪化して、国内の銀行も疲ひ弊へいしたロシアは、世界各国の銀行に融資を求めてくる。金利次第で短期融資に応じる銀行もあるでしょう。だからね、ロシアに融資している銀行を丸ごと押さえちゃうことで、追加融資には一切応じず、元金の返済をガンガン迫っていくわけ。もう二度と貸さないし、返済日には断固として耳をそろえて返してもらわなくちゃ」


    「な、なるほど。つまり、ロシアに資金を貸している銀行を買収してしまって、借しやつ金きんの返済を強硬に迫っていく。新しい融資にも絶対に応じない。もしもロシアが期限までに返済できなければ、国家はいわば倒産だ。泣きっ面つらに蜂はちっていうか……ヤクザ金融もびっくりだな」


    　想像していた以上に地球規模の攻撃計画だったので、俺は驚いた。


    　沙織も呆あつ気けに取られたようである。


    「……壮大な作戦なのね……」


    「私が海外の銀行、沙織は日本国内の銀行を担当しましょう。今は護衛なしで外を出歩くのは危険だから、沙織にはボディーガードをつけるわね」


    「海外のほうが危険だろ。莉音にもつけるべきだ」


    　俺が強く言うと、莉音は渋々ながら同意する。


    「まぁ私は大丈夫だと思うけど……そうね、わかった。それじゃあ情報本部の人に、同行をお願いしてみるわね」


    「そうしてくれると、俺も安心できるな」


    「向こうもなりふり構わず攻撃を加えてくるはずよ。一気に畳たたみ掛けて、短期決戦で行きましょう」


    　そこまで莉音が言った直後──。


    　突とつ如じよ、ガタリと音を響かせて恒こう太たが椅い子すから立ち上がった。テーブルに身をグイと乗り出し、意味深に俺たちを眺め回して口にする。


    「では諸君にミッションを伝える。巳み継つぐはルーブル、ＲＴＳ、原油を売り浴びせろ。莉音と沙織はオリファを継続し、さらなる国際商業銀行の巨大化を達成し、ロシアに融ゆう資ししようとする銀行を極ごく秘ひ裏りに奪い取れ。柚ゆずはギガスキャンセラーを習得し、それに加えて自動売買プログラムを開発し、作戦に貢こう献けんせよ。そして俺が、この謀ぼう略りやくの総合プロデューサーだ。貴様らのコントロールは任せておけ」


    「莉音の決定事項の復唱おつかれさまです恒太様」


    　感情を込めず、棒読みで沙織は言った。構わず恒太は、熱く続けていく。


    「諸君、これは戦争だよ。ロシアと国際商業銀行の生き残りを懸かけた、新しい形の世界大戦だ。次の時代の革命は、経済力によって成なし遂とげられなくてはならない。気を引き締めていきたまえ！　春かす日が恒こう太たは勝つ！　絶対にだ！」


    「お──────！」


    　気勢を上げたのは柚ゆずさんただひとりだった。


    　こうして、大規模な経済戦争の火ぶたが切って落とされた。


    



    
      ◇

    


    



    　俺は莉り音おんに引き連れられ、官邸に大おお原はら総理を訪問していた。


    　ありきたりの時候の挨あい拶さつを交わし、俺たちは向かい合わせで腰かける。


    「まずはお礼を言わないとね。迎えを寄越してくれてありがとう。護衛がなければ空港にすらたどり着けなくて、ヨーロッパ中を逃げ回っていたかもしれない」


    「助かりました。ありがとうございます」


    　俺も素直に頭を下げた。


    「ＦＳＢが君らの命を狙ねらっているそうだが……穏やかじゃないな。警察庁にも、出入国する外国人の監視を強化するよう強く指示を出しておいた。それはともかく、詳しく話を聞かせてくれ」


    　それから俺たちは、お互いが持つ情報をすり合わせた。


    　総理が持っていた情報は、アメリカやＮＡＴＯなどの友好諸国から断片的に提供された情報が中心だ。日本独自の諜ちよう報ほう網もうは東アジアに集中しており、ヨーロッパとアメリカは空白地帯である。日本はアメリカに遠慮し、決してアメリカの勢力範囲に手を広げたりしないし、それが暗黙の了解になっている。その掟おきてを破れば、国外だけでなく、国内からもこっぴどく叩たたかれ、葬ほうむり去られることになる。


    　一方、俺たちが持つ情報は生々しいもので、たびたび大原総理をうならせた。当事者なんだから、当然と言えば当然である。


    「ふぅむ。君ら周辺の監視を強化する必要がありそうだ。防衛省にはもっと人数を割さくように言い含めておこう」


    「私たちとしてはありがたいけど……日本とロシアが敵対してるわけじゃない。日本政府が首を突っ込んでＦＳＢを妨ぼう害がいすれば、ロシアは激怒するんじゃないかしら？」


    　莉音の指摘に、総理は白々しい口調で言う。


    「行動もなにも、暗殺や破壊行為を妨害して何が悪い。むしろ妨害するのは当然じゃないか。我が国のなかでＦＳＢの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いを許すようなことがあれば、大きな汚お点てんを残すことになる。今後の防ぼう諜ちよう活動にも支障が出るだろう」


    「でも客観的に見れば、これは私闘なのよ。革命部グループとロシアは共同して軍ぐん需じゆ企業を経営していたけれど、紆う余よ曲きよく折せつを経へて仲なか違たがいした。ロシアは私たちを殺そうとしたし、私たちはロシアに攻撃を開始してる。そこに国家間のトラブルはなにもないわよ」


    「何を言う。俺にとって君らは大事なスポンサーなんだ。死なれては困る。俺が困る」


    「私たちがどうなろうと、総理に供きよう給きゆうした二〇〇億はずっと使えるようにしてあるけど」


    「もっと軍資金が必要だ。君らにはこれからも俺の金づるになってもらう必要がある。君らはまだまだ出せるだろう？」


    　何の悪びれも見せず、ぬけぬけと大おお原はら総理は言った。


    「あははは！　正直なのね」


    　莉り音おんは腹をかかえて笑った。


    「それから……ミサイル技術は我が国にも提供してもらう。ＮＡＴＯ諸国に提供したものなら、当然、我が国にも提供されるべきだからだ。嫌いやとは言うまい？」


    　有う無むを言わせない語調で、大原総理は言った。よくわからない理由だが、理由などどうでもいいに違いない。日本としても、この機会に、同レベルのミサイル技術をもぎ取っておこうという腹づもりなのだろう。


    　あっさりと莉音は応じる。


    「いいわよ。もう世界中に拡散しそうだし」


    「今日中だ。万一だが、君らがＦＳＢにやられる可能性もある。護衛は万全にするが、もしものことがあるからな。今日の午後、防衛省の関係者を君らのところに派は遣けんしよう。予定はすべてキャンセルさせて、君らのところに行かせる」


    「巳み継つぐ、協力してあげて」


    「了解」


    　俺はうなずいた。


    「日本は世界に遠慮してミサイル技術を伸ばしてこなかったからな。これで我が国のウィークポイントだった弾道ミサイル技術も、一気に米ロと同レベルにまで飛躍する。今回の事件で一番得をしたのは日本だったかもしれない」


    「でも宇宙ロケットはガンガン飛ばしてるじゃないの。やろうと思えばミサイルは用意できたでしょ」


    「巡じゆん航こうミサイルならすぐにでも可能だ。しかし弾道ミサイルともなれば、大気圏内に再突入する技術が確立していない。再突入後の命中精度も未確認だ」


    「大量破壊兵器を持たない日本がミサイルなんて持ったって意味ないけどね」


    「ミサイルの独自技術開発に比べれば、大量破壊兵器など赤子の手をひねるようなものだろう。必要なとき、用意できる能力さえ保有していればいい。プルトニウムの貯蔵は十分だ。だが弾道ミサイルとなれば、そう簡単にはいかなかった」


    「でも実際に核兵器を保有していることが国際社会に認知されていなければ、抑よく止し力りよくにも、相互確証破壊にもなりづらい気がするけど」


    　相互確証破壊とは安全保障に関する概がい念ねんで、一方の陣営が戦略核兵器を使用した場合、もう一方の陣営がそれに報復を行おこなうことにより、「最終的に双方が必ず破滅する」という状態のことを指す。互いに核兵器の使用をためらわせることにより、安全保障としているわけだ。パキスタンや北きた朝ちよう鮮せんが必死に核ミサイルを配備するのは、この考え方が根底にある。


    「相互確証破壊には一定のメリットはあるだろう。だが今の国際社会では、核兵器など保有しないほうが有利なことが多いんだ。可能な限り保有しないほうがいい。だが有事となれば、すぐにでも用意ができる。この状態を保たもつのが、我が国にとってベターな選択だろう」


    「実際どれくらいで用意できるわけ？」


    　いぶかしげに莉り音おんは訊きいた。


    「二か月……よほど急を要するとなれば四〇〇時間以内だ」


    「ふーん……おおよそ半月……。無策なようでいて、それなりに考えてるのね。それなら、あえて保有しないほうが得策か……。世論も騒ぎ立てて、収しゆう拾しゆうつかなくなりかねないし……」


    　総理は椅い子すに身を沈め、解げせないといった風に口にする。


    「……しかしすさまじいな。一〇兆もの資金を注つぎ込んで開発した技術を奪い取られてるのに、飄ひよう々ひようとしてるなんて……。革命部グループは大丈夫なのか？　俺としては、君らが破は綻たんするのも困るんだぞ」


    「なんとかなるでしょ」


    　莉音はあっけらかんとして言い、俺も続く。


    「ええ、なんとかなります」


    「ずいぶん適当な話だなオイ」


    　総理は呆あきれて首を振り、苦笑した。だが、それ以上は突っ込んでこなかった。俺たちの表情を見て、大丈夫だと判断したのだろう。


    「いずれにしろ、ロシアを屈服させないと、まともに事業活動もできそうにないわね」


    「で、いつまで戦うつもりなんだ？　戦争するならいつでも、引き際ぎわと、手打ちの方法を考えておかねばならない。玉ぎよく砕さいするまで戦うってわけにはいかんだろう」


    　旧日本軍への皮肉を込めたような口ぶりだった。


    　すかさず莉音が応じる。


    「ロシアが泣きついてくるまで」


    「それは無理がある。ロシアはそんなヤワな国じゃない。君らを殺すまで諦あきらめない可能性だってあるんだぞ」


    「……外交ルートを通じて、ロシアの様子をうかがってもらうわけにはいかないかしら？」


    「機き嫌げんうかがいなどしても意味がないぞ。だいたいロシアは、弱々しい態度を見せる国じゃないからな。キリのいいところで声をかけてくれ。我が国が仲ちゆう介かいに入ってやれるかもしれない。もしロシアが革命部グループとの交こう渉しようの席につきそうな気配が出てくれば、すぐにでもテーブルについて話し合ったほうがいい」


    　悩ましげな表情で思案した莉音だったが、総理の話に同意する。


    「……そうね。できるだけ早く和解を模索してみることにするわ。それともう一つ、私の父──羽は月づき一かず馬まがＦＳＢに捕まってる可能性があるんだけど……確認してもらえない？」


    「……羽は月づき一かず馬まか。外務省から話は聞いている。率直なことを言わせてもらう。気分を悪くしないでもらいたいが、いいかね？」


    「気き兼がねはいらない。ハッキリ教えて」


    「それには正直、対応に困っている。日本国こく籍せき保有者が、他国で武装し、かつ戦闘行為に及び、他国人を殺さつ戮りくした疑いまである……。それに、元防衛省職員だったらしいじゃないか。とんでもないことだ。遺い憾かんなことだよ。君の父親じゃなければ、こちらから切って捨てたいくらいだ」


    「……。そっか……。まぁ、順当な話よね……」


    　言葉とは裏腹に、莉り音おんは落ち込んだようだった。一馬おじさんと同期だった内ない藤とうは「外務省を通じて交こう渉しようしてもらえれば」というようなことを言っていたから、莉音も期待をかけていたのかもしれない。


    「捕まらなければよかったのだ。捕まりさえしなければな……。現時点、ロシアは表立って羽月一馬のことを持ち出してきてはいない。君らとの交渉材料になるかもしれない手札を、外交問題に引っ張り上げることは今後もなかろう」


    　総理は淡たん々たんと、きびしい指摘を繰り返す。


    「だから率直に言って、我が国に取れる方針はない。こちらから問題になどできんのだ。持ち出せば、日本にとって墓ぼ穴けつ以外の何ものでもないからな。君の心情は察するが、日本国としては無視が既き定てい路線であることは、何があっても変わらない。君ならば、理解できるはずだ」


    「……わかった。端たん的てきに教えてくれてありがとう……」


    「つまりだ……とんでもない不法行為をしでかした件を、日本国としては問題にしないから、そちらで解決してくれということでもある。せめてもの温情と思ってもらいたい。力にはなってやれんが……無事に戻ってほしいのならば、ロシア首脳陣と話をつけるしかなかろう」


    「この戦いに、何があっても勝ちきるしかないわけね」


    「ますます負けられない戦いになってきたな」


    　莉音と俺は、顔を見合わせてうなずき合った。


    　一通り話すべきことは済んだので、莉音は礼を述べる。


    「今日はありがとう。もし新しい情報が入ったら教えて。それから、私たちは全力で攻撃を続けるから、頃ころ合あいを見てロシアとの仲ちゆう介かいを頼むかもしれない」


    「そのときは、できるだけのことをやってみよう」


    　総理はうなずいた。


    　ひとまず、手打ちの可能性があるルートは一本確保できた。最終的に話し合いができるルートがひとつあるとないとじゃまったく違う。いつまでも泥どろ沼ぬまの戦いを続けるわけにはいかないのだ。


    　この会談の前までは、俺たちをガードしていたのは防衛省情報本部の一部局だけだった。だが会談後、総理が直接指示を出してくれ、ロシアの動向に注視する動きは公安関連省庁全体に拡大した。


    　警視庁が大人数を動員し、明めい治じ銀行ビル周辺を受け持ち、警戒にあたる。防衛省情報本部が銀行六階に臨時の場所を設け、銀行内外に待機。ロシアおよびヨーロッパからの渡航客は全員、入国管理局と警察庁が連係し、厳重にチェックする。ロシア大使館を常時監視している公安調査庁は、監視チームを大幅に増強する。内ない閣かく情報調査室には、ＦＳＢ監視特別対策室を臨時で設置し、関係省庁との連絡網を強化する。Ｍ＆Ａ交こう渉しように動き回る莉り音おんと沙さ織おりにも護衛チームが付く。平時に、できるだけ穏やかな形で動員できる限りの、全力防御態勢だと大おお原はら総理は言った。


    　これだけの警戒網の最中、ロシアといえども、他国で工作活動に及ぶのは並なみ大たい抵ていのことではない。しばらくはこれで安全と言えるだろう。
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    　全米最大のネットワークを持つＡＢＣニュースでの生放送。今日はアメリカと日本を衛星で繋つなぎ、世界的に有名なキャスターと恒こう太たが、一対一で対談する予定だ。恒太が登場するすべてのメディアをチェックしているヒマはないが、主要なものだけは確認しておきたくて、俺はチャンネルを国際放送に回した。


    　恒太はどんなテレビでも態度と言動が変わらず、ある意味で超一流だった。ＶＩＰ級のキャスターを相手に回して一歩も引けを取らない。得意げな顔で、悠ゆう々ゆうと語っている。


    「国際商業銀行は、ロシアのすべてを売り浴びせる方針だ。ゆえに、ロシアルーブル、ロシア証券取引所ＲＴＳは暴落するだろう」


    「頭とう取どりほど力のある方が、軽々しくそういう発言をなさるのは無責任ではないですか？」


    　ポーカーフェイスながら、しかし毅き然ぜんとした調子でキャスターは言った。


    　だが恒太は動じない。


    「どこが無責任だ？」


    「お金を稼かせげれば何をやってもいいというはずがありません。あなたは世界の責任を担になうべき銀行の経営者なんです」


    「俺の言葉に答えろ。どこが無責任なのだと聞いているんだ！」


    　珍しく恒太は言葉を荒らげた。感情論を展開しようとするキャスターを押さえるつもりなのだろう。


    「公的な役割を担うべき銀行が、一国の経済に対して損害を与えていいはずがありません。ロシアにだって一億四二〇〇万人もの市民がおります。ロシアが危機的状況に陥おちいることによって、割りを喰うのは彼らなのです。銀行は、彼ら市民に対しても責任を持つべきです」


    　一般のマスコミは、どちらかと言えばロシアに同情的だ。


    　ロシアロケット社がロシア政府によって押おう収しゆうされた経けい緯いは、ロシアの法律に則のつとって対処された結果であり、法をおかしていたのは革命部側だという見方もあった。そして国際商業銀行ポーランド本店が何ものかに爆破されたことも、一般視聴者はロシアの仕し業わざだと信じてはいなかった。世の中にそんな非道がまかり通るなど、信じたくはないだろう。


    　恒こう太たは胸を張って応じる。


    「無理やりな論理展開だな。いいか、貴様の耳の穴をかっぽじってよく聞け。国際商業銀行のアナリストたちは、ロシアのルーブルやＲＴＳが高いと判断している。だから売る。それだけだ。我が行は黙って売り浴びせてもいいのだ。だが、そこをあえて、公明正大に世界に対して方針を発表した。これこそ世界のリーダーたるべき者の姿ではないかね？」


    　ここは恒太のほうが強引だった。本当は、恒太の言い分は正しくない。


    　マスコミで大々的に方針を発表することで、流れに便乗しようとする投資家たちが大挙発生する。だから黙って売り浴びせれば効果は小さいが、マスコミを使って宣伝したほうが効果が大きくなるわけだ。要は、発表したほうが、俺たちにとって利り益えきになるのである。


    　本来、国内で細々としかければ金きん融ゆう犯罪の対象になりかねない仕し手て戦せんを、大規模に、そしてワールドワイドに展開しているようなもの。正義を貫つらぬこうとして発表しているわけではない。得するから発表している、それだけだ。


    　だが、恒太の尊大極まりない態度は、いつでもマスコミを萎い縮しゆくさせる。これで押し切るつもりなのだろう。


    　キャスターは不審げな面おも持もちだった。


    「高いから売る。だから発表した。それだけだとおっしゃるのですか？」


    「そうだ。売りの額は巨額になる。社会的な影響が大きくなるが故ゆえ、発表するのが義務だと考えたのだ」


    「しかしなぜロシアだけを狙ねらうのですか？　他にも値段が高くなりすぎているものは、まだまだあると思われますが……」


    「当然だ。我が行が売り浴びせる方針のものは、他にもある。実のところ原油価格についても、我が行のアナリストたちは高くなりすぎたと判断しているのだ。そろそろ安値に向かう時期だろう」


    　アナリストというのは俺たち五人のことかもしれない。恒太は横おう柄へいに続けていく。


    「今後も我が行が社会的影響の大きい売買をする際は、事前に発表する方針だ。それが王者としての義務だからな」


    　最後まで恒太の態度は変わらず、無理やりな論法ながらも、議論を押し切ることに成功したようだった。
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    　モスクワ、クレムリンで開かれたロシア政府の公式記者会見では、集まったマスコミを前に、ロシア経済開発貿易相が堂々とした態度を見せた。


    「国際商業銀行という悪あく辣らつな投機筋が、我が国のルーブルを売り浴びせると言う。バカも休み休み言うべきだ。正義感に富とみ、見識豊かな投資家の方々には、この愚おろかな扇せん動どうに乗らないよう、くれぐれも申し上げたい」


    　政府の見解としては、いささか荒っぽい口調だ。


    「ロシアには莫ばく大だいな額の準備資金があり、いつでも通貨防衛のために出動できる。必要あれば、いつ何なん時どきでも政府が一致団結して、投機筋に対抗する用意ができている。ロシアが国際商業銀行ごときに屈服することなどありえない」


    　経済開発貿易相は強気一辺倒だった。これは予想通りだし、ごく自然なことである。


    　いかなる国であっても、このような攻撃に際し、公式発表は常に強気でなくてはいけない。「景気は回復基調にある」「景気は底をうった」「円高は必ず阻そ止しする」「アメリカの銀行は健全さを取り戻した」などなど、ぶち上げるのが当然。万一弱気を見せれば、恰かつ好こうの投機対象となり、世界中から売り浴びせられかねないからだ。


    　この会見がどれだけ効果があるかわからないが、ロシアとしても、恒こう太たの挑発を真っ正面から受けて立つことを世界にアピールしたのだった。これは勝てる見込みがあるかどうかの問題ではない。国際政治経済はチキンレースのような側面もあり、限界まで虚勢を張り続けることが大切なことも多いのである。戦争も政治も、おんなじだ。
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    　経済開発貿易相の発表だけでなく、実際にロシア政府は通貨防衛に入ったようだった。ルーブルが大きく価値を戻す瞬間があり、それが三〇分ごと定期的に発生する。ロシアが三〇分ごとにルーブルを買い支えているのだ。


    　一進一退の攻防が続いた。


    　ロシアの国庫には、四〇兆円におよぶ資金がある。すべて石油で稼かせいだ外貨だ。ロシア政府の財政はきびしくなっていて、諸外国から多くの借しやつ金きんをしている国ではあるが、国庫には石油のおかげで外貨準備があった。この余力を切り崩せば、国際商業銀行は勝利するだろう。だが押し負ければ、ロシアの勝ちだ。


    　片や国際商業銀行は、総資金量が今や三〇〇兆円に達していた。だが、その多くは預金や、保険加入者の積立金である。それに、日々の事業活動もしなくてはならない。自由に使える資金量には限りがあった。


    　とくに俺たちは、原油価格を下げるために、莫ばく大だいな資金を投入している。ルーブルやＲＴＳ売りは比較的容よう易いで、国際商業銀行の動きに便乗する投資家がいる。しかし、原油売りは違う。国際商業銀行は価格を下げるために売り浴びせているが、投資家たちは原油価格は上昇基調にあると考えている。俺たちと投資家たちは真っ向から対立しているのだ。ルーブルやＲＴＳを売り浴びせるために使うより巨額の資金を、俺たちは原油価格を暴落させるために必要としていた。原油価格を下げなければ、石油を背景に成り立つロシアを真に屈服させることはできず、ルーブルの暴落を引き起こすこともできない。だからこそ、世界の潮ちよう流りゆうに逆らってでも、俺たちは原油を売り続けなくてはならなかった。


    　俺たちの総資金量三〇〇兆円、対するロシア国庫の資金四〇兆円──。


    　総資金量では俺たちに分ぶがある勝負だが、資金を放出すればするほど俺たちの首は絞まる。もちろん、ロシアだって苦しい。石油によって積み上げてきた余よ剰じよう金きんが、またたく間に消えてしまうからだ。


    　数十か国の国家予算を合わせた額に匹敵する大金が乱れ飛び、グローバルなマーケットのなかに溶けていく。どちらが先に音ねを上げるか、これは世紀のチキンレースなのである。


    



    
      ◇

    


    



    　夕刻、ドイツへ銀行買収交こう渉しように行っている莉り音おんから、俺宛あてに電話が入った。莉音は情報本部の要員を何人か引き連れていて、無防備というわけではない。日本政府の要よう請せいで、ドイツ政府も警戒してくれているらしかった。


    　なんといっても莉音である。一流の武道家であり、冒険家であり、一渡りの戦闘行動も取れるし、ゲリラ戦もお手の物。俺とは違うのだ。そう簡単にヒットされることはないだろう。


    　俺は八階の盗聴対策を施ほどこした部屋に行き、電話を取る。


    「おつかれ、莉音。危険はなさそうか？」


    「できるだけ隠おん密みつに、慎しん重ちように行動してるから大丈夫。交渉先にも、国際商業銀行の訪問が絶対に知られないよう、何度も強く言い含めてあるから」


    「向こうの経営陣に怪しく思われちゃいそうだな」


    「大丈夫よ。だってＭ＆Ａなら、普通は隠密に進めるものだからね。オリファのＭ＆Ａが常識的じゃなかっただけ」


    「それもそうか……。成果のほうはどうだ？」


    　莉音は、ドイツ三大銀行のひとつであるアウクスブルク銀行と交渉を進めていた。総資金量五〇兆円。


    「想像以上に当たりよ。大当たり。ユーロ建ての、ロシアの短期国こく債さいを大量に引き受けてるの。ロシア対外債務の二四％が、アウクスブルク銀行のものなんだって。ロシアに恩おんを売っておきたいドイツ政府の意向が強く働いていたみたい」


    「二四％！　そいつはすごい」


    　思わず俺はため息をもらした。


    　通常、国債は自国の通貨で発行される。日本なら円、アメリカならドルで国債を発行し、投資家に引き受けてもらうわけだ。世界各国が発行する国債の総額は一京けい円を優に超えてしまっている。


    　しかし自分の国の投資家に国債を引き受ける余力がない場合、他国の通貨で国債を発行することも多い。ロシアは国内の投資家だけでは国債をまかなえないので、ＥＵの通貨であるユーロで国債を発行し、ユーロ圏の人々に国債を引き受けてもらっているわけである。そのユーロ建てロシア国債の二四％を持っているのがアウクスブルク銀行というわけだ。


    　莉音は少し興奮しているらしい。


    「ユーロ建てのロシア国こく債さいの金利がね、なんと一か月六・〇％っていうすさまじいレベル。年利にすると金利七二・〇％。そこまで金利を高くしないと、引き受けてくれる相手がいないのね。よほどロシアの信用が落ちてる証しよう拠こよ。一か月ごとにロシアはロールオーバーしてて、借しやつ金きん返済を先延ばしにしてるみたい」


    　ロールオーバーとはつまり、借金返済日に金利だけ払い、元本の支払いを先延ばししているということだ。どこの企業や国家でも、返済期限がきた借入金をロールオーバーするのは普通にやっている行為だ。一見、自転車操業のようだが、金利が支払われていれば、特別の事情がない限り、貸し主が返済を強硬に請求したりすることは多くない。だが、このケースでは支払う金利が異常に高いので、ロシア財務当局は四苦八苦していることだろう。一か月の金利六・〇％だと、仮に一〇〇〇億円を借りていたら、毎月末に金利で六〇億円も支払わなくてはならないということである。もちろん元本は減らない。


    「じゃあアウクスブルク銀行を買収できれば、ロシアの首根っこを押さえたようなものだ。来月はロールオーバーに応じるのを拒否すればいいんだもんな」


    　俺は勇いさんで言った。


    　もし借金が自国の通貨建てのものなら、国は輪転機で好きなだけお金を刷って返済することができる（もちろん、そんな手を打てば激しいインフレが起こるが）。しかしながら、外国の通貨建てでお金を借りていた場合、勝手に外国の通貨を印刷して返済することは不可能だ。そんなことをすれば通貨偽ぎ造ぞうである。だから、外国の通貨で行おこなった借金を返せない場合、国家といえども破は綻たんする。国家としては、恥ずべきことだ。


    　つまり、ユーロ建てで莫ばく大だいな資金をロシアに貸しているアウクスブルク銀行を傘さん下かにおさめ、ロシアの通貨を暴落させて実質借金を何倍にも増やし、その返済を迫れば、ロシアが破は綻たんする可能性は一気に高まるのだった。この買収がうまくいけば、ロシア戦の勝利に向けて、俺たちが王手をかけたと言えるだろう。


    「私たちの攻撃のせいで、ロシアは通貨防衛に莫大な資金を拠きよ出しゆつしてるし、頼みの綱つなの原油価格も下がり続けてる。ロシアの国庫資金は急激に減少してる。月末に巨額の債務の返済を迫れば、一気にデフォルトまで行くかもしれない。そうなればデフォルトは二度目……致命的よ」


    　莉り音おんの声には張りがあった。


    　ロシアは一度、一九九八年の財政危機のときにデフォルトをしている。一方的に、「借金が払えません！」と宣言したということだ。このロシアのデフォルト宣言の余波で、ノーベル経済学賞受賞者が設立したＬＴＣＭという世界最強のヘッジファンドが、一瞬で吹き飛んでしまった。影響は世界にも及び、危あやうく世界恐きよう慌こうに繋つながりかねないほどのショックを与えた。


    「買収はできそうなのか？」


    「大株主たちと交こう渉しよう中。アウクスブルク銀行の市し場じよう評価額は一三兆円なんだけど……買収を強硬するとしたら二五兆円くらいは必要になりそう」


    「マジか……。実質の価値より二倍もコストがかかるじゃないか……。それはＭ＆Ａするだけで膨ぼう大だいな損失を生んじゃうな」


    「もともと向こうはＭ＆Ａに応じる意志がなかったからね。こっちが無理やりねじ込んでるんだもの。ある程度高くつくのは仕方ない」


    　それは莉り音おんの言うとおりである。


    　Ｍ＆Ａに応じる意志がない相手を買収したければ、相手が目もくらむような大金を提示して心を動かすしかない。


    　俺は物事を整理しながら、ゆっくり口にする。


    「アウクスブルク銀行買収は、Ｍ＆Ａ単体で見た場合、革命部グループにとって損だ。でも、巨額のロシアのユーロ建て債さい券けんを保有しているアウクスブルク銀行をグループ内におさめれば、借しやつ金きん返済をガンガン迫って、一気にロシアを屈服させられる可能性が高まる。そうすれば、ロシア戦を短期間で片付けることもできるし、戦いにかかる全体的なコストを安く抑えることもできる。結果として、買収したほうがメリットが大きい……そういうわけか」


    「そういうこと」


    　莉音はすかさず、明快に言った。


    「だったら、答えは決まってるな」


    「でしょ！」


    　俺たちは電話で笑い合った。


    「みんなにも伝えておいて。それから私が無事だってこともね。沙さ織おりが心配してたから」


    「わかった。言っとく。危険なことはしないでくれよ」


    　電話を置こうとすると、莉音が付け加える。


    「あっ、待って。それとね、ラルフから唐とう突とつにメールが入ってて、『あのクソ野郎は病院で治療を受けてるから心配するな』って書いてあった。たった一行。私たちじゃないと意味がわからないメール」


    「そのクソ野郎って……一かず馬まおじさんのことだよな!?」


    「だと思う」


    「マジか！　やったな！　ＣＩＡの言うことなら確実だろう。いやもう、なんて言うか……よかった……」


    　嬉うれしさと安あん堵どで、俺は思わず受話器を握りしめていた。


    「うん。安心した。殺されることはないと思っていたけど……改めて無事を知らされると、嬉しくて……」


    「わかるよ。俺も今、めちゃめちゃ嬉しい。でもラルフ、調べてくれたんだな」


    「そうみたい。文句ばっかりだけど、お茶目なヤツよね」


    　それから莉音と、一馬おじさんの無事を喜び合い、俺は電話を置いた。そして俺は、早く沙織たちにも伝えやろうと部屋を飛び出した。


    



    
      ◇

    


    



    　莉り音おんからＭ＆Ａの進展や一かず馬まおじさんの無事を聞かされた数日後──。


    「えいっ！」


    　銀行の売買ルームに入り浸びたっていた俺は、メールをチェックしようとオフィスへ戻ると、必死に叫ぶ柚ゆずさんの声が聞こえた。


    「えいっ！　やー！　えいっ！」


    　何をしているのだろうか。柚さんはひとりで留守番──というより、以前二〇〇万円で購入したというカラーコピーの絵画を凝ぎよう視ししながら、何かを叫んでいた。


    　柚さんは知能が高すぎる反面、常人とは言えない一面がある。だが行動面では、決して奇人ではないのだ。他人想いで、慎つつましやかで、突飛な行動を露あらわにすることは多くない。あくまで柚さんの場合は、彼女の内面に広がる小宇宙──知能面がカオスということである。


    　そんな柚さんの怪しげな行動に、俺は面食らった。


    「やあ柚さん……。何してるの？」


    「一生懸けん命めい、訓練していたところなんです」


    「訓練って、何の？」


    「ギガスキャンセラーです。身についたんじゃないかって思います！」


    　──な、なんだってー!?


    　呆あつ気けに取られ、俺は柚さんを見やった。柚さんは、満面に笑みを浮かべて楽しげだ。


    　気を取り直して、俺は訊きく。


    「発動、するの？」


    「はい！　恒こう太たくんから借りたＤＶＤを見てがんばりました！　今は発動率五七・三八六％なので、がんばって必ず発動できるようにしたいんです！」


    「あ、ああ、そうなんだ……」


    　俺は頭をかかえたが、全面否定すれば柚さんが悲しむだけだ。できるだけ柚さんの行動を否定しないようにしながら、おそるおそる俺は確認してみる。


    「根本的なことを聞きたいんだけど……そもそも、ギガスキャンセラーって何？」


    「えっと、恒太くんが言っていたのは、『すべてのギガスを無効化する力』なんだそうです。裏技っぽくて、大逆転の秘策だって言ってました」


    「じゃあさ……どうして発動したってわかったの？」


    「不思議な力が身体からだの内から湧わいてくるんです。なんかこう、バリバリッとかメリメリッていう感じで、すごいんです」


    「……と、とりあえず静電気みたいなものかな……？」


    　苦にが笑わらいをしつつ、曖あい昧まいに俺はうなずいた。静電気がバリバリとかメリメリするかは知らない。だが、柚さんのギガスは発現してしまったという。


    　これでギガス保持者が二人に増えてしまった。いや、恒太に言わせれば莉音もギガス保持者だから、三人か。


    　ところで、何の役に立つのだろうか。
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    　革命部のメンバーは、最近は隣のビジネスホテルに泊まり続けている。ホテルの部屋は、すべて革命部が長期で借り上げていた。目的は、俺たちの仮宿にするため、他の不審な客が泊まらないようにするため、俺たちを警護する防衛省の要員が休息できるようにするためだ。なんならホテル自体を買収してもいいくらいだが、こういう小さな案件はよほどヒマなときでないとやっている余よ裕ゆうはない。


    　そんな宿泊施設が銀行の隣にあるにもかかわらず、俺はシャワーを浴びるとき以外に出入りすることはなかった。徹夜状態で銀行の一室にこもりっきりだ。


    　国際商業銀行に新たに設置したディーリングルーム。大きい設備ではないが、モニタが整然と並び、世界中のマネーの値動きがリアルタイムで表示されていた。俺はこの場で、ほとんどの時間を過ごし、働き続けているのだ。


    　どうしても意識が朦もう朧ろうとしてくれば、この場で寝る。今は戦争中なのだ。塹ざん壕ごうのなかにいて、敵兵士と撃ち合っているような気分。そんな塹壕戦の真っ最中、ベッドまで悠ゆう々ゆうと引き上げて安らかな寝息をたてる歩ほ兵へいがどこにいる？


    　ルーブルも原油も下がり続けていた。ルーブル防衛のためのロシアの市し場じよう介かい入にゆうは断続的に行おこなわれているが、国際商業銀行は打ち負けていない。ジリジリと値を下げ、着実に押し切りつつある。


    　だが、難関なのは原油だった。世界のトレンドとは逆方向に向かわなくてはいけないからだ。


    　原油価格は二〇〇八年、一バレル＝一四七ドルという史上最高値を記録した（このとき、ロシア経済は原油価格の高こう騰とうのおかげで絶好調）。しかしリーマン・ショックの影響を受けて原油価格は急落し、二〇〇九年には一バレル＝三〇ドル近くにまで落ち込んだ（ロシア経済も危機的状況に陥おちいった）。その後、ふたたび原油価格は急上昇しはじめる。同時期、国際エネルギー機関が『世界エネルギー見通し二〇一〇』を発表し、「二〇三五年には、二〇〇八年と比べて石油の需じゆ要ようが三六％増加し、原油価格は二四三ドルにまで上昇するだろう」と、衝撃的な価格を予測した。二〇一一年には一バレル＝一〇〇ドルの大台を突破し、原油価格は強い上昇トレンドとなっていたのだ（ロシア経済はたちまち復活した）。


    　世界中の投資家が原油を買い漁あさっている状況下で、俺たちだけが価格を下げるために、売り浴びせなくてはいけない。


    　しかし、ロシアに打ち勝つには、原油価格を崩さねばならなかった。


    　俺たちはためらわず、短期間に巨額の資金量を投下していた。そのおかげで、一バレル＝一二六ドルだったのが、今では一バレル＝四〇ドル台にまで急落。原油が六〇％以上も価値を喪そう失しつしたことにより、ルーブルの価値も落ち込んでいた。この値動きは、市場関係者の間で大騒ぎになっていた。


    　そしてロシア株価指数ＲＴＳ Ｉｎｄｅｘは、目も当てられないほどの大暴落を記録していた。モニタ上のグラフは真っ逆さまに地に落ちている。暴落率七九％。証券市し場じようとしては類を見ないほどの暴落を記録し、底辺をさまよっている状態だ。ニューヨーク証券取引所や東京証券取引所と違い、世界基準で見れば規模が小さく、上じよう場じよう企業の力も弱い市場である。国際商業銀行が本気で攻勢をかければ、ＲＴＳ程度のマーケットなら、市場操作は簡単なのだ。


    　もうすぐ、柚ゆずさん開発の自動売買プログラムが完成する。そうすれば、さらにロシアを追い込むことができるだろう。それまでは俺が、こうして代わりを務めなくてはならない。


    　凝こり固まった筋肉をほぐそうと伸びをしたところ、コンコンとノックがされ、沙さ織おりが入ってきた。沙織は缶コーヒーを、俺の前のテーブルにトンと置く。


    「おつかれさま、巳み継つぐ」


    「おっ、サンキュー。座ってくれよ」


    　沙織はうなずいて、おずおずと俺の隣のチェアに腰かけた。狭い場所だが、椅い子すはふたつ用意してある。ときどき莉り音おんがやってきて、売買の状況を確認しているのだ。しかし今、莉音はドイツへ買収交こう渉しように出向いている。


    「あのね──」


    　沙織が何か言いかけたとき──。


    　ルーブルが大きく値を戻した。ロシア政府の介かい入にゆうに違いない。


    「ちょっと待ってくれ。転機だ」


    　ぶっきらぼうに制し、俺はすかさず売りを入れる。向こうが投入してきた以上の売りだ。あえてロシア側の買いにタイミングを合わせて攻撃することで、気力を削そぎ、無力感と絶望感を与えるのである。


    　一いつ旦たん上昇したグラフが、またたく間に下げ落らくした。目の前で起こったのは、たった数秒でルーブル貨か幣へいの価値が一〇％も乱らん高こう下げするという、常識では考えられない事態だった。


    　数字の向こう側で、膨ぼう大だいな人間たちの血と汗と涙の結けつ晶しようが泡と消え、たった一度の取引で、何千万人の生活基盤が溶けてなくなる。その辺の小国ならば消し飛ぶはずだ。これは革命部グループとロシア連れん邦ぽうの、お互いの存そん亡ぼうを懸かけた死闘なのである。キーボードを叩たたく俺の手は、脂あぶら汗あせでいっぱいだった。


    「ふう……」


    　張り詰めた緊張がわずかに緩かん和わし、俺は大きく息を吐いてチェアに身体からだをあずけた。


    　目を瞑つぶり、深呼吸を繰り返す。だいぶ落ち着いたところで、俺は沙織に視線を向ける。


    「すまん、重要な局面でさ。……それで、どうした？」


    「あっ、ゴメン……いそがしいわよね……またあとにする」


    　沙織が申し訳なさそうに切り上げようとしたので、俺は押し留とどめる。


    「いや、今なら大丈夫だ。また動きがあったら勝手に話を中断しちゃうかもしれないが……その時は許してくれ」


    　ふと俺は、目の前の置き時計に目を留めた。二三時一七分……気づけば、もう世間は深夜らしい。銀行の行員たちも、ほとんど帰宅しているだろう。沙織や柚さんや恒こう太たは、寝泊まりは隣のホテルでしているので、特別遅いわけでもない。寝る前に銀行へ来たっていいわけだ。


    「もう二三時回ってたのか……。ここ数日、時間の感覚がおかしくなってるよ……。モニタ上では時間が表示されてるんだけど、なんていうか、ゲームと現実がゴチャゴチャになってるみたいな……。モニタのタイマーじゃなく、置き時計で見ると世間の時間に引き戻されるっていうか……」


    「巳み継つぐ、少し痩やせた。つかれてるように見えるよ」


    　心配そうに、沙さ織おりがつぶやいた。


    「まだいける。それより、沙織はそろそろ寝たほうがいいんじゃないか？」


    「今からホテルに行こうと思って、寄ってみたの。巳継はほとんどホテルに泊まってないでしょ？」


    「シャワーだけは使ってるけどな。いつ寝てるか自分でもわからん。たまに意識が飛んでたりするけど」


    　俺は苦笑した。


    　そういえば、株式会社革命部を創業したばかりのころ、不眠不休で働かされ、意識が飛び、気絶してそのまま眠ってしまったこともあったことを思い出す。あのころの俺は、なにもわかっちゃいなかった。企業のことも、政治のことも、社会のことも、世界のことも。なにもかも、今では懐かしい想い出だ。


    「それで、どうした？　なんでも聞いてやるぞ」


    　言いながら、モニタにサッと視線を走らせた。大きな動きはない。今や国際商業銀行とロシア連邦の叩き合いは、各国に知れ渡っていることだった。全世界の投資家たちも、固かた唾ずを呑のんでこの戦いを見守っている。わずかでも隙すきを見せるわけにはいかない。あと少ししたら、タイミングを見計らって、今度はこちらから大きな売りをしかけてみるのもよさそうだ。


    　ジッと沙織は俺を見つめてくる。


    「この前の……お礼を言いたくて……」


    「お礼？」


    　ふと俺は、沙織に視線を戻した。


    「……追われてたとき……助からないと思ってあんなこと言っちゃったけど……巳継にキスしてもらえて、もう死んでもいいって思った。ずっとずっと私の望みだったから、嬉うれしかったよ。それだけ言いたかったの」


    　沙織は席から立ちかけた。キスのことを話題にするのは、あの晩以来、初めてのことだ。


    　ハッキリさせておかなくてはならない。恒こう太たにも指摘されたことし、莉り音おんにも誓ちかいを立てたことだ。今この一瞬だけは、モニタの動きから自分を分離させようと試こころみた。今だけは頼む、大きな値動きを見せるのはやめてほしい。


    　俺は沙織の手に手を重ね、帰ろうとするのをさえぎった。


    「あ……」


    　沙織はビクリとし、椅い子すに腰かけ直した。しかし紅こう潮ちようし、うつむいてしまう。


    　俺は切々と口にする。


    「沙さ織おりが手しゆ榴りゆう弾だんを持っていたときの姿を覚えてる。あんなことは絶対にやめてくれ。死ぬほど驚いた。頼む、それだけは頼む」


    「でも、私も巳み継つぐを守りたい」


    　沙織は小さく、しかしハッキリとした口調で口にした。


    　俺は激しく頭を振る。


    「ダメだ。絶対にダメだ。それは俺の役目だ。まだ俺には力がないけど、命いのち懸がけで沙織を守ってやるから。もう二度と、そんなことはさせやしない」


    　すると、沙織はじんわり目に涙をにじませる。


    「嬉うれしい……嬉しいよ……」


    　俺は指で、沙織の涙を拭ぬぐってやった。


    「実は、莉り音おんにも誓いを立てた。沙織を守るんだって。でもさ、そうじゃなくて、俺は本心から沙織を守ってやりたいと思う。本当は、ずっと前から思ってたことだ」


    「ありがとう……私、もう死んでもいい……」


    　震ふるえる口調で沙織は言った。おどけた風を装よそおって、俺は口にする。


    「だから、ダメだって。困るぞ」


    「……うん」


    　コクリとうなずいた沙織は、唇くちびるを震わせている。嬉しさを隠しきれないようだった。


    　革命部の戦いが終わったら、どんな風に世界が変わっているのだろう。でも、世界が変わっても、俺たちの関係は、ずっと変わらずにいてほしい。俺と沙織は、一緒に暮らしていくことができるだろうか。


    



    
      ◇

    


    



    「ロシア中央銀行が政策金利を一四・〇％に引き上げる」というニュースが流れてきたので、俺はディーリングルームの隅に設置してあるテレビをつけ、国際放送にチャンネルを合わせた。ロシア政府の政策の変化による世間の受け止め方は、確認しておく必要がある。


    　急激な利上げだが、それ自体はどうでもいい。その変化を受けて、「他の投資家がどう考えるか」ということが重要だ。投資家たちの心理が、相場に大きな影響を及ぼすからである。だから多くの人間が見ているテレビで、どのような報道がなされるかは重要な関心事だった。


    　ニュース番組では、キャスターが、ロシア政策金利についての原稿を読み上げていた。


    「ルーブルの暴落を受けまして、ロシア中央銀行総裁が利上げを発表しました。映像を切り替えます」


    　画面には、ロシア中央銀行の会議室で、マスコミに囲まれている中銀総裁の模様が映し出される。


    「現在、ロシアの政策金利は七・七五％です。これを一四・〇％まで引き上げることを決定しました。思い切った利上げではありますが、中銀としては断固たる態度で臨のぞみます。今後も断続的な利上げを検討しており、ルーブルの通貨防衛に全力を尽くす方針です」


    　ふたたび映像はスタジオに飛び、キャスターが、隣に座るコメンテーターに意見を求める。


    「大幅な利上げですが、どれほどの効果があるでしょう？」


    「政策金利を引き上げることで、外国から投資家を呼び戻そうという考えですね。ですがこの状況で、効果のほどはなんとも……」


    　コメンテーターは言葉をにごらせた。


    　原則としては、金利を上げれば、投資家を呼び込むことができる。今まではロシアに一〇〇万ルーブルの資金を置いておくと、一年後には一〇七万七五〇〇ルーブルになったということだ。それがこれからは、一年後には一一四万ルーブルになる。誰だって、資金をあずけるなら、金利の高いほうがいい。だから、金利の高い国に資金を置いておいたほうがメリットが大きく、皆がルーブルに資金を移動したとしたら、ルーブルの価値は上がってゆく。


    　しかし、それはあくまで基本原則だ。現実的には、多方面の影響によって通貨が動くので、金利を上げたからといって簡単にルーブルの暴落が止まるわけではない。破は綻たんする可能性すらある国の通貨なら、金利が高くても、誰も見向きもしないからだ。


    　キャスターは続けて質問する。


    「なぜここまでルーブルは暴落しているのでしょうか？　国際商業銀行が売り浴びせていることは周知のことですが、一銀行の動きだけで、ここまで通貨が動くものなんでしょうか？」


    「国際商業銀行の資金力を考えれば、十分にありえる事態です。しかしそれ以上に、原油価格が暴落しているのが最大の要因ですね」


    「どうして原油価格にルーブルが関係あるのでしょう？」


    「ロシアという国家は、ＧＤＰの二五％を石油産業・天然ガス産業が占めているんです。しかもロシア政府の歳さい入にゆうに占めるエネルギー産業の割合は、驚くべきことに三五％を超えてしまっています。石油こそ、ロシアのすべて。石油がなければ、そもそもロシア国家は成り立たない。だからこそ、原油価格とロシア経済は連動するんです。原油が下がれば、ロシアの国力はみるみる衰おとろえてしまう」


    「なるほど……国内総生産の四分の一がエネルギー産業だというのは、偏かたよった数字ですね……」


    　キャスターはうなった。


    「もうすぐ一バレル＝三〇ドル台に突入する寸前ですが、これはロシアにとって危機以外の何ものでもありません。多くの投資家がルーブルに見切りをつけはじめました。ルーブルは下がって当然なんです。だからこそ、通貨防衛のために、これほど急激な利上げを行おこなうのでしょう」


    「ズバリお聞きします。この利上げによって、ロシアは持ち直しますか？」


    「……それは難しい。繰り返しますが、原油価格が暴落中である以上、利上げの効果はないと言わざるをえません。また同時に、急激な利上げは国内経済にも多大な影響を及ぼします。企業はお金を借りられなくなりますし、個人もこれほど高い金利だと住宅ローンを組んだりすることもなくなる。経済は停滞を免まぬかれない。諸もろ刃はの剣つるぎですよ」


    　そこまで聞いて、俺はテレビを消した。確認すべきことは確認できた。投資家たちの心証は動かず、利上げをスルーするだろう。ロシア暴落の流れは止まるまい。
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    　莉り音おんからメールが入ってきた。


    「Ａ成功」と一言書かれているだけ。これは事前に取り決めておいた簡単な暗号で、Ａがアウクスブルク銀行というだけだ。


    　一般人がメールをやりとりするだけなら誰も注意を払ったりしないが、俺たちレベルになってくると常に監視されていると考えたほうがいい。電子メールはもっとも信用できない。


    　アメリカＮＳＡが運用するエシュロンは、世界中の電子情報を収集し分析している。今は、国際商業銀行関連の電子情報は最重要の取り扱いになっているはずで、報告文をまともにやりとりしないほうがよかった。もともとインターネットはアメリカ軍が開発したものだ。


    　ロシアＦＳＢとて、電子情報を集めている。その歴史的経けい緯いから、ロシアの諜ちよう報ほう網もうはヨーロッパに大きな網あみを張っている。ロシアは何度かヨーロッパ諸国から大規模な侵しん略りやくを受けているからだ。莉音もドイツにいる以上、慎しん重ちようになったほうがよかった。


    　俺は七階オフィスと頭とう取どり室に足を運び、皆にアウクスブルク銀行の買収成功を報告した。


    　沙さ織おりと柚ゆずさんは喜んだし、恒こう太たはさも当然だと言わんばかりの得意げな顔でうなずいた。


    　いつのまにか俺が、全体を調整するプロデューサーのような役目になっていた。沙織の営業を見てやって、柚さんの開発状況もチェックする。恒太は管理不能だが。
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    　ディーリングルーム。


    　俺と柚さんは二人、開発したばかりの自動売買プログラムを試ためしているところだった。


    　並んで椅い子すに腰かけ、俺たちは画面を凝ぎよう視ししている。柚さんはグラフの動きに興味を惹ひかれたようで、たゆまなく上下する数字の瞬まばたきを追うだけで、遊園地で遊んでいる子供のように目を爛らん々らんと輝かせていた。単調な数字の動きに、常人には理解できない楽しげな法則性を見み出いだしたのかもしれない。


    　小刻みに売りと買いが入り交じり、少しずつ、だが着実に、ジリジリと下げていく。


    　過去の世界中の株式市し場じようの動きや、通貨の動きをデータベースに盛り込んでいて、その時点で最適な売買をするようにセットしていた。そして目標とする相場をセットすれば、可能な範囲で利り益えきを確保しつつ、細やかに想定目標に近づいていく。


    　株価のチャートや通貨変動は、長期的な経済環境や企業の業績よりも、ごく短期的な人間心理によって動く瞬発力のほうが強い。だから柚さん開発のプログラムは、あらゆる歴史上の膨ぼう大だいなチャートを元に値動きの確率を弾はじき出し、最適な売買を自動的に行おこなっていくのだ。人間心理をデータベース化したようなもので、どんな軍事兵器よりも強力な、対ロシア用の兵器になりえる。今までは俺が適切な時期を見計らって売りを入れるだけだった。だがこれからは、売り買いを繰り返しながら、中長期的には大きく下がるようになるだろう。


    　損失を抑えながら目標に近づいていくから、単に売り浴びせるより、革命部グループへの負担が少なくなる。今までは、砲弾を撃ち尽くすまで売り続ける戦いだったが、これからは砲弾を製造しながら長期戦を戦っていけるのだ。


    　子し細さいに動きを確認した末、俺は太たい鼓こ判ばんを押す。


    「柚ゆずさん、よくやってくれた。ひとまず完成だ」


    「巳み継つぐくんが寝ないでがんばっていたので、私もがんばろうって思ったんです」


    　満面の笑みで柚さんは応じ、続ける。


    「今週はギガスキャンセラーも身につけましたし、プログラムも完成させましたし、充実してたって思うんです。こんなにがんばれたのは、みなさんが一緒だからなんです」


    　柚さんは、グッと両りよう拳こぶしを胸元で握りしめ、ひとり納得したようにうなずいた。


    「今日から、このソフトウェアを稼か働どうさせよう。数日はディーリングルームで俺が稼働状況をチェックしてみるけど、大きな問題がなければ、一日に数回チェックするくらいで大丈夫だ。プログラムの動きを見ながら、バージョンアップするポイントも考えてみるよ。がんばったね、柚さん」


    「巳継くんや莉り音おん部長が教えてくれたおかげなんです」


    「いいや、柚さんの力だ。柚さんがいなくちゃできないものなんだよ。これで俺も楽になる」


    「巳継くんに喜んでもらえたのが、私、一番嬉うれしいです！」


    　心から俺は礼を言う。


    「ありがとう、柚さん」


    「それから、もし巳継くんがプログラムを気に入ってくれたら、もっと気に入ってもらおうと思って、ジュースも持ってきたんです」


    「………………え？」


    　一瞬、俺は頭が真っ白になった。


    　──俺の聞き間違えなのだ。そうであってほしい。いや、そうなのだ。俺の耳がおかしくなっただけ。間違いない。そろそろ睡眠をぐっすり取らないと頭がヤバイみたいだ。


    　そんな超希望的観測は、柚さんの次の言葉ですべて間違っていたことを俺は知る。


    「一生懸けん命めいどれがいいか考えてみたんですが、巳継くん寝てないですし、ちょっと〝威力の強め〟なコーヒーがいいって思ったんです」


    　いそいそと柚さんは脇から物体を取りだす。


    「どうぞ、巳継くん」


    　ニッコリ微笑ほほえんだ柚さんは、両手で優しくその物体を差し出してくれた。


    　無心で受け取ると、物体には『激味・七味唐とう辛がら子しカレーコーヒーΣシグマ』と銘めい打うってある。


    　──こ、これは、コーヒー、なのか……？


    　俺は目元が引きつった。


    「飲んでください。気に入ってくださると思うんです。巳み継つぐくんに喜んでほしいんです」


    　輝くような笑顔で、柚ゆずさんは俺をのぞきこんでくる。期待に胸を膨ふくらませているようだ。


    「注意・研究用」「ラット専用」と、おどろおどろしいラベルが張ってあるのが見えた。これは、かつてないほど破壊力が強そうだ。俺はあえてラベルから目を逸そらし、見なかったことにする。知らなければどうということはない……はずである…………そうであってくださいお願いします……。


    　企業が製品開発用に用意したものだろうか。こういうものを入手する柚さんの手腕がすごい。いやしかし、俺は生きていられるのか？


    　柚さんは、俺が栓せんを開けるのを今か今かと、切望するような眼まな差ざしで見つめている。柚さんは心から、俺に喜んでほしいと思っているのだ。


    　逃げ出したい。しかし、俺は改めて思う。莉り音おんにも、柚さんを見守ると誓ちかったじゃないか。柚さんの行く末を任されたんだ。口先だけで逃げ出すなんて男のすることではない。そしてなにより、柚さんの純粋さを裏切るわけには……。


    　俺は息を大きく吸い込み覚悟を決め、栓を開けた。命を懸かけた決戦だ。


    　鼻び孔こうをツンと刺激する強い硫い黄おうの匂い。妙な違和感。俺のなかに残る野生が危険信号を発する。だが、曲がりなりにもこれは動物用の飲み物。死にはしなはずだ……おそらく……。


    「い、いただくよ……。嬉うれしいなぁ……」


    　自分の声が震ふるえているのを知覚した。恐怖感が止まらない。


    　俺は神に祈った。信じてもいない神に祈った。


    　息を止め、一気に俺は七味唐とう辛がら子しカレーコーヒーをあおる。


    　ゴクゴクと飲み干そうとするが、喉のどが激しく抵抗した。吐き出しそうなのを必死でこらえる。俺はひたすらに液体を流し込み続けた。


    　これは、柚さんの大切な気持ちなのだ。飲まなくてはならない。体内に押し込め、俺！


    　目が充血してきたのを感じる。哀しくないのに涙が溢あふれてきた。命懸けで、残りのコーヒーを飲み込んだ。名状しがたい何ものかが、喉元にせり上がってくる。


    「ふぐおぁぁぁあああああ、いあ、いあ──ッ！」


    　臨界点を突破した俺は、言葉にならない何かを叫んでいた。


    「み、巳継くん!?」


    　柚さんの呆ぼう然ぜんとした表情。


    　世界が暗転し、意識は闇やみにつつまれた。


    



    
      ◇

    


    



    　銀行の前には各国のマスメディアが押し寄せてきていた。アウクスブルク銀行買収のニュースが記者たちを驚かせたからだ。


    　まだ国際商業銀行としては、アウクスブルク銀行買収成功の告知は一切していない。記者会見すら準備していない。しかし、アウクスブルク銀行側がＩＲ（投資家向け広報）のために早くも発表したらしく、マスメディアが集まってきたのだった。今回の買収は、世界トップニュース級の話題だ。


    　記者たちが銀行前に殺到する様子を窓から眺めていた恒こう太たはほくそ笑み、銀行前の交通に支障が出るほどの人数が集まったタイミングを見計らって、悠ゆう々ゆうとひとりで取材に応じるため出て行ってしまった。


    　恒太が出て行ったので、俺たちはテレビをつけてみる。すると、ちょうど恒太がマスコミ前に姿を現したライブ中継だった。恒太のまわりには、護衛のためにエントランスで待機している防衛省の人間たちが物々しく取り巻き、傍そばの記者に不審な動きがないか目を光らせていた。


    　記者たちは、護衛の人間たちと揉もみ合うようにしながらも、必死で恒太にマイクを突き出す。


    「頭とう取どり！　アウクスブルク銀行の買収成功おめでとうございます！　コメントを一言いただけますか？」


    　恒太はゆっくりと間を取り、華か麗れいに髪をかき上げる。


    「買収交こう渉しようはいまだかつてないほど修しゆ羅ら場ばの連続だった……。振り返れば自分でも、これほど困難な闘いをよく乗り越えられたものだと驚くほどにな。俺の鬼才は段違いだったということだ」


    「頭取自みずからがドイツへ行かれて交渉したのですか？」


    「全体の買収スキームは俺が考案したが、俺は多た忙ぼうすぎる。だから直接交渉は部下に任せていた」


    　多忙といっても、恒太はマスコミ対応や国際会議に顔を出したりして、自分を世界に売り込んでいるだけなのだが……。得意げに恒太は続けてゆく。


    「優秀な部下でな、俺が授けた戦略戦術を忠実に履り行こうし、指示通りに動いてくれた。部下に恵まれるのも、カリスマの為なせる技わざと言えるだろう」


    「今回の買収金額はいくらでしょう？」


    「最高軍事機密だ。いかに俺が誠実な男として知られていようとも、教えられない機密もある」


    　教えられないというか、恒太は知らないだけである。


    「アウクスブルク銀行は欧州でトップ一〇に入る大銀行のひとつで、今回の買収劇は、銀行業界再編の大きなうねりになると目されています。業界の再編成に向けて、どのような構想をお持ちですか？」


    「この俺が、すべての銀行に影響力を行使してこそ世界の平和が保たもたれる。我が国際商業銀行が世界の王者として君臨するべきときが来た。この俺はさらにスピードを増して世界をおさめていくだろう。愚ぐ民みん諸君、この俺の動きに刮かつ目もくせよ！」


    　大勢の護衛に囲まれている恒太は、マスコミの中心で、雄大に両腕を広げて言い切った。


    



    
      ◇

    


    



    　先ほど莉り音おんから、成なり田たに着いたという連絡が入っていた。もうすぐオフィスに戻ってくるはずだ。俺たちは、莉音が無事に帰社するのを、恒こう太たの映っているテレビを見ながら待っていた。テレビの映像は生放送ではないから、珍しく恒太も七階オフィスで待機している。自みずからが熱弁をふるうテレビを見るのは、どんな気持ちなのだろうか。恒太は意味深な笑みを浮かべ、椅い子すに腰かけ足を組み、自分の演説の模様を眺めていた。


    　エレベータの開く音が聞こえ、莉音がオフィスに入ってくる。


    「ただいまー」


    　俺たちは莉音を取り囲み、それぞれ言葉をかける。


    「おかえり。無事でなによりだ」


    「おかえりなさい、莉音」


    「おつかれさまです、莉音部長」


    「俺が与えた任務を無事にこなしてきたようだな。莉音も成長したものだ」


    　単なる出張というわけではない。莉音のドイツへの出張は、俺たちをヒヤヒヤさせていた。殺し合いをしている相手の勢力圏に飛び込んでいったようなものだ。とくにドイツとロシアは第一次世界大戦でも第二次世界大戦でも血で血を洗う戦いを繰り広げた仲であり、因いん縁ねんある関係だ。そしてドイツは冷戦時代、東西に分割され、アメリカとソ連がにらみ合う前ぜん哨しよう地帯になっていた。ロシアの諜ちよう報ほう網もうは、アメリカに次いで、ドイツに大きなネットワークを有している。


    　状況を確認するため、俺たちは揃そろってテーブルにつく。


    「さて、アウクスブルク銀行の買収は成功よ。ミューチュアルに次ぐような大型買収ね」


    　みなの前、改めて莉音は報告した。恒太が訳知り顔で語りだす。


    「やれやれ、またテレビに引っ張りだこというわけか。俺の活躍が光りすぎる……」


    「でもね、一いち概がいに良かったとも言えないかな。資金量五〇兆円、時価評価額一三兆六〇〇〇億円の銀行なんだけど、やっとのことで買収提案に乗ってくれたのが二〇兆七〇〇〇億円だからね。評価額から考えれば、売買するだけで七兆一〇〇〇億円の損失が確定しちゃうの」


    「七兆だろうが一〇兆だろうが、もうわけがわからない。だから、いいんじゃないか？」


    　苦笑しながら俺は言った。本心である。


    「アウクスブルク銀行はロシア短期債さい権けんの二四％を持っている。この借しやつ金きんを、ロシアは毎月ロールオーバーして、支払いを繰り延べしてきたの。でも今月末、ロールオーバーには応じず、全額返済を迫れば……結果はわかるわよね？」


    「大爆発だ」


    　俺は両手を広げて応じた。しかし沙さ織おりが疑問を投げかける。


    「でも、ロシアの財政が破は綻たんすれば、アウクスブルク銀行がロシアに貸し付けているお金は回収できなくなっちゃうんじゃない？　そしたら、私たちが丸ごと損失を被こうむる気がする」


    「そこは沙さ織おりの言う通りよ。ロシアの財政を破滅させれば、貸したお金を回収できなくなるアウクスブルク銀行は、大きな被害を受ける。でも、考えてみて。私たちは今、ルーブルやＲＴＳを売り浴びせることに大掛かりに資金を投入してる。つまり……私たちが売り払ったルーブルとＲＴＳ上じよう場じよう企業株式が、一転して利り益えきを生むことになるわけ。まぁでも原油売りのほうではすさまじい損失を出してるから、利益は残らないかもしれないけど」


    　革命部グループは通貨ルーブルと、証券市し場じようＲＴＳを売り続けている。高い値段のときから売っていた俺たちは、ルーブルやＲＴＳが下がりきったときに買い戻すことで、利益を得ることができるというわけだ。たとえば、ある企業の株を一万円のときに売り、三〇〇〇円のときに買い戻すことで、七〇〇〇円の利益を得ることができる。


    「あっ、そっか。ルーブルやＲＴＳを空売りしてるから……ロシアが破産しちゃえば、そっちは逆に利益になるのね……」


    「壮大なマッチポンプだな。ロシア政府の金きん融ゆう担当官が、国際ニュースで恒こう太たのことを『最低最悪の投機マフィア』って表現してるけど、あながち間違ってない気がしてきた」


    　俺たちの顔として賞賛を浴びるのも非難されるのも、今では常に恒太である。世間的には、俺たち革命部グループとは恒太のことになっているからだ。恒太のほうもそれを有名税だと、澄まし顔で受け流していた。恒太はアゴに手をやり、ニヤリとほくそ笑む。


    「間違ってなどいない。俺こそ『最凶にして最強の投機テロリスト』なのだ」


    「肯こう定ていしちゃうんだ……」


    「最凶って今度はどんな設定なんだよ……」


    　沙織と俺は呆あきれたが、恒太は意味深に左眼に手をかざす。


    「このところ、俺のギガスが暴走しはじめていてな……。感じるのだよ、魂たましいの深しん淵えんから呼びかけてくるギガスの声を……。新しいギガスの力に目覚めるかもしれん。だが……同時に世界が滅ほろぶやも……」


    「背筋が冷え冷えしてくるな……」


    「見て巳み継つぐ、この鳥肌……」


    　俺と沙織は顔を見合わせた。


    「そんな戦いを、毎晩、俺はひとりで繰り広げている。そしてふと正気に戻ると、ルーブルが下がっているのだ……。俺まで、自みずからのギガスに操あやつられているとでも!?　教えてくれギガス！　どんな手を使ったのだ!?」


    　恒太は絶望的な面おも持もちで頭をかかえた。沙織が冷静に指摘する。


    「それ、柚ゆずさんの自動売買プログラムだから」


    「大丈夫だって思います。恒太くんのギガスが暴走しても、私が止めてみせます」


    　話に聞き入っていた柚さんが、真剣な様子で断言した。


    「無理だ。一度覚かく醒せいしたら止められない」


    「私、ギガスキャンセラーを身につけたんです。だから世界が滅ほろぶ前に、私が、恒太くんの能力をキャンセルすればいいと思うんです」


    　恒こう太たは目を見開く。


    「な、に……？　発現、したのか……？」


    「はい！」


    「ほ、本当なのか……？」


    「はい！」


    「……」


    　恒太は、まじまじと柚ゆずさんを見つめた。そうかと思えば、やにわに恒太は天を見やり、片手で顔を覆おおって高笑いを始める。


    「クククククク……アーッハッハッハッハ！　この俺の部下に二人も、ギガス保持者が現れるとは……！」


    　サッと恒太は莉り音おんに視線を向け、続ける。


    「第二のギガス保持者──莉音。Ｏ．Ｏ．オーツーによって発現した『人の思念を読み取る力』。ズバリ、相手の考えていることを読み取ってしまう能力だ。有効範囲は五〇〇メートル。莉音が、俺が考えていたプランをいつも先回りして提案してしまうのは、このギガスの能力のおかげだ。敵にしたくはないものだな……」


    　次に恒太は、柚さんを見やって解説しだす。


    「魔眼の持ち主──柚。Ｏ．Ｏ．オーツーが改造を繰り返したことにより発現した『あらゆるギガスを無効化する力』。その名の通り、ギガス能力者が発動させたすべてのギガスを打ち消してしまう。この俺が、対莉音専用兵器として計画していたが、よもやこれほど早く完成を迎えるとは……」


    「……肌が粟あわ立だってきた……」


    　ギガス保持者にされた当の莉音は唖あ然ぜんとしたようで、自みずからの両腕をかかえるようにしてブルッと震ふるえた。


    「Ｏ．Ｏ．オーツーって何だよ？」


    　俺が問とい質ただすと、とっさに沙さ織おりが制してくる。


    「やめて巳み継つぐ、聞かないで」


    「なんで……あっ！　そ、そういうことか……すまん……」


    　瞬時に意味を把は握あくしたが、時すでに遅く……。


    　恒太は沙織に向けてえらそうに命じる。


    「Ｏ．Ｏ．オーツー！　俺に茶を出せ。コーヒーでもいいぞ」


    「自分でやりなさいよ！」


    「[image: ]って『酸素』だろ……」


    　そう俺は指摘したが、恒太が聞く耳を持つ様子はないようだ。


    　それから恒太は、ギガスの成り立ち、科学、歴史、そして保持者の未来など、すべてを司つかさどる者がごとく語り続けた。恒太によれば、第二、第三のギガス保持者が現れた以上、次のギガス保持者がいつ現れてもおかしくないそうだ。恒太はやたら俺を見て語っていたので、次は俺にギガスが発現してしまうフラグなのかもしれなかった。勘かん弁べんしてほしいところだが……。


    　そんな風に、恒こう太たが熱くギガスを語るのをうんざりしながら聞いていると──。


    　つけっぱなしだったテレビから、キャスターの金切り声が飛び込んできた。


    　一いつ斉せいに俺たちはテレビに注目する。


    　画面に映っていたのは………………アウクスブルク銀行だ！


    　ヘリで上空から撮影しているようで、銀行の全景が映し出されていた。


    　一瞬、国際商業銀行ポーランド本店のことが頭によぎり、また爆破でもされたのかと思った。しかし画面のライブ中継では、どこにも破壊された形跡はない。銀行の立派な建物は、堂々とそびえ立っている。


    　見れば、銀行周辺にはガスマスクと銀色の特殊スーツのようなものを纏まとった人々が慌あわただしく往き来している。銀行を中心にして、周囲数百メートルのビル群一帯にロープが張られ、まわりを軍隊、警察、マスコミ、野や次じ馬うまらしき人々が取り巻いていた。


    　ヘリから見下ろしながら、リポーターが叫ぶ。


    「アウクスブルク銀行から、サリンが検出されました！　軍まで出動する騒ぎになり、関係当局が全力で捜査に当たっています！」


    　予想外の事態だ。


    　俺たちは誰も言葉を発せず、固かた唾ずを呑のんで画面を注視していた。画面が中央でふたつに割れ、ヘリのリポーターと、スタジオの両方が映し出された。スタジオ側のアナウンサーが問いかける。


    「どうしてサリンが漏もれたんでしょう？　それもなぜ銀行から？」


    「いまだ不明です。まったくわかりません。一部では、テロなのではないかと推測されています」


    「あっと、現場周辺の映像が入ってきました。切り替えます」


    　別のリポーターが画面に現れた。銀行周辺、地上からのレポートだ。あたりは警察や軍隊や野次馬で込み合っており、騒然となっている。救急車も何台も並んでいて、路上に寝かされている人もいた。


    　ふたたびスタジオのアナウンサーが質問する。


    「被害状況はどうなっていますか？」


    「現在までに明らかになっている被害状況ですが、一六名の死亡が確認されています。また、重体の二〇〇人が病院へ運ばれ、治療を受けているとのこと。神経ガス漏れが発見された時間に銀行周辺にいた人々も病院へ搬はん送そうされており、その数は一五〇〇名にも及びます。被害はさらに拡大する見込みです」


    「し、信じられないほどの被害ですね……。サリンはどこから、どのようにして漏れたのか、当局の発表はありますか？」


    「まだなにも……。事件当時、銀行内にいた人々の大半は病院へ運ばれていたり、救急車を待って待機しているために、直接話を聞くことはできません。しかし現場に近いところに居合わせた人の話では、『ヨロヨロと銀行から数名が出てきて、血を吐いて倒れたのを見た』という話です」


    　応じるリポーターの後ろでは、人々が右に左にと駆け抜けていく。迷彩服や警察の制服、救命士やマスコミの姿が入り乱れ、現場は相当に混乱している様子が見てとれた。リポーター自身、混乱しているようだった。アナウンサーは話題を変える。


    「アウクスブルク銀行は、国際商業銀行に買収されることがニュースになったばかりです。今回の事件に、何か関係があるんでしょうか？」


    「不明です。しかし買収発表がなされた直後だっただけに、国際商業銀行に不満を持つ者の犯行ではないかという見方が出ています」


    　沈黙して画面に見入っている皆に向けて、俺は口にする。


    「ＦＳＢだ……」


    「それしか、ないわね……」


    　そう言って、莉り音おんは小さくうなった。


    　突とつ如じよ──颯さつ爽そうと恒こう太たが立ち上がったので、俺たちは驚いて注目した。


    「この俺が自みずから、ドイツへ赴おもむこう。今向かう。テレビの予定はすべてキャンセルだ」


    「ちょ、ちょっと、どうするつもり？」


    　慌あわてたように沙さ織おりが訊きいた。


    「アウクスブルク銀行をこの俺自らが訪問し、国際商業銀行の意思が変わらないことを世界にアピールする。そしてロシアの謀ぼう略りやくを、世界に伝えるチャンスだ。愚ぐ民みんどもの支持を一気に俺に集めてやる」


    　俺は冷静になるように言う。


    「危険すぎる。莉音みたいに隠れて訪問するならともかく、恒太は目立ちすぎる。殺されに行くようなものだ」


    「この状況、あえて俺がアウクスブルク銀行へ行けば、世界の注目の的まとになる。そんななか、俺を暗殺するほどＦＳＢは愚おろかではなかろう」


    「ケネディだって衆しゆう人じん環かん視しのパレードのなかでヒットされてるんだぞ？」


    「フッ、ケネディはいまだに誰がやったか議論が噴出している。だが、ここで俺をやる相手など、それこそＦＳＢしかいないだろう。世界はＦＳＢだと確信する。だからこそだよ。よほどバカでない限り、俺をヒットなどしたりはせん」


    　莉音は首を振る。


    「そんなのダメ。暗殺はされなくとも、向こうに行ったって恒太にできることはないわよ」


    「そうよ。危険なんだから、あんたはジッとしてなさい」


    　沙織も追従した。しかし恒太は、テーブルに「ドン！」と手のひらを打ち付けて語りだす。


    「いいか、これは危機だが、だからこそチャンスでもある。今こそ高らかに発表するのだ。この危機に、俺がアウクスブルク銀行を見捨てず、買収の約束を守り、なおかつ国際商業銀行が資金まで投入してピンチを救ってやるのだということを！　そして被災者を訪問し、遺族にも手厚い保護を与える。さすれば世論は、一気に国際商業銀行を支持するようになるだろう」


    　恒こう太たの言う通り、ロシアに対する国際商業銀行のやり方は批判の的まとだった。だが、ここで恒太がマスコミの前で力強い姿勢と、温情ある対応を見せれば、世論は反転するかも……。


    　恒太の強気な姿勢を変えられないと見て取ったのか、莉り音おんが苦く渋じゆうの表情で口にする。


    「……百歩譲ゆずって、恒太がドイツに行くのはいい。でも、現地に入っちゃダメよ。恒太の指摘する状況を考えれば、このタイミングと衆しゆう人じん環かん視しの状況で、ヒットされる可能性は低い。それでも、やられる可能性はゼロじゃないの」


    「現地に行かなくては意味がなかろう。今こそ銀行を訪問する。そのことに意味があるのだ」


    「だからダメって言ってるでしょ！」


    　沙さ織おりも、恒太を止めようと言葉を荒らげた。


    「莉音も沙織も、まだ俺の力を過小評価しているようだな。ククク、実のところギガスには、『絶対防ぼう壁へきの力』というものがある」


    　おそるおそる、沙織が訊きく。


    「ぜ、絶対防壁って……何よ？」


    「何があっても死なない鉄てつ壁ぺきのスキル──それが『絶対防壁の力』だ。仮に柚ゆずがギガスキャンセラーを発動しても、この固定スキルだけは打ち消すことはできない。柚がキャンセルすることができるのは、この俺の『絶対厳守の力』や、莉音の『人の思念を読み取る力』のような、発動型のスキルだけなのだ」


    「……さ、さっき新しいギガスの力に目覚めるかもって言ってたばかりじゃないの……」


    「おりおりは知らないのか？　もともと、あらゆるギガスに備わっている力だよ。核戦争で世界が滅ほろんでも、ギガス所持者だけは生き残れるようにと、宇宙の意志が決めたのだ。ギガスは宇宙の至宝なのだからな」


    「……」


    　何を言ってもムダだと悟ったのか、沙織は押し黙ってしまった。代わりに莉音が言う。


    「不安だけど、それなら行ってみましょうか……。私がガードするし……」


    　しかし恒太ははねつける。


    「莉音はダメだ。今度こそ、本当に危険なのだぞ」


    「私にもギガスが備わってるって話じゃなかったの？　だったら大丈夫なんでしょう？」


    「ダメだ。俺に任せ、ここで休んでいろ」


    「私はどっちにしろ行かなくちゃいけない。だって先日までアウクスブルク銀行で交こう渉しようしてたんだし、現地に戻って状況を把は握あくしないと。それに、交渉相手のお見舞いをするのも筋ってものでしょう」


    　莉音は譲らなかった。


    「……ほう……そういうことなら仕方あるまい……。ならば莉音のことは、俺が守ってやらなくてはならないようだな。安心しろ、一騎当千の俺がガードしてやる」


    「……」


    　何か言おうとした莉り音おんだったが、言葉が出てこないようだった。


    「最短の飛行機で行くことにしよう。では諸君、俺がいない間も仕事に励むように。今日の会議は以上だ」


    　恒こう太たは俺たちを悠ゆう々ゆうと眺め回し、王のように言った。


    



    
      ◇

    


    



    　恒太と莉音をドイツへ見送るため、俺と沙さ織おりと柚ゆずさんは、銀行のエントランスにやってきた。暗殺の可能性は大きくないとはいえど、危険は危険なのだ。莉音は訓練を積んでいるし、表に出ないポジションだから、狙ねらわれることはないだろう。しかし恒太は世界ナンバーワンＶＩＰであり、その行動は目立ちすぎ、ＦＳＢに狙われたら一ひと溜たまりもないはずだ。俺たちは心配でならなかった。


    　エントランスには、恒太を護衛する情報本部の面々が整列して待っている。彼ら一同を統率するのは内ない藤とうさんらしく、口元を引き結んで直立していた。俺は彼に近づき、声をかける。


    「内藤さん、二人をお願いします。莉音は大丈夫でしょうが、恒太は危機対応能力がないので、よろしくお願いします」


    「お任せください。敵は強大ですが、我われ々われも万全を期しています」


    「とくに恒太がご迷惑をおかけするかもしれませんが、どうか気分を悪くされないように……。アイツはああいうヤツなんで……」


    「ああ、春かす日が頭とう取どりとは作戦を十分に協議しました。うまくいきますよ。選えりすぐった一〇名が身辺の護衛につきますし、私がドイツ公安当局との連絡役を務めます。終日、つきっきりで張り付きますので、ご安心ください」


    　内藤さんは何かを決意したような表情で、うなずいた。情報本部としても、今回の護衛は真剣に考えてくれているらしい。


    「ありがとうございます。頼りにしています」


    　俺は礼を述べ、皆のところへ戻った。沙織が、恒太にとうとうと語っている。


    「恒太、騒ぎになるようなことは止やめなさいよ？　危険なんだからね？」


    「フッ、ギガスは未来を見通している。この俺が描いたシナリオの結末を楽しみにしているのだな」


    　俺は莉音に口にする。


    「莉音、恒太を頼む。それから莉音も、無茶はしないようにな」


    「わかってる。ヒットされる可能性は低いと思うけど、重々に警戒するから」


    「莉音部長、恒太くん、がんばってください！　私もギガスキャンセラーの発動を、がんばろうって思います！」


    　柚さんは何をがんばるつもりなのだろうか。


    　恒太はニヤリと笑みを浮かべ、意味深にうなずく。


    「うむ。柚ゆずこそ本作戦のキーになる。ギガスキャンセラーを忘れるなよ？」


    「はい！」


    「我が雄姿を楽しみにしておけ。予言してやる。世界中が俺の姿に感動し、涙することになるだろう」


    　最後まで恒こう太たは誇らしげな言葉を繰り返していた。


    　そして内ない藤とうさん率いる情報本部の護衛一〇名を仰ぎよう々ぎようしく引き連れ、防衛省が用意している車両に乗り込んでいった。


    



    
      ◇

    


    



    　一番早いドイツ直行便に飛び乗った恒太は、翌日にはもうアウクスブルク銀行の前に立っていた。アウクスブルク銀行は、その名の通りアウクスブルク市にある。


    　その模様をリアルタイムで、俺と沙さ織おりと柚さんは、オフィスで確認することができた。恒太の前には、大勢の、世界各国のマスメディアが群がり、我われ先さきにとライブ中継を各国に配信していたからである。


    　さらにその周囲には膨ぼう大だいな人々が群がっていた。近隣で働くビジネスマンや野や次じ馬うま、それから一連の事件で立ち回っている警官、消防隊員、軍人たち……。世界的な関心を集めたサリン事件の直後、世界ナンバーワンＶＩＰの登場に、あらゆる人々が注目していたのだった。恒太の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを追い、颯さつ爽そうとステージの上へ向かう様子を、固かた唾ずを呑のんで見守っている。ステージは誰が直接設置したのか知らないが、事前に恒太が用意したものには違いなかった。アメリカ大統領がホワイトハウスの前で演説するような演台が設置されており、そのまわりをマスコミが取り巻いていた。


    　狙そ撃げきするなら恰かつ好こうの状況だ。しかし恒太が言っていたように、国際商業銀行とロシア連れん邦ぽうの対立状況を世界が知っている以上、おそらく暗殺はないだろう。だから恒太の生命について危機感はそれほど大きくなかったが、恒太が何を発言するのか不安が募つのって仕方がなかった。


    　恒太のまわりを護衛する人間たちのなかに、莉り音おんがいるのがチラと映った。ひときわ小柄の女の子だけに、すぐにわかる。莉音は周囲のビルを見上げ、絶え間なく視線をはしらせており、警戒を怠おこたっていないようだ。


    　スタッフを装よそおった情報本部のメンバーも一〇名ほどが同行していて、莉音とともに警戒にあたっていた。もちろん、ドイツの警察や軍隊も、警備態勢を増強させていた。


    　壇上に立った恒太は、雄お々おしく群衆を振り向き、大きく息を吸い込んだ。


    　一呼吸置いてから、用意されたマイクに向かって声を張り上げる。


    「世界人類諸君！　この俺はやってきた！　人類の自由と平和を守る国際商業銀行頭とう取どり──偉大なる春かす日が恒太だ！」


    　まわりに集まった人々から拍手が鳴り響いた。自分に「偉大なる」と枕まくら詞ことばをつけるのはいかがなものか。それを真顔でやってしまえるところに、恒太のすごさがある。


    「アウクスブルク銀行はこの俺が買収することになっている。だからこそ俺は、真っ先に駈けつけてきたのだ」


    　役者のように、大きな身振り手振りを交まじえながら、恒こう太たは語っていく。


    「アウクスブルク銀行にしかけられたテロは、決して一銀行に対するものではない。これは、人類に対するテロなのだ。このようなテロを引き起こした元凶と、俺は対決しなくてはならない。たとえ、恐るべき敵であろうとも。……満まん身しん創そう痍いになろうと俺はやる！」


    　そう恒太が断言すると、拍手が巻き起こった。先ほどよりも大きな拍手の波だ。


    　さざめきが鳴り止やむまで十分に待ってから、恒太は、目の前の群衆に語りかけるような口ぶりで、切々と語る。


    「この俺は戦う。人類に敵対する、あらゆる不当な出来事と」


    　先ほどより小さな声。しかし断固とした、決意のこもった声だった。


    「この俺は戦う。恐るべき謀ぼう略りやくによって我われ々われを欺あざむこうとする世界の敵と」


    　少し声のトーンが増した気がする。わずかに間をおき、恒太は続けていく。


    「この俺は戦う。アウクスブルク市民のため、そしてテレビの前の世界市民のために」


    　さらにトーンは高まった。


    「この俺は戦う。哀あわれにさまよう民たみ草くさのため、不当な抑よく圧あつに屈する庶しよ民みんのため、明日の希望すら持てぬ万民のために」


    　全身を使い、恒太は声を振り絞った。まるでオーケストラの指揮者のように。


    「この俺は戦う。輝かしき地球の未来のため、そして人類の栄光のために！」


    　ここに至って恒太は、自みずから高ぶり、感極まったように叫んだ。


    　とたん、すさまじい拍手喝かつ采さいが鳴り響く。恒太の熱意が群衆に伝でん播ぱし、何かが爆発した。


    　テレビの映像はあたりに集つどう観衆の模様を流れるように映し出していく。なぜか涙を流している人もいたし、足を踏み鳴らしている者もいたし、シャウトしている人もいたし、意味不明な言葉を繰り返し連呼している聴衆もいた。群衆と恒太は一体化し、膨ぼう大だいな人々が、一個の生命体であるように俺には見えた。


    　恒太の演説は続いていく。


    　それは抑よく揚ようがきいた名演説だった。次々と繰り出される恒太の言葉には、心を高ぶらせる何かが備わっていた。役者のようなリアクションと、韻いんを踏んだ流れるようなスピーチが絶妙にマッチし、聴衆の心をとらえて離さないようだった。


    　今や世界中が息を呑のみ、恒太を見守っていた。演説も二〇分を過ぎたころ、ついには自分自身の目め頭がしらまで熱くなったのか、恒太も目を潤うるませながら声を上げる。


    「この俺が世界の楯たてになり、命に代えてでも、世界市民らの小さな幸せを守ることを約束しよう。俺には血だるまになっても世界を守る意志がある。俺は……世界のために生きている！」


    　いよいよクライマックスに近づいたのだろうか、恒太が雄大に手を広げたとき──。


    　画面の端から、莉り音おんが飛び出してきた。


    「恒太！　危ない！」


    　かすかに、そう叫ぶ莉り音おんの声がこだました。


    　ほぼ同時、弾丸の音が響き、あたり一帯の空気が一気に張り詰める！


    　ガーンと一発目の銃声。


    　莉音が恒こう太たにタックルを喰らわせた。その後に続いて、大勢の護衛たちやドイツの官かん憲けんもステージになだれ込んでくる。壇上にはわずかに血が舞ったように見えた。


    　──恒太！


    　俺は叫びにならない声を上げた。恒太は莉音によってステージ上に引き倒されていたが、肩口を押さえ、表情を険しくしている。肩のあたりを撃たれたのだ。


    「こ、恒太ッ！」


    「恒太くん！」


    　沙さ織おりと柚ゆずさんが半立ちになって叫んだ。だが、それだけでは終わらなかった。


    　ガーン、ガーンと、二発の狙そ撃げき音！


    　あたりの聴衆たちも、アナウンサーも叫んでいた。壇上には人が入り乱れ、騒然とした状況を呈していた。カメラが傾き、絶叫が激しすぎてなにも聞き分けることができない。


    　映像は人々の波に呑のまれ、ハッキリとした状況はわからなくなってしまった。しかし、おそらくだが、恒太は致死には至っていない。加えて、護衛や聴衆の誰も、弾丸に当たった人はいないようだった。幸さいわいにも後の二発の弾丸は大きく逸それ、どこかへ消えてしまったのだ。


    　ゼイゼイと息を切らせながら、沙織が混乱した面おも持もちで口にする。


    「だだだ大丈夫かしら!?」


    「頭部への被弾じゃなかった。だから、無事だと思う」


    　俺は落ち着かせようと沙織の肩に手を置いた。しかし沙織は狼ろう狽ばいしたままだ。


    「でで、でも血が……恒太から血が……ああ、恒太……」


    　沙織はうずくまって震ふるえだした。


    「恒太くん……」


    　柚さんは苦しげに息をしながらテレビを凝ぎよう視ししていた。


    「大丈夫、死にはしないよ」


    　二人を安心させようとそう言ってはみたものの、俺も心配で仕方がなかった。俺の予想は、映像の断片から推測した希望的なものだ。自信を持って無事を断言できるものじゃない。


    　沙織は震えが止やまず胸苦しい様子だったし、柚さんからはいつもの元気が消え失うせていた。


    　それから俺たちは息を殺したように押し黙り、テレビ画面を食い入るように見つめ続けた。


    　ニュースはてんやわんやの大騒動に発展し、世界は恒太狙撃のニュース一色で染まった。


    　部費、三五八兆七四〇〇億円。借しやつ金きん、四二五兆二六〇〇億円也なり。
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     第五章　通貨戦争（二）


    



    　世界中のメディアが恒こう太た狙そ撃げきのニュースで溢あふれていた。


    　恒太は死亡したとか、危険な状態に陥おちいっているなどというセンセーショナルな報道が相次ぎ、憶おく測そくや噂うわさが駆け巡っている。メディアの報道はともかく、俺たちもリアルタイムで恒太が狙撃された場面を見たわけで、浮き足立って仕事どころじゃない。


    　俺はブラウザ上の最新ニュースを、読みもしないのにクリックし続けていた。沙さ織おりは喪も中ちゆうのような表情で、自分の席を動かないでいる。柚ゆずさんは取り憑つかれたように、ちびりちびりとギャラクシードリンクを飲んでいるだけだ。テレビはつけっぱなしだが、アナウンサーやリポーターが恒太の危機を連呼しているだけで、ひとつも良い情報が流れてこない。俺たちにできたことと言えば、悶もん々もんとし、恒太の無事を祈ることだけだった。


    　呆ぼう然ぜんとニュースのページをクリックしていると……俺の携帯電話が震動した。莉り音おんからの国際電話だ！


    　念のため、俺は静かに席を立ち、沙織と柚さんから離れた。万が一、本当に万が一の事態だが、恒太が回復不能な状態になっていたら、二人を動揺させてしまうからだ。


    　震ふるえる手つきで、携帯を耳に押し当てる。


    「恒こう太たは？」


    　電話に出てすぐ、それだけを俺は言った。


    「大丈夫、安心して。肩に一発を被弾しただけ。弾丸は合計三発見つかったけど、二発は大きく逸それてくれたみたい。恒太以外に、被害者はなし」


    　莉り音おんの声には張りがあった。


    　身体からだ中じゆうに安あん堵どが広がり、俺はその場にへたり込みそうなほど気力が抜けた。放心の息を吐いて俺は言う。


    「……莉音のおかげだな……。莉音が傍そぼについていてくれて良かった」


    「もう恒太は得意げに話してる。沙さ織おりや柚ゆずちゃんは不安がってると思うけど、いつも以上に元気でピンピンしてるって伝えといて」


    「わかった。今すぐ伝えるよ。ヤバイくらいに心配してるからな」


    　俺は携帯を胸ポケットにしまい、沙織と柚さんの席の前まで行く。


    「今、莉音から連絡があったよ」


    　パッと、二人は同時に俺を見た。


    「安心してくれ。無事だってさ」


    「ほ、本当……？」


    「本当なんですか……？」


    　ほぼ同時に二人は聞き返してきたので、俺はうなずく。


    「本当だ」


    　たちまち二人に笑顔が広がった。


    　そして沙織と柚さんはその場で抱き合い、キャッキャと声を上げ、涙を流して喜んだ。


    　テレビでは、恒太が重体だとか、集中治療室に運ばれただのと、不確かな情報ばかりが連呼されている。事実をいち早く知った俺たちは、ただただ胸をなで下ろしていた。


    



    
      ◇

    


    



    　テレビ映像には、ベルリンにある高級ホテル──リッツカールトンの大広間を借り切った記者会見場が映し出されていた。


    　壇上は、いまだ無人。本来そこにいるはずの主は、もうすぐやってくる。この模様は、全世界にライブ中継されていた。


    　会場に溢あふれんばかりに集まった記者たちは、ステージに登場するはずの人物を、今か今かと、固かた唾ずを呑のんで待っていた。


    　ステージの入り口にスポットライトが照らされる。


    　記者たちやテレビカメラは一いつ斉せいにそちらに視線を走らせたが、まだ誰もいない。


    　二〇時キッカリ。スポットライトの光の中心に颯さつ爽そうと登場したのは、もちろん恒太だ。恒太は左腕を覆おおうようにギプスで固定している。肩の負傷にギプスが必要なのかと一瞬思ったが、おそらく肩の治療のためなのだろう。


    　恒こう太たが現れたとたん、会場は熱気と興奮につつまれた。記者たちの盛大な拍手と歓喜が、一気に弾はじけ、会場を包み込む。


    　世界が今このときを待っていた。名演説の最中に狙そ撃げきされ、全世界の話題をかっさらった男が今ここに、華か麗れいな復活を遂とげた瞬間である。


    　満足げに会場を見渡した恒太は、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで壇上へ向けて歩きだす。その足取りをスポットライトが追いかけ、記者たちは熱狂的な歓声を上げた。


    　記者たちは総立ちで、スタンディングオベーションが始まり、恒太を最大級の賛辞をもって迎えた。


    「恒太！　恒太！　恒太！　恒太！」という掛け声まで巻き起こる。テレビの前の人々の声を代弁したような熱烈な声援だ。世界が、恒太にエールを送っていた。


    　ステージの中央、用意された壇の前で恒太は立ち止まり、サッと記者たちを振り向いた。恒太が中空に手をかざすと、示し合わせたように記者たちの声援が止やみ、会場は静まりかえった。


    　恒太は会場の端から端までに視線を走らせる。十分に間を取り、壇に両手を重々しく乗せて、マイクに顔を近づける。


    「国際商業銀行頭とう取どり──偉大なる春かす日が恒太だ」


    　その演説は、静かなトーンで始まった。


    「まず初めに宣言しよう。この俺は、暗殺になど屈しない。いかなる脅おどしにも屈しない。何度でも、フェニックスのように復活を遂げるだろう」


    　徐々にトーンが上がっていく。


    「この身が朽くち果はてようとも俺はやる。地球の未来は、この俺の両肩にかかっているからだ。同どう胞ほうたる人類を、この俺は捨て置くことはできん！」


    　恒太のスピーチは続いた。前回より短く、一〇分ほどのコンパクトなものだ。この後には、記者たちとの質疑応答が控えている。最初のスピーチは、つかみのようなものだろう。


    　演説が終わると、会場は拍手喝かつ采さいの渦うずにつつまれた。記者たちは総立ちで、恒太の復活を歓迎した。


    　続いて質疑応答の開始だ。最初の記者の質問が始まる。


    「先だって頭取の容態を語った医者によりますと、肩を負傷されたのだとお聞きしました。間違いありませんか？」


    「間違いない」


    　何か重大なことだとでも言うように、恒太はうなずいた。


    「狙撃した相手に、心当たりはありますか？」


    「……ロシアの情報機関だと推測している」


    　恒太が断定したことで、会場はざわついた。


    　皆が想像はしていたことだ。しかし、断定するだけの証しよう拠こなど見つかっていない。マスコミとしては憶おく測そくを報道することはできないが、撃たれた恒太本人がインタビュー初しよっ端ぱなで語ったことならば、報道するのは自然なことでもある。ロシアは反発するだろうけれども。


    　別の記者が質問する。


    「アウクスブルク銀行のサリン事件との関連性は？　何があったと考えていますか？」


    「これは国際商業銀行とロシア連れん邦ぽうの戦争なのだよ。アウクスブルク銀行への攻撃も、ロシアだと推測している」


    「どうして断定できるのですか？　何の証しよう拠こもまだありません」


    「推測だと言っているだろう」


    「なぜロシアが？　いや、国際商業銀行がロシアのルーブルやＲＴＳを売り浴びせていることは周知の事実ではありますが……どうして国際商業銀行ではなくて、アウクスブルク銀行が攻撃を受けねばならないのです？」


    「実はアウクスブルク銀行は、ロシアにとって重要な大銀行だった。ロシア全対外債さい務むの二四％もの巨額を引き受けているからだ。ここを攻撃することには三つの意味がある。ひとつ、国際商業銀行が買収するのを思い留とどまらせること。ふたつ、これ以上踏み込むなと警告を発すること。みっつ、アウクスブルク銀行を機能不全に陥おちいらせることで、対外債務の問題を先延ばしにしようとすること。これはロシアによる謀ぼう略りやくなのだ！」


    「なるほど……。このような状況でも国際商業銀行は買収を履り行こうするつもりですか？」


    「もちろんだ。この俺はどこまでも約束を守る。俺が頭とう取どりに就任したとき、全世界の愚ぐ民みんどもに約束した通り、この俺こそが世界に真の平和をもたらす男だ。いかなる苦難を前にしようと、国際商業銀行が交わした契けい約やくは、必ずや履行する！」


    　別の記者の質問。


    「頭取は今、アウクスブルク銀行が実はロシア全対外債務の二四％を保有していると仰おつしやいました。具体的には、どのような種類の債権なのですか？」


    「ほとんどはユーロ建ての短期債権だ。毎月末に返済しなくてはならないことになっているが、ロシアは金利だけを払い、ロールオーバーを繰り返している」


    「では、もうすぐ契約の更新ですが……引き続きロシアへの貸し付けはされる予定ですか？」


    「二度とロシアには貸さない。そして全額の返済を要求する」


    　恒こう太たは明言した。これは衝撃的な発言である。おそらく世界中の政府関係者や金きん融ゆう関係者たちに電撃が走ったことだろう。ロシアが今月末で破は綻たんしますと言っているようなものだからだ。今この時点から、世界中の相場が激しく乱らん高こう下げするに違いない。


    　質問した当の記者も、唖あ然ぜんとして言う。


    「し、しかしルーブルは暴落しており、返済は難しいはず……」


    「そんなことは俺の知ったことではない」


    　別の記者が戸と惑まどった口調で質問する。


    「銀行の経営者としては、不適切な発言ではないかと……？　頭取が今、そういうお話を口にされるだけでも、ルーブルのさらなる暴落は必ひつ須すです。ロシア経済は破綻し、世界経済の混乱の要因にもなりえる……」


    「ロシアにとっては当然の報むくいだろう。アウクスブルク銀行にテロを行おこない、あまつさえ行員たちに被害を与え、あげくの果てには英雄であるこの俺に銃弾を浴びせるという暴挙……。神をも恐れぬ許しがたい所行だ……」


    「ですがロシアだと証明されていません」


    「俺がそう推測している。それ以上は不要だ」


    　有う無むを言わせず、恒こう太たは言い切った。


    　これが仮に、日本国内での有名人同士の非難合戦であったなら、恒太の発言は名めい誉よ毀き損そんだとか、人権侵害だとかで訴うつたえられ、裁判で負けてしまうだろう。だが、国際政治の舞台となれば違う。非論理的な批判や、罪のなすりつけを裁く場所などないからだ。国際司法裁判所もあるにはあるが、ここで裁判をするためには当事国すべての同意が必要であり、結局は意味がない。負けるとわかっていて、裁判に同意する国などあるわけがない。


    　国際政治は弱肉強食の世界であり、「言ったもん勝ち」「実行したもん勝ち」である。議論で収しゆう拾しゆうがつかなければ、法ではなく、軍によって攻撃したり、工作員によって破壊活動を行うしかない。力の強いほうが勝利する。


    　現状では、ロシア連れん邦ぽうと革命部グループはがっぷり四つで組み合っている。お互いの持つ力は種類こそ違えど、ほぼ互角。ここは、情報戦を制したほうが勝利に近づくことは間違いない。


    　ならばこそ、マスコミを利用して、言いまくったほうが勝ちだ。国際世論に嫌われないように慎しん重ちように誘導しなくてはいけないのだが……今回のケースは、恒太のムチャな論理展開でも国際世論を引き寄せることが可能だった。なにせ恒太は殺される寸前だったことを世界中が目まの当たりにしており、アウクスブルク銀行も悲ひ惨さんな被害に遭あっている。誰しもがロシアの関与を疑いたくなる情勢でもあった。本来、謀ぼう略りやくや陰謀などという話は受け入れない一般大衆も、三つも不審な世界的大事件が続くと、ロシアは無関係だと考えるほうが難しくなっていた。


    　恒太はテレビの前の人々に訴えるように、熱意のこもった口調で語る。


    「これでわかったろう……我が国際商業銀行は、正義の戦いをしているということを。我われ々われはロシアによってひどい状況に追い込まれているが、俺は戦う。俺は、貴様たちのために戦う。命に代えてでも、不当な出来事から、この世界を守ってやるのだ」


    　本当は正義もクソもないが、この場では効果的なアピールには違いない。情報戦だけは得意としているだけに──いや、というよりも、恒太がやっている仕事と言えば情報操作ばかりだから、そのあたりのことは理解して発言しているのだろう。


    「世界人類の平和を守るため、この俺が負けるわけにはいかない。悪に屈するわけにはいかないのだ。人類を背負うこの俺のプライドに賭かけて、悪党どもを討ち果たすまで！」


    　恒太は、ギプスをはめていない右腕を大きく広げ、高らかに言い放った。


    　悪党呼ばわりされたロシアの憤激は、怒りで我を忘れてしまいかねないほど大きくなっているはずだ。これは、こういう形の戦争なのである。
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    　恒こう太た会見の翌日、ロシア政府側も緊急で記者会見を開いた。


    　会見に登場したロシアの内務大臣は、怒りで打ち震ふるえていた。


    　息を荒らげ、憤ふん慨がいを隠さない。


    「春かす日が恒太の暗殺未み遂すい事件に、ロシアは一切関知していない。なんでもかんでも、ロシアのせいにするな！」


    　質問中の記者は、淡たん々たんと、冷たい口調で言う。


    「しかし、狙ねらわれた本人である春日頭とう取どりが、ロシアが行おこなったものだと明言しています」


    「バカな。何を根こん拠きよに？　どこに証しよう拠こがあるというんだ。今すぐここに持ってこい」


    　フン、と内務大臣は鼻で笑ってみせた。


    「ドイツ警察の正式発表によりますと、現場から見つかった三発の弾丸は、いずれも９×39㎜弾……この弾丸はロシア製狙そ撃げき銃ＶＳＳ専用のものです」


    「ＶＳＳが配備されたのは一九八七年だぞ？　他国でも利用されている狙撃銃だ。その程度の証拠で、ロシアということになるはずがなかろうが！」


    　内務大臣はいらだったようだ。


    「現在、国際商業銀行はロシアに対して経済的圧力をかけていますよね？　対するロシアは大規模な財政出動を行い、抗戦しているところです。それに耐えかねたロシアが、春日頭取を暗殺しようとしたのだという憶おく測そくも流れていますが……」


    「我われ々われが、そんな子供でもわかりそうな工作をするほどのバカだとでも言いたいのか？」


    　あざ笑うかのような口調の内務大臣に、記者は冷ややかに応じる。


    「難しい工作なら日々行っていると？」


    　集まっている記者たちはロシアへの敵意を隠していなかった。昨日の恒太の会見とは、えらい違いである。それもこれも、恒太狙撃事件を契けい機きにして、世界の支持が一気に国際商業銀行に傾いてしまったためだ。


    　内務大臣は片手で壇をバンと叩たたき、記者へ怒りをぶつける。敵意をむきだしにした記者たちに、さしものロシア側も腹を立てているのだろう。


    「論点を逸そらすな！　問題は、ロシアは暗殺に関与をしていないということだ。ありえない！」


    「では、ロシアとしては今回の事件、どの勢力が行ったと考えているのでしょうか？」


    「どうせまたアメリカじゃないのか？　いや、確実にアメリカとイギリスがグルになってしかけた陰いん謀ぼうだ。おそるべき連中なんだ」


    　ぶっきらぼうに、そして投げ遣やりに、内務大臣は放言した。


    　とたん、記者会見場がざわつきだした。この会見はロシア政府が開催した、公的な場所である。そんななか、アメリカとイギリスの仕し業わざだと、公式にロシア政府代表者が名指ししたのだ。騒ぎにならないはずがない。


    　記者たちから声が上がる。


    「どうしてアメリカとイギリスが陰いん謀ぼうに関与しなくてはならないのです？」


    「そんなことを我われ々われが知るわけもない。おおかた、国際商業銀行が邪じや魔まになり、春かす日が恒こう太たを亡なき者にしたあと、法的に拘こう束そくをかけて銀行を解体しようとでもしているのだろう。そして都合よくロシアのせいにして一石二鳥というわけだ」


    「それこそ、何の証しよう拠こもない話じゃないですか!?」


    「連中は、そういうことを平気な顔でやるんだよ。謀ぼう略りやくのために自国民を殺さつ戮りくし、何食わぬ顔で赤の他人に罪をなすりつけ、次々と戦争を起こしやがる。いつもそうだ。今回はロシアに濡ぬれ衣ぎぬを着せようとしているんだ！」


    　いらだちを隠さない内務大臣は、何度も壇を叩たたきながら言い切った。


    　記者たちも負けてはいない。


    「ロシアにそれを責める権利があるとでも？　ロシアの謀略活動は有名ですが？　政権運営に不適切だと判断すれば、自国のジャーナリストまで暗殺するじゃないですか！　ＦＳＢのために、どれほどのジャーナリストや政治家が犠ぎ牲せいになりました？　何人殺したんですか!?」


    「なんだと!?　どんな証拠があってそんなことを言う！」


    「あなただって証拠もなしで、アメリカとイギリスに責任を押し付けようとしている！」


    　ロシア政府の記者会見は荒れに荒れた。収しゆう拾しゆうがつかないほど議論百出し、ロシア政府と各国の記者たちの非難合戦の様相まで呈してしまっていた。テレビ中継として眺めている分には面白いが、内務大臣の気持ちになって考えれば痛々しくもあった。まぁ俺たちには、同情を寄せているヒマはない。
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    　ロシア側の記者会見が開かれた日の夜。


    　今度はアメリカ大統領マーク・カーチスの緊急記者会見だ。


    　記者たちを前に、大統領は洗練された物腰で、ユーモアを交まじえて質疑応答に応えていく。


    「彼の発言は、まともな政府閣かく僚りようの発言とは思えないね。当然アメリカは一切の関与をしていないし、春日氏を暗殺してプラスになるようなこともない」


    　アメリカが陰謀を企くわだてて戦争を起こしているというロシア側の発言には、大統領は触れなかった。しかし恒太を狙そ撃げきしたのはアメリカだとするロシア側の発言を、全面的に否定した。


    　記者が質問する。


    「アメリカとしては、ロシアの発言にどのように対処するつもりですか？」


    「国務省を通じて抗議はしている。だが、過か剰じように反応する必要もないだろう。ヒグマの発言に、いちいち事を荒立てていたら、国際政治なんてできないよ」


    　暗にロシアを「ヒグマ」呼ばわりしたことで、記者たちの間から失笑が起こった。


    　ざわつきがおさまったところを見計らい、大統領は続ける。


    「そんな議論に毎回関わらなくちゃいけないのなら、ぼくは寝ないで仕事しないといけなくなる。休日は返上だ。おっと、週末は妻と休暇で別荘へ行く約束をしてるんだった」


    　そう言って大統領は自じ嘲ちよう気味に笑い、大おお仰ぎように肩をすくめてみせた。


    　記者たちからさらに大きな笑いが巻き起こった。大統領は恐妻家として知られ、夫婦間の面白おかしいゴシップ記事をいつも書かれていることで有名だったからだ。


    　アメリカ大統領ともなれば、スピーチは百ひやく戦せん錬れん磨までなくては務まらない。この大統領と恒こう太たは、演説能力に関して違う持ち味を持っているが、お互い世界最高レベルにあると言えた。


    　一通り笑いがおさまったあと、記者が質問する。


    「どういった勢力が春かす日が氏を狙そ撃げきしたと政府は考えていますか？　やはりロシアだと？」


    「調査中だ」


    　大統領は端たん的てきに応えた。この後、同じような質問が繰り返されたが、大統領の答えは同じだった。


    　それから質疑応答の締めに、大統領は生き真ま面じ目めな表情で口にする。


    「狙撃された春日氏に大事がなくて良かったと思う。あのような惨さん事じを、二度と繰り返してはならない。あのような事件を、許してはならない。自由と正義を守るのが我われ々われのミッションだ。一緒に創ろう、秩ちつ序じよと平和に満ちた素晴らしい世界を！」


    　このアメリカ大統領マーク・カーチスは、ローザの信任を受けている。だから今のところ基盤は盤ばん石じやくだ。


    　アメリカには膨ぼう大だいな政治勢力があるが、もっとも力のある三つを分類するとこうなる。『軍産複合体』『資本家』『他国のロビイスト』である。その他、宗教団体、銃愛好家団体、食肉団体など多くの政治勢力があるが、上述三つに比すと無視してよいほど小さい。


    　軍産複合体はスタインバーグ財ざい閥ばつであり、現時点ではもっとも力が大きく、主導的な役割を果たす。資本家はセルベル財閥やハストン財閥。そして他国のロビイストは主にイスラエル、サウジアラビア、イギリスが強い。


    　この三つの政治勢力が時には結託し、時には反目し合い、アメリカの政治潮ちよう流りゆうが決まっていく。そしてアメリカで決まった方針に、日本とＥＵ諸国がぶら下がる。だからこそ世界の覇は権けん国アメリカの方向性が、そのまま世界の有様に直結するのだ。


    　このカーチス大統領は、軍産複合体と資本家たち──スタインバーグ、セルベル、ハストンが密室で決めた。選挙は民衆に大統領を認知させるためのお祭り騒ぎにすぎないし、二大政党である共きよう和わ党にも民みん主しゆ党にも、それほどの違いはない。資金の出元を丹たん念ねんに追いかけていけば、どちらも同じだからである。革命部がまだ小さいころ、俺という表看板を立てて、実質的には莉り音おんが全権を担になっていたようなものだ。


    　近年でこそＢＲＩＣｓ諸国──ブラジル、ロシア、インド、中国が台たい頭とうし、彼らは日本やＥＵと違って、アメリカ一辺倒の姿勢は持っていない。アメリカの経済力が急激に衰おとろえた今、アメリカは覇権からすべり落ちるかもしれない。その後押しをしているのが、実はカルヴァート財閥である。


    　アメリカの帝国化を推し進めるスタインバーグ財ざい閥ばつと、覇権を多極化することで世界のバランスを保たもとうとするカルヴァート財閥は、地下深くで、鍔つば迫ぜり合いを演じているのだ。本当の世界の中心はここにある。
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    　ロシアやアメリカの非難合戦など意に介かいさないように、恒こう太たは、被害者の家族や、入院している被害者本人を直接訪問して回っていた。その模様は、各国の記者たちによってリアルタイムで全世界へ中継される。マスコミを引き連れた大名行列のようだった。


    　自分が暗殺されるかもしれない最中での、丁てい重ちような訪問である。訪問された相手は、恒太が暗殺されかかったことを知っているし、恒太が腕に巻くギプスは痛々しくもあった。だから皆、自みずからの危機を顧かえりみないで見舞いに訪れてくれる恒太に感激し、彼らが喜ぶ言葉が、メディアを通して各国に伝わった。恒太の行動が、世界の心を打ったのである。


    　そして恒太は被害者たちに、手厚い見舞金を大盤振る舞いしていった。一生分のお金を手渡された家族や、その被害者たちは、国際商業銀行の手厚い保護に涙した。


    　これは同時に、国際商業銀行傘さん下かのグループ企業にも大変よい効果をもたらすことになった。困ったときは国際商業銀行が救ってくれるという象しよう徴ちよう的な出来事でもあり、グループの社員らは社に対する愛着を強め、結束を固めることになったのである。


    　あらゆるメディアで、恒太への賞賛がやまなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　革命部グループ対ロシア連れん邦ぽうの戦争は、一連の情報戦での優勢により、雪崩なだれをうつような勢いで勝敗が決しかけていた。


    　恒太がロシアに、「悪の謀ぼう略りやく国家」のレッテルを貼ることに成功したことが大きい。しかし大局的な視野に立てば、ロシアとしては国家利り益えきを守るための行動をしているだけだ。大なり小なりどこの国でも行おこなっていることである。


    　だから実際のところは単に、恒太が優勢、ロシアが劣勢というだけである。


    　とにもかくにも、当初は「世界経済を混乱させる」として叱しつ責せきの的まとだった国際商業銀行の行動が、一転して正義の戦いに変へん貌ぼうしてしまったのだった。世界の主要な投資家たちも、国際商業銀行の行動に追従し、ルーブルやＲＴＳを一いつ斉せいに売り浴びせはじめた。


    　弱り目に祟たたり目。グローバル金きん融ゆうの世界は、弱まった相手を、寄ってたかって袋ふくろ叩だたきにするのが一番儲もうかるのである。


    　ルーブルはまたたく間に暴落。ロシア証券取引所ＲＴＳは底辺を彷徨さまよい、危機的な状況にあった。


    　また、ロシア中央銀行は、取りつかれたように断続的な利上げを繰り返し、今やロシアの政策金利は二〇・五％にまで急上昇していた。だが、原油価格暴落という現実の前に、何の影響ももたらさなかった。


    　ロシアは今まさに、崩ほう壊かい寸前にあった。


    



    
      ◇

    


    



    　莉り音おんと恒こう太たが空港に着いたという連絡を受けて、俺たちは今か今かと二人の帰りを待っていた。


    　エレベータが開き、まずは莉音が、そして恒太がギプス姿で入ってくる。狙そ撃げきを受けてこの程度で済んでよかったが、少し痛々しい。その後に続いて、護衛チームを統率していた内ない藤とうさんもやってきた。


    「ただいまー」


    「着任した。次の指令を出す。者ども整列せよ」


    　俺たちは莉音と恒太を取り囲み、無事をこの目で確認して安あん堵どした。


    「大丈夫だったの？」


    　沙さ織おりが問とい質ただすと、恒太は自由な右手で髪をサラリとかき上げる。


    「フッ、弾丸など、俺にかかれば止まったように見える。前に話したことがあるだろう……俺には、弾丸の軌き道どうコースを先読みする特殊能力が備わっているのだと」


    「えらそうなことばかり言っちゃって！　柚ゆずさんと、心配したんだからね？」


    「はい、恒太くんが撃たれたとき、心臓が止まるかと思っちゃいました」


    「そうよ、だって一部始終、あんたが撃たれる場面がテレビで流れてたんだから」


    　沙織は怒ったような、安心したような面おも持もちで、大きく息を吐いた。


    　内藤さんは少し後ろから俺たちを穏やかに見やっていて、言葉をかけてくる。


    「それでは私の役目は終わりました。お二人をお連れしましたので、私は六階で引き続き待機します」


    「内藤さん、どうもありがとう」


    「うむ。良い仕事だった」


    　莉音と恒太が礼を述べると、内藤さんは恒太に近寄って頭を下げる。


    「……頭とう取どり……肩の件、重ね重ねお詫わびさせてください。申し訳ありません……」


    　内藤さんは、恒太を狙撃から守れなかったことを悔くいているのだろう。だが、いくら優秀な護衛でも、あのスピーチの最中で、狙撃からターゲットを守ることは不可能に近い。


    　恒太は応じる。


    「何を言う。あの状況、仕方なかろう。貴官は十分以上に役目を果たしてくれたのだ。俺は貴官の仕事に満足し、感謝している。名めい誉よ勲くん章しようものだぞ」


    「そうおっしゃっていただくと、気分が和やわらぎます。……では皆様方、何かあれば六階にご連絡ください」


    「引き続き護衛を頼む。こやつらを守ってやってくれ」


    　恒こう太たは俺たちをアゴで指し示し、偉そうに言った。


    「ハッ。失礼します」


    　謙けん虚きよに内ない藤とうさんは口にして、七階をあとにした。


    　改めて俺は、恒太を頭から足の先まで眺めやって言う。


    「撃たれた翌日から外を飛び回ってたけど、安静にしてなくてもいいのか？」


    　莉り音おんが説明してくれる。


    「本当のことを言うとね、肩を掠かすっただけで、ダメージはほとんどなかったの。綺き麗れいに弾丸が肩を掠めたせいで血が吹き出て、劇的に見えたかもしれないけれど」


    「その割りには、派手なギプスしてるよな」


    「恒太が、できるだけ派手に見える演出をしたいって言い張っちゃって」


    　そう言って、莉音は苦笑した。


    「なんでここまでギプスはめてこなくちゃいけないんだよ」


    　俺の言葉に、恒太は外のほうをアゴでしゃくる。


    「銀行前を見てみろ。俺を神として崇あがめる世界中のメディアが、いつでも俺を追いかけている。傷など残っていないが、しばらくこの姿のままでいるしかなかろう」


    　銀行のエントランスのあたりには、さまざまな人種の、いくつものマスコミグループが待機していた。恒太を追いかけているのである。


    「ムダに心配して損した気分」


    　沙さ織おりは困ったように首をかしげた。


    　俺は一番重要なことを確認する。


    「狙そ撃げき犯はまだ捕まってないよな？　どう考えてもＦＳＢに間違いないけど、あれだけの厳戒態勢の網あみを切り抜けるなんて尋じん常じようじゃないよ。つーか、ありえないレベルだ」


    　狙撃事件の直後から、ドイツの警察が全力で捜査にあたっていたのだ。ネズミ一匹逃げられない厳戒態勢が敷かれ、物々しい様子が繰り返しテレビで報道されていたのである。それにドイツの公安部門はＦＳＢを仮想敵と考えていて、その対策は練ねり上げられている。ＦＳＢがもっとも諜ちよう報ほうネットワークを持っているのがアメリカとドイツであり、それがドイツを過か剰じよう反応させているからだ。あのタイミングで恒太を狙撃するのはＦＳＢしかありえないと誰でも予想がついたから、ドイツの公安機関も必死だった。


    　莉音が悩ましげに応じる。


    「私もドイツ当局に全面的に協力したし、努力したんだけど……、手がかりを発見できなかったの……。でももし狙撃犯を捕まえることができたとしても、その狙撃犯も別の人間に狙撃される可能性はあるけどね」


    「そういえばケネディ暗殺も、狙撃した人間が別の人間から狙撃され、さらにそいつまで狙撃されて、結局は闇やみに消えちまったからな。しかも本当に狙撃したのは、まったく別の人間だったっていう話もあるし……」


    「まぁ、目の前で狙そ撃げき犯が狙撃されるってのも、それならそれで良かったんだけど。ロシアＦＳＢのイメージが悪くなるだけだからね。それにしても……ドイツ政府の全力警戒網のなかで、どうして手がかりひとつ見つからなかったのかしら……。ドイツ公安当局の上層部にも、ＦＳＢの諜ちよう報ほう網が食い込んでいるのかも……。ううん、そうとしか考えられない。そうなると、かなり大規模なスパイ網ね……」


    「クククククク……」


    　恒こう太たは意味深に笑いはじめた。


    　不審に思って俺が問とい質ただす。


    「な、なんだよ……心当たりありそうな笑いだな……」


    「莉り音おんも巳み継つぐも、この俺の神しん算さん鬼き謀ぼうにはついてこられないようだ。精しよう進じんしたまえ」


    「どういうことだ？　何か答えを知ってるのか？」


    「笑しよう止し。世界はこの俺の手のひらの上……シナリオ通りで恐ろしくなるほどだ……。やはり俺は全宇宙を司つかさどる神……」


    「何が言いたいの？　もったいぶらずに言いなさいよ」


    　含みをもたせた言い回しに、沙さ織おりはいらだったようだ。


    「狙撃犯だと？　ククク……まだ気づかないのか？　俺を撃ったのは内ない藤とう三佐だよ」


    「はぁ？　内藤さんが狙撃犯なわけないだろ？　恒太、つかれてるんじゃないか？」


    　俺は頓とん狂きような声を上げた。


    　恒太の護衛としては一〇人、それから統率役として内藤さんがドイツに同行している。だがなぜ内藤さんが、恒太を狙撃する必要があると言うのだろうか。何の得がある？


    「俺が、極ごく秘ひ裏りに依頼した作戦だ。狙撃銃はロシア製ＶＳＳを用意した。事前に綿密に打ち合わせを重ね、スピーチがもっとも盛り上がるタイミングで撃たせたのだよ」


    　そこまで聞いた莉音は一歩後じさり、目を見開く。


    「え……？　じゃ、じゃあ……今回の暗殺劇は、恒太が自分で仕組んだって言うの……？」


    「いくらＦＳＢが強硬なスパイどもだとしても、あのタイミングで俺を狙撃するほど愚おろかなわけがなかろう。自みずからの首を絞めることになるだけだからな。事実、ロシアの仕し業わざだと世界中が思っている」


    「ど、どういう、こと？」


    　沙織が戸と惑まどった声を上げた。


    「まだわからないのか？　俺が自分で、自分を撃たせたに決まっておろうが。謀ぼう略りやくとは、そうしてしかけるものなのだ」


    　したり顔で恒太は言った。


    　俺にも話が飲み込めてきた。でもまさか……。


    「狙撃犯が捕まっていないのは当然だ。同行した情報本部のメンバーは全員、ドイツ政府に公式に届けてある。日本とドイツは友好的な関係だ。日本からやってきた俺の護衛が、ドイツ警察に取り調べを受けるはずもない。ましてや内藤三佐は、ドイツ公安当局との公的な連絡役……怪しい人物として名前が挙あがるわけもなかろう」


    　立ちつくす俺たちを悠ゆう然ぜんと眺め回して、恒こう太たは続けてゆく。


    「仮にだ、俺の護衛まで取り調べを受けたとしても、銃器を隠し持っていることなどドイツ警察は事前に知っている。ＦＳＢから俺を守るのだから、そのくらいの武装があって当然だろう。ドイツ公安機関も皆、重武装で警戒に当たっていた。俺たちの武器所持はドイツ政府も理解して、黙認していたことだ」


    　ニヤリ、と恒太はほくそ笑んでみせた。


    　右腕を優ゆう雅がに広げ、役者のように恒太は断言する。


    「狙そ撃げき犯は捕まらないのだよ。永遠にな」


    　俺たちは言葉もなく、押し黙った。


    「……」


    「……」


    　莉り音おんと俺まで言葉に詰まり、顔を見合わせた。


    　恒太に視線を戻した莉音は、苦しげに、うめくように言葉を絞り出す。


    「じゃ、じゃあ……本当の本当に、狙撃は恒太の自作自演だったって言うの？」


    「そういうことだ。不満かね？」


    「どうして教えてくれなかったの!?」


    　ドン、と莉音は足を踏み出した。真剣に怒っているようだった。


    　恒太は意に介した風もない。


    「教えるわけもあるまい。莉音には迫真の行動を取ってもらう必要があった。真の陰いん謀ぼうは、身内をも騙だますものなのだ」


    　細めた視線で恒太は莉音を見み据すえ、口にする。


    「だが、ひとつだけネックがあった。そう、莉音のギガス『人の思念を読み取る力』だ。いかに華か麗れいな謀ぼう略りやくを俺が用意しようとも、莉音にはすべて読まれてしまう」


    　恒太は語りながら、俺たちのまわりを、ゆっくりした足取りで歩きはじめた。


    「だからこそ、俺は考えた。そう──俺が育てた柚ゆずのギガスキャンセラーだよ。柚のギガスキャンセラーの有効射程は五〇〇万キロメートル。つまり世界のどこにいようとも、柚がギガスキャンセラーを発動させていれば、莉音のギガスは無効化する。今こそ俺は、我が陰謀を発動するときだと考え、射撃能力が高い内ない藤とう三佐に秘密指令を与え、俺を撃たせたというわけだ」


    　そこまで言って恒太は歩みを止め、サッと莉音に視線を向ける。


    「莉音ならば、誰よりも早く狙撃を察知するはずだと確信していた。迫真の演技だったぞ」


    「え、演技じゃない！　動転したのよ!?」


    　莉音の声はうわずっていた。


    「それにしても……莉音の反応が早すぎて焦あせらされたぞ。軌き道どうを逸そらして撃たせたというのに、誤って肩に当たってしまったではないか。一番驚いたのが、外すつもりで狙撃した内藤三佐かもしれぬな。そのせいで二撃目、三撃目は予定より遅れたし、本当に俺を狙ねらったのか怪しいと思われかねないほど軌き道どうが逸それすぎていた」


    　アゴに右手を当てた恒こう太たは、「ふむ」とひとり納得したようにうなずいて続ける。


    「……いや、それでも作戦は成功だ。結果として、最良の成果をおさめることができた。肩を弾丸が掠かすめたことで、素晴らしい演出になったと思わないか？　このギプスのおかげでどれほど聴衆の心をとらえたのか考えれば、莉り音おんをガードにつけておいて良かったというものだ。今回だけは特別に褒ほめてやってもいい。やはり莉音は、俺になくてはならない配下だよ」


    「……」


    　莉音は怒りをぶつけていいのか、それとも泣けばいいのかわからないような表情で、へなへなとその場に尻しり餅もちをついてしまった。


    　自作自演の謀ぼう略りやくは珍しいものではない。近現代の大きな事件では次のようなものがある。


    　一九三一年、関東軍が自みずから南みなみ満まん州しゆう鉄道の線路を爆破し、これを中国の仕し業わざだとして、満州全域を日本が支配するキッカケになった『満州事変』。


    　一九三三年、ナチスが自ら国会議事堂に放火し、これを共産党の仕業だとして、巨大政党だった共産党を一気に消滅に追い込んだ『ドイツ国会議事堂放火事件』。


    　一九六四年、アメリカ海軍の駆く逐ちく艦かんマドックスが、北ベトナム軍から魚ぎよ雷らい攻撃を受けたとして、ベトナム戦争に介かい入にゆうし北爆を開始した『トンキン湾事件』。


    　古代から今に至るまで、この手の謀略は日常的に繰り返されている。権力側の施策を達成するための常じよう套とう手段で、人間社会には不可欠のものである。ひそかに行おこなった事件の罪を敵になすりつけ、民衆を激げつ昂こうさせれば……戦争に持ち込んだり、成立させるのが難しい法案を通したり、政敵を葬ほうむり去ったりするのがスムースになるわけだ。
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    　いやしかし、当事者になってみれば、恒こう太たが自分を撃たせるなど想像も及ばないわけで……。


    「そりゃ、ロシアが激怒するわけだ……。ロシアの内務大臣がマスメディアの前で、烈れつ火かのごとく憤激するのは演技だと思ってたけど……アレ、本気で怒ってたんだな……」


    　俺は汗を拭ぬぐうように手の甲こうで顔をふき、うめいた。


    　沙さ織おりも苦しげに言葉を絞り出す。


    「初めてロシアがかわいそうに思えてきたわ……。あれだけ追われて殺される寸前だったのに、同情を感じるのはどうしてかしら……。私たちが悪の帝国みたい……」


    「情報操作戦とはこういうものなのだよ諸君。俺の天才的謀ぼう略りやくのおかげで、世界がロシアを敵視した。これから国際商業銀行が行おこなうあらゆる攻撃は、全世界の愚ぐ民みんどもが同情を寄せ、国際社会が一致団結してロシアを売り浴びせることだろう」


    「メディアは恒太に好意的になってるし……世界人類も今じゃ、みんな恒太の応援団みたいになっちまったんだぞ……。こいつはいったい、どんな事態なんだ……？」


    　俺が言うと、恒太は冷笑を浮かべる。


    「フッ、愚民どもが……。知能の低さは昆虫並みだな。ヤツらの好きにさせておけ。パブロフの犬も真っ青だよ」


    「なんだか恒太が、悪の大魔王にしか見えない……」


    　沙織が戸と惑まどったように声を上げた。


    　恒太は鼻で笑う。


    「考えてみろ。国際商業銀行ポーランド本店爆破事件、アウクスブルク銀行放射能事件──このふたつは疑いなく、ロシアＦＳＢの仕し業わざだよ。ロシアは何人殺した？　どれだけの被害者を出した？　答えてみろ、沙織」


    「え……いっぱい被害者が出てるわよね……」


    「そうだ。だが俺は何人殺した？　どれだけの被害者を出した？」


    「そ、そういえば……ひとりもいないわ……」


    「そうだとも。俺はただのひとりも殺さずに、はるかに偉大な成果を成なし遂とげたぞ。本物の情報操作とは、こうやってしかけるのだよ。おりおりも、よく覚えておくのだな」


    「……」


    　沙織は愕がく然ぜんとした様子で、沈黙してしまった。


    　恒太はギプスから腕をスッポリと取りだし、ギブスをオフィスに隅にポイと投げ捨てた。そして窓のほうを向き、雄大に両腕を広げる。


    「春かす日が恒太は歴史上最大の英雄である。これは決定事項だ。変更はない。ククク……愚民どもよ、あまねく俺に支配されるがいい！」


    　誇らしげな笑いと共に、オフィスには恒太の高らかな宣言が響き渡った。


    



    
      ◇

    


    



    　報道の流れは変わっていた。


    　ロシアに同情的な風ふう潮ちようはカケラもなく消え失うせ、国際商業銀行がロシアを売り浴びせる行為は当然のことという暗黙の理解が出来上がりつつあった。


    　ルーブルは暴落を繰り返し、ロシア市し場じようは存立の危機にまで発展。


    　一方で、俺たちが買収したアウクスブルク銀行が持つロシア短たん期き債さいの返済日が、目前に迫りつつある。導火線に火がついたロシアの破は綻たんは、秒読み段階に突入していた。
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    　ロシア関連の新しいニュースが飛び込んできた。


    　テレビでは、キャスターが淡たん々たんとニュースを読み上げていく。


    「存亡の危機に瀕ひんしているロシア経済ですが、動きがありそうです。ロシアはＩＭＦに支援を要よう請せい。それを受け、ＩＭＦのアルトマン理事は、ロシアの申し出を受けることを表明いたしました」


    　ＩＭＦ（International Monetary Fund）──国際通貨基金は、一九四六年、世界銀行とともに設立された国連の専門機関である。通貨と為替かわせ相場の安定化を目的として活動し、加か盟めいは一八七か国にまで増えている。


    「ＩＭＦは支援する条件として、ロシアの原油頼みの経済構造を変革し、経済開放を進め、徹底した競争原理の導入による経済成長をめざす方針を提示しました。ロシア政府は提案を受け入れ、ＩＭＦ主導での構造改革を進めます。ＩＭＦは月内に、緊急融ゆう資し分として五〇億ドルの融資を実行予定」


    　この状況で、いくらＩＭＦが介かい入にゆうしようと限度がある。俺たちが投入できる資金量を、ＩＭＦが上回ることも考えづらい。


    　しかしロシアがＩＭＦの条件を呑のみ、支援を受け入れることを発表したために、ルーブルは一瞬だけ上がり、持ち直す徴候を見せた。だが一時的なものだろう。ニュースを受けて売りを手じまい、利り益えきを確定しようとする機関投資家もチラホラと現れはじめたが、彼らも利益を確定させたあとには、ふたたび売りに戻ってくるはずだ。


    　強力な売り圧力は衰おとろえていなかった。
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    　俺たちはテーブルを囲み、これからの方針を話し合っていた。


    　莉り音おんがテーブルを小突く。


    「あともう少しよ。ＩＭＦが最後の頼みの綱つなだから。ＩＭＦなんて踏みつぶして、このまま一気に押し切りましょう」


    「でも、私たちもかなり資金を使ってるわ。こちらも限界に近づいてない？」


    　沙さ織おりが冷静に言った。


    　莉り音おんは考えながら、ゆっくり話していく。


    「大おお雑ざつ把ぱに見積もれば……アウクスブルク銀行が五〇兆円、他にも中小の金きん融ゆう機関を買収したり、ＫＫＣＳで成長しているチェーンの資力を加えても……革命部グループの総資金量は三六五兆円。対して借しやつ金きんは……少なく見積もっても四五〇兆円を超えるまで膨ふくらんでるわね……。資金繰りは危険水域に入ってきたけど、まぁ、なんとかなるでしょ」


    「な、なんとかって……」


    「そんなに消えてんのか……。空恐ろしいな……」


    　額が額だけに、俺は唖あ然ぜんとなった。一企業グループの借金としては空前のスケールである。


    「ロシアロケット社でのミサイル開発や、原油を売り続けたり、ロシアに攻撃をしかけたりしてて、だいぶ浪ろう費ひしてるからね。でも、ロシア売りを終了して利り益えきを確定させれば、少しは取り戻せるんじゃないかしら。ほんの少しだけど」


    　俺たちが売り続けていたルーブルやＲＴＳは、売った分だけ買い戻すだけで、多少は利益を得ることができる。しかしそれ以上に、原油売りに浪ろう費ひした資金量が半はん端ぱではなく、全体としての損失は巨額になるだろう。原油価格は一バレル＝三四ドルにまで暴落しているが、世界中の投資家たちはこれを安すぎると見て、買い続けている。俺たちは値段が上がらないようにと、売り支えている大変な状況になっていた。原油売りによる俺たちの損失は、驚異的なレベルになる可能性がある。終わってみないと、具体的な数字が確定しないことが、さらに恐ろしい。


    「これ、経営危機じゃないの？」


    　沙織が首をかしげると、莉音はあっけらかんとして応じる。


    「大丈夫、危機なんてレベルははるかに突破してるから」


    「これ以上、他の金きん融ゆう機関を飲み込んで、規模を拡大させることはできそうにないぞ？　まともな金融機関で買収可能性のありそうなところは声をかけ終わってる。頭打ちなんだ。かといって、五いつ菱びしＵＣＪ、バンカベ、五いつ井い友とも住すみクラスにＴＯＢをしかけて飲み込むとかも……ＴＯＢに勝ち切れるだけの資金の余よ裕ゆうはない。不可能だ」


    「フッ、巳み継つぐ、何を甘いことを。金がなければ、愚ぐ民みんどもから巻き上げればいいのだよ。愚民はそのために存在を許されているのだからな。国際商業銀行の、世紀の大型上じよう場じようも控えている」


    「この状況で、上場させるのはヤバイだろ。前よりも、さらに負ふ債さいが巨額になりすぎてる。それに、仮に上場してもだぞ、これだけのマイナスを埋うめ合わせるだけの資金は集まらないって……」


    「その通り、上場してなんとかなる段階ではない。どれほどうまく上場を達成したとしても、集まる資金はたかが知れている。いやむしろ、ここまで負ふ債さいが拡大した今、上場するのは危険ですらあるだろう」


    「なんだよ……恒こう太たもわかってんじゃん……」


    「ククク、だが安心しろ。俺のギガスは、まだまだ奥の手を用意している」


    　恒太の鼻息は荒かった。


    「奥の手って……何よ？」


    　沙さ織おりは不審げな面おも持もちを浮かべた。


    　恒太は、莉り音おんをアゴでしゃくる。


    「莉音、もったいぶらずに、こやつらにもそろそろ次の手を教えてやれ。長らく機密事項だったが、もう話してもいいぞ」


    「……え？　何かあった？」


    　唐とう突とつに話を振られた莉音は、首をひねった。


    「ほう……この一触即発の状況を前にしても、まだ極ごく秘ひ裏りに進めるつもりかね？」


    「待って。何のこと？　私が何か話したことあったっけ？」


    「……なるほど、それもよかろう。重大な機密は、慎しん重ちように取り扱わねばならんのだからな」


    「私たちの間で機密なんてないけど……」


    　沙織が両手でテーブルを叩たたき、恒太をなじる。


    「あんた、そんなこと言って、本当はなにも知らないんでしょ!?　莉音が案を出したら、さも自分が考えたように言いたいだけのくせに！　いっつもそう！」


    「おりおりは誰が革命部グループを支えているか、もう一度考える必要がありそうだな。我が国際商業銀行こそ、革命部の根幹。俺がいなくては革命部は成り立たない。人類すら、この俺なくして存在することは許されていないのだ。つまり……俺こそが神である」


    　恒太は椅い子すに身を沈め、足を組み、王のように言い切った。


    　その言葉に、沙織は唖あ然ぜんとして目を見開いた。俺も莉音も言葉もなく、どう反応すべきかわからなかった。


    　だが柚ゆずさんだけは、祈るように両手を合わせて、恒太に熱心な視線を向ける。


    「ああ神さま……私もみなさんの話す内容を理解できるよう、頭をよくしてください……。少しでもいいんです……。いっつもバカだって言われてて……でも私、がんばりたいんです……。みなさんの役に立ちたいんです……」


    「柚はギガスキャンセラーを身につけているだろう。俺が育てた能力のなかでは、一級品だぞ」


    「私、なんとかしようってがんばったんです。毎日六時間も、ギガスキャンセラーを発動できるようにって練習したんです。一生懸けん命めいだったんです」


    「よかろう。素直な柚の願い、この神が聞き届けた。これから春かす日が恒太を毎日三時間崇あがめれば、いずれ願いは叶かなうはずだ」


    「はい、神さま。恒太くんのことは尊敬していたんですが、もっともっと尊敬しようって思います。莉音部長にも、巳み継つぐくんや沙織さんにも、お姉ちゃんにも、喜んでもらえると思うんです……」


    　柚さんは、恒太と神を混同しているような気がした。柚さんの頭のなかはどうなってしまっているのか。


    　沙織さおりが柚ゆずさんの腕に優しく手を乗せ、おそるおそる口にする。


    「……ゆ、柚さん。あなたはもう十分すぎるくらい頭がいいのよ。絶対、この変なヤツを尊敬しちゃダメ。柚さんは飛び抜けた天才なんだから」


    「沙織さんがそう言ってくれるのも、神さまが願いを聞き届けてくれたからだと思うんです。とっても、とっても嬉うれしいです。ありがとうございます神さま……」


    　柚さんはすっかり洗脳されていた。


    「どこぞの小娘も、柚を見み倣ならってほしいものだな。革命部の危機のひとつやふたつ、究極無比な神の業わざで乗り切ってやろう。ククク、まずはロシアに、覚かく醒せいした俺の『真・ギャラクティカギガス』を見せつけてやろうではないか……！」


    　恒こう太たはまだ覚醒するつもりらしい……。
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    　ロシアの、アウクスブルク銀行への債さい務む支払日を前にして、恒太は記者会見を開いていた。


    　質疑応答形式で、恒太が記者たちの質問に答えていく。


    「アウクスブルク銀行が保有するロシアの対外債務、このロールオーバーに応じるつもりはない。我が行は、全額の返済を迫ることになる」


    「しかし現時点でロシアの対外債務の現状を考えると、返済は難しいと予測されています。ましてやルーブルの価値が、借り入れ当時の三分の一以下にまで減価している現状……ロシアにとっては巨額の負債になっています」


    　記者は現状を改めて指摘した。


    　ロシアがユーロ建てで金を借りた当時より、ルーブルの価値が三分の一になっているということは……つまり借金が三倍に増えてしまったということである。新たに借り増したわけではない。すべては、ルーブルの価値が急激に下がったために、ユーロ建ての債務が激増したのである。こんな借しやつ金きんを返せるはずもない。


    　恒太は、無関心といった風に手を払う。


    「そんなことは俺の知ったことではない。貸した金を返してもらうだけだ」


    「ロシアの財政が破は綻たんすれば、結果的に、返ってこないのではないですか？」


    「それもよかろう」


    　恒太が言い切ったので、記者は仰ぎよう天てんしたようだ。


    「そ、それは無責任では？」


    「どこがどう無責任なのだ？　この俺が、なぜロシアの国家財政まで心配してやる必要がある？　ましてや俺は、ロシアから命を狙ねらわれたのだぞ？」


    「それはわかっております。以前は国際商業銀行がロシアを売り浴びせることを非難する声がありましたが、今では聞かれなくなりました。しかしです……いくらロシア政府と国際商業銀行が対立関係にあったとしても……ロシアにはたくさんの市民がおります。ロシアが困こん窮きゆうすることで、苦難を歩むのは、ほかならぬ彼ら市民なのですよ」


    「もしもロシア政府が自国民を守る力がないのなら、代わりに国際商業銀行が貧民どもを守ってやる。ロシア人が望むなら、最低限の食だけは、国際商業銀行が無償で援助してやってもいいんだ」


    「なんですって!?　銀行が、そこまでするのですか？」


    　記者たちは一いつ斉せいに身を乗り出した。ニュースとして流せば、一般人が飛びつきそうな話題なのだろう。


    「その通りだ。国際商業銀行はそこまでする。この俺は愚ぐ民みんどもの味方なのだからな。どうだ、それなら文句あるまい？」


    「では具体的に、どのような形でロシアの食を援助するのかお聞きしてもいいでしょうか？」


    「ただ俺に申し出よ。さすれば必要な食料を買い付けて、ロシア政府まで無償で送り届けてやろう。もっとも、ロシア政府が俺に泣きついてくるかどうか、それはわからんがな」


    　このインタビューの直後、ルーブルの価値は限界まで暴落した。
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    　オフィスで仕事をしていると、電話を受けた沙さ織おりが口にする。


    「莉り音おん、巳み継つぐ……今、銀行の総務の人から連絡があってね、恒こう太たに急な来客みたいなんだけど……」


    「どうしてこっちに連絡が入るんだ？　どうせマスコミだろ？」


    　そう俺が返すと、沙織は首を振る。


    「それが……ＩＭＦだって。恒太にも連絡はしたけど、念のため、こっちにも伝えておきますって」


    「ＩＭＦ？　アポもなしで？」


    　莉音は素すっ頓とん狂きような声を上げた。


    「そうみたい。一〇人くらい来てるって。さっき八階の会議室に通したって言ってたから、恒太が話を始めてると思う」


    　恒太は、行員たちからも天才だと思われているが、同時に困った人物であるとも見なされている。なかで仕事をしていると、恒太の奇想天外な恐ろしさを肌で感じることができるのだろう。行員たちには、俺たちのほうが信任が厚い。だからこそ、重大な訪問客であるＩＭＦの来訪を、俺たちにも教えてきたのだろう。


    「マ、マズイ……恒太はマズイ……。マスコミならともかく、ＩＭＦを恒太ひとりに相手をさせるのは……」


    　俺は狼ろう狽ばいを禁じ得なかった。


    　莉音も同様のようだ。


    「い、行きましょう。沙さ織おりと柚ゆずちゃんは留守番しといて。巳み継つぐ、一緒にね」


    「ああ。急ごう」


    　俺と莉り音おんは急ぎ足でエレベータに乗り込み、八階のボタンを押した。
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    　扉を開けると、ひとり突っ立つＩＭＦの担当者が、テーブルにドンと両手をついて、大声を上げているところだった。


    「なんという無責任な銀行だ！　ロシアの担当官が言うように、君らはタチの悪い投機マフィアだ！」


    　そそくさと莉音と俺が部屋に入っても、ＩＭＦの面々は興味がないらしかった。こちらに一いち瞥べつをくれただけで、恒こう太たにきびしい表情を向け続けている。恒太相手に交こう渉しように来たのだろうし、俺たちは数に入っていないのだろう。外から見れば、恒太こそ国際商業銀行のすべてを取り仕切る男に見えているはずだからだ。


    　俺たちは名刺交換することもなく、挨あい拶さつもせず、静かに恒太の隣の椅い子すに腰かけた。まずは話の成り行きを確認しなくては。


    「マフィアということなら、ＩＭＦとてそれほど違いはあるまい。貴様らは資本主義マフィアと言ったところか」


    　恒太はニヤリと不敵な笑みをうかべ、あおるようなことを言った。


    「なんだと!?　ＩＭＦをマフィア呼ばわりするな！」


    「事実を言って何が悪い」


    　挑発を繰り返す恒太を、莉音が押し留とどめる。


    「ちょ、ちょっと待って。恒太は黙ってて」


    　そして莉音は、ＩＭＦの一同を見やって口にする。


    「そもそもＩＭＦが、私たちに何の用事？　まずはそれを説明してくれる？」


    「今日は頭とう取どりに話をつけに来たんだ。君は何だね？」


    「私は革命部取とり締しまり役やくだし、国際商業銀行の取締役でもある」


    「ぼくも国際商業銀行の取締役なので、ＩＭＦの方々が来られているということを聞いて急きゆう遽きよやってきました」


    　俺も追従した。


    　恒太より、俺たちのほうが話しやすいと見て取ったのだろうか。ＩＭＦの担当者は、ゴホンと咳せき払ばらいして、今度は俺たちへ身を乗り出してくる。


    「君らはすべてを理解してロシアを攻撃しているのだろう。現状を放置すれば、ロシア国家は破は綻たんする。ＩＭＦに支援要よう請せいがきているが、我われ々われで背負いきれる損失ではない。我々は日本政府にも支援を要請しに来たのだが、こちらにも寄ってみたのだよ。なにせ、諸悪の根源なのだからな！」


    「また貴様らは日本に金をせびりに来たのか？　俺を見み倣ならい、愚ぐ民みんどもが喜んで金を貢みついでくるカリスマ性を持ってもらいたいものだな」


    　恒こう太たは鼻で笑ったが、莉り音おんはいつにも増してきびしい視線で恒太を見み据すえる。


    「恒太、黙っててってば。私に話させて」


    「よかろう、許可する。話したまえ」


    「で、私たちにどうしてほしいわけ？」


    　莉音はＩＭＦに向き直った。


    「ルーブルとＲＴＳを売り浴びせるのを、今すぐ止やめてもらいたい。それから、原油もだ」


    「それはできない。これはビジネス活動だから」


    　こっちは命が懸かかっているのである。


    　俺たちだって負ふ債さいが拡大し続け、革命部グループは大爆発する瀬せ戸と際ぎわにあるが、ロシアに勝ちきらないと、いずれＦＳＢに暗殺されてしまう可能性が高い。世界のどこへ逃げてもだ。だからこそ、ロシアを屈服させておかなくてはならないのである。


    　それに、一かず馬まおじさんも無事に取り返さなくてはならない。ロシアに勝利してこそ交こう渉しようできるのであり、負ければ取り返しがつかないことになる。もし俺たちがロシアに敗北すれば、一馬おじさんは人ひと質じちとしての価値をなくす。そうなれば、仮に一馬おじさんが殺されても闇やみのなかだ。捕まった工作員の行く末なんて、どこでもそんなものである。


    　そんな事情など知らないＩＭＦの担当者は声を荒らげる。


    「銀行としての責任を感じないのかね!?　ビジネスより優先しなくてはいけないことはあるのだ！」


    「ＩＭＦこそグローバルスタンダードの急きゆう先せん鋒ぽう──新自由主義や競争原理の信しん奉ぽう者じゃないの。私たちはグローバルな自由競争に則のつとって、定められたルールのもとにビジネスをしてるわけ。ほら、ＩＭＦが望んでいることでしょう？　それが都合悪くなったら、今度は手のひらを返すってこと？　無責任な発言をしてるのはあなたたちのほうじゃないの？」


    　負けじと莉音の口調も激しくなった。


    　ＩＭＦの担当者は、片手をドンとテーブルに打ち付ける。


    「銀行たるもの、世界経済に責任を持たなくてはならない！」


    「世界経済に責任を持って、グローバルスタンダードを順守し、今まで通りの方針を貫つらぬくわ」


    　莉音は、そうキッパリと言い放った。


    「このような不当な銀行があっていいはずがない！」


    「どこが不当なのか、明確に指摘してもらいたいわね」


    　ラチがあかないと見てとったのか、ＩＭＦの担当官は身を引く。


    「……今日このあと、大おお原はら総理と会談することになっている。君らのような非常識な組織から銀行の免許を取り上げてもらうよう、ＩＭＦの意向として伝えておこう。世界の潮ちよう流りゆうに逆らうと、あとで手痛いしっぺ返しがあるぞ」


    　それだけを言い残し、ＩＭＦ一同はぞろぞろと引き上げていってしまった。


    



    
      ◇

    


    



    　沙さ織おりはやや狼ろう狽ばいした様子で、電話を莉り音おんに取り次いでくる。


    「莉音、電話……」


    「どこから？」


    　莉音は電話に手を伸ばしながら確認した。


    「官邸だって……」


    　それから莉音は電話で二言三言交わし、電話を置いた。


    　俺に向けて口にする。


    「明日、官邸に来てほしいって」


    「ＩＭＦ絡がらみか？」


    「秘書とアポの時間を決めただけだから、そういう話は出なかったけど……タイミング的にそれしかないでしょう。巳み継つぐ、来て」


    「わかった。とりあえず、明日だな」


    　すかさず俺はうなずいた。


    　大おお原はら総理は革命部グループの勢力範囲内にある。俺たちが総理を操あやつっているというわけではないが、資金面ではスポンサーになっており、必要なとき必要なだけ便べん宜ぎを図ってくれる仲間うちと言ってよかった。ＩＭＦの抗議に、どれくらい影響を受けたか確認しなければならない。


    



    
      ◇

    


    



    　ＩＭＦが来たその日の夜。


    　隣のホテルの軽食レストランで、莉音と遅い夕食を取っていた。


    　つけっぱなしのＣＮＮからロシアのニュースが飛び込んできた。俺たちは耳を傾ける。


    「緊急ニュースです。経済危機に陥おちいっていたロシアが、ユーロ建ての債さい務むを返済することができず、デフォルトを発表いたしました。これでロシアが債務不ふ履り行こうになるのは二度目、およそ一二年ぶりです。今回のロシアの経済危機は──」


    「勝ったな……」


    　ポツリと、俺は言った。


    　不思議なことに、感かん慨がいは湧わかなかった。代わりに俺は、安あん堵どのため息をもらす。


    　ロシアを売り浴びせていた国際商業銀行は、ある程度の利り益えきを確定できるはずだ。莫ばく大だいな債務を背負う今、少しでもお金を回収できるのなら良いことだ。具体的な損益の数字がどれくらい膨ふくらんでいるかは、戦いを手じまいしてみないとわからない。


    　莉音も特別に嬉うれしそうな様子もなく、気疲れした声を出す。


    「ひとまず戦闘には勝ったってところかしら……。ロシアロケット社から始まって、一進一退、長い戦いだったわね……」


    「なんだか疲れてるみたいだな。莉り音おんらしくもない」


    「だって、本当に疲れちゃった」


    　そう言って、莉音はペロリと舌を出した。ときどき俺にだけ見せてくれる、本当の莉音の姿だ。


    「ははは。本音が出たな」


    「これからの手打ちは、もっと大変だと思う」


    「まずは一かず馬まおじさんを取り返さないと」


    「生存は確認できてるから、お父さんなら絶対に大丈夫よ」


    「明日、官邸に呼ばれてるんだし、大おお原はら総理に手打ちのことを相談してみてもいいんじゃないか？」


    　俺の提案に、莉音は考えを巡らせるような仕草をする。


    「そうね……。大原総理は手打ちのことを考えておけって言ってたし、仲ちゆう介かいのことも話してたわよね」


    「ああ。このタイミングで大原総理に動いてもらうのが一番いい。ロシアも耳を傾けるだろう」


    「でも大原総理に、ロシアコネクションはどのくらいあるのかしらね？　あんまり聞かないなぁ」


    「だからって他に相応ふさわしい立場の人もいないだろう」


    「アメリカ大統領とかアリかなーと思ってたんだけど」


    「アメリカが動くかな？」


    「動くわよ。だってロシアほどの大国が破は綻たんしたんだし、国際商業銀行だって今じゃスーパーメガバンクだからね。アメリカが仲を取り持てば、国際的な点数稼かせぎにもなる。だけど大統領まで話を繋つなぐのは時間がかかって、面倒かな。ローザにお願いしなくちゃいけない」


    「それなら、意外と劉りゆう国家主席もアリなんじゃないか？　俺たちなら今すぐにでもコンタクトができる。中国は、ロシアと日本の間にあるし、今回の争いは気になるところだったろう」


    「中国としては、ロシアが破綻したことに内心で喜んでると思うけどね。どう上うわ辺べを取り繕つくろおうと、潜在的な競争相手同士なのよ。それを肌で感じてるはずのロシアが、中国の仲介に乗るかどうかは……なんとも微妙ね」


    「……難しいものだな。戦闘行動よりも、戦いをおさめることのほうが大変だ」


    「まずは明日、大原総理に聞いてみましょう。ロシアと、どれくらいパイプがあるか次第ね」


    　そう言って、莉音はコーヒーを飲み込んだ。


    　対ロシア戦争、ひとまずの勝利である。ロシアは、革命部のことを考えている余よ裕ゆうなどなくなっているだろう。


    　もともとこの戦争は、追い込まれた末に、なし崩し的に始まった戦いだ。だから勝利の余よ韻いんは、ほとんどなかった。損失を顧かえりみず売り浴びせたおかげで、巨額の資金を浪ろう費ひしてしまっている。だから終わってくれてホッとしたというのが本当のところ。莉音も同じ気持ちだろう。


    



    
      ◇

    


    



    　首相官邸へ出向くと、総理と、もうひとり国会議員が待っていた。見たことがある。自じ友ゆう民みん政せい党の佐さ久く間ま代議士だ。議員歴が長く、国土交通大臣を経験したことのある実力者だったはず。


    　俺たちは時候の挨あい拶さつを交わし、向かい合って腰かけた。総理が口を開く。


    「さて、本題に入ろう。君らのロシアとの手打ちの件だ」


    「ＩＭＦの件で呼んだんじゃないの？」


    　そう莉り音おんが訊きくと、総理は手を払う。


    「違う。そんなことはどうでもいい。こちらで処理する。それとも、君らも関わりたいのか？」


    「あっ、ううん。総理から文句のひとつも言われると思ったから、ありがたいくらい」


    「君らがロシアを攻撃しているのは俺だって知っていたことだ。今さら文句など言わんよ。……おそらく、ロシア破は綻たん処理に、我が国としては五〇億ドルほどを、ＩＭＦに拠きよ出しゆつすることになるだろう。ＩＭＦがロシアに融ゆう資しする原資になる」


    「またお金出すの？　日本ばっかり出してない？」


    「今回の件は仕方ない。国際商業銀行が多た国こく籍せき企業だと言っても、ロシアから見れば日本の銀行にも見える。だからこそ、日本はロシアと敵対しているわけではないということを、協力姿勢を見せることでアピールしておかねばならんだろう。なに、五〇億ドルほどだ。大した金じゃない」


    「端はした金がねってわけか」


    「ＩＭＦを通して融ゆう資しができるなら、日本にとって損でもない。我が国の国庫に有り余っているドルでアメリカ国こく債さいを買い増すより、ＩＭＦに拠出してやったほうがマシじゃないか。国連をバックにした金貸しであるＩＭＦの紐ひも付き融資なら、これほど手堅いものはないのだよ。もっと出してやってもいいくらいだ」


    「……それにしても、話が早くて助かるわ。私たちのほうも、ロシアとの手打ちの件で大原総理に相談したいと思っていたし」


    「前にも言ったろう。手打ちのことは考えておけと」


    　そう言って、総理は佐久間議員に目を向ける。


    「しかしだ、いざ手打ちとなったとき、俺はロシアとのコネクションは太くない。外務省を通してやることになるが……それならば、党内きってのロシア通がいる。佐久間くんだ。知っているだろう？」


    「佐久間です。今回の成り行き、総理から聞いておりますし、防衛省のブリーフィングにも参加して要点は掴つかんでいるつもりです。微力ながら、手打ちにご協力しましょう。お互いにとって必要なことですから」


    　総理が説明する。


    「佐久間くんは元外務官かん僚りようでね。ウクライナ、エストニアの大使を歴任したし、若いころはロシア大使館にいたこともある。党内きってのロシア通だ。日本でも五指に入るほどのロシアコネクションの持ち主だろう」


    「ロシア大統領メデンツォフとは、大使館にいたころからの酒飲み友達です。彼はプチロフの後押しでロシア大統領になっているので、プチロフには忠実ですが、交こう渉しよう相手としては彼以上の人物はおりません。私が、ロシア側の意向を聞き出してみましょう」


    　ロシアの大統領はメデンツォフ、首相がプチロフである。そしてロシアを支配しているのはＦＳＢであり、そのＦＳＢの元長官がプチロフというわけだ。


    　莉り音おんは畏かしこまって言う。


    「ありがとう。助かる。調整してくれたら、佐さ久く間まさんにも何かお礼するわね」


    「おっと、これはまた予想外のありがたいお話ですね。ですがお気になさらず。向こうとしても、これ以上は国際商業銀行から攻撃を受けたくないはずなので、お互いにとって良い話なんです。だから交渉の仲ちゆう介かいをすること自体が、私にとってロシアへの点数稼かせぎになるのですよ」


    「私たちとしても、動いてもらう以上は礼をするのが筋だからね。仲介の労を執とってもらうだけのことはするから」


    「まぁ、やってみましょう。そこで確認しておきたいのですが……革命部側としての和解条件は？」


    　佐久間議員は鋭い視線を莉音に向けた。


    「私たちの条件はひとつ。ロシアロケット社を、ロシア政府が奪い取る以前の状態に戻したい。それだけ」


    「ふむ。予想していたよりも妥だ当とうな条件ですね」


    「ロシアロケット社をロシア政府が無理に奪い取ろうとしなくても、すべての情報を供出する用意があるの。現状、私たちが開発した技術は、一いつ切さい合がつ切さいアメリカに奪取されてる。今の状態だと、アメリカ側だけが最新ミサイル技術を取得して、ロシアはなにもなし。だからこそ私たちと和解して技術を取得するのが、ロシアの国こく益えきに適かなっているはずよ」


    「そうでしょうね。私もそう思います。ですがロシア側にも面子メンツがある。表立って敗北を認めるわけにもいかない。……もう少し、何か譲じよう歩ほをしてくださる用意はありますか？」


    「現実的にロシアロケット社の設備や技術者たちが帰ってくればいい。今思いつく案だと……たとえばロシアロケット社はロシア政府がすべてを取り上げたままだとしても、また別の子会社を創って、中身をそちらに移転するとか……。そういう案なら乗れるけど」


    「悪くはないですね。それからロシア側に、何らかの謝罪や補償は求めますか？」


    「一切不要」


    「破損した設備などがあったとして、その補償も不要？」


    「もちろん」


    　満足そうに、佐久間議員がうなずく。


    「わかりました。十分です。ロシア側が交渉のテーブルにつかない理由はないでしょう」


    　グイと莉音が身を乗り出す。


    「それから、これは手打ち条件というより、ロシア政府へのお願いなんだけど……。私の父──羽は月づき一かず馬まが捕まってるの。無事に帰してほしい」


    「捕まっておられることは聞いております。こう言っては何ですが、たかだか人間ひとりのこと。和解が成立すれば、必ず無事に取り戻せるでしょう。交こう渉しようが成功しさえすれば、何とでもなります」


    「じゃあイヴァンとか、今回の事件で逮たい捕ほされた人たちも、無事に帰ってくるわね？」


    「小さなことです。すべては和解交渉次第ですよ」


    「助かる。ありがとう」


    「お気になさらず。それではロシア側にコンタクトを取って、結果をそちらにご連絡しましょう。今しばし、お待ちください」


    　それから俺たちは官邸を辞し、佐さ久く間ま議員からの連絡を待った。


    



    
      ◇

    


    



    　翌日。


    　革命部オフィスに佐久間議員が訪ねてきた。八階の会議室に案内し、俺と莉り音おんが向かい合う。


    「早いわね。もう少しかかるかと思ってたけど」


    「ロシア経済は危機的状況にあります。向こうも、一日でも早く混乱をおさめたいのです」


    「それで、ロシア側の和解の意志は？」


    「革命部側の和解案を伝えたところ、ウラジミール・プチロフ首相自みずからが、『会ってやってもいい』ということです」


    「偉そうよね～」


    　莉音が苦にが笑わらいで応じると、佐久間議員は肩をすくめる。


    「まぁそんなものでしょう。お互いに和解しなくてはいけないとわかっているわけですから、うまくいきますよ」


    「そうよね。私たちとしても、ＦＳＢにいつ殺されるとも知らない状況は勘かん弁べん願いたいから……。どこへ行くにも護衛が必要だし」


    　佐久間議員はソファに深く身を沈め、俺と莉音を交互に、しみじみと見やってくる。


    「それにしても……ＦＳＢ相手によく生き残りましたね。彼らに狙ねらわれて生き残っている人間を、私は他に知りません。この事実だけでも、革命部が並の企業じゃないことがわかります」


    「今までだって命の危機は、一度や二度じゃないからね。こんなの普通よ」


    「普通……なんですかねぇ？」


    「ところで、話し合いの日取りは？」


    　莉音は話を切り替えた。


    「すぐにでもロシアへ向かってください。向かう日時が決まったら、私からロシア側に伝えておきます。本音では、ロシア政府側としても、一秒でも早く会いたいのです。まずは国際商業銀行と手打ちをしないことには、破は綻たんした経済の再建をスムースに進められません」


    「わかった。それじゃ早速日時を調整して、佐さ久く間まさんに伝えるわね。できるだけ早くロシアへ向かうことにするから」


    「それから羽は月づき一かず馬ま氏のことですが、ロシアへ渡ってすぐ、お会いできるように調整しておきました。クレムリンに入る前に、保護されている場所を訪問できるでしょう」


    「ありがとう。だったらなおさら急がないと」


    　俺たちは佐久間議員に丁てい重ちように礼を述べ、今後の資金的な協力を約束した。


    



    
      ◇

    


    



    　革命部オフィスに全員が集まり、ロシアへの対応策を練ねっていた。


    　総理や佐久間議員との経けい緯いを聞き終えた恒こう太たが、尊大に胸を張る。


    「ほう……ついにプチロフは、この俺に泣きついてきたと言うわけだ……。強すぎるのも罪ということだな……」


    「違うってば！　『会ってやってもいい』って言葉、聞いてなかったの!?」


    　ピシャリと沙さ織おりは指摘したが、恒太は鼻で笑う。


    「フッ、政治交こう渉しようとはそういうものなのだよ。本音では『恒太神よ、どうかお助けください』と思っていても、対外的には強硬に出なくてはならない。ツンデレこそが政治の本質なのだ」


    「何よそれ。ぜんっぜんわかんない」


    「ふむ……とすれば……存外に沙織は政治家に向いているのかもしれんな。『ツンデレ防衛大臣おりおり』……漫画になりそうなタイトルではないか。俺が帝位に就ついた暁あかつきには、大臣のひとつやふたつ、沙織に任せてやってもいい」


    　バンッと沙織が両手でテーブルを叩たたいて立ち上がろうとしたところ、莉り音おんが押し留とどめる。


    「待って沙織。大筋は恒太の言う通りよ。どんなに挑発的な言動だったとしても、ロシア側だって絶対に私たちと手打ちを図らなければいけない事情がある。ロシアは崩ほう壊かいの危機にあるの」


    　椅い子すに腰かけ直した沙織が、不安そうに言う。


    「でも、飛んで火にいる夏の虫にならない？　だって交渉のためにロシアに行くって話でしょ？　今までロシアから、命だって狙ねらわれてたのよ？」


    「だから、ロシアへ行くのは私と巳み継つぐの二人。三人は残ってもらって、万一何かトラブルがあったら対応してもらう」


    「対応って……どうすればいいの……？」


    「もし私たちが危害を加えられるようなことがあれば、今まで以上の勢いでロシアを売り浴びせ続けてもらう。それが私と巳継の、命の担たん保ぽになるからね。力こそが唯ゆい一いつの、そして最大の保証よ」


    「だが待て。莉音らの交こう渉しよう相手──ウラジミール・プチロフは並の男じゃない。大ロシアをおさめる、実質的な皇帝なのだぞ。一説には、ギガス所持者だとウワサされている。肝心の能力が不明だ」


    　そんな恒こう太たの話に、俺はうんざりして口にする。


    「いつからプチロフ首相がギガス所持者ってことになってんだよ……。そりゃまぁ、超人的な人間だとは聞いているけどさ……」


    「プチロフのギガス能力がわからない以上、柚ゆずを連れていったほうがいいかもしれぬ。俺が育てたギガスキャンセラーがあるからな」


    「はい！　わかりましたぁ！」


    　柚さんは嬉き々きとしていたが、冷静に俺が話を制する。


    「いや、柚さんの気持ちは嬉うれしいけど、残ってもらうよ。だいたい恒太は、ギガスキャンセラーの有効射程は五〇〇万キロって言ってなかったか？　それなら地球全体どころか、宇宙空間にまで効果があるぞ」


    「そういえばそうだったな。五〇〇万キロメートルだ。ならばよし、柚は東京から、常にギガスキャンセラーを発動させ、プチロフのギガスを抑え込め。次の大事なミッションだ」


    「がんばってギガスキャンセラーを発動し続けようって思います」


    　柚さんは納得したようだった。


    　俺は隣に座る沙さ織おりに顔を近づけ、ひそひそと口にする。


    「沙織、柚さんのことは頼む。ひとりで懸けん命めいに努力するはずだから、無茶させないようにな」


    「うん、わかった」


    　沙織はうなずいた。柚さんを放置すれば、一生懸命二四時間、寝ないでギガスキャンセラーを発動し続けるかもしれない。恒太の中二話のせいで柚さんが疲労し、風か邪ぜでもひかれることだけは避けたかった。


    　気を取り直して、俺が現状を指摘する。


    「ところで、ロシアは壊滅状態って言うけど、俺たちだって負けちゃいないよ。ミサイル開発から始まって、原油売り、ロシア売りで、すさまじい金額が消えちまってる。ここらで、この危機的な状況をみんなが把は握あくし、共有していたほうがいい」


    「そうね。まとめておきましょう」


    　莉り音おんは立ち上がり、ホワイトボードにサラサラとマジックを走らせていく。


    



    ■部費


    三六七兆円


    



    ■ロシア戦での利り益えき


    ルーブル売りによる利益……三四兆二〇〇〇億円


    ＲＴＳ売りによる利益……一兆六〇〇〇億円


    （※ロシア戦での通算利益……三五兆八〇〇〇億円）


    



    ■ロシア戦での損失


    アテスミサイル開発……九兆五〇〇〇億円


    原油売りによる損失……一二〇兆六〇〇〇億円


    アウクスブルク銀行買収による損失確定……七兆一〇〇〇億円


    ロシアデフォルト宣言によるアウクスブルク銀行の被害……三兆六〇〇〇億円


    ロシアデフォルト宣言によるグループの被害……一兆円


    その他……二兆四〇〇〇億円


    （※ロシア戦での通算損失　一四四兆二〇〇〇億円）


    



    ■既き存そん事業での損失


    二六兆六〇〇〇億円


    （※もともとの損失分や、ＫＫＣＳ、オリファなどの証券化事業の損失）


    



    ■借しやつ金きん合がつ算さん


    五〇二兆


    



    「ざっくりとした数字だけどね。これでも、ルーブルとＲＴＳが暴落したおかげで、ある程度の損失は取り戻せたかしら。でも、早い段階で売りを手じまって利り益えきを確定させた投資家たちと違って、私たちは最後の最後まで売り続けていたから、損失をひっくり返せるほどの利益にはならなかった。それにしても……原油を売り続けた損失が巨額よねー。最大のピンチを迎えていると言えるわ」


    　とくに困った様子もなく、事務報告をするような調子で莉り音おんは軽く言った。


    　そんな莉音の態度に、沙さ織おりが呆あきれる。


    「どうしてそんなに冷静なのよ……」


    「しかしこいつはすさまじいな……。差し引きで負ふ債さいが一三五兆円は残る計算だ……。これほどの隠れ負債をかかえたグループは、世界中を探しても見つからないだろう。薄はく氷ひようの上を歩いている気分だな……」


    「世界金きん融ゆう大不況の発ほつ端たんとなったリーマンブラザーズ破は綻たんでは、負債総額六四兆五〇〇〇億円だな。ククク、俺たちは勝っている。いいぞ、このまま宇宙一をめざすべきだ」


    　恒こう太たはあらぬ方向をめざしはじめたようだった。


    　リーマンブラザーズの負債総額を俺たちが超えていることはたしかだが、グループ規模としては革命部のほうが一回りも二回りも大きい。だからグループ間で資金を回す余力はリーマンを上回っているので、限界ギリギリのところで踏み留とどまっているのだった。


    　皆を見渡し、俺は言う。


    「確認しよう。まずはオリファで買収を続けてる金きん融ゆう機関だけど、頭打ちだ。新規で買収できる先は、あまりない。あったとしたら、よほど経営が悪化しているところくらいだ」


    「そうでしょう。五いつ菱びしや五いつ井いレベルのメガバンク系は、買収はまず不可能。残っているのはサブプライムローンで一〇兆円クラスの負ふ債さいをかかえた中堅ばかり。ミューチュアルは資産額が巨大だったから良かったものの、残りはきびしいところばかりね。もちろん仮にメガバンクを買収できたところで、現状を改善できるわけじゃないけどね」


    　莉り音おんは淡たん々たんと言った。


    「だな。すでに俺たちには、どこかを買収できる力は微み塵じんもない。それに買収したって、負債は減らないんだ。この状況を打開するのは、どんなウルトラＣでも無理かもしれない」


    「ロシア戦で疲ひ弊へいし尽くしちゃった。立っているのがやっと」


    「で、恒こう太たが言っていた国際商業銀行の上じよう場じようだけど……この状況では逆効果だと思う。仮に上場で巨額の資金を集めることに成功したとしても、せいぜい一〇～五〇兆ってところだろう。挽ばん回かいするのは不可能だ。それに、ここまで負債が拡大した以上は、上場がグループ崩ほう壊かいの引き金になってしまう危険性が高い。経営危機を世界に宣言するようなものだからな」


    「ふむ。仮に上場しても、キャッシュフローはきびしいままだろう。危機的状況は変わらん」


    　珍しく恒太がまともなことを言った。冗談を言っている場合ではないほどのピンチなのだ。


    「それから、ＫＫＣＳの運用利回りは落ちてきてる。最初は優良なチェーンが中心で利回りも高かったけど、今では玉ぎよく石せき混こん淆こうだ。近いうちにマイナス運用に転落しても不思議じゃない」


    　おずおずと沙さ織おりが口をはさむ。


    「オリファをなかから見てて思うんだけど、ＫＫＣＳよりきびしくない？」


    「そうだ……。実はオリファは、最初からマイナス運用だ。投資家の利回りは必ず保証されるから、本当の運用成績が知られることはない。いかに内情がひどいか、わからないように調整してるだけだ」


    　俺は咳せき払ばらいをして間を置き、続ける。


    「今の革命部グループは、破滅的な状況に陥おちいっている。膨ぼう大だいな負債の利息支払いに追い回され、それに加えて既き存そん事業は赤字転落しているものが多い。俺たちはロシアに勝ったけど、当の俺たちだって満まん身しん創そう痍いになっちまった。これはみんな、わかっておいてほしい」


    「……いまだかつてないくらいヤバくない？」


    　そう言う沙織に、俺はうなずく。


    「ヤバい。革命部創業以来、最大の危機にある。いや、危機どころか、内部から客観的に眺めてみれば……革命部はもう死に体なんだ。俺たちは大きく膨ふくらみきった風船で、もし針で一突きされようものなら、たちまち弾はじけ飛ぶだろう」


    　いつもなら大口を叩たたく恒太も、今回ばかりは眉をひそめている。


    　場の空気を変えようと、莉音がパンパンと手を叩たたく。


    「ほらほら、落ち込んでばかりいても始まらないわよ。危急存亡の秋だけど、まずはロシアとの懸けん案あん事項を処理しましょう。ＦＳＢから命を狙ねらわれない保証ができるまでは、まともに事業活動もできないからね。ロシアと険悪なままじゃ、どうすることもできない」


    「そうだな。まずはロシアだ。俺たち全員の命が懸かかってるわけだからな」


    「グループ全体の打開策は、ロシアと和解できてから考えましょう。和解なくして、命の保証もないから……。それじゃ私と巳み継つぐでロシアに行ってくるから、三人ともよろしくね」


    　莉り音おんの言葉に、三人はそれぞれうなずく。


    「ロシアとの交こう渉しよう開始を許可する。俺の代わりを務めてきたまえ」


    「莉音、巳継……お願いだから無事に帰ってきてね……」


    「私もギガスキャンセラー発動を、がんばろうって思います！」


    　その日のうちに俺と莉音はロシア行きの用意をし、向こうに着く日時を佐さ久く間ま議員に連絡した。そして俺たちはモスクワ行きの小型機をチャーターして乗り込んだ。


    　ロシアだけでなく、俺たちだって急がなくてはならないのだ。革命部グループも崩ほう壊かいの瀬せ戸と際ぎわであり、いち早くロシアとの戦争を手打ちに持っていって、今後の方策を根本から練ねり直さなくてはならなかった。
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    　ドモジェドヴォ空港。


    　この飛行機の客は、俺と莉音だけだ。専用機をチャーターしたのである。


    　飛行機を出ると、タラップの下には、厳いかめしい顔つきをした男たちが三〇人ほど整列して待っていた。莉音と俺を怒りの形相でにらみつけてくる。ＦＳＢの人間たちだろう。


    　莉音と俺は地上に降り立った。


    　とたん、男たちは俺たちを取り囲み、無理やり肩を掴つかみ上げるようにして引きずりはじめた。挨あい拶さつもなしだ。とっさのことに俺は仰ぎよう天てんしたが、どうすることもできない。


    　莉音は必死で男たちの手を振りほどこうともがく。


    「ちょ、ちょっと！　何するの!?　やめてよ！」


    　だが男たちは人数も多ければ、揃そろいも揃って大柄で、力が段違いだった。


    　俺も引きずられながら叫ぶ。


    「やめろっ！　自分で歩くっつの！」


    　しかし男たちは気にも留めずに、俺と莉音を車まで、乱暴に引きずり続けた。一言も挨拶すら交わさず、有う無むを言わせずだ。囚しゆう人じんでも、こんなにひどい扱いは受けまい。


    　このままどこか人ひと気けのないところに引っ立てられて殺されかねない勢いだったが、その点は俺も莉音も安心していた。もし俺たちに何かあれば、東京に残した恒こう太たが、なりふり構わずロシアを潰つぶしにかかるだろう。ロシアは必ず、俺たちと和解したいはずなのだ。その本心は、佐久間議員からも聞いている。


    　俺と莉音は為なす術すべもなく、黒塗りの車に、投げるように押し込まれた。運転席と助手席に、無言で男たちが乗り込み、車は静かに走りだす。前後には、男たちを乗せた他の車も続いた。


    　肩で息を切らせている莉音に、俺は声をかける。


    「莉音、大丈夫か!?」


    「うん……なんとか……」


    　さしもの莉り音おんもガッチリと両腕を捕まえられ、引きずられ、どうすることもできなかったようだ。


    　呼吸が落ち着いたころ、莉音は俺に顔を近づけ、クスクスと笑う。


    「あはは。私たち、歓迎はされてないみたいね」


    　そのとき──。


    　やにわに助手席の男が胸元から銃を取りだした。かと思えば、銃口を俺たちに向けるわけでもなく、銃を持つ手をドアに叩たたきつけ、車内には鈍にぶい音が響き渡った。


    　黙っていろということだろうか。それとも、俺と莉音にムカついて仕方ないのだろうか。


    　気持ちはわからないでもない。あれだけの戦いの末、俺たちはロシアを破は綻たんさせ、メチャメチャにしたのだ。しかも、あろうことか恒こう太たの陰いん謀ぼうによって、ロシアが悪の国家として世界中から非難の対象になってしまった。ロシア人なら、俺たちの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに腹が立たないわけがない。


    　俺が莉音と顔を見合わせると、莉音は肩をすくめてみせた。それからは俺たちは押し黙り、男たちに案内されるまま、車に揺られ続けた。
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    　もうすぐクレムリンかと思われたころ──。


    　俺たちを率ひきいる車の一群が、ひときわ大きなビルの前で停車した。


    　大理石の案内板には、ロシア連れん邦ぽう保安庁の文字──ＦＳＢ本部だ！


    　どやどやと前後の車を降り立ってきた男たちは、今度は俺たちを車から引きずり出した。


    「キャッ!?」


    「ぐっ……」


    　莉音は振り回されて声を上げ、俺は地面に叩きつけられてうめき声を上げた。


    　男たちは容よう赦しやない。俺たちを持ち上げるようにして引きずる男たちに、俺は声を荒らげる。


    「おい、莉音は女の子なんだぞ!?　丁てい寧ねいに扱え！」


    　男たちは応える代わりに、またもや俺を地面に投げつけた。さらに男のひとりから腹部を踏みつけられる。


    「ぐうう……」


    「巳み継つぐッ!?」


    　莉音は叫んで手を伸ばしてきたが、無理やり俺と引き離された。


    　俺を踏みつけた男は、いかにも「間違った」とでも言わんばかりに首を振り、わざとらしく苦笑した。一応は、客としての対応をしなくてはいけないらしい。


    　ビルに入ると、一階ロビーにいたＦＳＢの職員たちが皆、敵意を持って俺と莉音をにらみつけてきた。俺たちが誰か、全員が知っているらしい。


    　エントランスをゴミのように引きずられた俺たちは、エレベータに乗せられた。大型のエレベータでも、男たち三〇人は入らない。何台かに分乗し、俺と莉り音おんは、犯罪者のように男たちに取り囲まれ続けた。向かう場所は地下八階。


    　エレベータが止まると、俺の首根っこを掴つかんだ男から、無理やり外に放りだされる。俺は地面に投げだされ、無ぶ様ざまに這はいつくばった。相当に力が強い。俺とてある程度は鍛きたえているが、男の力にはかなわなかった。体格が違う。


    　またもや男たちは俺たちを引きずり、歩きだした。自分で歩こうとしても、小突かれるし、引っ張られるしで、まともに歩行もままならない。これならまだ、引きずられるまま身を任せたほうがマシだった。


    　俺と莉音は、小部屋に引きずられていった。


    　入ったとたん、莉音は男たちを振り払い、ガラスにすがりつく。


    　ガラス越しにいた人物……一かず馬まおじさんだ！


    「お父さん！」


    「一馬おじさん！」


    　俺も続いてガラスに擦すり寄った。


    　椅い子すに座っていた一馬おじさんは、俺たちを見て中腰で立ち上がり、ガラスに手をかざしてきた。何かしゃべっていたが、聞こえない。防音ガラスだ。


    　莉音は、ガラスに手を置き、しみじみと一馬おじさんを見つめやっている。その目には涙が光っていた。


    　一馬おじさんは囚しゆう人じん服のようなものを着せられていたが、以前ケガをした頭部は、すっかり治っているようだった。治療は受けたのだろう。その代わり無ぶ精しようヒゲが生えていて、いくらか痩やせているようだった。


    　部屋に連れ込まれて、わずか一〇秒ほど。なんと男たちは、ガラス越しに見つめ合っている莉音と俺に手をかけ、引き離しはじめた。またどこかへ連れていかれるのだ。


    　部屋を出る直前、振り向いた莉音は、一言口にする。


    「また来るからね……お父さん」


    　一馬おじさんには聞こえないだろう。それでも、莉音の意志は伝わったはずだ。


    　たった一〇秒の、言葉も交わせない面会。これではロシア側が「羽は月づき一馬を人ひと質じちに取っている」と暗に宣言しているようなものだ。


    　交こう渉しよう前にこうして会わせてくれた意図は、俺も莉音もわかっている。それでも、無事な姿をこの目で確認できただけで嬉うれしかった。


    　エレベータで莉音と隣り合ったとき、莉音が俺を見上げ、小さく口を開く。


    「ケガ、治ってた……」


    「ああ。治療はしてくれたってことだな。よかった……」


    「よかった……お父さん……本当によかった……」


    　莉音の頬ほおには涙が一筋伝う。俺はその涙を拭ぬぐってやった。


    「もう少しだ。必ず一かず馬まおじさんを取り返そうな」


    「うん。巳み継つぐ、私を助けてね」


    　その言葉に、俺は深くうなずいた。
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    　クレムリン──モスクワ川沿いにある旧ロシア帝国の宮殿だ。その正面には、赤の広場。世界遺産にも登録されている歴史的建造物である。ソビエト連れん邦ぽう全盛期には、共産党の本部があったため、ソ連共産党を示す隠いん語ごとしても用いられた。現在でも、ロシア連邦の大統領府や大統領官邸が置かれている。


    　俺たちを乗せた車は、クレムリンの前で停車した。いよいよロシアの中ちゆう枢すうと交こう渉しように入るのだ。


    　またもや男たちから乱暴に車を連れ出され、クレムリンのなかに引きずり込まれた。そして、なすがままに身を任せ、引っ立てられながらクレムリンのなかを進む。もみくちゃにされていたので、宮殿を観賞する余よ裕ゆうはなかった。


    　廊下の突き当たりになっている部屋の前。


    　ようやく男たちから手を離され、扉の前に莉り音おんと俺は投げだされた。ここに入れということだろう。


    　俺と莉音は見つめ合い、うなずき合った。一緒に手を掛け、その重々しい扉を押し開く。


    　頭上には、壮そう麗れいなシャンデリア。部屋の中央には、宮きゆう廷てい風の長いテーブルが鎮ちん座ざしている。その左右には、見知ったロシア政府の主要閣かく僚りようがズラリと立って整列していた。メデンツォフ大統領もいる。そこにいる全員が、俺たちを険悪な視線でにらみつけ、今にも殴なぐりつけてきそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。


    　テーブルの最さい奥おうにいた人物に、俺は目を留めた。旧ＫＧＢ元諜ちよう報ほう部員、ＦＳＢ元長官、ロシア元大統領、現ロシア首相──ロシアの実質上の皇帝──ウラジミール・プチロフだ！


    　凍いてつくような視線。恒こう太たがプチロフ首相はギガス保持者だと言っていたが、あながち冗じよう談だんには聞こえない。並の相手なら、にらみつけられただけですくみ上がってしまうはずだ。プチロフは柔道五段の武道家でもあり、スパイや特殊部隊まで経験し、戦闘のエキスパートでもある。その気合いには、本物の殺意がこもっていた。


    　コメカミをひくつかせながら、プチロフは俺たちに近づいてきた。ゆっくりと、威厳に満ちて。


    　コツコツと進める足音が、妙に響く。


    　俺と莉音の前までやってきたプチロフは、俺たちを睥へい睨げいするように見下ろしてきた。しばらく無言でにらみ合う。


    　出し抜けに、プチロフは懐ふところからリボルバーを取りだした。銃口をピタリと莉音の額ひたいに当て、撃げき鉄てつを引き起こす。


    　カチリ、と撃鉄の止まる音。この間、莉音は微動だにせず、プチロフに向けた冷たい眼まな差ざしを背そむけたりはしなかった。


    　プチロフは静かに、しかし腹の底から響くように、声に怒りをにじませる。


    「悪党どもめ。貴様ら全員、誅ちゆう殺さつしてやる。必ずだ」


    「盗ぬす人つとに、悪党呼ばわりされるとは思わなかったわ」


    「自みずから処刑されに来たことだけは歓迎してやる。人生の最さい期ごに、言い残す言葉はないか？」


    「このままロシアを破滅させてあげても、いいんだけど？」


    　銃口を額ひたいにあてがわれたまま、莉り音おんも負けじと応戦した。莉音とて、百戦錬れん磨まの武道家だ。あたりは殺気で充みち満みちる。


    　これが会談の、出合い頭がしらのやりとりだ。こうして俺たちの、次の戦いが始まった。


    　部費、三六七兆二五〇〇億円。借しやつ金きん、五〇二兆六三〇〇億円也なり。
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    　この作品はフィクションです。実在の国家、人物、団体、事件、法律とは一切関係ありません。


    　特定の思想信条、国家を支持、批判、推奨する意図は著者にはありません。また、軍事技術および武力行使について肯定する意図もありません。


    　なお、現在そして将来の事件、事故、報道と重なっているように受けとられる可能性のある事案、記述については偶然の一致であることをお断り申し上げます。

  



  
     あとがき


    



    　あなたは今、何歳ですか？　二〇歳？　それとも三〇歳？


    　もしあなたが二〇歳なら、大おお雑ざつ把ぱに言えば、あと六〇年は生きる計算です。三〇歳でも、五〇年はありますね。


    　このまま何事もなく、ささやかな人生を全まつとうできれば、それは至上の幸運と言えるでしょう。どんなに苦労を重ねる人生でも、どんなにつまらなく見える人生でも、生しよう涯がいをひとつの枠組みのなかで暮らせるというのは、本当は素晴らしいことであり、とても奇跡的なことなのです。


    　しかし断言しましょう。あなたが生きている間に、パラダイムシフトは必ず起こる。それはきっと小さな一個人の人生にとって、良くないことになるはずです。一世代か二世代を経れば、私たちは同じ失敗を繰り返します。どうあっても、それは避け得ない。


    　平時に生きる私たちは、ともすれば戦争や革命など無縁のものだと思いがちです。ましてや日本のような安定した国で、革命が起こるなど誰が想像できましょうか。ですが私たちの近現代世界において、一〇〇年間、何のパラダイムシフトもなかった国はほとんどありません。


    　日本とて、グローバル社会に組み込まれて以来、幾いくつかのパラダイムシフトを経験してきました。とりわけ変動が大きかったのは、一八六七年の明治維い新しん、一九四五年の太平洋戦争敗北、一九九一年のバブル崩壊になるでしょう。維い新しんと敗戦で二度の革命的な政体の変化を経験し、そしてバブル崩壊では天文学的な国富が消滅、人々の意識は一転しました。


    　世界に目を向けてみれば、お隣の中国は、一九一二年の中華民国成立、一九四九年の中華人民共和国成立、一九六六年の文化大革命、一九七八年から始まる改革開放。


    　アメリカは、一八六一年の南北戦争、一九二九年の世界恐きよう慌こう、一九七三年のベトナム戦争敗北、二〇〇七年の金融危機。


    　ロシアは、一九一七年の一〇月革命、一九二二年のソビエト連邦成立、一九九一年のソビエト連邦崩壊。


    　ヨーロッパ諸国はさらに激しいですが……たとえばドイツだと、一八七一年のドイツ統一、一九一八年の第一次世界大戦敗北、続くハイパーインフレ、一九四五年の第二次世界大戦敗北、一九八九年のベルリンの壁崩壊。


    　これらの年代に注目すると、次にパラダイムシフトが起こりえるのは中国になるでしょう。一九七八年から続く改革開放の歪ひずみは大きくなる一方で、未いまだ修正されていません。社会の急激な変動には、一定の反動が必ず伴ともなうものなのです。


    　昨今、世界の動きはますます加速し、それに伴って不安定要因は急激に増大しています。また、各国間の結びつきが強まり、一国の影響はまたたく間に他国へも伝でん播ぱしていくようになりました。大国の激変は、一息に世界を飲み込んでしまいます。


    　では、すぐそこにある未来には、いったい何が待ち受けているでしょうか。


    　グローバリズム崩壊による大戦争かもしれない。世界恐慌かもしれない。お金の価値が灰かい燼じんに帰きしてしまうかもしれない。政治体制がひっくり返ってしまうかもしれない。どうすることもできない世界の大きな流れを考えていくと、思わずすべてを放り出してしまいそうになります。


    　でもね、サジを投げる必要はありません。いいじゃないですか。もしもあなたが積極的に世界と関わっていくのなら、エキサイティングな世の中は、決して忌いまわしいものにはならないはずです。変動の大きさの分だけ、目の前にはチャンスがある。一介のサラリーマンにも、取り柄えのない学生でも、その日暮らしの人であっても、等しくチャンスが巡めぐってきます。もしかすると、あなた自身が率そつ先せんしてパラダイムシフトに関わりを持ち、先導する役割を担っているかもしれない。


    　さまざまな知識を学び、経験し、天下公論から距離を置き、新たな視点で世の中を見つめ直してみましょう。今の大人たちは、これ以上ないくらい表層的になっていることがわかるはず。それでいいのです。彼らには、その場の感情にまかせて政権を倒す力はあっても、そこから先には何もないのですから。昨今、中東革命が世界の話題を攫さらいました。インターネットを通して民衆が団結し、政権を打ち倒した革命劇です。しかしやはり、民衆は政権を打ち倒しただけでした。結果、革命が革命を生み、新たな混乱を引き起こしただけです。その先にある栄光は、英雄が掴つかみ取らなくてはならない。


    　本シリーズが、現代社会のみならず、必ずや到来する次のパラダイムシフトを享受する知恵とキッカケを与えるものになればと思っています。そして読者のなかから、たった一人でいい、世界を変えうる英雄が現れてくれるなら、ぼくは役目を十全に果たしたと言えるでしょう。

  



  
    至道流星


    Ryusei Shidou


    



    会社経営者、ときどき作家。本シリーズが、会計士や株式関係者や学者などの間で話題になっているとのこと、誠に恐縮です。しかしまさかの想定外。虎の尾は踏んでいないはず、たぶん（汗）。
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